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　果たして俺おれは正しかったのだろうか。血まみれとはいえ服を着てから病院に搬はん送そうされるという選せん択たくはなかったのだろうか。そもそも山やま崎ざきは俺の服を持って帰っちゃうのだろうか。

　パンツ一いつ丁ちようで受ける治ち療りようというのはどうにもいたたまれないものがあった。全ぜん身しんを伸ばすようにしながら血を拭ふいて、傷きずの具ぐ合あいを確かめて、治療を施ほどこして。まるで改かい造ぞう手しゆ術じゆつでもされているような心しん境きように加くわえて、ほぼ裸はだかという。格かつ好こうつけたいお年とし頃ごろなんだけどなぁ。

　治療が済すんだ後は全身に包ほう帯たいを巻かれて活いきの良いミイラになりながら、しばらくはベッドに寝ね転ころがる羽は目めになる。思いの外ほか、深い傷もいくつかあったようだ。見ればかかとはピザに切れ目を入れるような気軽さでざっくり裂さけていたし、右の肘ひじも上空から見た渓けい谷こくが真まっ赤かに染そまるようだった。思えばこんな大おお怪け我がをしたことも、入院したことも一度もなかった。

　すぐに寝ね付つけるものではなく、真まっ白な天てん井じようを見つめながら時間が過すぎていく。身体からだはずっと、波なみか微び弱じやくな地じ震しんにでも揺ゆられているようで不安定だ。目を瞑つむるとぐるぐる、暗くら闇やみが回る。

　頭の中が暴あばれている。

　生まれてからもっとも濃こい時間を過ごしてきて、その弊へい害がいか。

　巨きよ大だい怪かい獣じゆうの出現、繰くり返される死、そしてそれの終わり。……本当に、終わったのか？

　町中では今も怪獣が大暴れしているかもしれない。想そう像ぞうに釣つられて窓まどの外を見ると、日が傾かたむき始めている。ボードの上の時計を確かめると、三時を過ぎている。

　時間は進んでいた。もう二度とあの十一時五十分に戻ることはない。はず。

「セーブしました、ねぇ」

　俺や世界はどういう管かん理りを受けているのやら。どれもこれも真しん実じつではないと願いたいが。

　なにも映っていない、真まっ暗くらなテレビ画が面めんに目を動かす。ニュース番組で今回の件けんは取り上げられるのだろうか。怪獣が出ました、と報ほう道どうしていたら特とく撮さつ番組と誤ご解かいされそうだな。

　怪獣退たい治じのあとは飛んできた救きゆう急きゆう車しや（多た分ぶん敷しき島しまが連絡した）に病院へ運ばれたので、混こん乱らんの具ぐ合あいがどれほどのものかは把は握あくできていない。全校生せい徒とが目もく撃げきして大おお騒さわぎしているとは思うが、怪獣本体は消しよう滅めつしてしまったので、残るのはグラウンドの足あし跡あとと、俺の傷だけ。外部の人間に怪獣の存そん在ざいがどこまで信用されるものか。認にん知ちされた方が俺たちは行動しやすいのだが、集団催さい眠みんにかかっていたとか幻げん覚かくを見たとか、大人の常じよう識しきに認みとめられないまま終わることも十じゆう分ぶんにあり得えた。しかし結けつ論ろんがどんな形を迎えたとしてもいずれ、俺おれに話を聞こうとやってくる大人たちは必かならず現あらわれる。結論に至いたる過か程ていの穴あな埋うめをするために。怪かい獣じゆうの頭に乗った俺のもとへ。

　乗ったときの景け色しきを、空の高さを。忘れられなくて、だから身体からだが震ふるえていた。

　あんな非ひ現げん実じつを夢ゆめと感じないのは、俺の身体に確かな傷きずがあり、そしてあの旗はただけが未いまだ消えないで残っているからだった。怪獣の頭から抜き取った旗を握にぎりしめたままだったので、一いつ緒しよに病院へ来てしまった。今も病室に飾かざってある。『かち』はいいけど血けつ痕こんが大量に付ふ着ちやくしている。俺と怪獣の血が混ざって、赤黒く、区く別べつはつかなくなっていた。

　怪獣は、どこへ消えたのだろう。なにか一つでも満まん足ぞくしながら、世界の塵ちりの一つへと変へん貌ぼうしていけただろうか。殺され続けたうえで奇き妙みようなものかもしれないが、不安と同情が入り交まじる。

　これで終わりなら、いつかは笑い話に変わるのだけど。

　まだゲームは続いている。

　視し界かいの右みぎ端はしに待たい機きする時じ刻こく表ひよう示じが、それを無む言ごんで告つげていた。







「アリッサ」と呼ばれた気がして、瞑つむりかけた目を開く。その瞼まぶたの動きが、生なま温ぬるく感じられた。開けると涙なみだのようなものがにじむ。それを拭ぬぐいながら、ゆっくりと上じよう半はん身しんを起こす。

　俺を名前で呼ぶのは家族だけだ。入り口に目をやると、俺の髪かみと同じ色が見えた。

　窓まどの側から夕陽が入り込み、降りかかるそれに顔をしかめることになる。

「……や、母さん」

　髪をアップにした母親が血けつ相そうを変えて飛び込んできた。ハンドバッグを振り回すようにしながら駆かけ寄ってきて、病院着の奥や、手足に見え隠かくれする包ほう帯たいに悲ひ壮そうな目を向けてくる。

　その瞳ひとみは琥こ珀はく色いろで、向き合うと狼おおかみを連想する。語り口く調ちようは穏おだやかに徹てつして性せい格かくも温おん厚こうなのだが、一つ困こまった癖くせというか、なんというかがある。そのせいでどうにもこの人が苦にが手てだった。

　母は、息子むすこの俺に『娘むすめ』の在あり方を押しつけようとするのだ。どうも母は女の子を育てたかったらしい。しかし生まれてきたのは俺で、髪の色が自分に瓜うり二ふたつなこともあって色々と妥だ協きようしたようだった。髪が長いのはその表あらわれだった。母は俺の髪を弄いじることを好このむ。編あみ上げたり、団だん子ごにしたり。幼よう稚ち園えんに通っていたときはそのまま通園して周まわりに奇き異いな目で見られていたから、なにかがおかしいとは子こ供ども心ごころに理解していた。でもそれは自分の髪や名前が他と大きく違ちがうことも理由だろうと、髪を直したところで向けられる視し線せんは変わらないということも理解していた。だから母親に強く反発することなく、不ふ服ふくはあっても扱あつかいを受け入れていた。

　車から降りた後も走ってきたのか、母が呼こ吸きゆうを整えるように胸むねに手をやる。そのまま俯うつむいて、荒あらい吐と息いきを繰くり返す。よい子は病院の廊ろう下かを走らないようにしましょう。

　ベッドの脇わきに用意されていた椅い子すを引っ張り出して座すわると、母が濡ぬれたような目で俺を見み据すえてくる。揺ゆれ動く琥こ珀はくの瞳ひとみは、水みな面もに映る月のように目を引く。同時に、ざわつく。

「なにしたの、こんなケガして」と、英えい語ごで言っている。

「言って、信じてくれるかい？」

「あなたが噓うそをつかなければ信じるわ」

　それは信じないと言ったも同然だ。噓でないとこちらが証しよう明めいできない以上は。

「怪かい獣じゆうと戦たたかったんだ」

　ムダと知りつつも正直に話す。だけど母親は表情を歪ゆがめるだけで、肯こう定ていする様よう子すはない。
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「な、信じないだろ」

「あなたが噓をついたから」

「噓じゃない。こんな信じてもらえない噓をつくかよ」

　騙だます気もない噓になんの意味があるんだ。

「誰だれかにいじめられたとか、」

「そういうのじゃないよ。みんなさ、俺おれのこと結けつ構こう怖がってるんだぜ」

　母親譲ゆずりの目は、俺の顔を覗のぞくものに威い圧あつを与えるらしい。萎い縮しゆくせずに過か剰じようなほど喜よろこぶのは山やま崎ざきぐらいだ。逆ぎやくに喜ぶ方がおかしい。おかしいからかわいいはあり得えるが、かわいいからおかしいは普通ないので、山崎の本ほん質しつはおかしいに集しゆう約やくされているようだ。でもかわいい。

「とりあえず、俺は噓ついてない。学校の連中に聞いたら分かるけど、本当に怪獣が出たんだよ。今は信じてくれなくていいけど、もしかするとこれからそういう噂うわさが広まるかもしれない。そうしたら、俺おれの言ったことが本当か噓うそか、ちゃんと見み極きわめてほしい」

　力りき説せつしたって信用を得えられるとは思えないので、判断を保ほ留りゆうしてもらうよう努つとめる。母親は、まぁ当然信じていないのだけど、「分かったわ」と日に本ほん語ごで返事して頷うなずいてくれた。多た少しよう落ち着いたらしい。俺の手を取って握にぎりしめてくる。揺ゆらされるだけでも肘ひじが痛いたいのだけど。

「ケガはどうなの？　痛くない、大だい丈じよう夫ぶ？」

「命に別状はないよ。でもちょっと深い傷きずもあるから、ここで大人しくしてろってさ」

　母が涙なみだ目めになって、こちらは目のやり場に困こまる。見つめ合うのも辛つらいし、露ろ骨こつに顔を逸そらすのも相あい手てを傷つけてしまいそうで。そんな葛かつ藤とうを見抜かれたら、敷しき島しまにまたマザコン呼ばわりされてしまいそうだ。

「詳くわしくは医者の先生に聞いてよ。後こう遺い症しようを残すほど酷ひどくはないらしいから」

「うん」

　母にそう言って、「疲つかれた」と言い訳わけしながら身体からだを横にする。長々と側そばに居い座すわられたら、本当に気き疲づかれしてしまいそうだ。母親もそういう空気を察してくれたのか、医者に症しよう状じようを確かく認にんするため、そして入院用の着替えを用意するために一いつ旦たん去さった。正直、少しホッとした。

　それから、入れ違ちがうように黒い髪かみの女子が顔を覗のぞかせる。

「てーれーれーれーてってってー」

　変な歌みたいなものを口ずさみながら、敷しき島しまが姿を見せる。別れたときと同じく制せい服ふく姿すがたで、鞄かばんは二つ持っている。下校時の姿としてなんら普通で、日にち常じようが俺に歩み寄ってくるようだった。

「……そもそも、それがおかしいんだけどな」

　日常の中で、見み舞まいに来てくれるほどに敷島と親しくなることはなかったのだから。

　俺たちがここにいて出会うこと自体、非日常の延えん長ちように線を引くようなものだった。

　それと、さっきのは宿やど屋やに泊とまったときの効こう果か音おんを模もしているのだと遅おくれて気づく。そして敷島が、母親が片づけ忘れた椅い子すに座すわる。病室の入り口を振り返りながら、確認してきた。

「今のが藤ふじくんのお母さん？」

「そう」

　短く答えただけなのに、なにが楽しいのか敷島が笑っている。

「アリッサくんにそっくり」

「名前では呼ばないんじゃなかったのか」

「それは何回前か忘れたけど、別の私の言ったこと」

　都つ合ごうのいい分け方だな。とはいえ、今の俺たちが過か去こから地続きの道を歩いて今に至いたっている、という保ほ証しようなんてどこにもないんだよな。今までを生きてきた俺は教室の天てん井じようと床ゆかに挟はさまれて確かく実じつに死んだのだから。死んだ先に新しい自分がいて、はい続き。ゾッとしないな。

「具ぐ合あいはどう？」

　病室に飾かざられた白しろ旗はたを一いち瞥べつしてから、敷しき島しまが調ちよう子しを尋たずねてくる。さっき同じことを聞かれたばかりだな。

「痛いたむけど、致ち命めい傷しようはないみたいだ。敷島が見み舞まいに来てくれたからすぐにでも治なおりそうだよははは」

　こいつにお世せ辞じ言ってどうするんだと思いつつも、つい口走ってしまう。

　敷島はそれを受けて大いに照てれる、はずもなく意い地じ悪わるを思いついたような笑えみを浮かべる。

「お見舞いが山やま崎ざきさんじゃなくて残念でしょ」

「そんなことはないけど」

「誘さそったんだけど、彼かれ氏しとデートの先せん約やくがあるからまた今度だって」

「………………………………………」

　敷島が両方の手のひらを見せつけるように振る。なんちゃってーとばかりに。

「噓うそに決まってるじゃない」

「だよねー」

「顔引きつったままですけど」

「傷きずがちょっと痛むので」

　ごほごほと咳せき込む。ついでに表情も直す。いかんいかん、この程てい度どで動どう揺ようしていては。

　でも彼氏云うん々ぬんはともかく、あれだけ騒さわぎがあったけど放ほう課か後ごには遊びに行くという部分は山崎なら違い和わ感かんなかった。それはそれ、これはこれと割わり切るぐらい簡かん単たんそうだもの。

「あんな騒ぎがあったから、みんな学校に拘こう束そくされているの。山崎さんもね」

「なるほど」

　どうしてその学校の生せい徒とである敷島がここにいるかは深く考えないようにしよう。

「やっぱり大騒ぎになってる？」

「そりゃあね。特とく撮さつの着ぐるみが落ちてきた、とか言い出す男子もいたけど」

　あんな大きい着ぐるみを作って誰だれが着るんだ。着られるやつが怪かい獣じゆうしかいないだろうが。

「藤ふじくんのことも話わ題だいになってた。下着一枚で怪獣に飛びかかる人として」

「やめてー」

　そんな武ぶ勇ゆう伝でんが流る布ふされては新しいあだ名を頂ちよう戴だいしてしまう。アーサーとか。

「携けい帯たいで画が像ぞうに収めている人もいたみたい。怪獣がいたという証しよう拠こに使われるかも」

「そこに俺も映ってる？」

「多分。ネットに公開されたら一いち躍やくヒーローね」

「うわぁ。俺、魔ま界かい村むらに引ひっ越こさないといけなくなりそう」

　半分本気で嘆なげく。目立つことなんか好このまない。心の平へい穏おんの方が欲ほしかった。

　顔を伏ふせるように落ち込んでいると、敷島が鞄かばんを突つき出してきた。

「藤くんの鞄。教科書は入れてないけど一いち応おう、持ってきてみた」

「あらどうも」

　受け取ってから、開いて中を覗のぞいてみる。鞄かばんの底に、財さい布ふと携けい帯たい電話は入っていた。どうせ入院するのなら教科書の類たぐいなどすぐには必ひつ要ようないし、丁ちよう度どいい。ただ自転車は学校に置きっぱなしになっていることが少し気がかりで、それを意い識しきすると自じ嘲ちようめいた笑い声が漏もれる。

　学校に無ぶ事じに行けるかも分からないのに。

「こちらこそ。ありがとう」

「なにが？」

　敷しき島しまが礼れいを言ってきたけど、心当たりがないので首を傾かしげる。

「あなたが怪かい獣じゆうを倒たおしたこと。心から感かん謝しやしているの」

「お互たがいさまじゃないか。俺おれも敷島がいてくれて助かったし」

　同じ境きよう遇ぐうの人間がいるというのは心強いものだ。いや、強くなるというほど前向きな効こう果かではないのかもしれないけど、心を支える要よう因いんとなるのは間ま違ちがいない。前のめりだろうと、背中からだろうと転てん倒とうすれば起き上がるのは難むずかしいものだ。それを防ぐことに、敷島はものすごく貢こう献けんしていた。俺も敷島にとってそういう存そん在ざいであればいいと思う。

「聖せい戦せん士し様さまは謙けん遜そんが好すきね」

「その聖戦士呼ばわりはやめてくれ」

「じゃあ、王おう子じ様さまとでも呼びましょうか？」

「それもちょっと……あれ？」

　鞄の薄うすい闇やみの底で、携帯電話が発光している。着ちやく信しんを知らせるその緑色の輝かがやきに惹ひかれて、電話を手に取った。病院の中で電話を弄いじっていいのか迷ったが、着ちやく信しん音おんが伴ともなわないので通話ではないようだ。短期間ならいいだろうと操そう作さして、確かく認にんしてみる。着信の知らせは……なんだ、これ？

「スキルアプリ、の取しゆ得とく？」

　見み慣なれないアプリの名前、それに加くわえて覚えのないダウンロード報ほう告こくに胃いが上うわ擦ずるような緊きん張ちようがみなぎる。その報告に対して、俺が選べるのはＯＫしかない。選びたくないと思いつつ、それを指で押して承しよう認にんするしかない。すると危き惧ぐしたとおり、変なことになった。

　これまた変なのが画が面めんの横からやってきたのだ。布ふ団とんで簀す巻まきになって、足だけ出ているやつがてこてこ歩いて画面の中ちゆう央おうに向かう。顔まで隠かくれて見えない。不ぶ気き味みだ。デフォルメされているのが救いか。あ、途と中ちゆうから走り出した。

「お、簀巻きちゃんね」

　画面を覗き込む敷島が言う。え、こいつって有ゆう名めいなのか。

「知ってるキャラ？」

「いえ、いま名づけたんだけど」

「……意外とお茶ちや目めな発言多いね」

　というか、ひょっとしてこいつは存ぞん外がいアホなんじゃないのか。俺おれの中にある『頼たよりがいある敷しき島しま』という認にん識しきが揺ゆらぎそうになる。と言っても同い年だし、俺が頼りないのならそれもまた然しかり、ということなのかなぁ。敷島だって、自分に頼るなと言いたそうなときも多いし。

　簀す巻まきちゃん（仮）が画が面めんの中でちょこまか動き出す。うわ、上から腕うでが飛び出した。

　短い両腕が持っているのはメッセージボードのようだった。なにか書いてある。

「スキルシステムのご説せつ明めい？」

　読み上げてから、敷島と顔を見合わせる。お互たがい、その言こと葉ばに覚えがあるようだ。

　バージョンの更こう新しんを知らせる際さい、このシステムを実じつ装そうするという旨むねが含ふくまれていた。

「スキルって、まさか魔ま法ほうとか？」

「とびひざげりとかせいけんづきのことかも」

　それは格かく闘とう技ぎの範はん疇ちゆうじゃないのか。

『ver1.1.2より導どう入にゆうされたスキルを活かつ用ようすることで、ゲームの幅はばは大きく広がります。そのスキルシステムについてのご説明にやって参まいりました』

　簀巻きちゃんが次のボードを掲かかげる。こいつが説明役なのか。なんと頼りがいのないビジュアルだ。地じ元もとのゆるキャラにだってこんなのいないぞ。

「スキルねぇ……火の玉とか飛ばせるようになるのかね」

「藤ふじくんなら沓くつから羽はねを生やすとかでしょう」

「それ怪かい獣じゆう倒たおすのに役立つのか」

　光の道を抜けて異い世せ界かいに逃げられるならそれもアリだが。

『少し長い説明となりますが、お時間と電でん池ち残ざん量りようは十じゆう分ぶんですか？』

「ご親切にどーも。大だい丈じよう夫ぶだから続けて」

　促うながすように簀巻きちゃんを指でつつくと、よろめいた。飛び跳はねながら後こう退たいして、腕をあげているポーズを保つ。もう一回押そうとしたらそれを察さつしたように画面の中を逃げ回る。

　どうでもいいところを細かく作り込んでないで、もっと難なん易い度ど調ちよう整せいに気を配くばれ。

　製せい作さく者しやの妙みようなこだわりに呆あきれていると、簀巻きちゃんによる説明が始まった。

『スキルは５つまでセットできます。また５つのスキルは独どく立りつして使用することもできますが、連れん結けつさせて効こう果かを発はつ揮きさせることも可か能のうです。一つの技ぎ法ほうを４つのスキルで補ほ助じよして高めることも、能力を浅く５つ保有することもプレイヤーの判断で選せん択たくできます。ただ多くのスキルは単たん独どくだと大がかりな効こう能のうを発揮することはできないので、スキルシステムに慣なれていない初しよ心しん者しやには一つの能力を補ほ強きようしていくスタイルをおすすめします』

『スキルセットの一例。手のひらから火の玉を出す能力を選択します。この場合、これを独立して使用したとしても本当に手から火が生まれるだけです。当然、本人の手が焼けます。これを防ぐためには炎ほのおへの耐たい性せいを高めるスキルをセットすることが不ふ可か欠けつとなります。一つで不安な場合は二つの同じ能力を連結してセットさせても効果があります。スキルの威い力りよく増ぞう強きようを活用することで、炎ほのおの勢いきおいを強めることも可か能のうです。これも複ふく数すうセットすることで効こう果かを重じゆう複ふくさせることができますが、セット数が最大５つであることに注意してください。ただしこれはあくまでも一例です。魔ま法ほうファイア（仮）を完かん成せいさせるには、手のひらから火の玉を出す能のう力りよくだけでも根こん性じようと相そう応おうの道具さえ用意すれば事こと足たります。また組み合わせ次し第だいでトリッキーな現げん象しようを引き起こすこともできるので、ぜひ研究してスキルを極きわめてください』

『ストックできるスキルは10個までとなります。ストックしたスキルはゲーム中でも自由に付け替え可能となります。ストックしていないスキルは次回のゲーム以降にしか取しゆ得とくできませんので、能力のビジョンを明めい確かくに持った修しゆう得とくをオススメします』

『スキルシステムは、アプリをダウンロードした携けい帯たい電話でしか設せつ定ていできません。紛ふん失しつ、故こ障しようにはくれぐれもご注意ください。またスキル使用の権けん限げんは他人に譲じよう渡とすることはできません』

『これはあなただけの力です。ゲーム攻こう略りやくを一いつ切さい無む視しして、スカートめくりのためだけにスキルを昇しよう華かさせることも、気に入らない人間を殺し回るために力を得るのも自由です』

　最後にとんでもないことを言い出した簀す巻まきちゃんが、ボードを引っ込める。出番が終わったらしく、そのまま画が面めんの外に走っていく。あ、途と中ちゆうで転んだ。ずてんと前のめりになった後、起き上がるかと思ったらそのまま転がって退たい場じようしていった。

「あらかわいい」

「本気で言ってる？」

　山やま崎ざきあたりが持ちそうな感想を呟つぶやいた敷しき島しまに驚おどろく。敷島は俺おれの質しつ問もんを無む視しして「ほら、早くページ開いて」と画面を指差してきた。女の感性って謎なぞだよなと思いつつ、操そう作さする。

　勝かつ手てにアイコンまで登とう録ろくされているスキルアプリを選せん択たくして、画面を開く。ちなみにアイコンは簀巻きちゃんそのもので、ゲームの幅はばを大きく広げるという言こと葉ばに疑問の一つも持ちたくなる。画面が切り替わり、いくつかの項こう目もくが表れる。

　ストック中のスキル確かく認にん。

　機き能のう中ちゆうのスキル表ひよう示じ。

　スキル使用の履り歴れき。

　スキル選択一いち覧らん。今の俺が選んで意味あるのは、これだな。

「今の説明によると藤ふじくんしかこのスキルを活用できないのね」

「みたいだな」

　敷島の方がよっぽど上う手まく活用してくれそうなんだが、譲渡はできないときた。

「先に言っておくが聖せい戦せん士しの資し格かくがあるからじゃないぞ」

「摩ま訶か不ふ思し議ぎなものに選ばれる存そん在ざいではあったみたいだけど」

　敷島と聖戦士談だん義ぎしている場合ではない。スキル一覧を選択すると、長めの待ち時間を経へてずらりとスキルの名前が出で揃そろう。だれが考えたんだというほどに画面を埋うめ尽つくす。

「すげぇ数だな」

「なにが？　画が面めん、なにも出ていないけど」

　敷しき島しまが困こん惑わくする。そこで気づいたけど、その顔が寄り添そうように間近にあってつい身を引きそうになってしまう。こんなときに、というのはあるがどんなときであれ、異い性せいとの接近に心が揺ゆれ動かないはずがない。一方の敷島はそんな俺おれに、不ふ審しんな目を向けるだけだ。

　それはさておき、敷島の方が理解と、それを声に出すのはずっと早い。頭の出で来きが違ちがうのだろう。もしくは、俺より頭をちゃんと使っているのだ。

「スキルは藤ふじくんにしか見えないと」

「そういうことみたいだな」

「つまり藤くんが服を透とう視しするスキルを選せん択たくしても、噓うそをつかれたら見抜きようがないわけね」

　その発想の柔じゆう軟なんさは見習いたいところだが、俺をどんなやつだと思っているんだろう。

「冗じよう談だんよ」と言いつつ、腕うでを組んで胸むなもとを隠かくす仕し草ぐさはなにを意味しているんだ。

「私の電話にはこんなアプリ、登とう録ろくされていないわ。スキル一いち覧らんが見えないことも踏ふまえると、やっぱり藤くんにしかこの力は与えられないみたいね。私にその資し格かくはないと」

　どう贔屓ひいき目めに評ひよう価かしても、敷島が適てき任にんだと思うのだが。

「見えないなら、読み上げようか？　すごい量だけど」

「搔かい摘つまんで、雰ふん囲い気きだけ伝つたえてくれればいいから」

　了りよう解かい、と上から順に目を通し始める。

「架か空くうの本を具ぐ現げん化かする、懐かい中ちゆう時計の針はりを自じ在ざいに操そう作さする、目の色を変える、五センチ以下の物体を透とう明めいにする、物体を一センチテレポートさせるとか……確かにそのままだとしょっぱいのばかりなんだな。というか使い道の分からんのも多いな。あと、翼つばさを生やすというのが普ふ通つうにある。組み合わせ次し第だいではマジで羽はねを広げて空を飛べるかも」

　読み上げながら冗じよう談だんで話を振ったが、敷島は髪かみを搔かき上げるだけで乗ってこない。

「次の相あい手てがどういうものかも分からないのに選べというのも、酷こくね」

「まったくだよ。あぁそうだ、今回はステージ名を見ていないのか？　俺は生あい憎にくと、だが」

　敷島が指をこめかみに添そえて、考え込む仕し草ぐさを取る。目を泳およがせてから、

「そういえば……今回は見ていないか、覚えていないかも」

「あらー。ヒントはなしか、不親切なゲームだな」

　愚ぐ痴ちっていると、簀す巻まきちゃんが戻ってきた。ヘルプ機き能のうも活用していないのに小走りで画面中ちゆう央おうに陣じん取どる。これ、アプリのシステムの一部じゃなくて誰だれかが操そう作さしているんじゃないのか。疑いたくなるほど、動きに妙みような躍やく動どう感かんがあった。細部の作り込みだけはすごいな、これ。

『お得とくなセットもありますよ』

「セット？」

　ここを押せとばかりに、端はしへ移い動どうしてちょいちょいと爪つま先さきで指示してくる。押してみる。

　組み合わせオススメ、というのが出てきた。５つのスキルを自動で選せん択たくして、ある程てい度どの能力を作成してくれるようだ。候こう補ほが四つほど存そん在ざいしている。身しん体たい強きよう化か重じゆう視しに、例にもあった魔ま法ほうファイア。あとは空を羽ばたくに、黄おう金ごんの回転……最後がどこかで聞いた覚えがあるな。

　タイプセレクトとエディットを選せん択たくできるとくれば、昔むかし々むかしに遊んだグ○○ィ○スⅢをつい思い出してしまう。敷しき島しまにその旨むねを説せつ明めいする。敷島はそれを黙だまって、口を挟はさまずに聞いていた。

「組み合わせに悩なやむようなら、用意されているものから選択していけってことらしい」

「ふぅん……じゃあそれは選ばないようにしましょう」

　敷島が即そく断だんする。重そうな口を開いたと思ったら、このキレのいい声だ。

「選んだら不ふ利りになりそうな気がしたの。罠わなよ、きっと」

　親切とは考えず、頭から疑ってかかるようにしているらしい。確かに、こんなゲームに強制参加させてくるような相あい手てだ。信用しないのが無ぶ難なんかな。頷うなずいてから、オススメ一いち覧らんを閉じる。まずはスキルを確かく認にんすることに専せん念ねんした。

　数分かけて、スキル一覧（ver1.1.2現在）と銘めい打うたれたそれのすべてに目を通し終える。

　内容は以下の通りだ。




（創そう造ぞう系けい）

　炎ほのおを生み出す。架か空くうの本を具ぐ現げん化かする。刃は渡わりり六センチメートルの小しよう刀とうを具現化。十センチ以下の物体を押し飛ばす衝しよう撃げき波はを生み出す。直ちよつ径けい五センチの玉を生み出す。微び弱じやくな音を生み出す。生み出した小道具の出し入れ解かい禁きん。ペンを生み出す。誰だれも触ふれない誰も見えない何者も触れられない存そん在ざいを生み出す。具現化した物体に別のスキル効こう果かを宿やどす。




（物ぶつ体たい変へん化か系けい）

　物体を硬こう質しつに変化させる。物体を五センチ引き伸ばす。物体を一センチメートルテレポートさせる。五センチメートル以下の物体を透とう明めいにする。三センチメートル以下の物体を磁じ石しやくに反応させるようにする。投とう擲てきした物体の速度を操そう作さする。水すい蒸じよう気きの上じよう昇しよう速度を操作する。エネルギーを相そう応おうの活力という形式に変へん換かんする。懐かい中ちゆう時ど計けいの針はりを自じ在ざいに操作する。触れた物体を回転させる。物体の表面五ミリを削けずり取る。物体を手早く引き出す。物体を素早く収しゆう納のうする。作り出した架か空くうのエネルギーを体内に取り込ませる。隙すき間まに挟んだ物体をはじき出す。五センチ以下の物体を隙間に挟むことで薄うすくする。ぬいぐるみに意思をふき込む。手のひらに包める大きさの物体から動どう力りよく源げんとなるエネルギーを分ぶん解かいする。一定地域の温度と湿度を急上昇させる。




（自じ己こ変化系）

　耐たい火か性せいの強化。握あく力りよく増ぞう強きよう。一分後の未来へ強制移い動どうする。水中で視し界かいを明めい朗ろうにする。近きん視しと遠えん視しを切り替える。眼がん球きゆうの色を変化させる。[image: れーてんご]秒びよう先さきに意い識しきを飛ばす。別べつ離りした意識の得た情じよう報ほうをくまなく回収する。脚きやく力りよく増強。背中から翼つばさを生やす。二秒間、幽ゆう体たい離り脱だつする。髪かみを意い思しに応じて伸ばす。死し亡ぼう確かく定てい後ご三秒びよう間かん、意い識しきを延えん長ちよう。血液の流れを速める。唾だ液えきの量を増やす。痛つう覚かくを曖あい昧まいにする。歯を意思に応じて生やす。ロケットパンチ。離り脱だつした意識に目を宿やどす。強きよう制せい的てきに二時間の睡すい眠みんを取る。意識を分ぶん割かつして会話を可か能のうにする。




（スキル補ほ助じよ）

　スキル発動部位の変へん更こう、指定。スキルの威い力りよく増ぞう強きよう。有ゆう効こう範はん囲い拡かく大だい。演えん出しゆつ強化。




「今後、随ずい時じの更こう新しんによりスキル追つい加かされる場合もあります……ね」

　まだ画が面めんの端はしに残っている簀す巻まきちゃんの掲かかげているボードの注意書きを読み上げてから、前まえ屈かがみになっていた背中を伸ばす。伸びをすると、様さま々ざまな箇か所しよの傷きずが悲ひ鳴めいをあげた。自分が怪け我が人にんであることをつい失しつ念ねんしての行動で、その代だい償しように痛いたい痛いとのたうつ羽は目めになる。

「傷が瞬しゆん間かん的てきに塞ふさがるスキルはないの？」

　転げ回る俺おれを眺ながめながら敷しき島しまが尋たずねてくる。ないよと転がり続けることで応えた。

　肉体を強化することはできても、治ち癒ゆするスキルは現状見当たらない。これは恐らくだが、俺たちの巻き込まれたゲームが『死んで学ぶ』を前ぜん提ていとしたものになっているからだろう。だから治ち療りようして長々と生き長らえてもらっては都つ合ごうが悪いのだ……なんという押しつけぶり。

　冷れい静せいになってみればこのゲーム、参加者の俺たちにメリットがまるでないからなぁ。

　……おや。簀巻きちゃんがすぐに引っ込まずに、掲げるボードを入れ替える。

『残り時間、十五分です』

「はぁ？　時間制せい限げんありかよ」

　いきなりの宣せん告こくに面めん食くらう。敷島も声に釣つられて身みを乗り出し、画が面めんを覗のぞき込んでくる。

　だから顔を簡かん単たんに寄せてこないでほしい。動いた髪かみが俺の鼻先を撫なでてきた。

「過すぎたらどうなるんだ、スキル抜ぬき？」

　不ふ意い打うちに照てれてしまったことを悟さとられないよう、平へい静せいを意識して疑問を発する。

「そうじゃない？　それと選んだら、次のゲームが始まる……と解かい釈しやくもできるし」

　その敷島の捉とらえ方に固かたまる。え、もう始まるの？　と言いたかった。なにしろ、だ。

「俺、ケガしてるんだけど」

「負ふ傷しようする方が悪い」

　まるでゲーム製せい作さく者しや側がわの言い分のようだった。当とう事じ者しやとしては理り不ふ尽じんに思えるが、しかしそういうことなんだろう。極きよく力りよく怪我を避さけて、次回に引きずらないよう努つとめることが大事なわけか。つまりなんとか勝てそうだけど傷だらけになった場合は無理に勝たないで、死んで最初からやり直した方が賢けん明めいなわけだな……いやいや、冗じよう談だんじゃあないよ。死し生せい観かんを放り捨てることのどこが賢かしこい。そこが本物のゲームと、現実を巻き込む戯たわむれとの決定的な違ちがいだった。

　俺はもう死にたくない。不確かな『次』の自分ではなく、今の自分で明日を迎えたい。そんな当たり前を取り戻そうと反はん抗こうするわけだけど、まぁムダなんだろうなと冷めている自分が遠くから己おのれを見つめていた。敷しき島しま単たん独どくなら或あるいはと思うが、俺おれじゃあなぁ。無む理りだろう。

　きっと俺は、これからも福ふく引びきをガラガラと回して外はずれを引くように、死んでいくのだ。

　しかし世界の絶ぜつ対たい的てき存そん在ざいはいつの間に、俺のメアドや電話番号を勝かつ手てに調べたのだろう。個人情じよう報ほうの取り扱あつかいには気を遣つかってくれないものか。迷めい惑わくメールが一日に三百五十七通来たらどうしよう。もし相あい手てが神なら対たい処しよしようがない。更さらに神しん徳とくのある壺つぼとか勧すすめられたらどうしよう、本当に御ご利り益やくありそうじゃないか。

　その神の使い？　である簀す巻まきちゃんは帰る気もないのか踊おどっている。なんとも目め障ざわりで集中できない。布ふ団とんごとくねくねと曲がったり、くるくる回ったり。不ぶ気き味みだ。掲かかげっぱなしのボードの裏うらにもなにか書いてあった。『めざせゆるキャラ』。見た目が緩ゆるくないから却きやつ下か。

　それと妙みように周まわりがうるさいと思ったら、窓まどの外はいつの間にかの夕立に襲おそわれていた。晴れ模も様ようが雲の間に見えたまま、通り雨が激しく降っている。十分もすれば止んでしまうだろう。

「こういうのを選ぶのって昔から苦にが手てなんだ。スーパーに連れられてさ、お菓か子しコーナーで好すきなやつを選べって言われていつも困こまっていた。結けつ局きよく、親の選んだものばかり食べていたよ」

「好きな相あい手てを山やま崎ざきさんに決めたときぐらい、ズバッといけば？」

「それは意い識しきして決めたわけじゃないんだが」

　こいつ山崎さんをネタにするの好きだな。あんまりヤキモチ妬やかないでくれよー。

　言ったら包ほう帯たいの上から傷きずを弄いじられそうなので、冗じよう談だんでも黙だまっておいた。

　けど、選んだら本当にこの能力が使えるのだろうか。手のひらから火の玉が出ちゃうのか。怪かい獣じゆうと出会ったことで非ひ現げん実じつを頭から受け入れる体たい勢せいが自然整ととのったとはいえ、鵜う吞のみにしすぎかもしれない。これが俺たちの巻き込まれたゲームとは異ことなる、単たんなる悪戯いたずらである可か能のう性せいはないのだろうか。三秒考えて、ないなと諦あきらめる。人生、そんなに都つ合ごう良よくはいかないものだ。

　なんだかおかしな否ひ定ていだけどな。さてどうしようとようやく本ほん題だいに立ち戻ったところで、「ん？」目の端はしに細長い綺き麗れいな指がちらついた。と、思った直後にその指が俺の顔を摑つかみ、目の端をぎゅーっと引っ張ってきた。両目が横に引き伸ばされる。すぐに目の前がぼやけた。

「おいおい、俺の入院期間を延のばすつもりか」

　悪戯を行っている敷島にその意い図とを尋たずねる。きっとアホ面づら中ちゆうの俺に、敷島が言った。

「藤ふじくん、物の見方が少し狭せまいから」

　注意しながら、更さらに横へ引っ張る。引きつった瞼まぶたで塞ふさがれて敷島の顔が見えなくなる。

「５つの枠わくに収めて能力を選ぼうとしなくていいの。説明にあったでしょ、ストックできる数は10だって。使えるのは５個かもしれないけど、枠は10あってそれを入れ替えることができるわけ。10個のスキルを駆く使しして戦たたかう、という考え方なら少しぐらい余よ裕ゆうを感じない？」

　横に伸ばしたまま、強引に瞼を押し上げてくる。余よ計けいなにも見えなくなったが、敷島の言わんとしていることは伝わった。指をくっつけてオーケーのマークを作ると、敷島が目を解放してくれる。指で擦こすった後、改あらためて敷しき島しまを見み据すえると半笑いだった。こんな状じよう況きようでも楽しそうにしているのは、図ず太ぶといというか、頼たのもしいというべきか。山やま崎ざきならおかしいだけなんだが。

「前からぁ、思ってたけどぉ、敷島って賢かしこくない？　マジヤバくない？」

「なんで無理に若わか者もの口く調ちようなの？　藤ふじくん普通に若いはずなのに」

「気にするな」と流す。おふざけを交まじえながらも、敷島の助じよ言げんは無む視しできないものがあった。実際、敷島の方がスキルの運うん用よう役やくとしては適てき任にんなんだろう。俺おれには思いもつかない組み合わせを考えてしまうかも知れない。投げ出したい譲ゆずりたいという気持ちが膨ふくれあがるが、針はりで突ついて弾はじけさせる。多た少しようの痛いたみを抱きながらも、俺は安あん易いな逃とう避ひから逃のがれる。

『この世界』の聖せい戦せん士しは、俺しかいない。

　奇き跡せきや魔ま法ほうで身みを救ってくれるのは、自分だけだ。

　手をついて、ベッドの端はしに寄る。かかとの具ぐ合あいが怖いけれど、ゆっくりと床ゆかに足を下ろす。

「藤くん？」

　立ち上がろうとした直後、傷きず口ぐちが新たに開くように、痛みの線が駆かけ抜ぬけた。足の裏うらから木の根っこが高速で進入してくるような異い物ぶつ感かんと、鋭するどい痛みにたまらず仰のけ反ぞる。尻しりをしたたかに打ちながらベッドに倒たおれ込み、歯を食いしばる。痛みが遠のくまで、少しの時間を要ようした。

「だめだこのままじゃ歩けない。となると、そのための能のう力りよくも必ひつ要ようか」

　ここから移い動どうできません、では話にならないだろうからな。敷島に背せ負おってもらうのも格かつ好こうがつかない。なにしろ敷島曰いわく、俺は聖戦士だからな。自じ嘲ちよう混まじりに男の子の見み栄えをかき集めながら、身体からだを起こす。これで10個の枠わくの内、二つは決まった。残りは八つ。

　決められませんと弱よわ音ねを吐はいている余よ裕ゆうはないからな。今まで決められなくても、これからは決める。積み重なって成長が生まれるとは限らない。些さ細さいな変化から生まれたものが、人を大きく前進させることだってある。今がそうださぁ進め、と己おのれを鼓こ舞ぶして目をぎょろつかせる。

　そうして集中しようとするが、ここで携けい帯たい電話の電でん池ちが切れたらどうなるんだ、とそんなことが気になる。この注意力の散さん漫まんさが中学時代の成績に繫つながるのか、と思わなくもない。







『炎ほのおを生み出す能力』

『直ちよつ径けい五センチの玉を生み出す能力』

『投とう擲てきした物体の速度の操そう作さ』

『スキルの威い力りよく増ぞう強きよう×２』

『有ゆう効こう範はん囲い拡かく大だい』

『耐たい火か性せいの強きよう化か×２』

『痛つう覚かくを曖あい昧まいにする』

『脚きやく力りよく増強』

「これで10個だ。ファイアーボールで敵てきをばったばったと退たい治じしたりコインに変えたりだな」

　しちゃうわけだ。画が面めんに見えないので口こう頭とうで敷しき島しまに伝えてから、投げる真ま似ねをする。緩ゆるく腕うでを回しただけなのに肘ひじが張って痛いたい。ドッジボールは玉を受けるのが得とく意いだったけど、投げてだれかをアウトにしたことはほとんどない。そんな小学生だった。大いに不安だ。

「空は飛ばないの？」

　立つこともままならない怪け我が人にんに無む茶ちやを言わないでほしい。

「このゲームに嫌いやというほど慣なれて余よ裕ゆうができたら飛ばせてもらうよ」

　そこまでこれが続くのか、生き抜けるのか、慣れるほどやりたくねぇよ。

　繫つながらない問いかけと本ほん音ねを吞のみ込みながら、選んだ能のう力りよくの意味を説明する。

「生物で火に強いやつはいない。……少なくとも、こっちの常じよう識しきではな。だから無ぶ難なんに炎ほのおを操あやつることを攻こう撃げきの手段にした。最後の二つは移い動どう用よう。痛みを曖あい昧まいにして動けば、なんとかなるだろう……と、思う」

　包ほう帯たいの下で傷きず口ぐちが開いた気もする足もとを見つめて、多少の不安がよぎる。スキルは単体だと大きな効こう果かは見込めないと説せつ明めいにあった。どの程てい度ど、痛みをごまかして脚きやく力りよくを引き上げるのかは未み知ち数すうだ。まさか蹴けるだけで床ゆかを砕くだくほどの足が手に入るとは思っていないけど。

「スキル、これでいいかな」

「私に聞かれても」

　敷島が肩をすくめて、目を瞑つむりながら微び笑しようする。ここは噓うそでも、いいですよがほしかった。

「藤ふじくんが選んだのなら、それでいいんじゃない？」

「進しん路ろ選せん択たくじゃないんだからさ、敷島の意見も大事だろ」

　相そう談だんなどしている時間がないのも分かってはいる。しかし、俺おれ一人で決めてこの能力ではどうにもならない相あい手てが出てきたなら敷島に申もうし訳わけない。手のひらを接せつ着ちやく剤ざいでくっつけあっているかの如ごとく密みつ接せつした間あいだ柄がらなわけだし。その一つとして、俺と敷島の残り時間は共きよう有ゆうしている。

　時間切れに陥おちいったら、片かた方ほうだけ助かるなんて甘あまい見込みは持たない方がいいだろう。

　それを踏ふまえた上での確かく認にんだったのだが、敷島はなぜか椅い子すから立ち上がり、窓まどの側に移い動どうする。外を眺ながめるようにガラスに手をつきながら、余よ裕ゆうを気取るように言ってきた。

「仮かりに失敗だったとしても、藤くんならそんな摩ま訶か不ふ思し議ぎな力に頼たよらずに現げん状じようを打だ破はしてくれると、そう信じているもの」

　にっこりと微ほほ笑えんでくる。心しん臓ぞうが高鳴るより、その爽さわやかさに疑うたがわしさが勝まさった。
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「それだけの信用に足たるほどの根こん拠きよを示した覚えがないんだが」

「信しん頼らいなんて、パンツ一いつ丁ちようで怪かい獣じゆうに立ち向かえる勇ゆう敢かんさで十じゆう分ぶんよ」

　望んであんな格かつ好こうになったわけではない。しかしそれで怪獣を倒たおしたのなら、なるほどそりゃあ確かに信用していいかもしれない。半なかばヤケクソに自じ己こを肯こう定ていしながら携けい帯たい電話を覗のぞく。踊おどる簀す巻まきちゃんを無む視しして、決定ボタンを睨にらんだ。

　スキルの決定をしようとして、そこで指を止める。敷しき島しまが首を傾かしげたのが見えた。

　その敷島に尋たずねる。

「ゲームがすぐ始まるってことは、病院で戦たたかうってことなのか」

「側に敵てきが出てきて、すぐにくるなら、そうなっちゃうけど」

　そこまで話して、俺おれの懸け念ねんがなにかを悟さとったらしい。敷島が唇くちびるに指を添そえて頷うなずく。

「あぁお母さんの心配ね。残り時間のカウントが始まるまでに逃げて貰もらったら？」

「そう、だな」

　ボタンから慎しん重ちように指を遠ざける。簀す巻まきちゃんが『あと五分です』とくねっている。指で弾はじき飛ばしたくなったが堪こらえて、ベッドに手をつく。足を床ゆかに下ろすと傷きず口ぐちが痛いたむ。母親はまだ病院の中にいると思うが、五分で探さがして説せつ得とくできるだろうか。どう言って帰らせればいいのだ。

「おうち帰ろうって泣いて縋すがってみるのはどう？」

「頭の具ぐ合あいも見てくださいと、おかーちゃんが医者に泣きつくよ」

　大だい体たい、俺まで一いつ緒しよに帰ったら意味がない。母親を危険にさらしたくないのだから、遠くにいてくれないと……どうすればいい。頭を抱かかえて葛かつ藤とうしつつ、敷島に誤ご解かいするなと釘くぎを刺さす。

「言っておくけどマザコンとかじゃないから」

「なにを言うの、家族の心配をするなんて当然じゃない」

　そう言いながら微び妙みように笑っているように見えるのはなぜなんだ。あぁ、もう。

　スキルアプリを一いつ旦たん閉じて母親に電話をかける。出てくれと願うが、応おう答とうはない。

「ひょっとして、携けい帯たい電話を家に置きっぱなしなんじゃないのか」

「慌あわてて来たのならあり得るかも」

　うんうんと敷しき島しまが頷うなずく。携帯ってついているんだからさぁ、持ってくれよ。

　スキル選せん択たくに延えん々えんと悩んでいる間にも移い動どうしておけばよかった。そんなことを後こう悔かいしながら意い地じで立ち上がろうとして、待まて冷れい静せいになれと考える。この五分で、有ゆう利りな開始地点を検けん討とうした方が有ゆう意い義ぎなんじゃないか。母親を説せつ得とくしてなんとか急いで帰ってもらって駐ちゆう車しや場じようまで行って車に乗って……五分ではとても間に合いそうもない。熊くまに追いかけられていても走る姿の想そう像ぞうできないような、おっとりした人だからな。逃がすのは、無理か。

「……窓まどの外に、なにが見える？」

　敷島が首を伸ばすようにして景け色しきを眺ながめているので、聞いてみる。

「中庭と、パーラー」

「なにそれ」

「音楽家を呼んでコンサートしたり、ゲストを呼んで簡かん単たんなトークショー開いたり……多目的ホールみたいなやつね、そんなに広くないけど」

「へー……詳くわしいな」

「普ふ通つうじゃない？」

　敷島は振り向かない。声こわ色いろも変化はないし、本ほん心しんなのをごまかされたのか判はん然ぜんとしない。

　……まぁいいや。で。

　逃げられない、それなら俺おれたちがめいっぱい離はなれてしまえばいいのか？　五分で逃げられる距きよ離り、この足。こちらも現げん実じつ味みがない。それにここは病院だ、教きよう頭とう先生はいないぞ。いくら敷島でも誰だれからでも車の鍵かぎを盗めるわけではあるまい。聞いたら涼すずしい顔で『できるけど？』とか返事が来そうで、それはそれで怖いので尋たずねることは控ひかえた。いくらやり直しが利きくとはいえ、教師の鼻に肘ひじを叩たたきこめる女だからな。思い切りが良すぎる。こいつの思いついた、口にしたくない怪かい獣じゆうの退たい治じ方法とはどんな全ぜん容ようだったのか、未いまだに少し気になっていた。

「どうしたの？　動かないの？」

　携帯電話を見つめたまま固まっている俺に対して、敷島が不ふ思し議ぎがる。こいつなら、動いたところで間に合わないことにも気づいているだろうに。でも母親と合流して、災さい厄やくから守るぐらいはできるかもしれない。敷島の促うながすとおり、動き出す。迷まよってばかりで動けなくて、間に合わなくなるのはごめんだからな。今度は生じる『痛いたみ』を覚かく悟ごして、床ゆかに足をつける。

　予よ備び知ち識しきのない前回と異ことなり、今回はその鋭するどい痛みにも耐たえることができた。足を滑すべらせるように前へ身体からだが傾かたむいて、窓に強く手をついて身体を支える。……やばい。動けなくなった。

　腕うでを伸ばすのも痛いし、足で身体を支えているだけでも汗あせが浮かんでくる。ベッドに戻りたくなる欲よつ求きゆうが心の底で海かい草そうのように揺ゆれるが、やめろと引っこ抜く。これは、状じよう況きように流されていいことじゃないんだ。

　だれが死んでも良い気分じゃないのは当たり前だし、犠ぎ牲せいが出ないのは最さい善ぜんだけどそうした道どう徳とくや建たて前まえを抜きにして正直に言えば、身み内うちや顔見知りのいない場所で化け物と対たい峙じする方が望ましいに決まっていた。余よ計けいな気を回さなくていいし、なにより、その人たちが死ぬのを何度も見なくて済すむ。だからここに母親さえいなければ理り想そう的てきだったのだが。失敗したかな。

　少しずつ腕うでを動かして、窓まどとの距きよ離りを取ってから顔を上げる。太陽が沈しずみ始めて、大気に溶けて青色の薄うすくなった空が病院の敷しき地ちを覆おおう。建物から頭を覗のぞかせるような雲の向こうに、夜の兆ちよう候こうに侵しん食しよくされる寸すん前ぜんの黄色い輝かがやきがあって、まるで今から日が昇るようにも見えた。

　その窓に同じく映る病室の景け色しきに、人影は二つ。俺おれと敷しき島しま。……あ、そうだ。

　無理して俺が動かなくてもいいのか。もっとも、敷島には関係のないことかもしれないけど。

　それでもダメ元もとで頼たのんでみた。

「敷島に頼んでいい？　母親のこと」

「早く言ってくれればいいのに」

　敷島が椅い子すから離はなれて、軽々とした足取りで歩き出す。あぁ、その自由さが羨うらやましい。

　しかし受けてくれるとは意外だった。敷島は、犠牲を厭いとわない部分がありそうだったから。

「お母さんをどうすればいいの？　連れてくる？」

「あぁ、いや側にいると、でも……どっちがいいんだ？」

　危険に晒さらされる自分の側から離すか、近づけるか。

「守る自信はある？」

「ない」

　怪かい獣じゆうを相手にあれだけ死んできた身だ、自分の無む力りよくは痛つう感かんしている。

「でも逃げるのは無理だと分かってる。連れてきて、合流しよう」

　力は手に入れた……はずだからな。鼻に脂あぶら汗あせ流して息いきも絶たえ絶だえになっているが、ゲームが開始されれば八はち面めん六ろつ臂ぴの大だい活かつ躍やくの予定だ。七しち転てん八ばつ倒とうの可か能のう性せいも大いにあり得えるのは秘ひ密みつ。

「分かったわ。敏とし子こさんのことは私に任まかせて」

「親指を立てて頼たのもしいところ悪いけど、母親の名前を適てき当とうに名づけないでくれ」

　見た目も育ちも生まれも外国製だというのに。廊ろう下かに出て、敷島が駆かけ出す。病院で走って看かん護ご師しさんに怒おこられないのだろうか。まぁ敷島だからな、困こん難なんや障しよう害がいは破は壊かいして進むだろう。

　敷島への信頼は、状じよう況きようを打だ破はするであろうその力強さによるものから生じていた。

「さて、と」

　なにも大人しく、ベッドに寝ね転ころがってなくてもいいだろう。床ゆかに倒たおれ込んで、這はいずる。少しでも敷島との合流が早まるように、病室から出て廊下までは移動しておくことにする。そうすれば恐らく、死んでも廊下から始まるようになる。理想としてはゲームが始まる前に敷島が母親を連れて戻ってくることだが、居い場ば所しよも分からない。なんでもこっちの思うとおりにいかない、むしろそんなはずがないということを前ぜん提ていに構とらえておいた方がいいだろう。

　宵よいの始まりが静かに病室を侵しん食しよくし始める中、逃のがれるように身体からだを引きずって廊ろう下かへ出る。廊下に出たら座すわり込んで、足を伸ばす。打ち捨てられたぬいぐるみのように壁かべに寄り添そいながら、呼こ吸きゆうを整ととのえる。痛いたみが潮しおのように引いていくのを期き待たいしても、粘ねん着ちやく質しつに傷きずの隙すき間まに留まる。

　隣となりの病室から出てきた中年のおばさんが、俺おれを見て硬こう直ちよくする。見つめると、びくりと小さく跳はねるようにしてから目を逸そらした。段々と日差しが遠くなってきて薄うす暗ぐらくなった廊下で、俺の目は威い圧あつ的てきに輝かがやいているのだろう。髪かみとあわせて、外人が病院にいるのは珍めずらしいとでも取られているのかね。どんな印いん象しようが主にしても、慣なれていることだった。

　異い物ぶつの排はい除じよ。人間の身体の中でも当たり前のように起きていることで。そこから肥ひ大だいして大きな肉にく塊かいとなった俺たちが群むれるのなら、同じ働はたらきが起きるのも当然のことだった。

「大だい丈じよう夫ぶです。リハビリ中に、少し疲つかれて。休んでいるんですよ」

　意外に淀よどみなく噓うそをつくことができた。おばさんはそうですかと適てき当とうにへこへこ頭を下げて、エレベーターの方へ去さっていった。日に本ほん語ごが出てくること自体、驚おどろきという反応だった。

　急いで逃げた方がいいですよーと、聞こえるか怪あやしいぐらいの声で忠ちゆう告こくしながら見送って、携けい帯たい電話を掲かかげる。写メでも取る感じに、目線と水平に。

『あと二分です』とか教えてくれる簀す巻まきちゃんをつついて画が面めん端はしに追いやりながら、ギリギリまで待まつ。また死ぬのか、と考えるだけで傷から血が滲にじみそうなほどげんなりする。

　時計の針はりが進んでいくのを、目の焦しよう点てんをあわさないまま眺ながめる。敷島の駆かけてくる、軽けい快かいな足音は聞こえてこない。間に合わないかもしれないな。そもそも母親を救おうとすること自体、客きやつ観かん的てきには悪あく手しゆと評ひようされてもしょうがないものだった。ゲームをクリアすることには実じつ質しつ、関係のない要よう素そだ。そこに人ひと手でを割さいて別れてしまうことは、不利に陥おちいることもあり得える。

　だけど俺はゲームの主しゆ人じん公こうじゃない。誰だれかに操そう作さされて動いているわけではないし、人間関係を与えられたわけでもない。大切にしたいものがあるし、なくしたいものが、俺の中にある。

　ゲームを完かん璧ぺきに攻こう略りやくしたがる外部プレイヤーなど、いないのだ。

「……だから苦労するって面もあるけどな」

　選ばれたからこそ、死に抗あらがえる。運うん命めいに干かん渉しようできる。それは真しん実じつだが、選ばれたからこその苦く悩のう、繰くり返される死の重じゆう圧あつが面おも白しろいものではないことも確たしかだった。死が通過点の一つとなった俺たちは、最後にどこへ行き着けばいいのだろう。

『ゆるキャラだけど、巻きはきつめ！』

「うるせぇ」

　キャッチフレーズまで作るな。残り数すう秒びようとカウントする簀巻きちゃんを弾はじくついでに、スキル選せん択たくを完かん了りようさせる。初しよ期き設せつ定ていとして選んだスキルの連れん結けつもできていることを確かく認にんした後、大きく息いきを吸すう。単たんなる深しん呼こ吸きゆうだけでも緊きん張ちように阻はばまれて、舌したと喉のどが上う手まく動かない。カエルの鳴き声みたいに濁にごった呼吸を数回繰くり返した後、落ち着くのを諦あきらめて腹はらに手をやる。

　傷きずを厭いとわず、ぎゅっと。衣い服ふくごと、強く握にぎりしめる。

　俺おれは正せい義ぎの味み方かたどころか、ご町内のヒーローですらない。誰だれかを守る義ぎ務むなんてない。

　だから自分の意思で抗あらがう。自分の命と、失いたくないものを奪うばわれないために。
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　Saveが完かん了りようしました。







　デジタル時計が動き出す。ゲームの始まりだ。

　敷しき島しまは時間内に戻ってこられなかったか。

　心しん臓ぞうの片かた割われが離はなればなれであるのは望ましくない。早々に合流した方がいいだろう。

「窓まどの外に、怪かい獣じゆうなーし」

　指さし確かく認にんする。伸ばして小こ刻きざみに震ふるえる人差し指をすぐ引っ込めて、携けい帯たい電話を確認する。機き能のう中ちゆうのスキル名が羅ら列れつされている。

　最初に選んであるのは『炎ほのおを生み出す』『玉を作る』『耐たい火か性せいの強化』を連れん結けつ。『痛いたみを曖あい昧まいにする』と『脚きやく力りよく増ぞう強きよう』を残り二つの枠わくで使用している。さて、どれくらい働はたらいているのかな。

　床ゆかに手をつき、押して立ち上がってみようとする。しかし気づけば、中ちゆう途と半はん端ぱに浮いた身体からだは前のめりとなり、顎あごを床で打ちつけていた。のたうつ尺しやく取とり虫のような姿し勢せいのまま、なんだこりゃあと困こん惑わくする。手が床に触ふれた感かん触しよくがない。それどころか、打ったはずの顎もほとんど痛みが伴ともなわない。再ふたたび床に手を下ろして、上じよう半はん身しんを起こす。今度は慎しん重ちように腕うでを伸ばした。

　胴どう体たいが床から離はなれたらゆっくりと足を動かして、床を踏ふみ、膝ひざを伸ばす。

　氷こおりの上に立つように不安定だったが、身体からだを真っ直ぐに保っても痛みはない。

　全身が痺しびれて、確かに曖昧になっていた。温度も感じづらくなり、空気を遮しや断だんされているように息いき苦ぐるしさを錯さつ覚かくする。あらゆる感かん覚かくを薄うすく押し潰つぶしているようだった。なるほど、確かに曖昧で不安になる。力ちから加か減げんが難むずかしいが、これなら歩き回ることはできそうだ。

「今回は……怪かい獣じゆう、じゃあないのかな」

　窓の外がなにかをうろつく気け配はいはない。裏うら手てにある家か屋おくの向こうには小高い山が見える。電線が風に軽く揺ゆれている。雨は先さき程ほどの勢いを失って、段々としぼんでいくようだった。

　手を窓につけたまま、足を前へ出す。緩かん慢まんに行ったはずのそれが思いがけなく速くて面めん食くらい、下か半はん身しんだけが先行してしまう。足を滑すべらせるように尻しり餅もちをついた。痛そうな音と実際の痛みが剝はく離りして、どうにも奇き妙みようだ。鈍にぶい衝しよう撃げきのようなものが尻しりから腰こしへ、腰から頭の裏に伸び上がったところで、スキルの存そん在ざいを思い出す。

　脚きやく力りよくを増ぞう強きようしているので、想定以上に足が働はたらいてしまうらしい。最初に転んだのも必ひつ要よう以上の力で床ゆかを蹴けってしまったからだろう。痛つう覚かくその他を遮しや断だんしている影えい響きようもあって、この力ちから加か減げんに慣なれるのはかなり時間がかかりそうだ。それとこれは失敗したことに今気づいたのだが、足だけを強化してもそれに上じよう半はん身しんが追いつかない。こんな動きでは身体からだが壊こわれそうだった。

　脚力増強は一いつ旦たん外はずしておいた方がいいかもしれない。全力で走り回ったら全身の傷きずが開ききって出しゆつ血けつ多た量りようになりかねない。スキル選せん択たくの改かい善ぜんを検けん討とうしつつも、次はいよいよ炎ほのおを生み出せるか試ためしてみることにした。腕うでを真まっ直すぐ伸ばして、壁かべと睨にらめっこする。もしこのまま炎が出て壁に当たって燃え移ったら放ほう火か犯はんになってしまう。そんな心配で、腕が縮ちぢこまる。

　しかし試さないと始まらないし、それに。死ねば、そんな心しん配ぱいも無む用ようだ。

　そういう考え方を常じよう識しきにしたくはないと思いつつも、念じる。

　手のひらに熱をかき集めるイメージを湧わかしつつ、そこからどうすればいいんだ。

　なにか命じればいいのか？　呪じゆ文もんでも詠えい唱しようしろと？　恥はじ入り、中ちゆう途と半はん端ぱに格かつ好こうつけながら炎を想そう起きする。「ふぁいあー」と小声で炎を呼んでみると「うわっ！」手のひらから前まえ触ぶれなく火の玉が飛び出して、飛び退のきそうになる。本当に出た。手の上に炎が宿やどっている。

　感かん覚かくを閉ざしているためか、熱くはない。手に載のせたまま観かん察さつする橙だいだい色いろの火が燃えては端はしへ寄り、消えて。こうしてみると、火は波なみに似にている。まじまじと観かん賞しようする機会も今までなかったが、その美しさに目を惹ひかれてしまう。その火の中心には五センチ程てい度どの白い玉があり、既すでに焦こげ始めていた。こいつもスキルによって具ぐ現げんしたものだが、材ざい質しつはなんなのだろう。

　痛覚を曖あい昧まいにすれば火の痛み、熱さに耐たえられるのなら、耐たい火か性せいに関するスキルは不要だったかもしれない。しかし気づいて見ると右手が燃え盛っている。もし耐火性を強化していなかったら、指の火傷やけどは必ひつ至しな勢いだ。どちらにしても燃えていることに怯おびえて、このままだと指が使いものにならなくなる、と放火犯がどうこうなど気に留めず慌あわてて放り捨てる。玉の部分を指に挟はさんで、廊ろう下かの遠くへと投げ飛ばした。橙色に映る火を宿した玉が壁にぶつかったあと、てんてんと奥へと跳はねていく。火の粉こを撒まき散ちらして、勢いを失いながら。

　五センチの玉を核かくに火の玉が形成されている。火の塊かたまりを放ることはできないが、中心に別の物質があるなら指に挟んで投とう擲てきすることができる。この連結は上う手まくいっているようだ。目の前に玉と火が残っているときでも次を生み出せるのだろうかと試してみると、問題なく二個目が手のひらに生まれた。調ちよう子しにのって三つ目は、と念じてみたがこれは一いつ向こうに出てこない。

　手の上にある間は新しい火の玉は出てこないようだ。指の間に挟んで溜ため打ちはできないらしい。やるとするなら雪ゆき合がつ戦せんのように、火の玉を地面にストックするわけか。なんという物ぶつ騒そう。

　物騒といえば、廊下に捨てた火の玉に目をやると火が次し第だいに消え始めていた。引いん火かしやすいものが側になければ、火種にはならない程てい度どの火力みたいだな。これなら草むらか紙の束たばの上にでもポイ捨てしない限り、火事には発はつ展てんしないだろう。逆にそんな弱よわ火びで敵てきに有ゆう効こうなのか。そこは威い力りよくを増ぞう強きようして補おぎなうしかないか。そうなるとスキルを削けずる必ひつ要ようが……けれど削れば、また別の面から不備が表面化して……押しくらまんじゅうをしているようでもどかしい。

　こういう部分で頭を悩なやませるのは確かにゲーム的だった。
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「は？」

　いきなりの暗あん転てん、そしてリスタート。暗くら闇やみが晴れても尚なお、暗あん雲うんを泳ぐよう。

　手て応ごたえのない『終わり』に翻ほん弄ろうされて、左右を見渡す。病院の廊ろう下かだった。俺おれは壁かべに背中を預けながら座すわり込んでいる。カウントが始まった直後の状じよう況きように引き戻されていた。
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　残り時間を確かめるときっかり二時間マイナスされている。だが俺はなにもしていない。

　つまり、敷しき島しまが死んだのだ。この病院のどこかで、敷島が死ぬような目に遭あった。俺がスキルを試ためしていたのは数分だぞ。前回の怪かい獣じゆうだって、出現まで十分の間があったのに。

　なにかいる。この病院には既すでに、『敵てき』がやってきているんだ。

　背中に薄うすく平べったい氷こおりが張りつくように、跳はね動く。壁から逃げるように離はなれて、不ぶ格かつ好こうに立ち上がる。一いつ刻こくも早く敷島と合ごう流りゆうして事じ態たいを把は握あくする必要がある。巨きよ大だい怪獣が病院を踏ふみ潰つぶした衝しよう撃げきや振しん動どうはなかったから、そういう分かりやすいものが襲おそってきたわけじゃない。

　事態は壁に囲われるように不ふ透とう明めいだが、覚えている内にスキルを変へん更こうしておく。握にぎりしめていた携けい帯たい電話を弄いじって、スキルアプリの中から、ストック中のスキルの確かく認にんを選ぶ。変更の項こう目もくがあったので、脚きやく力りよくの増強と、耐たい火か性せいの増強を交こう換かんしておいた。大して時間はかからないとはいえ、手間ではある。一分一秒を争あらそう場面では変更が難むずかしいだろう。

　スキルを再さい設せつ定ていした後、携帯電話をしまうと静せい寂じやくにして寂せき寞ばくであるべき病院の『足もと』から、忙せわしい音が聞こえてくることに気づく。小人が忙しなく動くような足音だ。いや小人さんに会ったことなどないが。他に表現するなら、剝はがれかけのかさぶたを指で弾はじいたときのカサカサという音に似にている。そいつが、階段の方から聞こえてきた。

　振り向き、廊ろう下かの奥を注ちゆう視しする。と、その音の主がすぐに飛び出してきた。そいつは、目を剝むき出しにするほど驚おどろいたのだが、玉たま虫むし色いろの皮をメタリックに輝かがやかせた生き物の群むれだった。

　敢あえて言うなら爬は虫ちゆう類るいに分類されるのだろうか。玉虫色のトカゲたちが階段を律りち儀ぎにのぼり、こちらへと駆かけてくる。なんだ、ありゃあ。

　どう見ても、地ち球きゆうの日に本ほんの片かた田舎いなかのそこら辺の茂しげみに生せい息そくしている外がい見けんじゃない。

　あれが今回の『敵てき』なのか？　あれが敷しき島しまを？　サンショウウオに類るい似じしたような柔やわらかい輪りん郭かくの体型にトゲを生やしたそいつが、他の病室など素す通どおりして俺おれのもとへ一直線に走ってくる。そこで『敵』の一部だと確かく信しんした。手のひらに意い識しきを集わせて、火の玉を用意する。

　蚊かも殺せない良い子だったんだがなぁ、俺は！

「オラァ！」

　鉄てつ球きゆうでも投げつけるつもりで火の玉を投とう擲てきする。火か球きゆうを見て取った先頭の玉虫トカゲが飛び跳はねて、姿勢を崩くずしながらも回かい避ひする。後続のトカゲはおっかなびっくりとばかりに跳ちよう躍やくして火の玉を飛び越こえた。外して良い子継けい続ぞく中ちゆうなんて、格かつ好こう悪いにもほどがある。

　やはり確実に当てたいのなら、投擲速度の操そう作さを用いなければだめなのか。

　トカゲたちが足首に飛びかかり、その牙きばを突つき立ててくる。痛いたみはないが、異い物ぶつが皮を貫つらぬく感かん触しよくは身近に感じられた。べったりと肌はだに張りつくトカゲの気き色しよく悪い色合いに怖おじ気けづく。次々にトカゲたちが飛びかかってきて、足を埋うめ尽つくす。ノミが巨きよ大だい化かしたような連中だな。

　傷きず口ぐちから溢あふれた血をべろべろと舐なめ回してきたあたりで、鳥とり肌はだが止まらなくなった。

　異い質しつなる生物に群むらがられて、頭が半分ほど真まっ白しろに染そまる。残る半分が動物的に出した結論は排はい除じよだった。重苦しい足を大きく振りかぶって、壁かべに叩たたきつける。間に挟はさまれたトカゲが甲かん高だかい悲鳴を上げながら押し潰つぶれて、体液を裂れつ傷しようや口から吐き出す。へぇ、血は同じく赤いんだ。

　そもそも、血が流れていることにも驚きの外がい見けんだが。

「『今回』の俺は良い子失格、と！」

　害がいであるのなら、遠えん慮りよはしない。尻尾しつぽを摑つかみ、暴れるトカゲ共と一いつ緒しよに病室に向かう。病室の窓まどを開けて、外へ放り捨てる。四階から投げ出されて地面に落下すればさすがに死ぬだろう。投げ飛ばされかけてももがいて、宙ちゆうで身体からだをひねって窓まど枠わくにしがみつくやつもいて、根こん性じようあるなぁと感心してしまう。そのまま窓を閉めて鍵かぎをかけたら窓をぶち破やぶるのだろうか。

　牙を食い込ませて足にしがみつこうとするやつは壁に挟はさんで容よう赦しやなく潰す。抵てい抗こうの少ないやつは投げ捨てて、襲おそってきた六匹のトカゲを始末し終えた頃ころには汗あせだくとなり、痛いたみは薄うすいものの疲ひ労ろう感かんは着実に募つのっていた。廊下に出てへたり込み、嚙かまれた足の具ぐ合あいを確かめる。

　傷は大きいものではない。少し太い釘くぎでちょっと穴あなを空けられたぐらいだ。しかし肉体はその痛みに応えているのか、涙なみだがにじんできた。辛つらくもないのに流れる涙を、強く拭ぬぐう。

　傷が大したものでなくとも未知の菌きんか毒どくでも感かん染せんさせてくるというなら厄やつ介かいだが、判断しようがない。穴あなから湧わいた血がとろとろと流れ落ちて足と床ゆかを汚す。途と端たん、血ち生なま臭ぐさくなった。

　病室から、シーツを摑つかんだまま飛び出してきたような怪け我が人にんが事じ態たいに面めん食くらっている。あのトカゲどもが死に際ぎわにぎゃーぎゃーと喚わめくものだから野や次じ馬うまたちが大おお勢ぜい集まってきてしまう。その中には看かん護ご師しや医者の姿もあった。下の階から、玉たま虫むしトカゲを追ってきたように見える。

「………………………………………下、か」

　上の階からは、だれも下りてこない。トカゲの甲かん高だかい断だん末まつ魔まなら上の階かい層そうにも聞こえそうなものだが。上の連中は騒さわぎになんか興きよう味みない？　お上じよう品ひんな連中しかいないのか？

　思うところがあって天てん井じように目をやる。中ちゆう途と半はん端ぱに明るく、白いはずの天井を黄ばんだ色合いにしている照しよう明めいが……あれ？　いつの間に、こんなに真っ暗になったのだろう。

　開けっ放しになっている口にまで、濃のう密みつな暗くら闇やみが溶け込んでくるようだった。

　照明が夜に浮かぶ赤い粒つぶ々つぶの寄せ集めにしか見えなくなり、最後はそれも消えてしまった。

　ばぁん。
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　こうして玉虫トカゲと遊んでいる間に時間が再ふたたび巻き戻る。また殺されたのか、敷しき島しま。

　暗あん転てんした後、なにか大きな音を聞いた気もするけど……空そら耳みみ、なのか。病院の外から聞こえてきたように感じたが何分、既すでに目の前が真っ暗で方角も摑つかみづらかった。敷島との関かん連れん性せいがあるかも分からない。分からないことだけが増えていく。

　しかしトカゲ共どもが俺おれを襲おそってくれたお陰で、一つ推すい測そくを立てることができた。敷島は上の階にいる。あのトカゲ連中が俺しか狙ねらわないということはないだろう。四階へ来るまでに敷島がいたのなら、そちらへ群むらがるはずだ。トカゲだって俺よりは敷島の足に嚙かみつきたい……などという寝ね言ごとはともかく、敷島がトカゲと出会ったのなら一いつ匹ぴき残らず始し末まつしてしまうだろう。

　それが無ぶ事じに俺を襲おそうというなら、答えは一つ。敷島は上で、別のなにかに殺されている。

「よし、これで一つ分かった……それは、とてもいいことだ。前向きに、前向きに……」

　最初よりも死ぬ時間が遅ち延えんしているのは、敷島なりに対たい策さくを施ほどこした結果か。とはいえ今回も長い時間は保もたないとみた。そうなると、トカゲ共の相あい手てをしている時間などない。あいつらは多た分ぶん、このゲームにおける有う象ぞう無む象ぞうの雑ざ魚こモンスターだ。ただのお邪じや魔ま虫むしにすぎない。

　足に嚙みつかれても無む視しするしかないのか。ただでさえ血が足りていないというのに吸われたまま放置するのはよろしくない。いっそ、足ごと燃やしてしまうか。いやでもなぁ。

　悩なやみながらも敷しき島しまを見習って動こうと走り出す。しかし二歩目の段だん階かいで上じよう半はん身しんは足の動きに追いつけなくなり、腰こしから上がちぎれるかと思うほど出で遅おくれる。先行しすぎた足が滑すべり、床ゆかに倒たおれ込む。背中や腰を強く打ったのか、痛いたみはないものの口もとが歪ゆがむのを感じた。

　この下か半はん身しんの空から回まわりは、もしかして。倒たおれたまま携けい帯たい電話を確かく認にんすると、機き能のうしているスキルに二つ目の耐たい火か性せいの増ぞう強きようはなく、脚きやく力りよくの増強と表ひよう示じされている。どうやら死んでしまうと設せつ定ていしたスキルも元もと通どおりのようだ。面めん倒どうなことをしてくれる。一々再さい設せつ定ていしないといけないのかよ。

　スキル設定は時じ空くうを越こえないらしい。越えているのは俺おれと敷島の頭の中なか身みだけか。いやそもそも、それはどういう理り屈くつなんだ。死に際ぎわ、脳のうだけがぶっ飛んで次の俺に移っているのか？　神様の懐ふところには新しい俺たちがいっぱい用意されているのか？　それとも俺は毎回ちゃんと死んでいて復ふつ活かつもしているわけじゃなくて、リセットボタンを押している『主しゆ観かん』が物語の続きを見ているだけなのか？　どの説せつも確かめる術すべはなく、証しよう明めいする言こと葉ばを持つこともできない。

　考え込んだら頭とう部ぶに酷ひどい苦く痛つうがかかった。膝ひざを立てて座すわり、頭を抱だくようにしながら身を固める。この痛みには、覚えがある。生なま温ぬるいお湯が流し込まれるような息いき苦ぐるしさ。言葉の『意味』とはなんだ、そもそも意味っていうのは……そんな風ふうに延えん々えんとはまり込んだときや、死後の意い識しきが完全に途と切ぎれるとしたら、というものを考えたときと同じ痛みだった。

　残念ながら、心の痛みは曖あい昧まいにできないらしい。心は身体からだの内側にないのかもしれない。

　……座り込んでいる場合じゃない。立って、上の階を目指さないと。

　重くなった頭をふらつかせて、慎しん重ちように立つ。そろそろあのトカゲ連中が来てもよさそうなものだが。気を配くばって、するとなにか生き物の動く気け配はいを感じたので、俺の使っている病室の中へと振り向く。

　窓の外を、黒い髪かみの女子高生が通り抜けた。

　外？

　外は、外は、なんにも、ないぞ。

　つまりこれは飛び降りだ。四階より上から、飛んだ。

「飛んだ？」

　声が裏うら返がえる。違ちがう、落ちるだけだ。あいつには翼つばさも、スキルもないんだ。

　そいつと、すれ違う際さいに目線があった。

　死にゆくものでありながら、その死を糧かてとする力強さに満ちて。

　そんな目を保ち続けるそいつが、俺になにかを訴うつたえるように。

「敷島、」

　窓まどを開けて外を確かく認にんしようと駆かけて、身を乗り出した、その直後。

　夜が俺の後こう頭とう部ぶを殴なぐりつけるように、視し界かいが暗あん黒こくに閉ざされる。

　その闇やみの底から、怪かい獣じゆうが地面でも踏ふむような。とても大きな音が、聞こえた。
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　敷しき島しまの死し因いんは、自じ殺さつだった。思えば二回前にも聞いたあの落下音は、敷島が地面に激げき突とつする音だったのだ。一いつ刻こくも早く忘れたい音ではあるが、記き憶おくの取り捨てがそう上う手まくいった試ためしなどない。飛び降りた張ちよう本ほん人にんである敷島にとっては忘れようがないだろう。

　生き返ると分かっていて飛び降りるなんて俺おれには無理だ。勇気があると、評ひようしていいものか。

　病室の窓まどに近寄って、開け放つ。身みを乗り出し、恐おそる恐る見上げてみる。まだ敷島は飛び降りてこない。地面も確かく認にんするが、舗ほ装そうされた病院の入り口付近に人ひと影かげは転がっていない。

　なぜ、敷島は飛び降りたのか。

　ゲームを放ほう棄きして自殺を繰くり返している……あり得えない。敷島がそうした選せん択たくを取るのなら、もっと効こう率りつ的てきに死んでいくだろう。敷島は決して、後ろ向きな理由で落下したわけじゃない。

　考えろ、飛び降りたことには必かならず前向きな意味があるはずだ。まず気になるのは飛び方。慌あわててやむを得えずという感じじゃない。わざわざ病室の方を向いて飛んでいるからな。こちらを向くということにはなにか、敷島の意い図とがある。

　次に俺の病室の前を選んだ理由。俺になにかをさせたいのは、してほしいのは分かる。それが飛び降りとどう繫つながるのか。「飛び降りる、降りたら普ふ通つう死ぬ、でも死ぬわけにいかないのだから、助かりたい。助かる、助けてほしい。助ける、俺が、俺に助けてもらう、病室……」

　なにかに襲おそわれて、やむなく飛んだ。としても、万が一にも助からない高さから飛ぶほどあいつは無む鉄てつ砲ぽうじゃない。万が一ぐらいの確かく率りつに期き待たいして悪あがきしたとするなら、その万に一つを担になうのは俺なのだろう。俺はなにをすればいい？　あいつはどう動くことを望む？

　本人に聞ければいいのだが、通りかかるのは一いつ瞬しゆんだ、筆ひつ談だんも……筆談は、アリだ。

　流れから至いたった発想だが、良りよう案あんではないだろうか。敷島の持ってきた通学用の鞄かばんを開けて、筆ひつ記き用よう具ぐを取り出す。教科書やノートは教室に置きっぱなしの形となっているので、メモ代わりの紙を探さがす。ちり紙一つ見当たらない掃そう除じの行き届とどいた部屋に舌した打うちをこぼし、やむを得えず、真まっ平たいらな枕まくらにサインペンで書くことにした。力強くペン先を走らせて、『なにすればいい？』これを敷島が読み取ってくれたら……いやでも、敷島の方は筆談できる状じよう態たいなのか？　それが無理なら、いくらこちらが質しつ問もんしても答えようがない。できるなら最初からノートでも広げて飛び降りている、か？　勢いきおいに任まかせて用意した枕まくらを摑つかんだまま、暗あん雲うんが垂たれ込める。

　良い思いつきに感じたが、やっぱり俺おれではこの程てい度どか。もっと簡かん単たんに通話できるツールがあるというのに、と携けい帯たい電話を握にぎりしめる。やはり電話番号は交こう換かんしておくべきだった。どっちが断ことわったんだ、くそ思い出せない。そのどちらかがアホだ。多た分ぶん敷しき島しまだったはず。

　まぁそりゃあ、敷島からすれば今日の昼までほとんど話したこともない男子に電話番号を教えるのは抵てい抗こうがあるのかもしれない。命の危き機きになにをと思うところもあるが、悲しいことに俺たちは思し春しゆん期きまっただ中だ。人生をこのゲームにすべて捧ささげる気なんか、ない。

「敷島……俺が空を飛んで助けてくれるなんて、期き待たいされても困こまるよ」

　外の空気に触ふれて、黄昏たそがれと夜の境きよう界かい線せんを見つめながらぼやく。

　仮かりに空を飛べたとしても、人間を無ぶ事じに受け止めることができるのだろうか。いや敷島が重いとかそういうことを言いたいわけじゃなくて、腕うでが折おれるか、もしくは一いつ緒しよに落ちるのではと夢ゆめのない想そう像ぞうしかできない。特にこのスキル制度で実現する奇き跡せきはサービスが行き届とどいていない。設せつ定てい以外のものをまったくフォローせず、杓しやく子し定じよう規ぎにもほどがある。

　敷島は今回も降ってくるだろうか。いや降ってくるという確かく信しんがあるからこそ、俺はこうして窓まど際ぎわから離はなれないのだ。そして俺は敷島を助けなければという使し命めい感かんに駆かられている。助かると、光こう明みようを俺に見出して飛び降りているのだとしたら、それに応こたえなければいけない。

「……あ」

　黒い人ひと影かげが階上で、窓まど枠わくを蹴けるのが見えた。

　こんなときになんだが。舞まい上がるスカートの奥に目がいっていたことは、否ひ定ていしない。

　敷島だ。前回に続き、今回も『飛んだ』。

　まだ考えが纏まとまっていないのに、敷島が一いつ瞬しゆんで目の前を通つう過かしてしまいそうになる。そうなると無む謀ぼうと知りつつも咄とつ嗟さに手を伸ばしてしまう。落らつ下か途と中ちゆうの敷島も髪かみを振り乱みだしながら俺の手を取ってしまう。指が急速に絡からみ合い、接せつ着ちやく剤ざいでも使われたように離はなれなくなって。考えあってではなく、まさしく藁わらに縋すがる心しん境きようだったのだろう。ずるりと、腹はらが窓枠を滑すべる。落下する敷島の勢いを軽けい減げんさせることもできないまま引っ張られて、そのまま、宙ちゆう、空を「う、おおぉおううおおぉういひひひいいい！」飛ぶ！　落ちてる！　落ちる！

　ばたつきながら、高こう速そくで迫せまる地面に悲鳴を上げる。敷島の顔も引きつっていた。しかしその唇くちびるは恐きよう怖ふのほとばしりに支配されず、このまばたきほどの時間さえも無む駄だにしないようにと動こうとしていた。やけに長く感じられる滞たい空くう時間の中で、潰つぶれそうな目の奥でそれに気づく。

　お互たがいの衣い服ふくが空気に膨ふくらみ、はためき、風の音を形作る。ばさばさばさと強風に煽あおられる。ドライヤーにでも身体からだをねじ込むような空気の抵てい抗こうに遭あう最さい中ちゆう、遂ついに、敷島の唇が動いた。

「あしぃいいいいいぃいいいいいい！」

　その叫びが、頭部を貫つらぬくように鋭するどく俺を撃うつ。

　あし？　足？　足がなんだ？

　足？　足を？　使う？　足、脚あし、脚！　脚きやく力りよく！

　そういえば、俺おれがどんなスキルを選んだかはあいつに説明していた…………そうか！

　そうだ、多た分ぶん！

　理解したぞ、敷しき島しま！

　慈いつくしみや同情よりも聞きたいであろう『遺ゆい言ごん』を叫さけぼうとした直後。

　真ま下したに控ひかえていたはずの地面が、迫せり上がるように高い位置にあった。そして小しよう規き模ぼな爆ばく発はつと共ともに身体からだが飛び跳はねる。落下と違ちがい、ゆったりと舞まい上がる。

　地面に突つき刺ささる敷島を、翼つばさの代わりにして。俺は、どこまでも飛んで行けそうだった。
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　63:41:24







　地面と俺に挟はさまれて潰つぶされる敷島の姿を記き憶おくしていないことは、幸さいわいと言えた。怒ど濤とうの勢いで死んでしまったので感かん触しよくも曖あい昧まいだ。そもそも俺は死んだのだろうか？

　俺と敷島はこれまでどちらがより多く死んできたのかね。数える気にもならないが。

　廊ろう下かに座すわって、もう落下の心配はないのに冷ひや汗あせが浮かんでくる。足もとが崩くずれてしまう幻げん覚かくを何度も繰くり返して見る不安定さに翻ほん弄ろうされながらも、その冷や汗に新しん鮮せんなものを感じた。

　この恐きよう怖ふから連なる生せい理り現げん象しようは、前回の俺を引き継ついでいる証あかしだ。人にはやっぱり固こ有ゆうの魂たましいが宿やどっていて、人生の足あし跡あとを溜ため込んだそいつが次の用意された肉体に飛び込んでいるのだろうか。いつの間に俺は複ふく製せいされていたのだろうとか些さ細さいな疑問はさておき、そう解かい釈しやくした。

　繫つながっているのなら、もう少し前向きに生きることができるかもしれない。

　しかし未いまだ今回の敵てきと対面すらしていないのに、既すでに十時間近くを失ってしまった。それもこれも、俺が私し情じようを優ゆう先せんして敷島と別れてしまったせいだ。客きやつ観かん的てきに、或あるいはプレイヤー（仮）の視し点てんからすれば俺の判断は早そう計けいにして浅せん薄ぱく。未み熟じゆく者ものの愚おろかな判断と嘲あざけりを頂ちよう戴だいすることだろう。だけど母親が死んだままこのゲームをクリアしてしまったら、やり直せない。

　それは俺にとってクリアにならないのだ。

　立ち上がって前回同どう様よう、病室の窓まどに近寄る。母親と敷島の座すわった椅い子すを側に用意してから、窓まどを開ける。椅い子すに座すわって、背もたれがないことに若じやつ干かんの不安を持つ。大だい丈じよう夫ぶかね。

　手を椅子の端はしにつけた後、窓の外に両足を突つき出す。傍はたから見れば理解しがたい行こう為いだろう。俺おれの目にも、足が切り落とされるのを待まっているかのように見えた。だけどこれが恐おそらく、敷しき島しまの求めたものだ。あいつは死の際きわ、手ではなく足を使えと、そう叫さけんだのだ。

　俺のスキル構こう成せいでは腕うでを強化できないが、足なら常じよう識しきを覆くつがえした働はたらきもあり得える。

　固く、冷たく、強く。昔むかしに観みた映えい像ぞう作品で主しゆ人じん公こうの呟つぶやいていた三つの言こと葉ばを反はん芻すうして、それを足にイメージする。敷島が首しゆ尾び良よく俺の足を摑つかんだら、病室に釣つり上げる。脚きやく力りよく増ぞう強きようのスキルは初しよ期き設せつ定ていで選んであるので、携けい帯たい電話を弄いじる必ひつ要ようはない。それとも、スキルの威い力りよく増強を連れん結けつさせて足をより強くしておいた方がいいだろうか。ただどれくらい強くなってしまうか分からないのが問題だ。感覚が曖あい昧まいで力ちから加か減げんがしづらいところもあって、たとえば釣り上げたはいいけど足を速く振りすぎて敷島が吹ふっ飛んで、廊ろう下かの壁かべに激げき突とつして『ぐちゃり』とでもなろうものなら、あいつに生しよう涯がい恨うらまれるのではとそんな心しん配ぱいをしてしまうのだ。

　そうして力加減に悩んで集中力を欠くぐらいなら、設定はこのままで単たん純じゆんに足を動かすことだけに心しん力りよくを注そそぐ方が助かる公こう算さんは高い……と思いたい。しかし天から舞まい降りてきた美少女の手を取るのならローマンティックだが、突き出した足にしがみつかせるとなるとローマンがないな。俺の足は棒ぼうきれか、溺おぼれている者に投げるロープのようなものか。

　姿し勢せいを維い持じして、足と腹ふつ筋きんを震ふるわせたまま待つ。……体感で比くらべているだけなのだが、前より遅おそいな。敷島がなかなか降りてこない。この方法は諦あきらめたのか？　それなら足を使えこのバカ（意い訳やく）と叫ばないだろう。敵てきに襲おそわれるタイミングが一定ではないのか、なにかを試ためしているのか、或あるいは……俺の母親絡がらみか。

　想像して不安をかき立てられていると、敷島より先に玉たま虫むしトカゲたちが見み舞まいにやってきてしまう。おいおいとろくに振り向くこともできずにその襲しゆう来らいを受け入れるしかない。トカゲたちは椅子を足あし場ばとして活用しながら駆かけ上がり、俺の頭にしがみついてその牙きばを突き立ててくる。髪かみごと食らうように頭とう皮ひに嚙かみついてきた。それが六ろつ匹ぴき分ぶん、次々に飛びかかって頭を占せん領りようするのだ。たまったものじゃない。

　しがみつくトカゲの重さが頭に来て、首から上がぐらぐらと揺ゆさぶられる。まるで俺を窓まど際ぎわから引き剝はがすように。角つのでも生えたような異い物ぶつ感かんと肌はだの隙すき間まから、じゅるじゅると血を吸う音が聞こえてくる。牙と肌の合間で噴ふき出す泡あわの音まで伝わってくるようで、ぞくぞくと身体からだが跳はねた。それでも膝ひざを曲げないよう意い識しきして、堪たえる。

　これ以上、敷島に自じ殺さつはさせない。あいつの命は重いのだと、前回、身みをもって知った。

　それを受け止めてみせる。窓の外をジッと睨にらみ、歯を食いしばる。顎あごに力を入れるとその分、勢いよく血が噴ふき出て吸われている気もする。しかし気を乱みだすことは許されない。一いつ瞬しゆんでも反はん応のうが遅おくれたら、また敷島と一いつ緒しよに重じゆう力りよくに屈くつすることになる。まだか、まだかと目を剝むく。

　図ずう々ずうしいトカゲが顔半分を足場にして、その細長い足が俺の目玉を踏ふみつけるかのように前まで回ってくる。尻尾しつぽがちろちろと舌したのように動いて鬱うつ陶とうしい。引きずり下ろしたくなる。

　こっちも大変なことになってきているので早く来い。

　と。

　空気が上から入り込んでくるのを感じたのとほぼ同時に、人ひと影かげが動いた。

　落下してきた敷しき島しまが無む我が夢む中ちゆうに右の足首を摑つかんだ直後、全力で足を跳はね上げる。それは意い識しきせずとも、下に引っ張られることを拒きよ否ひして身体からだが反はん応のうした結果だった。痛つう覚かくを曖あい昧まいにして尚なお、頭の中と腹ふつ筋きんのねじ切れる嫌いやな感かん触しよくが拭ぬぐいきれない。抵てい抗こう虚むなしく俺おれまで窓まどの外へ引きずられていくようで、恐怖が重力に屈くつしそうになる。それをはね除のけようと自然、叫さけんだ。

「なん、だばしゃ、あぁぁぁあああああああ！」

　思わず叫んで喚わめき散ちらしてしまうほどの負ふ荷かと対たい照しよう的てきに足だけが軽けい快かいに動く。跳ね上がった足にしがみつく敷島を病室へと一いつ本ぽん釣づりして、そのまま二人で首を中心にして後転し、床ゆかを無む茶ちや苦く茶ちやに転がり回る羽は目めになる。頭部に嚙かみついていた玉たま虫むしトカゲも同どう様ように悲鳴を上げるが、地面があるというのはいいものだ。頭と肩けん胛こう骨こつをぶつけながら、そう実感していた。

　そうしてから落ち着いた後も、病院の冷たい床にしばらく寝ね転ころぶ。立ち上がって次の問題に対たい処しよするために動きたいのは山々なのだが、敷島が俺に抱きついたまま離はなれない。胸むなもとに口を埋うずめるように、静かに抱きしめてくる。目を瞑つむって身動きせずにいる敷島を眺ながめていると、思わず、まだ頭に嚙みついているトカゲのことも忘れそうになる。血よりも敷島になにか吸われていることが原げん因いんで、頭がぼぅっとしている感じだ。
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「敷しき島しま？」

「まさか四回目で気づいてくれると思わなかった。感動しているの」

　敷島の心しん臓ぞうが未いまだ激しく鼓こ動どうしているのを、下した腹ばらの付近で感じ取る。制せい服ふくだから分かりづらいけど、そうかそのへんに敷島の胸むねが当たっているのかと意い識しきしたら頭に血がのぼりそうになる。きゅうっと頭とう部ぶが引き締しまって、こめかみの周しゆう辺へんが痛いたむ。いやいや、これ以上頭に血を集つどわせてどうする。トカゲ共のドリンクサーバーに給きゆう水すいなんてしなくていいんだよ。

　でも感かん覚かくを曖あい昧まいにしていることを少し後こう悔かいした。

「さすが、」「聖せい戦せん士しじゃない」「見事よ、アリッサ・鈴すず木きくん」「違ちがう人が混じっているぞ」

　どうせ名前を変えるなら姓せいより、名の方がいい。……変えられないんだけどな。

　変えたとしても母親は、俺おれのことを『アリッサ』と呼ぶのだろうし。

「色々と説明してほしいんだが。飛んできたことも、あと、『敵てき』についても」

「順を追って説明するから。ただ、時間が足たりるか分からないけど」

　そう言ってようやく、敷島が離はなれる。時間が足りるか、という部分に不安をよこしながら。

　足首を摑つかんだ際さいに痛めたのか、右肩を押さえながら敷島が冗じよう談だんを口にする。

「欲よくを言えば前回、落ちる途と中ちゆうに空飛ぶ翼つばさを顕けん現げんさせてほしかったかも」

「沓くつも履はいてないんだ、無む茶ちや言わないでくれ」

　包ほう帯たいをきつくまいた素す足あしを掲かかげると、敷島が控ひかえめに笑う。それから笑え顔がおを維い持じしたまま、俺の頭部に手を伸ばす。嚙かみついていたトカゲを摑み、引き剝はがしてくれた。そうだすっかり忘れていたと他のトカゲも引っ剝ぱがす。粘ねばるやつの腹はらには爪つめを強く突つき立てて抵てい抗こうを奪うばい、そうして離れたトカゲは敷島がもれなく窓まどの外に放り捨てた。投げ方が力強く、頼たのもしい。このトカゲを見るのは恐おそらく初めてだろうに、まったく恐れを成していないところも含ふくめて。

　こっちも起き上がろうと床ゆかに手をつき、腹に自然と力がこもったそのときだった。

　身体からだの中で熱いものが流出する。中なか身みが溶けていくようにどろどろと流れるものを感じて、思わず横向きに転がる。腹を押さえたまま、気づけば唇くちびるが小こ刻きざみに震ふるえていた。

「腹が、熱い……筋すじとか、くそ、切れたのかな……」

　鈍どん痛つうのようなものが続いている。立ち上がれない。身体を真まっ直すぐに伸ばせない。

　ついでに牙きばという蓋ふたの外れた頭の小さな穴あなから、血がどんどん垂たれてきて床を汚す。

「藤ふじくん」

　敷島が側そばに屈かがんで、肩に手を載のせてくる。その手を除のけて大だい丈じよう夫ぶだと起き上がる、という気き丈じようさを見せたかったのだが内ない臓ぞうのどろどろと溶けゆく感かん覚かくはなんともしがたい。最さい悪あく、今の歪いびつな脚きやく力りよくを持ってすればこの姿勢のまま足だけを動かして移い動どうすることもできると思うが、俺は病院の床を掃そう除じするために入院しているんじゃない。敵と戦たたかわなくちゃいけないのだぞ。

「とりあえず説明して。その間に立てるようにする」

　時間の節せつ約やくのために、寝ね転ころがったまま敷しき島しまの話を聞くことにする。回かい復ふくするかは怪あやしいものだが……けど、死んだら次回も同じことをやるのか？　毎回、俺おれの腹ふつ筋きんが断だん裂れつしそうになるのか。肉体の成長が継けい続ぞくされないのは辛つらいところだ。次回も同じ痛いたみを味わうわけだからな。

　いや逆ぎやくに、元もと通どおりになるからまた耐たえられるのか……ほんと、上う手まくできているよ。

　敷島が俺の顔の前に回り込んでくる。それから床ゆかに座すわり、俺の頭を取る。血だらけなのであまり触さわらない方がと忠ちゆう告こくするより早く、敷島が自じ身しんの足の上に俺の頭を載のせた。

　いわゆる、膝ひざ枕まくらの形になる。やっぱり、感覚が曖あい昧まいなことを後こう悔かいする状じよう況きようだった。

　恐らくとても柔やわらかく、居い心ごこ地ちのいいものだと推すい察さつする。頰ほおもぐにーっと潰つぶれて盛り上がる。

「まず藤ふじくんのお母さんは見つけられなかった。それを謝あやまっておくわ」

「……そっか」

　それなら本当に無む駄だ足あしとなってしまったわけだ。そのうえ、合流にもこれだけの手間と危険が伴ともなう羽は目めとなる。後悔はしたくないつもりだが、正しかったと胸むねを張ることもできそうにない。せめて母親が無ぶ事じであってほしい。とっくに病院から離はなれて、夕ゆう飯はんの準じゆん備びをしていてくれりゃあいいのだ。けどそういう楽らつ観かん的てきな願いは大たい抵てい、叶かなわないものだからな。

「じゃあ次に聞いておくけど。お前は、なにに『殺された』？」

　最初と、恐らく二回目。そして飛び降りる原げん因いんとなったそれの正体について問とう。

　数度も殺された相手を語るにしては感情も希き薄はくに、敷島が簡かん素そに答える。

「ネズミよ」

「ネズミ？」

　架か空くうの言こと葉ばでも、幻げん想そうの生き物でもなく。ありふれた名前が出てきたことに目を丸くする。

「ネズミの集団がいきなり襲おそってきたの。普ふ通つうのネズミじゃなくて、統とう率そつされている動きだった。あれは自然に発生したネズミじゃなくて、私たちの『敵てき』の動き。今回はネズミ駆く除じよね」

　業者に頼たのめよそんなこと。聞いて思わず、そう言いたくなかった。

　しかし相あい手てがネズミときたか。怪かい獣じゆうよりはどうにでもなりそうな気がする。だって小動物だぞ。なんだか一いつ気きにスケールが小さくなった感だ。しかし大したことのない相手なら、敷島が何度も殺されるはずがない。相手が小動物でも明めい確かくに意思を持って牙きばを剝むくなら、立りつ派ぱな敵となり得えるのかもしれない。

　問題は、その数なんだろう。

「かなりの数か？　うじゃうじゃ？」

「藤くんの想そう像ぞうを超こえていると思う」

　うっじゃうじゃらしい。思わずうぇぇと顔をしかめる。ドブネズミが固まって床を這はい回る様さまを想像すると、まるで汚い水たまりが動き回るように見えそうだ。やばい菌きんとか撒まき散ちらしていないだろうか。衛えい生せい第だい一いちである病院に相応ふさわしくない連中が紛まぎれ込んだものだな。

　嫌けん悪お感かんを募つのらせていると突とつ如じよ、頭の上に悲ひ鳴めいが飛んできた。びくりと足が跳はねる。不ふ意い打うちに心しん臓ぞうが跳はねる中、それが別の病室、しかし同じ階のだれかがあげたものだと理解した。

「あぁ、上の階からもう来たのね」

　敷しき島しまが冷めた声で溜ため息いきをつく。膝ひざ枕まくらもあっさりと取り下げて、スカートを払はらいながら立つ。

「立てる？　というか立って」

　敷島が俺おれの手を引いて、強引に起き上がらせる。特になにか回かい復ふくしたわけではなく、立ち上がる際さいにごまかしきれないほどの苦く痛つうを抱かかえることになる。それでも奥おく歯ばを食いしばり、敷島に支えてもらいながら立ち上がった。相あい手てがネズミなら寝ねている場合ではない。立って高さを誇こ示じして立ち向かわなくては、という思いがあった。あの怪かい獣じゆうが俺たちを見下ろしたように。

　悲ひ鳴めいは階段に近い病室から順にあがっている。しかしその悲ひ痛つうな声はとても短い。あがったと思ったすぐ後には声が途と切ぎれる。長続きしない悲鳴、ということはすなわち、すぐに。

「なぁ、ただのネズミじゃないのか」

　集団とはいえ、ネズミにそこまでの即そつ効こう性せい溢あふれる殺さつ傷しよう力りよくがあるものだろうか。たとえ菌を感かん染せんさせるとしても、いくらなんでも早すぎる。敷島は俺を横目で一いち瞥べつして、小さく首を振った。

「少し賢かしこいだけのネズミだと思う。ただ、」

　敷島がなにか言おうとしたのを遮さえぎるように、隣となりの病室からも短い叫さけび声が響ひびく。すぐ隣まで来ている。逃げるべきか、いや、身体が動かない。それにどこへ逃げようっていうんだ。

　ここは出会わなければいけない。俺の敵てきと、向き合うんだ。

　そういえばアレが俺にはあったな、と思い出して火の玉を用意する。脚きやく力りよくを増ぞう強きようして足に力を込めて強引に立っていなければ、今すぐにでも倒たおれてしまいそうな体調だ。スキル変へん更こうはない。

「へぇ、本当に出るのね。でもそんな弱よわ火びでは水に焼け石ってところ？」

「それは結けつ構こう効こう果かがあるんじゃあ……っ」

　無む駄だ口ぐちを叩たたいている最さい中ちゆうに、影が動く。来た、といつでも投げられるように構かまえて。

　敵を見み定さだめようと、病室の入り口を睨にらむ。

　そして。

　灰色の人間が、のっそりと病室を覗のぞいてきた。……灰色？

　まだ夜ではない。少しだけ薄うす暗ぐらい病室だけれど、染そまるほどの強い日の輝かがやきは入り込んでこない。逆ぎやつ光こうで見み間ま違ちがえているわけではなく、灰色。その灰色はまるで雨あま雲ぐものように、動きがある。時とき折おり、赤い点々の煌きらめきが見えた。敷島の苦い表情から、それが『敵』であるとは分かる。

　しかし、これのどこがネズミなんだ。

　そうした疑心から目をこらして、驚きよう愕がくする。

　ネズミだ。

　人間の表面をびっしりと、ネズミが埋うめ尽つくしているのだ。

　中身はネズミじゃない、服の端はしが一いつ瞬しゆん見えた。間ま違ちがいなく、芯しんは人。外がい装そうがネズミだ。

　思わず声が裏うら返がえり、悲鳴をあげる。確かにそれは俺の想そう像ぞうを遙はるかに超こえる大たい群ぐんで、そのうえ、在あり方もまるで異ことなっていた。ネズミの赤い目が一いつ斉せいに動き出して、俺おれたちに向く。蓑みの虫むしの奥深くから赤しやつ光こうが漏もれてくるように、うごめく深しん淵えんから集つどう視し線せんにたじろぐ。

『ラットマン』。不意にそんな名前が浮かぶ。ネズミの形成する人ひと型がた。ネズミに乗っ取られた人間。蠢うごめくネズミが一いつ匹ぴき二に匹ひき、ぽとりぽとりと滴しずくのように床ゆかへ落ちていく。その落下したネズミが再ふたたび人間の爪つま先さきから溶け込み、一部へと紛まぎれていく。こちらへ緩かん慢まんに近寄ろうとする度たび、こぼれたネズミが落ちては群むれに溶けていく。これは、ネズミが人を支配しているのか？　それとも中の人間が助けを求めて近寄ってくるのか。幽ゆう鬼きかゾンビのように、距きよ離りを詰つめてくる。

　敷しき島しまと共ともにじりじり後こう退たいしていくが、病室の壁かべはすぐ背はい後ごにあった。

　しかも敵てきは一人に留まらない。その後ろからどんどん続いて、大たい挙きよしてくる。どれもこれもネズミがびっしりだ。どれだけの数のネズミがいるのか、と目め眩まいがしてきた。

　中の人間はどうなっているのか。生きているのか、意い識しきはあるのか。

「早く火の玉投げてくれない？」

　敷島が俺の病びよう衣いの端はしを引っ張ってくる。催さい促そくされて燃える指先に気づき、ネズミ人間に向けて放ろうと腕うでを振り上げる。相あい手てはネズミにしては大おお柄がらというだけで、特別な生物には見えない。恐らく火に抵てい抗こうがあるわけではないだろう。投げて燃やして、連れん鎖さして。

　でも、ネズミの奥には人間がいるんだぞ。ネズミと共ともに燃え上がる人間の断だん末まつ魔まを想そう像ぞうして腕が縮ちぢこまる。その瞬しゆん間かん、ラットマンが飛びかかってきた。海辺の泥どろのような色合いに染そまった人型が俺の腕を摑つかみ、『橋』をかける。鉄てつ砲ぽう水みずのような勢いきおいで腕を伝つたい、その腕の一部も剝はがれて俺のもとへと駆かけてくる。他の襲おそわれた患かん者じやたちのように悲ひ鳴めいをあげるがそれを遮さえぎるようにネズミが口の中へ飛び込んできた。全ぜん身しんが総そう毛け立だち、頭が凍こおりつく。ふかふかしたネズミの毛が口中をくまなく刺し激げきしたあたりで感かん覚かくの遮しや断だんの限界が訪おとずれて、意い識しきが遠のきそうになる。だがネズミたちの生なま臭ぐささと、肌はだを蠢く騒々しさの二つに刺激されて、それが不幸にも意識の足かせとなる。

　火の玉をどうこうと意識を向けている余よ裕ゆうなく、次々にやってくるネズミが俺を覆おおい包んでいく。立っていられなくなり、床を転げ回ると今度はラットマンの爪つま先さきにいる連中が服の内側に入り込んできて一いつ層そう酷ひどくなっていく。しかも口の中を占せん拠きよしたネズミはそれだけに飽あき足たらず、喉のどの奥にまで身体からだをねじ込んでくる。喉のど奥おくを突つかれたことでただでさえ催もよおしていた吐はき気けが決定的なものになり、吐と瀉しや物ぶつと胃い液えきを吐はき散ちらそうとする。しかしその流れがネズミの壁にせき止められて、あろうことか胃いに引き返してしまう。しかもその流れに乗じてネズミが食しよく道どうへと潜もぐり込んでくるのが伝わった。吐はこうとしても吐き出せず、溜ため込むばかりのストレスに発はつ狂きようしそうになる。呼こ吸きゆうもろくに出で来きないまま、いずれは脳のうまで囓かじられかねない。

　大部分の引っ越こしが完かん了りようしたことで表面のネズミが取り除のぞかれて、見えてきた中なか身みの患者は食い散らかされていた。目玉も鼻も耳も、唇くちびるも。行ぎよう儀ぎ悪く嚙かみちぎられて、頰ほお骨ぼねが見えてしまっている。半開きになった口からネズミがひょっこりと顔を覗のぞかせて、見ればそいつの口周まわりに赤いものが付着している。舌したの切れ端はしだった。顔だけ見ていると男女の区別がつかない。その朽くち果はてるような外がい見けんもさることながら、俺おれもそうなる、という恐きよう怖ふから涙なみだと汗あせが溢あふれる。

　しかしその塩しお味あじを含ふくんだ体液に群むらがるように、ネズミが鼻と目に頭を突つき合わせてくる。

　死んでもいい。死なせてくれと懇こん願がんする。もう上や下というものが分からない。ネズミの海に溺おぼれて耳が塞ふさがれる。がさがさがさとネズミの毛の擦こすれ合う音しか聞こえない。いやだいやだいやだと思考が分断されて、その隙すき間まにまでネズミが身みを潜しずめようとしているのが分かる。

　鼠ねずみ色いろの世界に、目玉を通り過すぎた際さいに一いつ瞬しゆん見える赤い瞳ひとみ。早く、殺してくれと祈いのる。

　その祈りに応こたえたのは、ネズミの薄うす暗ぐらい赤色よりもっと鮮あざやかな、橙だいだい色いろの灯あかりだった。それが目の前を通つう過かした瞬しゆん間かん、顔を埋うめ尽つくしていたネズミが散る。

　俺の落とした火の玉だった。病室の床ゆかを、火の粉こをばらまきながら転がっていく。

　そうして微かすかに開けた視し界かいの先で、足に大たい量りようのネズミを食いつかせた敷しき島しまが、動いた。

　その指先には炎ほのおの残ざん滓しが見え隠かくれしている。

「藤ふじくん。悪いけど、次回も受け止めてね」

　ネズミ同どう士しの蠢うごめく隙間から見えた敷島が、俺に手を振る。

　あいつがいるのは、窓まど際ぎわ。足をかけて、そして。

　翼つばさを持たない敷島が軽々と、『死』に向けて飛んだ。

　その敷島を追って飛び立つネズミが、窓まどの向こうに鼠色のアーチを描えがいた。
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　生なまのネズミを見る機会なんて滅めつ多たになかった。親父の実じつ家かに泊とまったとき、台所を走るところは一度だけ見たことがあったけどすぐに遠ざけられたからほとんど覚えていない。近いものなら、女の子の家でハムスターを手に載のせたことはある。まじまじと観かん察さつした後にウサギの方がかわいいなと本ほん音ねをつい漏もらしたら、飼かい主ぬしの子の代だい弁べんでもするように指を嚙かんできた。

　そんなことを、悪あく夢むの途と切ぎれ目に思い出していた。今回も冷ひや汗あせが止まらないまま始まる。

「あれは、どれを倒たおせばいいんだ。まさか全ぜん滅めつさせろっていうのか」

　おぞましいネズミの群むれが肌はだどころか、口の中にまで入り込んでくる恐きよう怖ふ。筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい嫌けん悪お感かんだった。二度と思い出したくないし、襲おそわれたくない。死ぬより酷ひどい体験だった。

　あんなものを、普ふ通つうの感かん覚かくで受け止めようとしたら即そく座ざに気き絶ぜつする。全ぜん身しんを囓かじられ続けることを踏ふまえて二度と意い識しきを戻さないよう、自じ身しんで蓋ふたをしてしまうだろう。できるものなら。

「やなてき。ほんとうに、やなてきだ」

　卑ひ怯きような手を使ってくれる。人間に食いついて人ひと質じちにするなんて。

　人間ごと始し末まつなんてできない。俺おれは人をろくに殴なぐったこともないんだぞ、殺せるものか。

　人を傷きずつけることに必ひつ要ようなものが勇気とは言わないが、度ど胸きようは必ひつ須すだ。俺にはそれがない。大だい体たい、人を殺したらどうなる。捕つかまるに決まっている。ゲームのせいにはできないだろう。

　だったらどうすればいいのか。怪かい獣じゆうと向き合ったときと同どう様よう、その壁かべに再ふたたびぶち当たる。

　額ひたいをぶつけてかち割れても、血けつ路ろを見出せそうにない時間がやってくる。

　怪獣と違ちがうからめ手で攻せめてくる敵てきか。このゲーム、チュートリアルがチュートリアルになっていないぞ。大怪獣とはまったく異い質しつな方向性の敵が出てくるなんて、そんな主しゆ旨しは聞いていない。万ばん事じ、説明不足だ。

　敷しき島しまの自じ殺さつは適てき切せつな判断だった。恐おそらく俺はネズミ共どもに内ない臓ぞうまで入り込まれるほどの支配を受けることになるが、死にはしない。死なないままああして延えん々えんと食い散らかされて、それでも生かされる。そうすると残り時間を削けずるばかりで一いつ向こうにやり直しができなくなる。俺と敷島の両方がラットマンになってしまえば、もう終わりだ。だから敷島は自みずから命を絶たってリセットをかけた。そういうことだろう、と分かるけど。それで死ねるなんて、勇気とか度胸なんて問題じゃない。敷島がネズミに覆おおわれて俺が死ぬしかなくなったとき、飛べる自信はない。

　俺と敷島に大きな差があるとするなら、順じゆん応のう力りよくかもしれなかった。

　敷島は既すでに、このゲームに適てき応おうしている。やはりあいつの方がこのゲームの主しゆ人じん公こうに相応ふさわしいのではないか。まぁ、俺が主人公であるという保ほ証しようはどこにもないけど。今も本当の主人公が遠いどこかで戦たたかっているかもしれない。じゃあ俺たちなにやってるのという話だが。

「……おっと」

　考えるのはいいが、行動を疎おろそかにしてはいけない。すぐにでも敷島が上の階から飛び降りてきそうだった。病室に入りながら、椅い子すを用意しつつ、どうしたものかと携けい帯たい電話と睨にらめっこする。脚きやく力りよく強きよう化かをすれば敷島を釣つることはできたが、その代だい償しようが酷ひどいものだった。片かた方ほうが助かればいいというゲームではない以上、俺が動けなくなるのは敷島にとってもよろしくない。

　脚力強化とスキルの威い力りよく増ぞう強きようを連れん結けつさせて釣り上げる力を高めるべきだろうか。足にかける負ふ担たんを強めて腹ふつ筋きんを保ほ護ごしようということだ。……そんな都つ合ごう良よくいくのか？　脚力を強化しすぎて今度は足をへし折おりましたでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。どうだっただろう、と前回を思い返す。

　腹はらを服ふくの上から撫なでてよく考えてみたが、敷島を引っ張り上げたあとに腹は尋じん常じようでない損そん傷しようを味わう羽は目めになったが足に関しては痛いたみを気にかけていなかった。脚力の増強というのはどうやら、それに耐たえうる程てい度どに足を丈じよう夫ぶにする効こう果かもあるようだ。そこまで効果があるなら全ぜん身しんを対たい応おうさせてくれればいいのに、変に律りち儀ぎというか。杓しやく子し定じよう規ぎな、愚ぐ痴ちりながら携帯電話を弄いじる。脚力強化にスキルの威力増強を連結させる。具ぐ合あいの程ほどが分からないので悩んだが、二つとも駆かり出した。これで現状、足あし腰こしを強化できる範はん囲いとしては限界だ。これで負ふ担たんが軽くならないのなら別の方法を考える必ひつ要ようが出てくる。それこそ、飛んで敷しき島しまを受け止めるとか。

　自じ嘲ちようの笑えみを浮かべながら、携けい帯たい電話を片づけて落ち着けと腹はらを叩たたく。とにかく極きよく力りよく、足以外に力を込めないよう意い識しきする。今まで実じつ践せんしたことのない行動だから勝かつ手てを摑つかめないが、肩の力を抜いてふにゃーっとすればいいのだろうか。野や球きゆうで手投げという表現を時とき折おり見かけるが、あれの足あし版ばんをこなせばいいのだと思う。右足だけをわんつー、わんつーと降って下ろして……敷島に『遊ばないで』とお叱しかりを受けそうだ。練習は中断して、窓まどの外に神しん経けいを注そそぐ。

　少しでも反はん応のうが遅おくれたら敷島が死ぬことになるからな。全力で取り組む。

　そうして、今度はトカゲたちよりも早く敷島が降ってきた。先さき程ほどをなぞるように落下してきた敷島が早くも慣なれたように手て際ぎわよく右の足首を摑んでくる。俺は曖あい昧まいな感かん覚かくの中、微かすかに足が揺ゆれるのを感じた瞬しゆん間かんに思いっきり、右足を振り上げた。

　それがいけなかった。

　敷島が、飛ぶ。

「あ」

　椅い子すから転がり落ちて背中をしたたかに打っても尚なお、開いた口が塞ふさがらなかった。

　反転する世界で勢いよくぶっ飛んだ敷島が、天てん井じようと壁かべの中間に叩きつけられる。ブレーキなどあるはずもなく。一いつ本ぽん釣づりしたカツオが甲かん板ぱんに叩きつけられている映えい像ぞうとかぶる。足をあげる勢いが強すぎて、敷島が耐たえきれなかったらしい。うつぶせに落下した敷島がぴくりとも動かないうえに、病室の外から玉たま虫むしトカゲまで飛び込んでくる。慌あわてて、地面を蹴けったのも軽けい率そつだった。地面の数センチ上を滑かつ空くうでもするように、俺おれまで横っ飛びしてしまう。

　意い図とせずしてスーパー頭ず突つきを再さい現げんする日が来るとは思わなかった。暢のん気きにそんなことを考えた直後、扉とびらに頭部を激げき突とつさせる羽は目めになる。髪かみどころか頭とう皮ひに分け目でもできたような、鮮せん烈れつな痛いたみの亀き裂れつが迸ほとばしる。痛つう覚かくを曖昧にしているため、その痛みはすぐに鎮しずまるものの、そこに群むらがってくる玉虫トカゲの鳴き声が針はり金がねの先せん端たんで脳のうをかき乱みだすようだった。苦く悩のうがミルフィーユ状に襲おそいかかってくる我わが運うん命めいを呪のろいながら、トカゲを引っ剝ぱがそうと頭の上で手を振る。だがトカゲは軽やかに身を捻ひねり、牙きばを突き立てたまま俺の手を避よける。その動きに翻ほん弄ろうされるのが鬱うつ陶とうしくなり、頭を床ゆかに叩きつけた。それから寝ね返がえりを幾いく度ども打って頭部を重点的に擦こすりつける。そうすることで多た少しようの傷きずを増やしたが、トカゲ共どもを頭から離はなすことはできた。小型トカゲが廊ろう下かの外にまで逃げているのを見て、咄とつ嗟さに扉を閉じることを思いつく。スライド式のドアの取っ手にしがみつき、倒たおれ込むようにして隙すき間まを塞ぐ。トカゲたちが状じよう況きようを察してか、閉じきる前に部へ屋やへ入ろうと飛び込み、ドアと壁の間に頭をねじ込んでくる。ぐにゅぐにゅとメタリックな胴どう体たいや頭がうごめいてこちらへ出てこようとする様さまは、ターミネーターのようだ。

　思い立ち、覚かく悟ごを決めてドアの取っ手に指を引っかけるようにして蹴った。強化中の足で全力のキックを放った結果、取っ手が外れて吹ふき飛んだ。更さらにでたらめな勢いきおいで閉じられたドアがギロチンの役目を果たして、挟はさまれていたトカゲの首がちぎれる。狙ねらい通りの展てん開かいになってしまい、うげぇとその首の断だん面めん図ずに嫌けん悪おする。自分で行った殺せつ生しようとはいえ、さすがに生なま首くびがドングリのように転がっていると気分がよくない。それと、ドアが蹴けった衝しよう撃げきからか歪ゆがんでしまう。斜ななめを向いてしまい、取っ手も失われたのでこちらから開けるのが困こん難なんとなる。

　だがドアが歪み、首なし死体が挟まって隙すき間まを埋うずめることで残っているトカゲも侵しん入にゆうできなくなったようだ。怪け我がの功こう名みようとしてうまくいったので、それで解決とする。次回からは普通に扉とびらを閉めてバリケードでも作ろうと学習しながら、未いまだ倒たおれ込んでいる敷しき島しまを抱だき起こす。

　敷島は片かた目めを瞑つむるようなしかめ面つらで、打ちつけた背中の痛いたみに耐たえているようだった。

「い……った、ぁ」

「すまん。本当にすまん、大だい丈じよう夫ぶか」

　全力すぎたことを詫わびる。

　増ぞう強きよう二つを使うのはやりすぎだ。一つで十じゆう分ぶんすぎると加か減げんの具ぐ合あいを学習する。敷島を気き遣づかおうと顔を覗のぞき込んだら、額ひたいから垂たれ流れている血ちが鼻の近くにかかって、噎むせさせてしまう。

「あぁ悪い、くそ、止まらん。うざったいな」

　手のひらで拭ぬぐってもまたすぐに溢あふれ出してしまう。あれだけ痛かったのだから、相当深く切ったのだろう。やはり痛みを曖あい昧まいにすると怪我の具合が把は握あくできない。手のひらにべったりと、熊くまの手の蜂はち蜜みつみたいに塗りたくられた血を眺ながめていると、目め眩まいを催もよおしそうになる。

　くらくらと目を回していると、敷島が自分で床ゆかに手をつき、起き上がる。背中を窮きゆう屈くつそうに撫なでて「いぢー」と冗じよう談だんめかしながらも歯を食いしばっている。運動会の綱つな引ひきの最さい中ちゆうにふと振り向いたとき、気になっている女の子が浮かべていた表情と一いつ緒しよだった。恐らく本人が客きやつ観かん的てきに見れば、『うわぶっさいくー』と半笑いしてしまう顔だ。

「動けるか？」

「大丈夫、なんとか……藤ふじくん、サッカー部とかどう？　活かつ躍やくを保ほ証しようするから」

「蹴ったボールが原げん型けい留とどめないから無理」

　いくらなんでも威い力りよくが高すぎた。人間が、敷島が可か憐れん（かも）な女の子とはいえ、あそこまでぶっ飛ぶのは初めて見た。そして蹴り一つで扉が歪みきってしまうところも。二段階の強化でも全力で蹴り飛ばせば壁かべぐらいぶち抜けてしまうのじゃないだろうか。

　壁ぶち抜き、か。

　もし、それが可か能のうなら。

「………………………………………」

「藤くん？」

「ん、あぁ悪い。ちょっと思し春しゆん期き的てきな妄もう想そうをしていた」

「エロ方面？」

「そういう方じゃなくて、格かつ好こうつけの方」

　あとエロとか普ふ通つうに言わないで。敷しき島しまももう少し恥はじらいというものをだな……こいつの場合は手て心ごころの方が先かもしれない。教きよう師しの顔面への容よう赦しやない肘ひじ打うちを思い出す。

　扉とびらの向こうでトカゲの小うるさい鳴き声が続いている。さっきのネズミ軍ぐん団だんからも少しは時間を稼かせげるだろうか。もっとも時間を稼ぐということは、被ひ害がいを広げるということだ。母さんの無ぶ事じを求めるなら、引っ込んでばかりもいられない。

「あの中に天才ネズミのアルジャーノンがいてそいつを退たい治じすればいいのか、全ぜん滅めつか、もしくは一定数を始し末まつすることでクリアになるのか。藤ふじくんはどれだと思う？」

　壁かべに寄りかかるように座すわった敷島が、トカゲの生なま首くびを手で遠くに払はらいながら質しつ問もんしてくる。

「あるじゃ……？　男の子脳のうに言わせると、全部倒たおせになるんだけど」

「んー……そっちの方が分かりやすいかな。もし紛まぎれているリーダーを潰つぶせというなら面めん倒どうね。ねこいらずもないし。と言ってもどっちみち、纏まとめて始し末まつするしかないから一いつ緒しよかも」

　さっきから敷島の話が一部分からないが、まぁ理解しなくてもいい類たぐいのものだろう。

「鍵かぎはやはり藤くんね。あなたの火の玉でみんな燃やしてしまえばいいもの」

　さらりと放火を推すい奨しようしてくる敷島に、ちょっと待まてと異い議ぎを唱となえる。

「あれ、中にどう見ても、人がいるんだぞっ」

「そうなのよねー、そこが問題よ、困こまっちゃうわー」

　本当に困っているのかお前は。壁の方を向いて適てき当とうに喋しやべっているようにしか見えない。

「藤くんは人殺しには反対よね？　当然ね、そうでないと困こまるわ」

「お前は、違ちがうとでも？」

『は』の部分が気になったので、恐おそる恐る尋たずね返す。敷島はあっさりと頷うなずいた。

「必ひつ要ようなら殺すと思う。もちろん、捕つかまるなら嫌いやだけど」

　そこまではっきり言われてしまうと反論を振りかざす気にもなれない。

　そもそも敷島と討とう論ろんしたところで勝てる自信などないのだけど。

　こちらが黙だまると、敷島が主しゆ導どう権けんでも握にぎったように別の話題を振ってくる。

「今いま更さらだけど、私ならスキルをこう選ぶっていうのを聞きたい？」

「聞かせて。次回の参さん考こうになるかもしれない」

　次も俺おれが聖せい戦せん士し（仮名）なら、だけど。敷島にバトンを投げ渡したいぐらいだ。

　受け取ってくれるというなら卒そつ業ぎようまで敷島の犬いぬになってもいい。

「超ちよう能のう力りよくの数々を披ひ露ろうして世間の関心を買う。同時に事じ態たいを訴うつたえて協力もしてもらう。ゲーム中は死んでやり直しになると無意味になるから、今回のゲームを切り抜けた後のインターバルに実行して、次回以降のゲームの前ぜん提てい条じよう件けんに含ふくませる。パッと思いついたのは、こんなところ」

「………………………………………」

　顔を上げて敷島を見る。敷島は俺の視し線せんに対して、不ふ思し議ぎそうに目を丸くする。

「どうしたの？」

「いや……どうして教えてくれなかったんだ、と思って」

「それで今回をなんとかできる保ほ証しようがないもの」

　力に頼たよらず云うん々ぬんという信しん頼らいはなんだったのか。でも敷しき島しまの指し示じ通どおりに見み栄ばえのよさそうな能のう力りよくを取りそろえていたら事じ態たいを打だ開かいできなかった可か能のう性せいも大いにあるわけで、結果としてお互たがいの判断は正しかったことになる。なんだそれは。わけが分からんぞ。

「ネズミは、あれで全部なのかな」

「下の階からネズミ人間が湧わいてこないなら、あれでおしまいだと思う。……それでどうするの？　今は逃げてみる？　ジッとしていたら、また嚙かみつかれるけど」

　敷島が指を牙きばに見立てて俺おれの二にの腕うでを摘つまむ。確かに、そうだ。あいつらへの対たい処しよ法ほうがないなら逃げるしかないけど、でも、どこへ。俺たちが逃げればそれだけ被ひ害がいが拡かく大だいするのも分かったうえで、どこへ行けばいいのか。それに病院内にいるであろう母のことも放ってはおけない。

　だから、俺には決められない。いや決めようとしても手て遅おくれになる、だったら。

　敷島に、手を差し出す。

「なにこれ」

　いきなり突つき出された手の意味は、さすがに敷島でも理解できないみたいだ。

「逃げるべきだと考えているなら、手を引っ張ってくれ」

「………………………………………」

　敷島が困こん惑わくした表情で、取りあえずというように俺の手を取る。

　握にぎられている感かん触しよくはほとんどないけど、手が勝かつ手てに動くことにどこかホッとする。

「決けつ断だんする力はお前の方がずっと上だ。だから任せたい」

　俺だけでなく、敷島だけでなく。二人で同じ運うん命めいに流されているというのなら、そこにはきっと意味がある。……が、そのような大きな意思というものはこの際、関係ない。俺は敷島といることに、俺なりの意味を見出す。そう願って彼女の手を握り返した。

　敷島は少しの間、俺の手を見つめる。指を一本ずつ確かめるように手に取ってから、肩の力を抜くように微ほほ笑えむ。薄うす暗ぐらい病室の中で、敷島の瞳ひとみは水みな面ものように優やさしく揺ゆれていた。

「藤ふじくんもアメリカンなところがあるのね」

「どういう感想？」

　それにうちのカーチャンがアメリカ人だと説明したことはあっただろうか。髪かみの色だけで米べい国こく人じん扱あつかいとは安あん直ちよくな……まぁいいや。敷島と一いつ緒しよに立ち上がる。そうして敷島は動いたのだから、ここから逃げることを選んだのだろう。

　色々試ためしてみなければ分からないのだから、敷島が正しい。俺はそこまで分かりながらも動けないのだから、こうして手を引っ張ってくれる敷島はありがたかった。

　敷島が扉とびらを開ける前に、携けい帯たい電話でスキルの変へん更こうを行おこなう。大おお慌あわてで操そう作さして、火の玉を生み出した。前回、俺に食らいついたネズミ共どもはこいつが横切る際さいに避よけていた。

　火は、嫌きらうわけだ。火を知っているな、危険なものだと認にん識しきしているな。つまり効こう果かはある。逃げ場なく燃やし尽つくせば全ぜん滅めつも狙ねらえるだろう。でも火遊びには相そう応おうの代だい償しようが必ひつ要ようとなる。

　人間を殺すという、重い罪つみを負おうことになる。

「火の玉ぁ！」

　叫さけびながらぶん投げて、廊ろう下かのトカゲを散らす。壁かべに跳はね返ったファイアーボールを拾ひろいながら、前回、ネズミが来た方向と真ま逆ぎやくに走る。廊下の途と中ちゆうにエレベーターがあるので、あれで一階へ下りるつもりなのだろう。途中で振り向くが追ってくるのはトカゲばかりで、ネズミたちの姿はまだない。妙みようだな、前はこれぐらいの時間が経たてばやってきたんだが。

「来るのが、遅おそいな！」

　走りながら気づいたことを叫さけぶ。敷しき島しまは振り向かないまま答える。

「降りてくる時間で、変わるの、かも！」

　今回の敷島がより早く飛び降りてきたことに言げん及きゆうする。それが本当に理由かは定さだかじゃないが、些さ細さいな行動が大きな変化に繫つながることはあり得えるので、ないとも言い切れなかった。

　エレベーターの前まで走りきって、敷島が下降ボタンを連れん打だする。しても早く来ないって。到とう着ちやくを待まっている間に、追いついてきたトカゲたちが足もとに食らいついてくる。手前にいたからという理由なのか、全部俺おれの足に。しつこいやつらだなと見下ろして、握にぎっていた炎ほのおの玉を投げつける。トカゲたちは突つき立てていた牙きばをへし折おりながら急速に足もとから離はなれて、その後こう退たいした反動で床ゆかを蹴けってこちらへ再さい度ど飛びつく。

　小こ柄がらながら、その運動量には舌したを巻く。こんなやつら、いくら殺してもなんの足たしにもならないのに。だがいつまでも食いついて、エレベーターの中まで一いつ緒しよにされてはたまったものじゃない。炎の玉をいくら投げつけても当たりそうにないので、発想を変える。携けい帯たい電話を操そう作さして、脚きやく力りよく増ぞう強きようを中心に切り替えた。スキル威い力りよくの増強は今回、連れん結けつさせていない。

　なにしろ最大強化して足を思いっきり振ったら、その足ごと吹ふっ飛んでしまいそうで怖かったからだ。大急ぎでスキルを修しゆう正せいすると、床に転がって燃え広がろうとしていた火の玉が独ひとりでに消えてしまう。炎を保つにはスキルを設せつ定ていし続ける必ひつ要ようがあるらしい、今知った。

　一体お前はどこから来てどこへ消えるんだ。謎なぞに満ちた炎への問といかけを込めて、トカゲに食いつかれている足を、全力で振り上げる。脚力を高めたことで飛ひ躍やく的てきに速度を増した足の動きにトカゲが耐たえきれず、次々と天てん井じように向けて発はつ射しやされていく。牙から流れる血の軌き跡せきを描えがきながら天井に激げき突とつしたトカゲたちが、床で派は手でに跳はねる。べちべちと生ものの音がした。

　それでもまだ食らいつくしぶといやつがいたので、何度も足を振る。牙をへし折おるまで我が慢まんした最後のトカゲが、ようやく足から離れた。他のトカゲ同どう様よう、壁で派手にバウンドする。

「急いで！」

　振り返ると既すでにエレベーターが到とう着ちやくして、敷島が手て招まねきしていた。足の血を止める暇ひまもなくエレベーターへ駆かける。脚力強化のスキル構こう成せいで全力に動けばどうなるか、学習しながら敢あえて床ゆかを蹴けった。一段階の強化だったのでスーパー頭ず突つき直行は免まぬがれたが、水平跳ちよう躍やくでかなりの距きよ離りを果はたす。あんなに遠かった敷しき島しまが一いつ瞬しゆんで近づいてくるようだった。

　最後は滑すべって顎あごを打ちながらもそのまま転がり、閉じようとしたエレベーターに肩かたを押し込んで入り込むが、同時にトカゲも飛び込んでくる。跳はね回っていたのに根こん性じようのある一いつ匹ぴきだ。が、敷島の手がそれを阻はばむように伸びた。エレベーターに飛び乗ろうとしてきたトカゲの尻尾しつぽを空中で摑つかんで、外へ放り捨ててしまう。べちゃっと、受け身を取ることに失敗したトカゲが再ふたたび床で跳ねた。鮮あざやかな手て際ぎわに、閉じた扉とびらと共ともに思わず拍はく手しゆする。

「金魚すくいみたいな感かん覚かくで、すごいことをやるよなぁ」

「打だ球きゆう反はん応のう○だから」

　なにを言っているんだ、お前は。しかも今回は珍めずらしく得とく意い顔がおだった。恐らく本人も偶ぐう然ぜん上う手まくいったことを自じ覚かくしているのだろう。当然の行いではないから、むしろ誇ほこるのだ。

　敷島がエレベーターの壁かべに寄り添そうように立つ横に座すわり込む。下降するエレベーターの床ごと、重力で引っ張られているような感覚だった。どうにも好すきにはなれない。

「くそ、頭以外からも血が……なんで俺ばっかり嚙かみつくんだよ。いや、敷島の足を嚙めと言っているわけじゃないけどな」

　傷の具ぐ合あいを確かめながら愚ぐ痴ちる。刺ささりっぱなしの牙が細かい傷きずから流りゆう血けつするのを防ぐ役目を果たしているが、抜いていいものか。雑ざつ菌きんだらけの牙なら早々に抜き取りたいが……どうせ死ぬからどっちでもいい、と一いつ瞬しゆんでも思った側そく頭とう部ぶを叩たたく。

「藤ふじくんの血が美び味みなのか、それとも、スキル使用者として選ばれているから、かも」

「……そういう考えもアリか」

　敷島の仮か説せつには納なつ得とくできるものがあった。それをあんな得え体たいの知れない生き物に認にん識しきされているというのも嫌いやなものだが。

　エレベーターの中のボタンはどれも点てん滅めつしていない。敷島はまだ何階で下りるかを選せん択たくしていなかった。とりあえずとばかりに下へと向かうエレベーター内で、なにはともあれ、一ひと息いきつく。病室より狭せまい密みつ室しつではあるが、ここならトカゲやネズミも追ってはこないだろう。

　肩の力を抜いて俯うつむくと、額ひたいから垂たれた血ちで病びよう衣いが汚れてしまう。治ち療りようのために病院へかつぎ込まれたはずなのに更さらに傷を増やしてボロボロだ。汚よごれを拭ふき取る気にもならない。

　なんというか、死に疲づかれだった。体力は元もと通どおりでも心は引き継つがれるからな。

　その仕し様ようでなければこのゲームと向き合えないと分かっていながらも、少し恨うらめしい。

「そういえば藤くんって、炎ほのおの玉を操そう作さできるようなスキルを持っていなかった？」

「……ん？　あぁ、あったな」

　それでトカゲを退たい治じすればよかったのに、と敷島の目が言っている。その通りだ。しかしそんな物覚えと咄とつ嗟さの判断力があれば、テストの点数がふがいないはずもなく。それに正確に言うと速度操そう作さだし、大きく調ちよう整せいできるかも分からない。言い訳わけが色々浮かぶ。

「それはまぁ、いいんだ」

「いやその返しは明らかにおかしいと思う」

「それより、押さないのか？」

　エレベーターの操そう作さパネルを指差しながら尋たずねる。敷しき島しまが壁かべを指で押して、前へ出た。

「一階から逃げる……普ふ通つうだけど、それしかないかな」

　敷島が浮かない顔のまま、①のボタンを押す。その表情が気になった。

「なにか不ふ都つ合ごうあるのか？」

「病院から逃げたとして、追いかけてきたネズミが町中に拡かく散さんしたらそれこそ対たい処しよの仕し様ようがないな、と思って。他の普通のネズミとも区別がつかないから」

「それも、そうだな」

　今は人間に寄き生せいするような行動を取っているみたいだが、町に出て人目について、駆く除じよするよう人間側が動き出したらその場に留とどまっていないだろう。沈しずむ船を見捨てるように逃れたネズミたちが散らばり、身みを潜ひそめながら移い動どうしてくるようになれば、捕ほ捉そくしきれない。

　すべてのネズミを退たい治じすることが勝しよう利り条じよう件けんであるのなら、死ぬしか打つ手がなくなる。

　となるとネズミを始し末まつするためには病院内に留まる必ひつ要ようがあり、更さらに言えば、人間に食いつかせて『纏まとめて』いないと無理になるということだ。けど、人間に食いついている状じよう態たいで対処するということは、すなわち。そこまで思考が行き着き、敷島を見上げる。

　敷島はとうの昔むかしにそこで待まちわびていたような、冷めた表情で見つめ返しながら俺おれに問とう。

「改あらためてもう一度聞くけど。藤ふじくん、人を殺すことはできる？」

「……できないと思う」

「もしできるというなら、ネズミを退治する方法があるの」

　俺の話を聞いていないのか、お前は。できることを前ぜん提ていに話を進めようとしてくる。見下ろされたまま話をしているからだと思い、立ち上がろうとしたが不用意に足に力を込めたことで、前のめりに飛び上がってしまう。スキルの変へん更こうを忘れていた。慌あわててエレベーターの扉とびらに手をついて激げき突とつを回かい避ひすると、大きな音が密みつ室しつの中で跳はね回った。エレベーター全体が揺ゆれて、下降を遮さえぎってしまったのではと心配になったが、やや間を置いてから問題なく動き出す。

　それを確かめてから慎しん重ちように扉を押して姿し勢せいを戻して、壁かべに背をつく。ムダな行こう程ていを踏ふみながらようやく、敷島を見下ろす形になる。そこまでは無む言ごんで待まっていてくれたが、落ち着くとすぐに敷島から意見が飛び出す。

「藤くんも分かっているでしょうけど、ネズミは一いつ遍ぺんに始末する必要があるの。そのためには」

「纏まっているときが一番の狙ねらい目だな。分かるよ、でも、人間を殺すのは……まだ生きているんだぞ」

　一度ネズミに取り憑つかれたから、生き地じ獄ごくであることは肌はだで理り解かいしているしかし、それでも。

　敷島が、俺の訴うつたえを不ふ愉ゆ快かいそうにはね除のける。

「あれを生きていると思うの？　仮かりにネズミを駆く除じよしても、全ぜん身しんの皮かわを嚙かみちぎられて原げん形けいを留とどめず、はっきり言って再さい起きできないと思う。ネズミの群むれの奥で、早く殺してくれと願っているわ、きっと。私も一度襲おそわれたから、どういう状じよう況きようになるかは理解しているつもり」

「……分かるけど」

　理解はできる。でも納なつ得とくはしたくない。人殺しを肯こう定ていするのは、人でなしだけだ。

「言っちゃあなんだが、殺していいのなら俺おれだって手は思いつくよ」

「じゃあそれでお願い」

　そんな簡かん単たんにできるものか、と激げつ昂こうしそうになるのを堪こらえる。壁かべに叩たたきつけそうになった握にぎり拳こぶしを解ほどくのに、少しの時間が必ひつ要ようだった。どうしてそこまで割り切れるんだ、と敷しき島しまに摑つかみかかりたい気持ちもあった。人それぞれなんてみんな言うけど、やっぱり根こん底ていには共きよう感かんを欲ほしがるのが人間であり、凡ぼん人じんのサガだ。敷島が俺の仲なか間まである以上、ここまで極きよく端たんに見けん解かいの差があるのでは、落ち着きを持てというのも無理な話だった。

　恐らく、敷島は凡人ではないのだろう。だからこんなにちぐはぐになる。

「人を殺すんだぞ。一生、忘れられないんだぞ」

　すべてがやり直せる可か能のう性せいを秘ひめたこのゲームの中で、俺と敷島だけは記き憶おくの初しよ期き化かが行われない。どうあっても、なかったことにはできない。それがこのゲームのルールであり、唯ゆい一いつ、縛しばられているものだ。そこを引っこ抜けば失敗したジェンガのように崩くずれていく。

　敷島は俺の反論に対してなにも返そうとしない。意見は出し尽つくしたとばかりに、前を向いた。敷島としてはそれ以外の方法を考える気も、またそれ以上に効こう率りつのいい手段もないと判断したらしい。俺もそうだった。汚お物ぶつの消しよう毒どくにはこれが一番手っ取り早いし、他に思いつかない。

　ネズミを殺せばいいのなら、プールか川にでも沈しずめる……というのを思いついたが、川にあいつらが入ってきてくれるとは思えない。時間切れで困こまるのは恐おそらく、俺たちなのだから。

　他の方法……ねずみ捕とり。いくつしかけないとダメなんだ。粘ねん着ちやくシート。どれだけ広こう範はん囲いに広げないといけないのだ。それにラットマンとして行動してくるネズミにはそのどちらも通用しない。じゃあ、他になにがあるんだ。ネズミだけを退たい治じする方法が、あるのだろうか。

　額ひたいに手をやり、傷きずの上に溜たまっていた血がちゃぷちゃぷと音を立てる。

　そうして顔を伏ふせるようにしていると、敷島が口を開く。

「今回は多た分ぶん、簡かん単たんな部ぶ類るいに入るわ。決断さえできれば」

「それは……とても、簡単なことじゃないよ」

　弱い本ほん音ねを吐と露ろしたところで、エレベーターが一階に到とう着ちやくする。押されるように前へ出て、そうだと携けい帯たい電話を操そう作さして脚きやく力りよく増ぞう強きようを解かい除じよして、ロビーが見えたあたりで足を止める。

　逃げればネズミを討うつ機き会かいが失われるのであれば、逃げる意味はなんだろう。時間を稼かせいで、被ひ害がいは拡かく大だいしていくだろうけれどそれはリセットされるから目を瞑つむって、考えることに没ぼつ頭とうする？　しかしそれは下へ手たの考えなんとやらで終わりそうだなと、頭を叩く。

　そのまま流れで早歩きと駆かけ足を忙しく切り替えながら、病院の入り口に向かう。外に出てどうするという考えはまったく浮かばず、母さんをこの建物の中に残していくのはどうにも賢かしこい選せん択たくとは思えず、足取りに精せい彩さいがない。このままでは母さんもネズミの犠ぎ牲せいになるのは必ひつ定じようで、それはまずいと危機感を募つのらせながらも、病院から早々に離はなれてネズミをここから引き離す、ぐらいしか守る方法を見つけられなかった。俺おれはなんて、愚ぐ鈍どんなんだ。

　そのまま敷しき島しまが一歩先を行く形で、病院の自じ動どう扉とびらをくぐり抜ける。

　両開きのそれを通過して、極きよく力りよく人ひと目めにつかない方向を探さがそうと首を捻ひねった、そのときだった。

　まず、鉄てつ骨こつでも落ちてきたような音がして。

　そしてばしゃりと、バケツの中なか身みをひっくり返すような音が続く。

　人間だ。

　外は薄うす暗ぐらくてはっきりと人にん相そうが見えているわけではないけれど、むしり尽つくされた絨じゆう毯たんのような人間が、次々に降ってくる。それは中庭の、病院の入り口の前へと俺たちの行く手を遮さえぎるように積み重なり、血ち飛沫しぶきをあげる。トマトケチャップが飛び交かうようだった。駐ちゆう車しや場じようの入り口に立っていた青い制せい服ふくの中年が、俺たちと同どう様ようの表情で凍こおりついている。なぜこんなことが、という疑ぎ問もんに対しては目の前で起きていることをどこか客きやつ観かん的てきに受け止めている自分が、『やつら』の仕し業わざだと教えてくれた。

　そうして十じゆう分ぶんに撒まいたとでも思ったのか、少しの間を置いて飛び降りてきたのは鼠ねずみ色いろの人間。

　ラットマンだった。先に落とした人間を絨毯代わりに使うようにして、着地を決めてくる。

　つまりこいつらは食い散らかして意思を奪うばった人間を、放り捨てていたのだ。地面に木の葉を厚く敷しいてクッションの代わりにでもするように、人間を緩かん衝しよう材ざいとして置いている。そうしたネズミたちの知恵と発想に驚きよう愕がくして、戦せん慄りつする。敷島も隣となりから動かないが、それはひょっとしたら驚きよう嘆たんするというより、単たんに逃とう亡ぼうを諦あきらめているだけかもしれなかった。ことここに至いたり、エレベーターでのやり取りを経へて、俺と敷島の精神は同じ目め線せん、同じ高さを有ゆうしていないことを悟さとる。

　ラットマンたちは、足もとのネズミが数十体と潰つぶれたにもかかわらず気に留める素そ振ぶりなく、一いつ斉せいにこちらを向く。赤あか眼めの集合体。すべての眼が、俺たちを捉とらえる。

「藤ふじくん、ムダだと思うけどファイアーボールで敵てきがコインに……藤くん？」

　けれど、俺はそれらをすべて無む視しして。

　人間の山の方に。その目を引き寄せられていた。

　落下時に生まれたネズミの圧あつ死し体たい。その肉にく塊かいの切れ目から覗のぞけるものがある。

　そこには当然、落下によって犠ぎ牲せいとなった人間が横たわっている。

　他の連中とひしめき合い、つぶし合い、原げん形けいを留とどめていない部分も多い。生きているやつが何人いるのかも分かっていない。そんな中で、この薄うす暗ぐらさでも一ひと際きわ、目を引く色があった。

　俺の髪かみと、同じ色だった。

　その金きん糸しのような色合いが一いつ瞬しゆんでも目に映った直後、俺おれは後あと先さきなんか考えないで飛び出していた。敷しき島しまが制止したような気もするがまったく耳に入らず、ラットマンの群むれに突とつ進しんする。振るった腕うでを橋として駆かけ上がってくるネズミが「どけぇえおおぼぶうぼぶぶ！」口の中にまで入り込んできても無む視しして、必ひつ死しに払はらいのける。瞬またたく間に俺の表面をネズミが蹂じゆう躙りんしていく中、それでも前へ、前へと一歩ずつ進んでいく。最後は足首を嚙かまれ続けたせいで歩けなくなり、前のめりに倒たおれそうになる。身体からだを振った反動で、頭の上のネズミが数すう匹ひき、地面に落ちた。
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　地面に膝ひざを突つき、そのまま進んで、ネズミだらけの腕を前方へ伸ばす。泥どろの中でもがくように手足の動きが鈍にぶい。口の中や食道で異い物ぶつが暴あばれ続けて、その感かん覚かくに胃い液えきが逆ぎやく流りゆうするがそれを吐はき出すこともできず、滞とどこおり、呼こ吸きゆうを乱みだされる。生なま臭ぐさい。目と口と鼻のすべてがねじ曲がるような悪あく臭しゆうに晒さらされる。顔面もネズミで既すでに埋うまり、前方を見渡せなくなる。

　打だ開かいすべく本ほん能のうが指示したそれに従したがい、顔面を地面に叩たたきつけると、それから逃れるためにネズミが一いつ瞬しゆん退たい避ひする。そうして開けた視し界かいに飛び込むように、身体を突き動かす。

　やっとの思いで、放り捨てられた人間の山の前へ辿たどり着く。心しん臓ぞうが握にぎり潰つぶされるように、ネズミに走り回られるように焦しよう燥そうし、まばたきを忘れた目玉が乾かわく。あってほしくないという願いの空くう虚きよさに恐れながらも山へと手を突っ込み、ぬるりとした血だまりの中から、見み慣なれた黄おう金ごんを、すくい上げる。

　その奥で。

　唇くちびると鼻を食い散らかされた母親の左目が辛かろうじて動き、目があったとき。

　俺おれの意い識しきは灰色に塗ぬり潰つぶされて、絶ぜつ叫きようすることも叶かなわなかった。

　それからどうやって、どちらが死んだかは、覚えていない。
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　人間の条じよう件けんとは、なんだろう。

　人ひと型がたであることか？　自分を人間と思い込むことか？　それとも目に見えない、どこにも映ることのない魂たましいってものがやっぱりあって、それが人間としての形を描えがいている、ということなんだろうか。それならばネズミに囓かじり尽つくされて内ない臓ぞうも侵しん食しよくされた人間は、魂を人の形に保てるのか。魂はなにを持ってその原げん型けいを守り抜いているのか……分からないことばかりだ。

　語ご尾びがなんなのか、なんだろうか。か、ばっかりになって、胃いもたれしそう。

　考え込んで動けなくなるのは悪い癖くせかもなぁと、窓まどの外の足を見ながら反省する。

「………………………………………」

　反省してもまたすぐに、意い識しきは内面へと向く。

　逆に人は、人以外のものになれるのだろうか。原形を留とどめないほど蝕むしばまれて、心を歪いびつにして、犯はん罪ざいに手を染そめて。人じん道どうというものが薄うすぼんやりと共通して見えている中でそこから外はずれていった先に、人外の道はあるというのか。

　母親のむごい顔を思い返して、震ふるえと怖おじ気け、おまけに涙なみだまでにじんできた。自分の死よりも受け入れがたい事実だった。朝あさ方がたまでは微ほほ笑えましい会話を交かわしていた相あい手ての凄せい惨さんな顔なんか見てしまい、かなり堪こたえていた。考えればいつものように朝あさ飯めしを食べてからまだ一日も経たっていないのだ。もう何日どころか、何ヶ月も理り不ふ尽じんな生活を強しいられているかのように、重おも荷にを感じていた。ちょっと人生変わりすぎだ。元もとの道に戻ろうにも既すでに迷まい子ごとなりつつある。

　なんで、俺なんだろう。この世界に不満とか、切せつ望ぼうするものなんてないのに。

　敷島に聞いてもなにを言うか大だい体たい想そう像ぞうついたので、この件けんは深く考えないで諦あきらめることにした。それより問題は、母さんのことも含ふくめたネズミ退たい治じについてだ。

　犠ぎ牲せいにさえ目を瞑つむれば方法はある。でもそれは怪かい獣じゆう退たい治じとまた異ことなる理り不ふ尽じんさがあった。

　少なくとも母さんが犠牲になるのなら、俺おれにはとてもできない。

　それだけは、できなかった。

「……でも」

　だからなにもしない、というわけにはいかなかった。

　そう考えて顔を上げることができる前向きさは以前の俺になかったものだ。敷しき島しまの影えい響きようかもしれない。自じ称しよう悪い子であるやつの影響を受けるということは、俺も不ふ良りようまっしぐらだな。

　冗じよう談だんを交まじえつつ、前回分かったことを踏ふまえて今後どうするべきかを思し索さくする。

　母親が巻き込まれてしまうのはこのゲームが始まった際さいに必かならずそうなってしまうのか、それは考えたくないことなのだが、もしくは俺たちの逃げ方に問題があったのか。エレベーターに乗って一階に逃げるという普ふ通つうの道順だとああなってしまうのなら、まだそっちの方が救いはある。検けん証しようする必ひつ要ようがあるがもしそうなら、それ以外の方法でここを離はなれるしかない。母親を見つけるよりは逃げ方を何通りか試ためす方がまだ現実的だった。とにかく一いつ旦たん、病院から離れるかもしくは、密みつ室しつに近い空間を見つけることが重じゆう要ようだ。敷島も同じ考えのはずだ。

　あいつの思いついたネズミの退治方法は、密室にラットマン共どもを誘ゆう導どうして、纏まとめて焼き払はらうということだろう。俺もそれは考えたし、あれだけのネズミを一いつ気きに始し末まつするには火か水の力を借りるほかないとは思う。しかし笛ふえを吹いてネズミを川に誘導するなんて芸げい当とうは、俺や敷島には無理だ。中学生だった頃ころ、俺の音楽の成せい績せきは２だった。無む論ろん、５でも不ふ可か能のうだろうが。

　炎ほのおを生み出す力を選んだことは、近年の俺には珍めずらしく幸こう運うんといえた。火をつける道具を探さがす手間を省はぶけるうえに、これみよがしに火器を携けい帯たいしていなくてもいいのだから、ラットマンたちの警けい戒かいを強めることもないはずだ。そういう意味で運うんは俺にあり、後はその流れに乗ってしまえばいい、というのが敷島の意見なのだけど。乗った先にあるのは人殺しなんだよ。

　今回のもっとも大きな問題は、人間を燃やせるか否いなかだった。

　それ以外の様さま々ざまな困こん難なんを試し行こう錯さく誤ごで乗り越こえたとしても、こればかりは、そうもいかない。

「……汚お物ぶつは消しよう毒どくなんて、言っていられないしなぁ」

　そうぼやいた直後、足に衝しよう撃げきが舞まい降りる。ハッと、血けつ相そうを変えて窓まどの外に向く。飛び降りてきた敷島に引きずられて、足から落下しそうになる。慌あわてて足を振り上げて、腕うでにも限界まで力を込めて踏ふん張ばる。腹はらに引っかかりを覚えて起き上がれないことへの恐きよう怖ふが芽め生ばえたがそんな気き配くばりをする余よ裕ゆうはなかった。脚きやく力りよく強きよう化かにスキル増ぞう強きようを一つ付け足たした足で敷島を釣つり上げると、今度は病室の壁かべに激げき突とつという目には遭あわなかった。ただしふんわりと宙ちゆうを浮ふ遊ゆうした後、重力に押し潰つぶされるように肩かたから床ゆかへ落ちる。それを見み届とどけながら、俺もバク転する。

　無ぶ様ざまにころころと床を転がりながら、あぁ命いのち拾びろいしたと安あん堵どする。といっても、簡かん単たんに拾えるほど今の俺たちの命は軽いのだけど。のそのそと起き上がると、敷島もぶつけた肩を押さえながらも身体からだを起こしていた。

「すまん」

　敷しき島しまに謝しや罪ざいする。ぼーっとしていた、とは言わなかった。命がかかっているのに敷島もいい気はしまい。敷島もまだ息いきが整ととのっていないので、短く頷うなずくだけで声は出せなかった。

　壁かべに寄りかかってスキルアプリを弄いじり、火の玉をいつでも出せるようにする。トカゲ共どもの襲しゆう撃げきがすぐに来るので、病室の入り口を睨にらみながら待まつ。しかし何十秒と待っても、いつもならこのあたりでやってくるトカゲの姿がない。どうしたあいつら、迷まい子ごか。鬱うつ陶とうしいのが姿を見せなくて、嬉うれしいどころか不安になってしまう。いつも通りに進まない方がよっぽど怖い。

「来ないわね」

「うん」

　敷島も同じ感想のようで、声こわ色いろに弾はずむものはなかった。

　あのトカゲの存そん在ざいも手て探さぐりな印いん象しようがある。いずれはもっと厄やつ介かいな雑ざ魚こが増えそうで、今から辟へき易えきすることがまた一つ増えた。次に行ければ、だが。

　病院内が当たり前のように静まりかえる。こうしている間にも上の階ではラットマンが増え続けているのだろうか。その中に母さんがいるのなら、こんなことをしていていいのかと歯がゆくなる。だけど正面から立ち向かったところで俺おれもその仲なか間まになるだけだ。

　ミイラ取りがなんとやらである。しかもすぐには死ねないようだし、と残り時間を見下ろす。死し亡ぼうによる二時間のペナルティ以外にも随ずい分ぶんと時間が経けい過かしている。意い識しきはすぐに失ったが、『死んだ』と判断されるのは遅おそかったらしい。諦あきらめて早々にリセットボタンを押せばいいのに。

　さてと。

　なにを話せばいいのだろう。敷島の提てい案あんはもう分かっているし、人殺しの必ひつ要よう性せいについても話し合った。後は俺が舵かじをどう取るかだけである。そのうえで敷島がなにか話しかけてくるなら、俺を洗せん脳のう……もとい説せつ得とくするとか、それぐらいだろうか。

　黙だまっていると、敷島から声をかけてくる。

「確かく認にんするけど」

「なに？」

　ちょっと警けい戒かいしながら返事をする。

「藤ふじくんは、自分が直接手を下さなければ、後は目を瞑つむれるの？」

　確認の意い図とがすぐに摑つかめず、敷島に尋たずね返す。

「どういうこと？」

「殺すことは無理でも、人が死ぬことは受け入れられるの？　という質しつ問もん。だって私たちが手を下さなくとも、あのネズミたちが人を殺すのよ。それまで防ごうとか、そういう考えはないのね？」

「ん……」目を泳がせて、言こと葉ばを少しずつ嚙かみ砕くだいて吞みこむ。「あぁ」

　そういうのか。敷島の聞きたいことをようやく理り解かいする。

　たとえばあの巨きよ大だい怪かい獣じゆうが出現したときに、別のクラスで体育の授業が行われていて。そして怪獣に何人かの生徒が踏ふみ潰つぶされてしまったとしたら、俺おれはそのままゲームをクリアしただろうか。それとも、救すくおうと躍やつ起きになっただろうか、ということだろう。

　殺人は拒きよ否ひしても犠ぎ牲せいは認みとめるのか。そんなことを聞かれるだけでも、俺が自分勝かつ手てな人間であるように思えてくる。意い地じ悪わるな問といで、答えるだけで外そと堀ぼりを固かためられそうだった。

　俺たちが上う手まく立ち回ればその犠牲も回かい避ひできるのか、と考えはする。でもそこを深く追い求めるようなことはないと思う。俺は聖せい人じん君くん子しなど目指していないし、完かん璧ぺきなものにこだわろうともしない。俺が原げん因いんで死んだわけではないのなら、見なかったフリもできるだろう。

「犠牲はつきものだ、と積せつ極きよく的てきに肯こう定ていはしたくないけど。やむない、と妥だ協きようはできる」

　濁にごした部分もあるが、一いち応おうの意見は示しめす。「へぇーなるほどほどほど」と敷しき島しまがおどけた。

　しかしそれは道どう化けが人を茶ちや化かすような、態たい度どに高こう低てい差さを感じるものだった。

「そうなの。そんなことまで言い出すんじゃないかと思って、安心したわ」

「棘とげのある言こと葉ばに聞こえる」

　人を殺せないというのがそんなに不満か。少し語ご気きを荒あらげて言い返すと、敷島はそれを受け流すように涼すずしい顔のままで舌したを切り返してくる。

「それは違ちがうわ。棘はね、初めから自分の心に刺ささっているの」

　敷島の突つき出した人差し指が、くるくると回る。……そりゃあ、心なんて不ふ確かく定ていなものに触ふれられる人間はいないけどな。自分だけが心の存そん在ざいを感じるのなら、棘だってそこにあるに決まっていた。しかし敷島の言葉を聞いていると、自分を変えられそうな恐きよう怖ふがどこかにある。

「お前はなんだか、人を殺したいように思えるときもあって怖いな」

　俯うつむいて顔の半分を手で覆おおいながら、片かた目めだけを敷島に向ける。敷島は俺の嫌いやみに対しても動じることはなく、また、明めい確かくに返答することもなかった。

「私は、人が死ぬより自分が死にたくないだけなの」

「でもその結果、人を焼き殺すことになったら後あと先さきがなくなるぞ。どういう事情があっても人が死んだら警けい察さつが動く。スキルの炎ほのおを使えば、証しよう拠こ自じ体たいは出てこなくても、ほら、なんか困こまりそうだろ」

　警察と関わったこともないので後半はあやふやになってしまうが、とにかく捕つかまったら終わりのような気がする。同じ時間を何度もやり直しているなどと公表したところでそれを実じつ証しようする方法はない。俺たちが拘こう束そくされてしまえば……前回の怪獣ぐらい豪ごう快かいな相あい手てなら、なにもかも破は壊かいしてしまうから逃げ出す機会ぐらいはありそうだが。しかし不ふ利りになるのは間ま違ちがいない。

「そうね。だから藤ふじくんに殺してもらうのは諦あきらめたわ」

　敷島が『しょうがないなぁ』とばかりの柔やわらかい苦く笑しよう込こみで言う。表情と殺さつ伐ばつとした発言がまるで嚙かみ合っていないうえに、引っかかるものがあった。

「気になる言い方だな。……なに考えている？」

「あのネズミに食い殺させればいいのよ。死体なら、燃やせるでしょう？」

　こともなげに外げ道どうな発言を繰くり出す敷しき島しまに、顔を跳はね上げて言こと葉ばを失う。

　ちなみに敷島も、さすがにもう笑っていない。

「……お前な」

「自分で手を下さない犠ぎ牲せいには目を瞑つむれると言ったじゃない。ないないづくしで八はつ方ぽうふさがりにして弱よわ音ねを吐はかれても困こまるもの。藤ふじくんにもどこかで妥だ協きようしてもらわないと」

　八方ふさがりの内、敷島には逃げ道を塞ふさがれる気分だった。

「俺おれにこの手を」

「汚せと言うの。ロボットアニメだって正せい義ぎの味み方かたがばんばん人を殺しているし、建物や自然も破は壊かいしているじゃない」

「あれはアニメだよ……」

　この世界が仮か想そう現げん実じつとかゲームとか、そういう可か能のう性せいがあったとしても。

　俺にとってはここが現実だ。ここ以外で暮くらせないし、ここだけがすべてだ。

　……そうも、いつまでも言ってはいられないのだろうけど。

　俺はどう生きようとしても、敷島と共ともにある限り『悪い子』の道からは逃のがれられないような、そんな予感を見出し始めていた。良い子であってほしいと敷島は願うが、そりゃあ、無理だ。

　清し水みずと汚お水すいを混ぜたら、全部汚水になるのだから。……いや敷島が汚いわけではないけど。

「妥だ協きようは、無理そうなら受け入れる」

　それが今できる答えだった。敷島も不満は表に出さないで、小さく頷うなずくだけだ。

　時間にまだ余よ裕ゆうがあるからだろうが、なくなれば俺の首を絞しめてでも実行させそうだ。

「……しょうがないよな」

　俺も色々、覚かく悟ごしないといけないのかもしれない。

　頭を搔かいてから、敷島に質しつ問もんしてみた。

「あのネズミってクマネズミかな。それとも、ドブネズミ？」

　明めい確かくな返事を期き待たいして尋たずねたわけではなかったが、敷島は思いの外ほかちゃんと答えてくれた。

「肉にく食しよくが好このみならドブネズミじゃない？」

「ふむ」

　高い場所にいるからクマネズミ、かと思っていたがそういう捉とらえ方もあるか。そもそもこの世界に存そん在ざいする種類のネズミではないかもしれない。巨きよ大だい怪かい獣じゆうもこっちにはいないしなぁ。

　ハイブリッドネズミであることも視し野やに入れつつ、携けい帯たい電話のスキルアプリを弄いじる。

　ネズミが来るまでの短い時間に、色々試ためさないと。それも戦たたかいの一部だからな。

「どうしたの？」

　質問の意味も含ふくめて、敷島になんだよと聞かれる。

「実験。脚きやく力りよく強きよう化かを増ぞう強きよう、増強……と」

　スキルをセットし終えてから、携けい帯たい電話をその場に置く。それから壁かべに手をついてゆっくりと立ち上がった。敷しき島しまが首を傾かしげている横で、真まっ白しろな壁を見み据すえる。様さま々ざまな角度を想そう定ていして、どれが一番痛いたくなさそうかと考えて、まぁこれかなと足をゆっくりと持ち上げた。

　根ね元もとからちぎれませんようにと祈いのる。

　そして、足の裏うらを壁に叩たたきつけた。踵かかとを意い識しきしながら思いっきり、蹴けり飛ばした。

　その反動でどれくらいこちらが吹ふき飛ぶかと覚かく悟ごはしていたが、予想に反して、やってきたのはまったく別物だった。放ほう射しや状じようの衝しよう撃げきを『ズババーン』と浴あびるのではなく、『ずももも』と壁に引きずりこまれるような感かん覚かくだった。勢いの方向がまったく逆ぎやくで、不ふ意い打うちに腰こしが抜けそうになる。なにが起きたか、最初は爆ばく発はつ音おんにも似にたそれに惑まどわされて摑つかむことができなかった。

　音が過すぎ去さってようやく、自分がしでかしたことを理解する。

　俺の足が壁を蹴り破やぶり、貫かん通つうして隣となりの病室に『こんばんは』していた。

　右足だけが壁に引っかかった、窮きゆう屈くつな姿勢のまま驚きよう愕がくする。自分で成なし遂とげたこととは到とう底てい信じられない。できたらいいな、とは考えていたが本当に、ぶち破ってしまうとは。

「……壁を蹴り壊こわすことはできると」

　いきなり病室の壁から足が突つき出てきた方もびっくりだろうが、こっちだって驚おどろきに胸むねが震ふるえていた。火の玉を手から出すよりも衝撃的である。砂さ糖とう菓が子しでも蹴り飛ばすように、抵てい抗こうこそあったが貫通してしまった。見えないが、病室の向こうに飛び出ている足をひこひこ動かす。

　蹴った足は平気だが、腰と首回りに反動がきているようだ。軋きしんでいるのが分かる。しかしすぐさま動けなくなるほどではないと確かめてから、足を慎しん重ちように引っこ抜いて尻しり餅もちをつく。

　壁にしっかりと穴あなが空あいて、ヒビも生じている。歪いびつながらも太陽のようだった。穴を恐おそる恐るとばかりに覗のぞき込む入院患者と目があってしまい、へらへらと笑って取り繕つくろう。

　さすがに敷島も目を疑うたがうように丸くしていた。空いた穴と俺を見み比くらべて、目が忙せわしない。

「藤ふじくん、将来はＺ戦せん士しにでも就しゆう職しよくするの？」

「あれ仕事なの？」

　世界を救っているわけだから、地ち球きゆう規き模ぼの自じ警けい団だんみたいなものだと思っていた。

「とにかくこれで、壁が砕けるのは分かった。次は、えぇと」

　衝撃が覚めないまま、携帯電話を用意して、スキルアプリを起き動どうさせる。

「急にやる気になったのね」

「俺が動かないと、どうにもならないみたいだからな」

「その力強い言こと葉ば、頼たのもしいわ」

「どこが力入っていたのかと聞きたい」

　嫌いや々いやに決まっている。スキルを変へん更こうして、炎ほのおを生み出せるようにする。耐たい火か性せいの増ぞう強きようも忘れないで、と。立ち上がって、火の玉を生み出すとその勢いきおいに驚いて腕うでから身体からだを引き離はなそうと腰が引けてしまった。スキルで炎の威い力りよくを二段階ほど上げてみたが、エライことだ。天てん井じようの近くまで炎ほのおの先せん端たんが届とどきそうになっている。しかもその炎があっという間に俺おれの手を包み、病びよう衣いにも引いん火かして燃え移り始めていた。こりゃいかんと慌あわてて病室の入り口付近に、火の玉を放り捨てる。病衣を破やぶるように引き裂さき、握にぎり潰つぶして炎を鎮しずめた後は右みぎ腕うでを派は手でに振って炎を打ち消す。そうこうしている間に炎は派手に広がり、病室の入り口を塞ふさいでしまう。

「逃げる気はないの？」

「ないの」

　敷しき島しまに答えながら、これでネズミやトカゲが駆かけてきても少しは時間が稼かせげるだろうと安あん堵どする。むしろ入ってこられないことを祈いのっていると悲ひ鳴めいが上がった。なにがきた、と鋭するどくそちらに振り向くと壁かべに穴あながあり、腰こしが抜けたように穴の縁ふちにしがみついた男が、大おお口ぐちを開けて驚きよう愕がくしていた。ああ、この人か。

　壁に穴を空けていたのを忘れていた。まだこちらを覗のぞいていた患かん者じやの男が、いきなり火の玉を生み出して病室を火事にした俺に悲鳴をあげていたのだ。目もく撃げき者しやを不注意で作るとは参まいった。

　反省しつつもまぁいいかと見なかったことにする。

　多た分ぶん、今回の俺は死ぬだろうから。……割わり切れないが。

　携けい帯たい電話でスキル設せつ定ていを変えてから、壁の穴を睨にらむ。次いで、窓まどの外を見み据すえた。

「よし、やってみますか」

　自分を鼓こ舞ぶしながら窓まど際ぎわへ近寄ろうとする。その途と中ちゆう、敷島に声をかけられた。

「なんで炎を消したの？」

「えっ？」

　敷島に指し摘てきされて振り向く。その言こと葉ば通どおり、ばらまいたはずの炎が消失していた。焦こげ跡はあるが、だれかが消しよう火か器きを振り回したようなこともない。近寄って確かめてみても、炎は完全に消え去さっていた。ついでに俺の手を燃やしていたそれも綺き麗れいに消火されている。

　敷島にどうなったのか、視し線せんで説明を求める。

「いきなり全部、パーッと消え……」

　そこで敷島が言葉を遮さえぎり、入り口へと激はげしく目を動かす。なにか来たか、と俺も目をやるとトカゲが飛び込んでくる。見た瞬しゆん間かん、吐はきそうになった。遅おくれてやってきたそいつらは今まで来ていたトカゲと異ことなり、その表面にネズミ共どもが食らいついていた。鼠ねずみ色いろの大きな鱗うろこがうごめくようで非常に薄うす気き味みが悪い。動けばなんでもいいのか、このネズミは。

　トカゲの到とう着ちやくが遅かった理由に納なつ得とくがいく。どんな因いん果がか、食われてしまったようだ。トカゲは俺たちに迫せまるというよりもネズミに食われることへの恐きよう怖ふから駆けているようにも見えた。

　急いで再ふたたび炎を生み出そうと、足もとに迫るネズミトカゲに腰を引かせながらスキル変へん更こうする。「うぉおあわ！」飛び跳はねて慌あわてふためく。いきなり足もとから炎が噴ふき出した。それだけではない、廊ろう下かの方にも火が現れて、先さき程ほどと同じように燃え盛さかっている。そして俺の腕うでと病衣の端はしも発火したように火に包まれる。この不意打ちは避さけきれなかったのか、トカゲネズミが数すう匹ひきほど火に巻き込まれた。小動物たちが食い散ちらかしたトカゲから離はなれて、引いん火かした身体からだを悶もだえさせて床ゆかを転がる。それにより火が更さらに拡かく散さんして広がり、病室内は一いつ気きに炎えん上じようした。

　その火の揺ゆらめきに目を奪うばわれて、鼻の先に鈍にぶい熱を感じながらも直ちよつ感かん的てきに理り解かいする。

　これは、バグだ。

　炎ほのおを生み出すスキルを解かい除じよすると炎が消しよう滅めつするが、再さい度ど設せつ定ていし直すと再ふたたび出現してしまうらしい。これはどう考えてもゲームの不ふ具ぐ合あい、つまりバグとでもいうものだ。このゲームのスキルは悪い意味で余よ分ぶんなことはしてくれないからな。仕し様ようにないことはまず起こらない。

　必ひつ要ようなものだけ燃やして消せるから便べん利り、なのか？　これは、考え方次し第だいでは使い道がありそうだ。それはいいのだが消火したはずの右みぎ腕うでまで燃えているのは大問題じゃないのか。

　その炎を突つき破やぶろうとするネズミだが限げん界かいまで高めた火の勢いはそれに勝まさるようで、全ぜん身しん丸焼けとなって悲ひ鳴めいを上げている。二段階の増ぞう強きようで炎は屈くつ強きような壁かべとなるか。それは、いいことだ。

　こちらも炎が燃え移りかけたところで決けつ断だんして、窓まど枠わくに手をかける。

「今回は俺おれが飛ぶ。次回は知らん」

　検けん証しようは十じゆう分ぶんだった。次回はもう少し、命と勇気を賭とす必要がある。

　それに慣なれるためにもここは一度、窓の外へ踏ふみ出したかった。

　窓まど枠わくに足をかけて、下を向く。地面を見つめているだけでくらくらしてきた。胃いが引きつって迫せり上がり、身体からだまで引こうとするのを足の指に力を込めることで、なんとか留とどめる。息いきが自然に乱みだれていくのを感じながらも、歯を食いしばって振り向いた。

　炎を避けようと壁に張りつく敷しき島しまが虚うつろな笑え顔がおで別れの挨あい拶さつを述べてくる。

「月つき並なみだけど、がんばって。ここを切り抜けたら次回はテコ入れ水着回だから」

「ねぇよ」

　返事をしながら飛び降りる。

　五月の海はまだ冷たい。夏はただ遠かった。
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「ザ○リク！　いや、時の砂すなの方が近いか」

　意い識しきが戻った直後に開かい口こう一いち番ばん、明るく振ふる舞まってみた。開き直れば自分の死も軽く受け入れられるかとやってみたが、落ち着きがなくなるばかりで焦しよう燥そうはまるでまぎれない。悪い意味でいてもたってもいられない。なにかしなければ、と時間制せい限げんに背中を押される。

「あぁ痛いたかった。背中が本当に痛かったな、酷ひどい。本当に、酷いな」

　一つの記き憶おくが刻きざまれる度たび、過か去こも芋いもづる式に蘇よみがえる。踏ふみ潰つぶされて首が飛んだことも、目の前で山やま崎ざきの首がへし折おれたことも。乾かわいた地面に一いつ滴てきの雫しずくが落ちたことで、沈しずんでいた屍しかばねがその水すい滴てきを求めて次から次へと這はい出るようだった。奔ほん流りゆうが治おさまるのを、ただじっと待まつ。

　それが過すぎ去さって落ち着いてから、いつものように敷しき島しまを釣つるために足を窓まどの外へ突つき出して待つ。やや間を置いてから、ほい、釣ったと。敷島フィッシングも慣なれたものだ。

　できればこれもあと一、二度で済すませたい。……覚かく悟ごができれば、だけど。

「この次はどうするの？　藤ふじくんに全部お任まかせするから」

　病室に転がり込むことにも慣れた敷島が、立ち上がりながらこちらへと丸投げしてくる。頼たよりにされているといえば聞こえはいいが……いや、いいなら、いいままで置いておこう。

　その方が、やる気でそうじゃないか。

「次はだな……敷島を背せ負おって、と」

「はい？」

「俺おれの背中に乗ってくれ」

　屈かがんでから背を向けて、手を広げて促うながす。振り向かないが、手て招まねきした。

　少しの間を置いてから、敷島が「あぁ、そういう」と納なつ得とくした声をあげる。

「藤くんが背負って思いっきり走った方が早いから」

「そんな感じ」

　問題は走る場所なのだが黙だまっておいた。敷島が背中にのしかかり、首回りに腕うでを巻き付けてくる。感かん覚かくを鈍にぶらせているので接せつ触しよくしているかも曖あい昧まいである点が少々勿もつ体たいなかった。

　前もそんなことを考えた気がする。だけどそれは前回かなにかの俺だ、知らん。

「じゃ、行くぞ」

　敷島の足を担かつぎ、ゆっくりと立ち上がる。思いっきり地面を蹴けって膝ひざを伸ばしたら恐らく、天てん井じように頭をぶつけるほど跳ちよう躍やくしてしまうから慎しん重ちようを心がけた。脚きやく力りよくは最大まで強化してある。

　その足で病室の入り口、に背を向けるように歩き出して窓に近寄る。

「藤くん？」

「なにがあってもしっかり摑つかまっていてくれよ」

　階段で逃げられるなら、敷島がわざわざ飛び降りてはこない。階段も、エレベーターもだめ。一いつ般ぱん的てきな昇しよう降こうの方法を塞ふさがれているなら、新たな道を開かい拓たくするしかなかった。ニューロードだ、フロンティアだ、ウェストにエンドだ。自然引きつる唇くちびるの端はしから「うぇひひひ」と恐怖をごまかそうと歪ゆがんだ笑い声が漏もれる。できなければまた地面に衝しよう突とつして、今回は終わりだ。

　窓まど枠わくに足をかけて、身を乗り出す。一いつ瞬しゆんの目め眩まいに戸と惑まどいながらも、ままよ、と窓枠を蹴けった。

　極きよく力りよく壁かべに張りつくよう心がけながら、頭が地面を向く。

「ふひゃ？」

　敷しき島しまにしては気の抜けた反はん応のうに、こっちもふわっと心が浮くようだった。

　落下する。

　落ちていく。

　しがみついている敷島の手が、俺おれの胸むねを搔かきむしるように強く摑つかんだ。

　その痛いたみと共ともに自由落下の中でもがく。

　身体からだをねじ切らんばかりにひねる。上じよう半はん身しんをねじり倒たおし、水平に近い状じよう態たいを維い持じする。視し界かいが定まらない中で、あらかじめ意い識しきのすべてを注そそいでおいた右足を無む我が夢む中ちゆうで突つき出した。

「ん、だっ、りゃあぁぁぁぁぁあぁぁああいいあいやいやいあいあいああ！」

　病院の壁かべを、全力で蹴けり飛ばす。

「埋うまれぇぇぇぇえぇぇぇええ！」

　喉のどに新あらたな穴あなを開くかのような勢いきおいで絶ぜつ叫きようして、右足で壁を突き破やぶる。足が軟やわらかい土を捉とらえたようにずももももと突き進み、見事に足が壁に埋もれた。突き抜けた先は病室で空くう洞どうなのか、足の裏うらにひんやりとした空気を感じた。
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「ぃ、ぃいへ、」

　周しゆう辺へんに走ったヒビを見て、変な笑いが漏もれる。

　そうして、ゆっくりと身体が下側へ傾かたむいていく。そのまま頭から落ちる前に次は左足で、蹴る！　左足も埋うまったら、次は右、右、右、急げ！

「うひぃいいいいい、にょっっほおぉおおおおおおお！」

　敷しき島しまと一いつ緒しよに珍ちん妙みような悲ひ鳴めいを叫さけぶ。ごっつん、ごっつんと工事現場で聞こえるような音が足もとから這はい出ては頭の近くを通り抜けていく。歩いている。めちゃくちゃ強ごう引いんに壁かべを歩いている。頭が熱くなって目の前が白しらみ、完全に気が動どう転てんしていた。アクションゲームで残ざん機きを失って、あと一度失敗すれば終わりという状じよう態たいで暴ぼう走そうして突とつ進しんするときの感かん覚かくだった。

「おかーさーん！　かぁぁぁあさぁぁぁあああん！　メリッサさぁぁあああああん！」

　そんな中でもやるべきことを頭ではなく、舌したが実じつ践せんする。叫び声を確かな形へと変えて、病びよう棟とうにいるはずの母親を何度も呼よんだ。呼びかけ続けながらがすがす下りて、最後は顎あごから地面に落ちた。まだ結けつ構こうな高さがあったので痛いたみを鈍にぶくして尚なお、顎の痺しびれや痛めた背はい筋きんの異い変へんを感じたものの、生きて下りられただけでも十じゆう分ぶんな奇き跡せきといえた。

　地に降り立ったあとも、感覚が歪ゆがんでいる。

　奇き妙みような話だが、俯うつむいていると地面が急に傾かたむいて落下していくのではと不安にすらなる。だからこれ以上落ちていかないように、無理をして顔を上げて、口を開いた。

「で、できた。できたぞ、壁歩き」

　膝ひざも腰こしもがっくがくで、冷ひや汗あせが止まらない。ひっ、ひっ、と息いきがちぎれてはこぼれていく。未いまだ背中にしがみついている敷島も生きた気がしなかったのか、声と息が荒あらい。

「できれば、飛んで欲ほしかったわ」

「無む茶ちや、言うなよ」

　振り向くと壁の大おお穴あなが病室から綺き麗れいに軌き跡せきを描えがいている。あの病びよう棟とうの穴を自分が空あけたというのが、見ていて信じがたい。障しよう子じに指を突つき刺さすような感覚で空いちゃっていいものではないだろう。渦うず巻まくような黒い穴の数々は今にもそのまま動き出しそうな雰ふん囲い気きがあった。

「ところで、メリッサってだれ？」

「母親の名前」

　病室の窓まどから俺おれたちを見下ろしている顔を一つ一つ確かめる。反はん応のうなんかはどうでもよくて、だれが顔を見せているかが重じゆう要ようだった。……くそ、いないか。しかし母さんのことだからそんなに機き敏びんに反応するはずもない。もう少し待まってから改あらためて確かく認にんした方がいいな。

「で、次は……えぇと」目がぐるぐる回って考えられない。側そく頭とう部ぶを殴なぐってから目を強く押さえつける。五秒ほどそのまま身動きせずに、目玉の表面をさまようものが消えるのを待った。

「次は、ネズミ共どもを集める場所を決めないと」

　病院内で火を放つわけにもいかないだろう。ネズミ共を焼き殺す前に被ひ害がいが出かねない。病院内の施し設せつで人がいなくて、それなりに離はなれている場所……あるのか？　そんな場所。

「中ちゆう央おうにあるパーラー、あそこでどう？」

　敷島が指差した先には脇わきを竹ちく林りんで舗ほ装そうされた道があり、その先には小こ綺ぎ麗れいな白い建物があった。パーラー……かなり前のどこかで敷しき島しまが口にしていたような気もする。病院の中なか庭にわにあり、病びよう棟とうからは独どく立りつしている。周しゆう辺へんは様さま々ざまな植物で彩いろどられて、手入れが行き届とどいていた。

「行ってみるか。病棟から離はなれているし……巻き込みづらい、はず」

　問題はどれくらい、隙すき間まがあるか。ネズミ一いつ匹ぴき逃がすわけにはいかない。そのために利用できるものは、人じん道どうに背そむかないものならなんでも活用させてもらう。予よ測そくされていないバグだろうと、なんだろうと。敷島を背せ負おったまま立ち上がり、携けい帯たい電話を取り出す。

　ここで慌あわてて走り出せば、また宙ちゆうを舞まうように転ぶだけだ。脚きやく力りよく増ぞう強きようを解かい除じよしてから、感かん覚かくを鈍にぶくすることで強引に走り出す。既すでにこうなると敷島を背負う必ひつ要ようもないのだが、成り行きと時間が惜おしいのでそのまま足を動かした。集つどう視し線せんを無む視しして、とにかく進んだ。

　裸足はだしで踏ふむ中庭の草は通り雨に濡ぬれて、その冷たさを遠くではあるが薄うすぼんやりと感じた。

　竹林を駆かけ抜ける頃ころにはまた息いきが切れていた。そこで敷島も背中から下りて、俺の代わりに扉とびらに手をかけた。白い縁ふちに囲かこわれてガラスのはめ込まれた扉は施せ錠じようされているかと思ったが、押したらそのまま開いた。

「ここは人を呼んで演えん奏そう会かいとか独どく演えん会かいに使われる場所。そのほかにも散さん歩ぽ途と中ちゆうの談だん話わ室しつに使われることもあるけど、この時間に開いているのは単たんなる閉しめ忘わすれでしょうね」

　開けながら敷島が説せつ明めいしてくれる。前も聞いたような気がする。そして同じことを思った。

「詳くわしいな」

「普ふ通つうじゃない、これくらい」

　ごまかす気もないように適てき当とうに流して、敷島が病棟を振り返る。俺おれも一いつ緒しよに確かめるが、まだ病室からネズミが溢あふれかえるようなことはない。ついでに、母さんの姿もなかった。その安あん否ぴを早く確かく認にんしたいのだが。背はい後ごが気になりながらも、パーラー内を確認するために中へ入る。

　パーラーは壁かべや天てん井じようがガラス張りで、日光を多く取り入れるような形になっている。屋根は三角、床ゆかや壁は長方形を描えがく。教会を模もしているようにも見えた。入って左側には建物の外と同どう様ように植物が用意されて、その周しゆう辺へんをぐるりと水路が囲っている。水のせせらぎの音を聞いていると涼すずしいどころか寒さむ気けがして、身体からだが震ふるえた。薄うす暗ぐらい空間で椅い子すの間を通って歩くと、夜の学校でもさまよっているような、ある種の禁きん忌きを犯おかしている感がある。

「藤ふじくん、どうする気？」

　椅子の背もたれに手を置きながら、敷島が尋たずねる。俺としては敷島の方法も聞いてみたかったが、聞いたからにはそれを実行しなければいけなくなりそうなので自じ重ちようしておいた。

　犠ぎ牲せいを厭いとわないから、そちらの方が確かく実じつだとしても。正解とは、限らないから。

「さっき、というか前回見ていて閃ひらめいた方法がある。そのためにここのどこにネズミの通れそうな穴あながあるかを確認したい」

　理想を言えばゼロだが、まぁそれはないとして。どうせあるのなら、三つ、四つある方がいい。しかしそれ以上にあって多すぎるのは困こまる。建物自体は古くないようだし、穴だらけってほどでもないだろう。他に隣りん接せつして部へ屋やはないようだし、ここなら条じよう件けんに沿そいそうだった。

　手て伝つだってと目め線せんで協きよう力りよくを願うと、敷しき島しまが小さく笑っていることに気づく。

　若じやつ干かん挑ちよう発はつ的てきだ。敷島にとっては普ふ通つうでも、その利り発はつ的てきな顔立ちから勝かつ手てにそう受け取ってしまうのかもしれない。

「吹ふっ切れたの？　随ずい分ぶんと行動的だけど」

「考えてばかりで動かないより、とりあえず確かく認にんして、手段を見つけて……できることを確信してから悩なやもうと思って。手て遅おくれにならないようにするのが一番、だからな」

　どの高校を受じゆ験けんするか悩んでなにもしないのではなく、とりあえず勉強しておこうということだ。下した地じがあれば急な対たい応おうを求められてもある程てい度どはなんとかなる。

　散さん々ざん悩んでから覚かく悟ごを決めて明めい快かいに動き出す。そっちの方が格かつ好こうはつくかも知れないが俺おれは万ばん能のうに物事を解決できる主しゆ人じん公こうという柄がらでもないからな。事前に準備や用意を怠おこたりたくない。

　返事に満足したのかは分からないが、敷島と手分けして、素早くパーラー内を見回る。そこまで広い施し設せつというわけでもないので、くまなく回ってもさして時間はかからなかった。

　数分とかからず見て回り、目についたのは電気のコードの通っている穴あなや通風口、大きな換かん気き扇せん。あとは相そう当とうに狭せまいが水路の排はい水すい溝こうも考えられる。植物周りの水路に手を突つっ込んでみる。薄うす暗くらがりなうえに底や壁かべの色が暗いので見た目に分からなかったが、思いの外深い。ついでに水温も低い。ドブネズミが相あい手てであることを考えればここにも仕し掛かけておいた方が無ぶ難なんか。

　それだけ調べてから、最後に椅い子すの位置やらを確認してパーラーを出る。敷島も特に疑問を挟はさまないで後ろについてきた。発言が過か激げきとはいえ、一ひと言こともないと、それはそれで不安になる。

　来た道を走って戻り、病びよう棟とうの見渡せる位置まで戻ると「うぇぇ」思わず拒きよ否ひを口に出してしまうようなものが目に映った。うじゅうじゅと、窓まど際ぎわに黒いしみのようなものがへばりついていた。先さき程ほどまで見当たらなかったそれがぼとり、ぼとりと黒い肉にく片へんのようなものを産み落とす。

　ネズミたちが利用している窓まどは、敷島が飛び降りてくる高さと同じだった。あそこから、俺たちの現げん在ざい位い置ちを察して飛び降りてくると。あのネズミ共ども、こちらの位置を正せい確かくに把は握あくしているようだ。どうやって、と質しつ問もんをしたところでだれも答えてはくれない。怪かい獣じゆうだって俺たちをちゃんと追ってきた。

　つまりはそういうものなんだろう。これはゲームなのだ。そして、俺たちは敵てきだ。

　少なくともあいつらにとっては。

「こうすると……なるほど、あそこからネズミが来ると」

　冷れい静せいにそれを観かん察さつしている自分に多少の嫌けん悪おを抱くものの、目を逸そらすことはしない。真まっ黒い液体を詰つめたパックの端はしを切った途と端たん、中なか身みが垂たれ流れる。そんな印いん象しようだ。ずるずるべちゃべちゃ、肉の擦こすれ合う音が聞こえてくるようだった。勘かん弁べんしてほしい。

　人間のクッションが落下しては積み重なっていく。それを眺ながめて動かない俺に、敷島が横に並んだまま問といかける。

「逃げないの？」

「確かく認にんしたいからな」

　全ぜん力りよく疾しつ走そうで強引に駆かけ抜けるか、それとも炎ほのおか。悩なやんだ末すえ、やはり火の玉を選せん択たくした。手のひらに二つ、それと口に一つ火の玉をくわえてから、ネズミの群むれに突とつ撃げきした。

　ネズミがクッションに使った人間たちを漁あさって、そこに母親がいるかどうかを確かめる必ひつ要ようがあった。いてもらっては困こまる、この逃げ方も使えなくなるからだ。

　クロールのように腕うでを振りながら、火の粉こを撒まき散らしてネズミの群れに突とつ進しんする。足首に群がりだしたネズミが次々に這はい上がってくる。炎に塗まみれた腕を振り回すとそれを避よけるべく、俺の背中側へと迂う回かいしてくる。服の内側にも入り込まれてずぞぞぞと鳥とり肌はだが立つものの、顔面への到とう着ちやくを遅おくれさせたことにより問題なく人間クッションの元もとへ辿たどり着くことができた。

　ネズミたちはより近くにいる俺おれを狙ねらい定めて、敷しき島しまの方へは向かおうとしない。そういう傾けい向こうがあるらしい。ゲームとしての目的を付ふ与よされたとしても、所しよ詮せんはネズミということかもしれなかった。顔は側面にこそのぼってくるものの、正面は警けい戒かいしてやってこない。そのお陰で視し界かいがネズミに埋うめ尽つくされるようなことはなかった。人間に食いついているネズミを炎で強引に退しりぞけて、利用された連中の顔を露あらわにしていく。入院患かん者じや、看かん護ご師しと老ろう若にやく男なん女によ問わずネズミの犠ぎ牲せいとなっている。その顔に見入り、わずかに動きを止めて己おのれに問とう。

　この人たちは、なにを願っているのかと。

　目玉は食われて残りカスだけが頰ほおを伝い。鼻は穴あなの原げん型けいがなく、食いづらいのかその毛だけが乱らん雑ざつに吐はき捨すてられて。目の下の肉が派は手でにむしられて骨の側には肉にく片へんと血だまりができあがっている。そのすべての過か程ていから、この人たちは逃れられなかったはずだ。

　そして今も口の奥からドブ水のように溢あふれかえるネズミに、体内すら蹂じゆう躙りんされている。

　地じ獄ごく絵え図ずだった。その地獄を描えがく者の心しん境きようを、体験してきた身からすれば。

　苦く痛つうからの解放。俺おれはネズミに侵しん食しよくされきったとき、それを一いつ心しんに求めた。

　仮かりに生き残ったとしても苦痛が途と切ぎれるわけではない。この痛みと恐きよう怖ふ、喪そう失しつから解き放たれるためには意い識しきが遠のく必ひつ要ようがある。そのためには、と犠ぎ牲せい者しやの喉のど元もとに手を伸ばしそうになったが正しよう気きに返り、引っ込める。この人たちを殺す覚かく悟ごができるということは、逆に俺自じ身しんの心を苦痛から救うことにもなる。繰くり返される悪あく夢むから逃れられる、ということなのだから。

　この人たちを本当の意味で救うとは、どういうことなのか。

　俺は、この人たちを殺す『言い訳わけ』を、見つけられるだろうか。

　そもそもの犠牲なんてものは俺がここへ来てしまったから、救きゆう急きゆう車しやがここへやってきてしまったから。自じ責せきの念のようなものを感じるが、これ以上、それに構かまっている余よ裕ゆうはない。辛かろうじて生き残っているもの、もはや意い識しきのないものも確認が済すみ次し第だい区別をつけないで横に除のけて、炎を嚙かみ砕くだくように歯を食いしばりながら調ちよう査さを続けた。燃え移ってきた炎が目の下から迫り上がって視し界かいにちらつくのが邪じや魔まだった。

　だがそこに痛いたみはなく、また表面が燃えているだけで焦こげ上がることもない。

　耐たい火か性せいの増ぞう強きようは思った以上に効こう果かがあるようだ。二つ選せん択たくする臆おく病びようさに感かん謝しやした。

　口の中から体内へ飛び込まれることもなかったためか発はつ狂きようする前にすべてのクッションを確かく認にんし終えることができた。結論として、俺おれの母親の姿はここになかった。その結果に、こんな状じよう況きようにもかかわらず尻しり餅もちをついて安あん堵どしそうになった。

　この飛び降り方なら母親が犠ぎ牲せいにならない。少なくともネズミに食いつかれてクッションにされることはない。後は本当に無ぶ事じかどうかだけだ、頼たのむ反応してくれ。群むらがるネズミ共どもに全身を侵しん食しよくされながらも、燃え盛る顔面を振り上げて病院を見上げる。

　火の粉こが顔の側を漂ただよい、微かすかな灯あかりとして機能する中、夜に祈いのる。

　どうかそこにいてくれと。

　火か炎えんとネズミの臭においに鼻がひん曲がろうとするのを押さえ込み、睨にらみつけた先。

　五階か、六階の窓まどにその印いん象しよう的てきな髪かみの色が見えて、頰ほおが釣つり上がる。

「いた」

　ネズミが耳に食いついてぶら下がりながらも、その気き色しよく悪さを払ふつ拭しよくするほどの喜よろこびが押し寄せる。鼻と口を失った母親が今は言こと葉ばを失ったような顔ながらも、いつもの容よう姿しを保たもって俺を見下ろしていることに、大きく安あん堵どしてしまう。脱だつ力りよくした膝ひざが折おれて地面に着く。

　これでいいんだ。これで、大だい体たい見えた。

　炎の玉を吐はき出して、焦げ臭くさい口の中を舌したでかき回しながら倒たおれ込んだ。

　一いつ斉せいに群むらがるネズミに五ご感かんが封ふうじ込まれる。その中で右手を握にぎりしめると、偶ぐう然ぜんにも握り込んだネズミを潰つぶしていく感かん触しよくが伝わってきた。一いつ匹ぴきでも、退たい治じできたのはこれが初めてだ。

　ざまぁみろ、と舌したを出したかったがそれも叶かなわない。

　あと何秒、意い識しきが正常を保たもてるか分からない。

　それでも。

　耳の付け根をかじられ、食いちぎられながら。色々と、満まん足ぞくだった。
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　保ほ証しようなんてものはない。それは普通に生きていても同じことだった。

　確かに前回は母親が巻き込まれていなかった。だが俺たちは仮かりにも生き物だ。毎回、同じ過か程ていと結果が生まれるとは限らない。母親がいつもは右へ行くとき、ふとした気まぐれで左へ行ってしまって事じ件けんに巻き込まれる。それも十じゆう分ぶんにあり得えた。だから、絶対なんてものはない。

　それでも俺おれが動くしかない場面だった。すべては俺が決めて、背せ負おわないといけない。

　力に選ばれるとはそういうことで。選ばれたくなくても、人にはそれぞれの役やく割わりがある。俺はそれがたまたま、よく見えて分かりやすいだけなのだ。だからこそ、荷にが重すぎる。

　殺すか、殺さないか。

　今回の本当の敵てきは、ネズミじゃない。その決断を促うながす流れのすべてが立ちふさがるステージ２なのだ。それさえ乗り越こえればこの場面、決して難むずかしいわけではない。ただし乗り越えてしまえば、本当にそれがクリアであるのか。俺が納なつ得とくできるのかは、また別問題だった。

　掲かかげた手のひらを見つめる。人が死ぬときに大事なことは、死し因いんか？

　ネズミに殺させれば犠ぎ牲せい。自分で殺せば殺人。言い方が変わるだけで、結果としてその人たちが死ぬことには違ちがいない。その中に自分の知り合い、母親が巻き込まれていないと分かっていれば俺は実行できるのだろうか。後あと先さきを、後こう悔かいを恐れて。やっぱり、できないだろうか。

　俺が選ぶ逃とう走そうの道、壁かべ歩あるきだってネズミたちに食い散ちらかされる患かん者じやを増やす。この時点で犠牲を強しいているのは確かく定ていだった。あとは決定的なものを作ってしまうかどうかだ。

　いつも通りに敷しき島しまを釣つり上げて、今回は力ちから加か減げんを誤あやまって病室の床ゆかを転げ回らせてしまう。起き上がった敷島がものすごくなにか言いたい顔つきでこちらを睨にらんでいるが、俺の鬱うつ々うつとした態たい度どを見て取ってか表おもて立だって愚ぐ痴ちってはこない。そんな優やさしい敷島に言う。

「今回は時間いっぱい、考えさせてくれ。……次までに必かならず決めるから」

　宣せん言げん通り、方法を見つけたらあとは心の問題に取り組まないといけなかった。

「分かった」と敷島が靴くつを履はいたままベッドに寝ね転ころぶ。大だいの字にまでなる。なにもそこまでくつろがなくていいじゃないか。大だい体たい、ネズミはともかくトカゲはすぐ来るぞ。ネズミ共どもに捕ほ食しよくされていなければ、だが。病室の入り口に向くと、トカゲはやってこない。……食われたかな。

　俺たちの行動が変化を生んだのではないとすれば、ネズミかトカゲのどちらかが『学習』か『調ちよう整せい』されたことで行動に変化が起きて、ネズミトカゲが生まれるようになったのではないかと推すい測そくする。もしくは単たんに半々ぐらいの確かく率りつでネズミに食われるとか、そんなところかもしれない。ただネズミがそうして分ぶん散さんされるのなら、トカゲたちも始し末まつしないといけなくなる。

　余よ計けいな手間を増やしたくない以上、仮かりにネズミの始末をするならトカゲたちが侵食されていないときを狙ねらう方がいい。それが次回に訪おとずれたのなら、俺は、人を焼き殺すのか。

　ずっと考えていた。けれどいくら考えても、他の方法を思いつかない。犠牲なくネズミだけを殺す方法など、どこにもなかった。俺と敷島のスタート地点が離はなればなれとなってしまっているという前ぜん提ていがある限り、どうにも覆くつがえらない。あれが一番の失敗だった。

　いくら母親の安全を優ゆう先せんしたといっても軽けい率そつだったと、心から悔くやむ。

　その失敗を埋うめることはできない。代だい償しようとして被ひ害がいが拡かく大だいする。それがすべて俺のせいであることを受け入れなければならなかった。だが受け入れたところで、なにか救すくいある行動を取ることはできそうもなく。口だけの反はん省せいで終わってしまうのは明めい白はくだ。それもまたやるせない。

　心に正直になれば、敷しき島しまのいうとおり、死体なら燃やせる。だが意い地じ悪わるなことにあのネズミは、侵しん食しよくした生物を即そく、絶ぜつ命めいさせるには至いたらない。死ぬのを待まっている時間もない。そもそもそんなもの待ちたくない。それを待つのは、この手で殺すよりも悪あく質しつである。

　となれば、俺おれには結局、人殺しを受け入れる以外の道はなかった。

　実行した場合にどういった展てん開かいになるかをシミュレートしてみる。

　炎ほのお……ネズミが離はなれて……蝕むしばまれた身体からだで逃げられる？　そういう希望は僅わずかながらにある。その希望を膨ふくらませる可か能のう性せいに、光を見出しかける。しかし少し考えている間に暗あん雲うんが垂たれ込めてしまう。人ひと手でが足たりない。敷島以外にあと四、五人ほど事情を把は握あくして動いてくれる人がいれば、或あるいはこの手を汚さないで済すんだかもしれない。しかしそんな前ぜん提ていはない。そうした協力関係を築きずかずに始めた俺に、既すでに別の道は開かれていなかった。

　結論は出てしまう。もう逃げることはできない。あとは、俺に幸こう運うんがあるかどうかという人事の及およばない領りよう域いきに期待するしかなかった。人の生きる意思がどれほどのものであるか。

「これは諦あきらめたのか、前へ進む覚かく悟ごができたのか……どっちだろう？」

「両方よ。夢ゆめみたいな理り想そうを諦めて、現げん実じつを歩く覚悟を手にしたの」

　敷島が俺の思考を読み切ったように返事をする。むくりと、ベッドから起き上がった。

「でもそれは逃げたということでもあるわ」

「逃げ？」

「現実を見るよりも理想を追う方が二十倍は辛つらいもの」

「あー……それは、なんとなく分かる」

　現実は平へい坦たんな道で、理想は坂さかを上るようなものだ。高たか望のぞみを続けていけば道は坂を越こえて崖がけとなることだってある。それでも、崖を上っていこうとする力強さが俺にはなかった。

　もっとも、敷島としてはそんな崖を上るやつは不ふ要ようなのだろうけど。

「私もここでずっと寝ねていたいという夢を諦めて立つことにしたわ」

「そりゃーえらいねー」

　真ま顔がおで冗じよう談だんを飛ばす敷島に苦にが笑わらいしながら、俺も椅い子すより立つ。

　覚悟なんて固く冷たいものはないけれど。かえってその方が、楽らくにやれるかもしれない。

「敷島にもやってもらうことがある。先に説明しておくよ」

　向き合いながら身み振ぶり手て振ぶりつきで、ネズミ駆く除じよの手はずを説明する。やること自じ体たいは中庭のパーラーにネズミ共どもを集しゆう結けつさせて焼き尽つくすだけだ。ただし絶対に逃がさないためにも、更さらに言えばそこへ誘ゆう導どうするためにも敷島と俺の協きよう力りよくが必ひつ須すだった。

　本当は一人でもできそうなのだが、万が一の幸運にも期き待たいしておきたい。

「あと、上の階から飛び降りるときって急げばどれくらいで来られる？」

　正せい確かくな時間を求めることは、難むずかしくはないはずだ。消えない時計が目の端はしにあるからな。

　しばし考え込んだ敷しき島しまが、指を二本立てる。

「じゃあ、次は二分で飛んでみせる」

「分かった。始まってから二分丁ちよう度どで。時間厳げん守しゆな」

　そうした約やく束そくを交かわしたあと、ネズミたちが押し寄せて苦しむ前に、自分から死んでリセットをかけることにした。

　敷島と二人で窓まど際ぎわに並んで、気き味みの悪い笑い声をあげる。

　自分が気持ち悪かったから、こんな笑い方しかできない。

　いい感じに感かん覚かくが麻ま痺ひしてきた。人殺しもいつか、慣なれていくものだろうか。

　そうして常じよう識しきが摩ま耗もうして、俺おれもいつの間にか別の人間へ変わっていくのかもしれない。

「頼たよりにしているよ、敷島」

　気休めを口にする。支えてもらうには少しか弱すぎる女の子が、微ほほ笑えみ返す。

「その言こと葉ば、そっくりそのまま返すわ」

　返さないでくれと、心からそう言いたかった。

　そして俺は飛ぶ。翼つばさなんか、生えやしないまま。
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　暗あん転てんから目覚めた直後、視し界かいの右下の時じ刻こくにだけ注ちゆう意いし続ける。敷島との時間合わせにはこいつが非ひ常じように便べん利りだ。誤ご差さはないだろうし、狂くるいもしないだろう……多た分ぶん。

　秒びよう数すうよりも心しん臓ぞうの方が生き急いでいる。やまない鼓こ動どうが伝でん搬ぱんするように全ぜん身しんの脈みやくの活かつ性せい化かを促うながす。この胃いが酸さん化かして、落ち着かなくなる雰ふん囲い気き。嫌きらいだ。口の中も、歯の裏うらに独特の苦にがみを感じるようになる。動いていないとそれはあっというまに溜たまって、無む視しできない量になる。

　丁度百二十まで数えたところで、窓まどの外へ飛び出した。直後、落下してきた敷島を正面から受け止める。敷島もそれは予想外だったのか、胴どう体たいを必ひつ死しに摑つかむその腕うでから焦あせりのようなものが感じ取れた。空中で敷島と抱き合ったまま前回のように、壁かべを蹴けって足を埋うめる。今回は敷しき島しまを抱き留めた衝しよう撃げきもあってか足の埋うまり方が浅あさい。大おお慌あわてで左足を出して、壁かべを歩く。

　一分一秒でも作業の時間を稼かせいでおきたい。そのためには敷島を釣つっている時間すら惜おしかった。受け止め方が空を向いていた状じよう態たいなのでそのまま壁を下りる、つまり背歩きの要よう領りようで下りていくことになる。これはこれで生きた気がしない。空と一いつ緒しよに意い識しきも遠のきそうだった。

　再ふたたび壁にいくつもの大おお穴あなを空あけながら、最後は背中から地面へと落下して土と敷島に挟はさまれる形となる。衝撃が跳はねる余よ裕ゆうを失い、すべて胴どう体たいに残ざん留りゆうする。重おも苦くるしいその一いち撃げきに耐たえていると、敷島が俺おれの腹はらを手で押しながら慌あわてたように離はなれた。さすがに正面から抱き合っているのは敷島でも照てれるのだろうか。そんな場合じゃなくても、ちょっと気になってしまった。

「じゃあ、手はず通りに頼たのむ」

「任まかせて。それと任せたわ」

　短い挨あい拶さつと共ともにハイタッチを交わして、一いつ旦たん別れる。

　一いち応おう、俺は怪け我が人にんなのだがこんな動作を交まじえていていいのだろうか。壁を蹴けり破やぶったあと、今いま更さら感かんはあるがそんな心配をしながら、竹ちく林りんに舗ほ装そうされた道を駆かける。

　ラットマンを誘ゆう導どうするのは敷島の役目だ。俺は先にパーラーへと向かい、始し末まつのために仕し掛かけを用意しないといけない。この分業は、役割を反対にすることはできない。スキルを得えた俺だけにしかできないことだった。つまり、どうあがいても俺がみんな殺すしかなかった。

　夜が近づき、外は暗あん色しよくを纏まとっている。電でん灯とうをつけていないパーラーも例外ではない。中へと入ったらすぐにスキルアプリを操そう作さして、事前に計画しておいた準じゆん備びを進める。

　淡たん々たんと、ごうごぅと。炎ほのおが燃え盛さかり、空気を焦こがす音と共ともに。







　明かりがほしかった。俺の行き先を照らしてくれる、淡あわい輝かがやきを求めていた。

　それを見つけられなければ、ずっと、この息苦しさを強要されると思ったからだ。

　掠かすれた呼こ吸きゆうは未いまだ止まない。俺は、こうするべきだと動き出して尚なお、迷まよっていた。

　自分のやるべきことが人殺しなんて認めたくない。でも、だけどと。

　倫りん理りと命の天てん秤びんが、支点を軋きしませるように揺ゆれている。

　答えはずっと、でないのかもしれなかった。

　仕掛けを用意し終えたら、植物の中に紛まぎれて敷島たちの到とう着ちやくを待まつ。ネズミというものは視し力りよくが弱い。ここに隠かくれなくとも見つからない気もするが、念ねんには念を入れてだ。極きよく力りよく、入り口に近い場所に身みを潜ひそめながら携けい帯たい電話の画が面めんを調ちよう整せいする。ボタン一つでスキルが切り替わるところまで設せつ定ていしたあと、漏もれる液えき晶しようの光を手で覆おおいながらそのときを待った。

　やがて、外でネズミたちを待って、おびき寄せるべく飛び込んできた敷島はパーラー内を循じゆん環かんする水路にためらいなく飛び込む。転がって強引に肩をねじ込んで全ぜん身しんを濡ぬらしたあとに、俺があらかじめ椅い子すで囲って分かりやすくしておいた場所へと走る。そこはパーラーの入り口から丁ちよう度ど、真まっ直すぐ進んだ壁かべ際ぎわだった。

　髪かみから水を滴したたらせた敷しき島しまが膝ひざに手を置いて、息いきを整ととのえる。しかし完全に落ち着く間もなく、パーラーの扉とびらからネズミたちが来場してきた。ラットマンから漏もれて先行する小ネズミがパーラーに備そなわった椅い子すの脚あしの隙すき間まを駆かけ巡めぐる。敷島は億おつ劫くうそうに振り向き、張りつく前まえ髪がみを手で搔かき上げて飛沫しぶきを散らした。ネズミたちの後ろには、更さらに大おお勢ぜいの団体さんが控ひかえていた。

　ラットマン、ネズミを纏まとう犠ぎ牲せい者しやたちは五人。その周しゆう囲いにも、恐おそらくは落下の際のクッションを操そう作さするためにまとわりつき、そして今は離はなれたネズミたちも存そん在ざいしている。黒い沼ぬまがひとりでに移い動どうしているようだった。眺ながめているだけで吐はき気けを催もよおしそうになる。

　ネズミ単たん独どくと異ことなり、ラットマンの動作は鈍どん重じゆうだ。どういう理り屈くつで人間を操あやつっているかは定かじゃないが、機き敏びんに動かすことは無理らしい。それも見み越こした上での罠わなだ、頼たのむぞ。

　ネズミたちは敷島へと一直線に行進していく。敷島は目を細めたまま、その恐きよう怖ふの泉いずみと向き合う。先行しているネズミが足もとに食いかかり侵しん食しよくを始めても、見向きもしない。

　俺おれのように感かん覚かくを鈍にぶくして紛まぎらわしているわけでもないのに。あの精神力は信じがたい。

　あまりに太く、力強いのか。それとも元もとより、そんなものが存在しないのか。

　ネズミの接近に応じて、敷島が口を開く。

「生きたければ、ネズミがいなくなったら走りなさい。振り向いて、真まっ直すぐに！」

　事前に頼たのんでおいた台詞せりふを、敷島が叫さけぶ。ネズミの奥にいる犠牲者に、その声は届いただろうか。正しよう気きを保たもっているかも不ふ明めい瞭りようなので期待はしない。ラットマンの動きも鈍くなることはなく、そのまま敷島との接せつ触しよくを図はかろうとする。

　手て遅おくれにならないうちにと、こちらも植物を搔き分けるように飛び出して、開け放たれていた入り口を塞ふさぐ。そして敷島にラットマンが迫せまろうとするその瞬しゆん間かんを見み計はからい、用意してあった携けい帯たい電話のボタンを力強く押す。指先は震えていたが、なんとかそれぐらいはこなせた。

　直後、それに応じて敷島の周しゆう辺へんに火ひ柱ばしらが噴ふき上がり、ラットマンがその炎ほのおの波なみに吞のまれた。先頭を歩いて、手足を四本とも前に突つき出して敷島への架かけ橋をかけようとしていたラットマンが腕うでの先せん端たんから炎えん上じようを始める。肌はだに食いついていたネズミ共どもが大おお慌あわてで離れて、床ゆかを転げ回る。それが新たなる火ひ種だねとなり、巻き込まれたネズミが燃えて、燃えて……と被ひ害がいが拡かく大だいしていく。連れん鎖さする炎がはしゃぐように跳はね回り、その橙だいだい色いろの輝かがやきに自然、目を引かれた。

　ハンカチで口もとを塞いでいる敷島は、その様よう子すを冷ややかな目で見下ろしている。敷島の足もとに群むらがっていたネズミたちも、火柱に囲まれていては暢のん気きに足をかじっていられない。逃げ場がないはずの敷島の方が冷れい静せいなほどだった。ネズミたちは敷島から離り脱だつして本体の方へ合流しようとするが、激はげしく揺ゆれる火柱に怯おびえて進むことができない。躊ちゆう躇ちよしていると敷島が後ろから足を伸ばして、ネズミたちを蹴けり飛ばそうと試こころみる。それを避よけたネズミたちはそのまま炎へと飛び込む形となり、悲ひ鳴めいを上げながらその身を焼き焦こがすことになる。

　炎が一いつ向こうに収まらないのを見てか、ラットマンとネズミが慌てて炎から離れて引き返そうとする。だが入り口だって先に用意してあった火の玉が燃え盛さかっているし、なにより、俺おれが通せんぼしている。それを除のけて外に出ていく余よ裕ゆうがあるものかね。

　うんばばー、と両りよう腕うでを広げてここは通さないぞと構えた。

　第二のゲームを開始してようやく、この糞くそネズミ共ども相あい手てに優ゆう位いを保つ。とはいえこちらも時間が湯ゆ水みずのようにあるわけじゃない。放っておけば当然、敷しき島しまが焼け死んでしまう。あとはネズミが早くミスを犯おかしてくれることを祈いのるばかりだ。俺に敷島を殺させないでくれよ。

　炎ほのおと俺の存そん在ざいを天てん秤びんにかけて、炎の周まわりの方が早い。そう判断したのだろう、ネズミたちが人間を操あやつるのを諦あきらめて床ゆかへと避ひ難なんを開始する。汚よごれが勢いきおいのある雨で取り除かれるように、上から下へと鼠ねずみ色いろの流れが出で来き上あがる。犠ぎ牲せい者しやの身体からだを放り出して、『ラットマン』を破は棄きしたネズミたちが床を走る。

　狙ねらい通りだった。奥歯を強く嚙かみ合わせながら、固唾かたずを吞のんで動向を見守る。

　いくら集団でも、ネズミはネズミだ。入り口の扉とびらを押すほどの力はない。そうなると小こ柄がらの利点を生かして小こ穴あなから外へと逃げ出すほかない。そういう選せん択たくを、ちゃんと取ってくれた。

　狐きつね狩がりならぬ、ネズミ狩りというところか。

　ネズミが一いつ斉せいに集団で動き出したのを見て、俺は携けい帯たい電話のボタンを再さい度ど押す。するとあれだけ燃えたぎっていた炎がまばたき一つ挟はさまないで消え失せる。しかしネズミの大たい群ぐんは数が多すぎる故ゆえにその勢いを留めることができず、換かん気き扇せんや電気コードの穴あなを目指すしかない。

　この機きをおいて、犠牲者たちが逃げ出すときはない。そう願って見やると、敷島がネズミの剝はがれた犠牲者を蹴けっていた。「起きて、走って！」と命令しながら。おいおい。いくら人数が多すぎて引っ張り出せないからといって、それはアリなのか。しかも犠牲者の口からは未いまだにネズミが数すう匹ひき、ぼてぼてと出てくる有あり様さまだ。出し尽つくすまで蹴り続けるつもりだろうか。

　しかしその敷島の喝かつが利きいたのか、舌したもいい加か減げんに食い散らかされた連中が奇き怪かいな、怪け鳥ちようめいた鳴き声をあげながらも立ち上がって走り出す。要よう領りようを得ないその声と、流す涙なみだも原形を留めない無む残ざんな顔からすべてを察することは難むずかしいがどれもこれも、恐きよう怖ふからの解放を切せつ望ぼうしていることは確かだった。

　ネズミとは比くらべものにならない、不ふ揃ぞろいの行進がこちらを目指す。

　足首が今にもぐずぐず崩くずれていきそうなくたびれたぬいぐるみや、関かん節せつの糸の切れそうな人形が懸けん命めいに身体からだを動かしているようだ。特にぬいぐるみは、綿わたの代わりとばかりに胴どう体たいの中なか身みがはみ出していて……うぇぇぇ、となる。

　吐はき気けを堪こらえて、彼らの到とう着ちやくを待つ。だが全員の退たい避ひは間に合いそうもない。その前にネズミが外へ逃げてしまう。それじゃあ本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　そろそろまずいな。仕し方かたない、逃げる連中も多た少しようは燃えてしまうが。

　ここまできて、引っ込みはつかなかった。

　わざと開けておいた逃げ道に先せん頭とうがさしかかったのを見て、

「ポチッとな」

　スキルをオンにした。あらかじめ設せつ定ていしておいて、後は『はい』を押すだけのところで止めておいた画が面めんに触ふれた途と端たん、スキルの再さい設定が完かん了りようして。

　それに応じて、換かん気き扇せんが大だい炎えん上じようした。電気コードの周しゆう辺へんや排はい水すい溝こうさえ、炎ほのおが灯ともる。更さらに消えていた火ひ柱ばしらや入り口の炎も復ふつ活かつする。その炎に犠ぎ牲せい者しやたちが軽く巻き込まれそうになるが、敷しき島しまが服の襟えりを摑つかんで後ろに引っ張ったことで全ぜん身しん大やけどという事態は避さけることができた。

　敷島様さま々さまだ。親指を立てると、あちらも口もとを押さえたまま立てて返してきた。

　一方、突とつ如じよ噴ふん出しゆつした炎に巻き込まれたネズミたちは、その身をもって後こう続ぞくたちを塞ふさぐ壁かべとして機き能のうしていた。派は手でに燃え移り、伝でん言ごんゲームのように後方のネズミまで火が回ろうとしている。最初から燃えていれば当然、こんな脱だつ出しゆつ口こうを回かい避ひするが生あい憎にくとこの炎は出し入れが自由となっている。その性せい質しつにより最高の罠わなとして機き能のうしてくれる。これがなければもっと面めん倒どうな手順を踏ふまなければいけなかったし、なにより、中の連中を逃すこともできなかった。

　正直、動いてくれるとは思わなかったけど。死にたがりばかりじゃなくてよかった。
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　入り口の扉とびらを開け放つ。炎は健けん在ざいだが、「飛び込んで越こえてくれ！」と叫さけぶ。今、炎を消すわけにはいかない。どれが消せるかを指定できればいいのだが、そういうわけにもいかないからだ。消せばみんな消えるし、つければ消えたはずの炎すら再さい臨りんする。

　敷島が背中を蹴けり飛ばす形で、次々に犠牲者が飛ぶ。その途と中ちゆう、感心することがあった。犠牲者の三番目の、恐らく男性が、後ろの人を支えるようにしながら一いつ緒しよに炎ほのおへ飛び込んだのだ。この状じよう況きようであれだけの被ひ害がいに遭あいながらも気き遣づかいができるというのは、だれにでもできることではない。彼は顔面こそ一生治なおりそうもないが、立りつ派ぱである。

　全員を急いで、ネズミたちが入り口から逃げ出す前に外へと脱だつ出しゆつさせて、最後に敷しき島しまが外へと出る。外に出ただけではなくもっと遠く、火の届かない場所まで逃げる必ひつ要ようはあるが、そのあたりは敷島に任まかせよう。視し線せんを交かわして小さく頷うなずいたあと、扉とびらを再ふたたび封ふう鎖さする。

　火の回っていた扉も酷ひどい熱を帯びて、耐たい性せいがなければこっちの手が焼け焦こげていただろう。

　入り口の前に座すわり込み、顎あごを撫なでる。携けい帯たい電話を炎に塗まみれていない手のひらで包み込みながら、独ひとりぼっちで燃え続ける我わが身みを見下ろす。炎の周まわり具ぐ合あいは万ばん全ぜんだ。

「さぁて、と」

　これであとは、ネズミ共どもを根ね絶だやしにするだけだった。

　その過か程ていで、だれも殺さないで済すんだ。舞まい込んだ偶ぐう然ぜんに、思わず笑い声が漏もれる。

　喜よろこび以上に安あん堵どがあった。自分の手で人を殺さなくて済んだことに。正直、殺すこともやむないと諦あきらめていた。やらなければ終わりなら、やって次に行く。殺されてしまう人にとってはその死がすべてであっても、俺にはそうするしかできないと選せん択たくした。

　そうして理想を捨てた俺に、なぜか理想の結末が巡めぐってくる。

　たかが人間一人の決断では、どれだけ尊とうとくとも運命に関与できないのかもしれない。

「悪いなぁ……運うんがよくてさ」

　思うに、そうした流れがあるのかもしれない。

『この世界』では、俺おれとそのヒーロー性を保つような流れの中にあるのかもしれない。まぁ、都つ合ごうよすぎる解かい釈しやくだと思うが。

　パーラーに残るのは俺とネズミだけ。親しげに声をかけると、齧げつ歯し類るいの獰どう猛もうな瞳ひとみが一いつ斉せいにこちらを捉とらえる。だけど俺には近づけまい。なにしろ既すでに全ぜん身しんに火が回って、飛びかかるのは自じ殺さつと同どう義ぎだからだ。むしろこちらから接近してもいいぐらいだが、最後まで油断しない。

　ここでこっちが死んでしまえば、ネズミは二度と燃やし尽くせない。そんな予感があった。

　ネズミと落ち着いて向き合うのはこれが初めてだ。どいつもこいつも同じような顔と体たい型けいで区別がつかない。ネズミからすれば人間も同じと言いたそうだが。死し期きを悟さとってか、それとも動いて火をかぶることを最後まで避さけようとしているのか、身動きしない。固まってなにもできないまま、徐じよ々じよにその輪りん郭かくが炎ほのおと同化していく。むせ返る炎の臭においの中、ネズミの瞳は俺から動こうとしない。背はい景けいに揺ゆらめく火ひ柱ばしらから独どく立りつしたその輝かがやきには、敵てき意いを感じない。

　むしろネズミの視し線せんには同情か憐れん憫びんでも含ふくまれているような……そんな気がした。

　これからも、こんなゲームが続いて命を失っていくことへの、嘲あざけりも感じて。

「……ふん」

　そんなわけが、あるかい。鼻を鳴らして、畜ちく生しように見た夢ゆめを否ひ定ていする。

　あとはこのまま、逃げ場を失ったネズミを焼き尽つくすだけだった。

　共ともに焼かれる俺おれは炎ほのおに包まれて身みを固くし、目を瞑つむる。

　焼しよう却きやく炉ろに放り込まれるゴミのような心しん境きようになって、耐たえ抜く。

　しかしそれでも、ネズミたちの焼け焦こげる最低の悪あく臭しゆうからは逃れられなかった。







　俺はどこかで、なにかを間ま違ちがえなかっただろうか。できすぎに感じられるほどの過か程ていに不安を抱いだきながら、自じ問もん自じ答とうを繰くり返す。それでも、もっとうまくやる方法はなかったのかと出した犠ぎ牲せいについての罪ざい悪あく感かんがあった。確かにこの手を汚よごしはしなかった、しないで済すんだ。

　だけど、誰だれも死ななかったわけじゃない。前回の怪かい獣じゆうと異ことなり、明確な犠牲が出たことにこれがお気き楽らくなゲームではないと再さい認かく識にんする。俺が病院にいたから巻き込まれて、命を落とす人間が出た。それは紛まぎれもない事実で、だからそれこそ前回、入院するほどの傷きずを負おわなければと立ち回りの雑ざつさに今いま頃ごろ後こう悔かいする。後悔は、後から来るものとはいつだって遅おそい。

　始まる前に後悔できれば、と無む茶ちやの一つも言いたくなった。







　Saveが完かん了りようしました。







　どれくらい経たっただろうか。

　路ろ傍ぼうの石の精神でジッと耐たえ抜いていたが、暗くら闇やみにそれが浮かび上がる。

　その表ひよう示じが見えたあと、握にぎりしめた携けい帯たい電話のボタンを押して、炎を解かい除じよした。二度目ともなればそれがどういうことかを理り解かいしていたからだ。そして、固く閉じていた目を開く。

「……雲が、見える」

　スキルを変へん更こうした途と端たん、天を突つくかの如ごとく燃え盛っていた炎が綺き麗れいさっぱりと消え失せていた。引いん火かした部分まで消え失せるとは面おも白しろいものだが、これでバグが修しゆう正せいされない限り炎を生み出す力は使えそうもない。再さい度ど設せつ定ていし直すと再ふたたびこの地が炎えん上じようするし、しかもそれが燃え移ればもっと酷ひどいことになる。なんという不ふ具ぐ合あいだ。仕し様ようで押し通されたらどうしてくれよう。

　燃え切ったパーラーの天てん井じようから、夜に染そまりゆく雲の群むれが見える。雨あま雲ぐもは既すでに遠くへ行ってしまったようだ。息いき苦ぐるしさから解放されて、景け色しきをおかずにめいっぱい空気を取り込む。肉の焦げる臭においで喉のどの内側まで腐くさりそうだったが、それでも身体からだが酸さん素そを欲ほつしていた。

　何度かの深しん呼こ吸きゆうを終えた後は、鼻を摘つまむ。早くこの臭いに慣なれてしまいたいものだ。

「……それはいいけど」

　肩に降りかかった灰はいを落としながら、さてどうしようと周まわりを見回す。

　火か事じ場ばの周しゆう辺へんには遠とお巻まきながらも、たくさんの人たちが詰つめかけていた。患かん者じやもいるし、見み舞まいの客もいるし、病院関係者もわんさかといる。病室の窓まどから身みを乗り出して、俺おれを見ているやつらもいた。そりゃあそうだ。随ずい分ぶんと派は手でにやってしまったからな。

　短い時間ながらもこの騒さわぎには火事に加くわえて、病院の壁かべに刻きざまれた謎なぞの穴あなまである。俺の病室から一直線に下へ向かっているのは軽けい率そつだったかもしれない。

　怪かい奇き現げん象しようの中心にいるのは、言い逃れできないほどに俺だった。

　唐とう突とつに消えた火もそうだが、収まった中からは焦こげたネズミの焼しよう死し体たいに、そして煤すすけた金きん髪ぱつ人間が一人とあって野や次じ馬うまの動どう揺ようが強まっている。老人や看かん護ご師しの、『なにあれ』という目が俺とネズミに半々で向けられて辛つらい。奇き異いな視し線せんを受けるのは慣なれているが、今回はそこにオマケがあるからなぁ。我が慢まん強さと羞しゆう恥ち心しんはまったくの別物なのだ。

　耐たい火か性せいを限界まであげておいたので、肌はだや髪かみに大きな損そん傷しようはない。多少、指先や顔に煤が溜たまって野や暮ぼったく感じるがその程てい度どだ。もっとも強く火傷やけどしているのは、目玉だろうか。

　炎ほのおが目の中で今も踊おどっている。煤けていく世界を彩いろどる力強い光と、穂ほのような揺ゆれ方が焼き付いて離はなれない。その向こうでなにかが焼けて崩くずれて、いつの間にか、また生まれて。

　幻げん影えいは消えることなく、幻げん想そうを燃やし続ける。

　……そして、だ。

　俺は無事でも、服や包ほう帯たいはそうもいかないわけで。

「くそぅ……今度はパンツ一いつ丁ちようどころか、裸はだかかよ」

　スキルは服まで耐火仕し様ようにしてくれないらしい。まったくもってサービス精神に欠けて、杓しやく子し定じよう規ぎを貫つらぬくものだ。俺の露ろ出しゆつなんて増えたところで誰だれが喜よろこぶというんだ。山やま崎ざきか？

　こんな悪あく臭しゆうまみれの場所には一秒として長なが居いしたくない。とはいえ、これだけの視線に晒さらされる中で自由に動き回るわけにはいかない。いぬまるくんよりも露出度が多いうえに年ねん齢れいが年齢だ、冗じよう談だんでは済すまないだろう。日に本ほん語ごの分からない外人のフリは通じないだろうし。

　こんなことなら最初から裸になっておけばよかった。なにか間ま違ちがっているが。

　裸を恥はずかしがる乙おと女めのごとくもじもじしていると、鼻を摘つまんだ敷しき島しまがやってきた。

　実はあまり近寄ってほしくない。いやほら、見られそうだし。股こ間かんを手と足で挟はさむように隠かくしながら体育座ずわりする。鼻を摘むついでに口もとを手で覆おおっているので定かではないが、近寄ってくる敷島は確実に笑っているとみた。鼻はな声ごえで俺の状じよう態たいを評ひようしてくる。

「変へん態たい仮か面めんより露出が高いわね」

「フォォォォォォォ」

　服が燃えるならやっぱり、敷島であってほしかった。いやあるべきだった、絵え面づら的てきに。でも裸を見られてダメージが少ないのは俺だろうから、まぁ仕し方かたないのかもしれなかった。

　ただ笑いに来ただけではなく、敷島が制せい服ふくの上着を脱ぬいで肩にかけてくれた。

　気き遣づかいはありがたいが、サイズが少し小さい。こいつを腰こしに巻き付けて下着の代わりにするわけにもいかないし。そんなことしたら壁かべじゃなくて俺おれの腹はらがぶち抜かれそうだ。

「ネズミに食われた連中は？」

「酷ひどいことになっているわ。焼しよう死し体たいではないけれど、もう、どうしようもないでしょうね」

「……そうか」

　自じ己こ満まん足ぞくにはなったが、それだけなんだな。

　パーラー付近の芝しば生ふがほとんど燃え切って露ろ出しゆつしているのを眺ながめながら、敷しき島しまが言う。

「しかし派は手でに燃えたわ。藤ふじくんのオーラ力が干かん渉しようした結果かしら」

「単たんに火ひ加か減げんを間ま違ちがえただけだと思う」

　なにしろ放火は初はつ体たい験けんだからな。未み知ちの火の元もとを使用することも含ふくめて勝かつ手てが分からなくても仕し方かたがないのではないだろうか。と、予想より火事の規き模ぼが大きくなったことに言い訳わけする。

　ネズミが燃えたまま走り回ったのも火が拡かく大だいした原げん因いんだろう。

　両手の中に握にぎりしめたうえに全ぜん身しんで覆おおうように守っていたので、携けい帯たい電話は無ぶ事じだった。こいつが燃えたら終わりだからな。表面の煤すすを手で払はらってから、画が面めんを見ると簀す巻まきちゃんがてこてこと画面の中ちゆう央おうに向かっていた。簀巻きだから当たり前だが前が見えていないらしく、中央より少し前に出てしまう。なにかしらの情じよう報ほうに基もとづいてそれに気づいたのか、慌あわてて引き返して中央に収まった。こんな細さい部ぶだけ異い様ようにこだわらないで、バグを潰つぶしておけと言いたい。そのバグに救われる結果とはなったのだが。

　で、その簀巻きちゃんがなにをするかというと、あのメッセージボードを掲かかげる。てっきり神しん経けいを逆さかなでするような、ありがちな祝しゆく辞じでも送ってくれるかと思ったら妙みように縦たて長ながだった。

　左上から順に目を通していくと、「あ？」攻こう略りやく時間、Ｃ？　周しゆう辺へん被ひ害がいやアイデアと続いている。これは、成せい績せき評ひよう価か？　最後に腹はら立だたしい総そう評ひようまでくっつけてくれる。

　スクロールするそれを見せつけた後、簀巻きちゃんはまた画面の外に転がっていった。

「あのなぁ……」

　攻略時間が、Ｃって。これ以上どうしろと言うんだ。即そく断だんして人ごと焼き殺すのが正せい解かいなんて、そんなことあるはずがない。「むせる」とかぼやいている場合じゃないぞ敷島。

　成績評価の件けんを説明しようと携帯電話を掲げる。敷島は説明を受ける前に電話を取り、簀巻きちゃんが空中に残していったメッセージボードに目をやる。見終えた敷島が鼻で笑う。

　鼻を摘つまんだままなので、奇き妙みような声となっていた。空気の抜ける音に近い。

「慎しん重ちようになりすぎ、だってさ。他にもっと良い方法があるとでも言いたいのかね」

「ない」

　敷島が迷まよいなく言い切る。えらく強つよ気きだな、と見上げると鼻から手を離はなし、微ほほ笑えんできた。

「仮かりにあったとしても、私は藤くんが選んだ方法によって救われているもの。それが一番なの」

　そう言って、携帯電話を差し出してくる。今後も俺おれたちの命いのち綱づな、生せい命めい線せんとなるであろうそれを受け取るべくこちらも手を出すと、その手を厳おごそかに扱われる。忠ちゆう誠せいを誓ちかう騎き士しの手を取る、女じよ王おうのように気取って、かしこまった仕し草ぐさをこなしながら敷しき島しまが俺おれに告つげた。

「あなたはやっぱり、私にとっての聖せい戦せん士しよ」

「……その期き待たいに応こたえられるといいんだけどな」

　頰ほおをむずがゆくしながら携けい帯たい電話を受け取ったところで「アリッサ！」と鋭するどい声で名前を呼ばれて腕うでが縮ちぢこまる。それと同時に無ぶ事じをこの目で確かく認にんできて、瞳ひとみが大きく震ふるえた。

　母さんが本人なりの駆かけ足でこちらに寄ってくる。火か事じ場ばを回り込むように、ネズミの死し骸がいとその臭においに顔を歪ゆがめながらも、俺の元もとへ走る。母さんが走るのは実に珍めずらしい。と思ったが、病室へ来たときも走ってきていたな。少々照てれくさいが、これが愛あいか。

「藤ふじくんからも駆け寄ってあげれば？」

　フルチンでか？　股またのものを激しく振りながらか？　逃げるだろう、いくら母親でも。

「服を着ていればねぇ……」

　感動の対面もあり得えたのだが。

　真まっ裸ぱだかの俺を見て更さらに声を失い、「あぁ、アリッサ！」と二度目の驚きよう愕がくに行き着く。そりゃあなにを言っていいのか分からんだろう、この状じよう況きようでは。俺もどう説明したものか。

　放ほう火かではなく火か災さいと言い張って、どこまで信用されるものかね。やむなく、かつ道具を用いたという証しよう拠こがないとはいえ燃やしたのは事実だし。大量のネズミとあわせて事じ情じよう説明をして、信じてくれる大人はいるのだろうか。上う手まくやらないと実験室行きもあり得そうで困こまる。

「……っあは」

　まぁそうなったら、壁かべを蹴けってぶち破やぶってでも逃げ出せばいいのか。取り巻く理り不ふ尽じんはすべてが敵てきだ。すべて、乗り越こえなければいけない壁だ。俺は不ふ死し鳥ちようでもなんでもないが、炎ほのおに包まれて灰はいをかぶることで少しは生まれ変わったのかもしれない。なにより、壁を蹴り破ったことが俺の心に良い意味で、大きな穴あなを空けたような気がする。

　遅おそまきながら覚かく悟ごはできた。

　乗り越えてやろうじゃないか、この『ゲーム』を。

　俺たちの元へ収しゆう束そくしつつある騒さわぎが迫せまる中、少しだけ吹ふっ切れて、笑い声が漏もれる。

　生き死にが綿わた菓が子しのように脆もろく、あやふやで、儚はかなくとも。

　綿菓子のように。命が膨ふくらんでいけばいいと、そう願った。







　Ver1.1.3に更こう新しんしました。更新内容は以下の通りになります。

『クリアポイント（CP）』を仮かり実じつ装そう。

　クレジット制を仮実装。

　スキルを追つい加か。

　スキルの効こう力りよくを調ちよう整せい。

　スキル切り替え時に具ぐ現げん化かした物体が消しよう失しつしてしまうバグを修しゆう正せい。








→Next『Stage3　リュウ』
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　Save2.dataをLoadします。
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　警けい察さつの次に来た大人たちが怪かい獣じゆうを取り囲むのを、遠くから惚ほうけたように眺ながめていた。

　体育館内では待たい機きすることを厳げん命めいされて、窓まどに寄りかかるもの、入り口を覗のぞくもの、友人たちの死に涙なみだするものとそれぞれに事じ件けんを受け止めていた。受け切れていないものの方がよっぽど多くて、赤あか潮しおのように染そまっているグラウンドの与えた衝しよう撃げきはまだ、余よ韻いんにすら達していない。いくら風が吹いて砂すな埃ぼこりが舞まっても、容よう易いに覆おおい隠かくせるものではなかった。

　俺おれと敷しき島しまは体育館から早々に離はなれて、校こう舎しや二階の渡り廊ろう下かに逃のがれていた。窓に手をつきながら、踏ふみ潰つぶされた同どう級きゆう生せい、教きよう師したちの死体の片づけが難なん航こうしているのを、無む言ごんで見守る。五月の生なま温ぬるい気候と風の中に時とき折おり、悪あく臭しゆうが混じってこちらまで届いた。腐ふ敗はいの香かおりだった。

　人間は生きながらにして、その内面を腐くさらせているのだろうか。

　俺たちが他の生徒と別行動を取っているのは、言げん及きゆうされるのを避さけるためだった。全校生徒の前で服を脱ぬいで下着姿になった敷島への、単たん純じゆんな欲よくに基もとづいた質しつ問もんから逃げるため、そしてあの狂きよう騒そうの中でも敷島が怪獣の頭部から旗はたを引き抜く場面を目もく撃げきして、その関連性を疑うたがう者に問とい詰つめられないように、という問題を考こう慮りよしての退たい避ひだ。どちらもいずれ大きな問題となり、敷島の立場を危ういものへとしかねない。今はその後あと始し末まつも含ふくめて、すべてから逃げてきた。

　俺たちは、どれくらい間ま違ちがえたのだろう。

　凄せい惨さんな光景を前に、正しかったのだろうかと問う勇気はない。

　考えることを俺が放ほう棄きした結果が、この惨さん状じようだとするなら。全部、俺のせいなのか。

「………………………………………」

　ずっと、夕日が見え始めるこのときまで考えてきたけど。

　どうすれば良かったのか、思いつかない。

　こんなの相あい手てにさ、と足もとを見る。

　渡り廊下にはあの玉たま虫むしトカゲの死体が多数転がっている。俺たちが怪獣を退たい治じした際さい、冥めい土どの旅に付き合う従じゆう者しやのように死んでいったらしい。……とは言うものの、本当に死んでいるのだろうか。グラウンドに横たわる怪獣同どう様よう、外がい傷しようは見当たらない。今にも目覚めて襲おそいかかっても絵え面づらとして不自然ではなかった。漫まん画がで、乾かん季きにミイラの状じよう態たいとなって凌しのごうとする生物を見たことあるがあれに対する印いん象しように似に通かよっている。巨きよ大だい怪かい獣じゆうの方は、どうなんだろう。

　怪獣の周しゆう辺へんにいる大人たちも及および腰ごしで、警けい官かんたちも腰の拳けん銃じゆうだけでは不安そうだった。

「持って帰って研けん究きゆうでもするのかな」

「そうでしょうね」

　敷しき島しまの無む表ひよう情じようは徹てつ底ていしている。状じよう況きようを考えれば当然で、気休めを口にしてやることもできない。脱だつ力りよくして肩や頭の重さに辟へき易えきしながら、慌あわただしく動くテレビ局の連中を見下ろす。

　報ほう道どう陣じんも既すでにその姿を見せて、怪獣を世間に知らしめると共ともに俺おれたちへのインタビューも既に行っていた。恐きよう怖ふと喪そう失しつで泣き崩くずれる連中を背はい景けいに、まだ喋しやべる元気の残っているやつらにマイクとカメラを向ける様さまはお世せ辞じにも美しいと言いがたい。カメラに映る前にここへ逃げてきたが、山やま崎ざきはなんと答えただろう。そう、答えていたのは涙なみだぐんでいる山崎だった。

　山崎を泣かせたのはこれが初めてだった。他に反省すること、謝しや罪ざいすること。心に突つき刺ささって傷きずつくべきことがたくさんあるはずなのに、個人の都つ合ごうばかりが優ゆう先せんされてしまう。

　俺は薄はく情じような人間なのだろう。ちょっと、死にすぎたかも知れない。

「……怪獣が他の場所でも現れたとか、そういう報道はないみたいだな」

　確かく認にんを終えてから携けい帯たい電話を片かたづける。繫つながりにくく、エラーも頻ひん発ぱつして随ずい分ぶんと時間がかかった。この事じ件けんを知って子供の無ぶ事じを確認しようと、家族が一いつ斉せいに電話を試こころみたようで電でん波ぱが混こん線せんしている。俺にも新しん着ちやくのメールが来ていた。母親から、無事を問とうメッセージだ。

　電話がどうしても繫がらないので、メールに縋すがることにしたようだ。

　他にはなんのメールもない。ゲームクリアおめでとうとか、神しん経けいを逆さかなでする祝しゆく辞じもなし。

「いたら迷めい惑わくよ、そんなの」

「いや、他に『俺たち』みたいなやつらがいるんじゃないかと、期き待たいしてみた」

　この地ち球きゆうで、広大な星ほしで、俺と敷島だけが選ばれたなんてことよりは確かく率りつがありそうだろう。世界各国に選ばれた少年少女が存そん在ざいして、一いつ致ち団だん結けつして怪獣に立ち向かう。美しい展てん開かいじゃないか。赤あか信しん号ごうの道路をみんなで横おう断だんするような感かん覚かくだが。みんなで渡っても怖こわいねぇ。

「人数が増えても足を引っ張り合うだけ。不ふ要ようです」

　敷島にあっさり拒きよ否ひされる。確かに、自分の心しん臓ぞうが周しゆう囲いで暴あばれ回る数を増やすようなものだからな。急きゆう所しよが勝かつ手てに動いては、それもたくさんになればいい迷惑だ。敷島からしてみれば、本当は俺も不ふ要ようなんじゃないだろうか。そんな自じ嘲ちように辿たどり着いた矢や先さきに、敷島が俺を見つめた。

　こちらの心しん境きようでも見み透すかすように、鋭するどい目が俺を捉とらえる。

　視し線せんの針はりが俺を射い抜ぬくようだった。

「あなただけでいいの、藤ふじくんだけで」

　まるで熱ねつ烈れつな告こく白はくのように、敷島が言う。心臓は高たか鳴なるのではなく、歪ゆがむように跳はねる。

　表情に艶つやもなく、笑え顔がおもなく。そんなこと言われても、脳のうが白く固まるだけだ。目に暗いものが灯ともるような敷島の顔つきに不安を煽あおられてよろめくように一いつ歩ぽ引く。

　しかし、引いた直後に敷しき島しまの手が伸びてきた。

「藤ふじくん、ちょっと」

　制せい服ふくの袖そでを摘つまんで、引っ張ってくる。敷島がその場にしゃがむので、一いつ緒しよに屈かがんだ。

　その横顔から暗い情じよう念ねんが失うせていることに安あん堵どしながら。

「私の携けい帯たいに変なのがきた。一いつ緒しよに見ましょう」

「変なの？　……スキルアプリ？」

　スキルの不ふ具ぐ合あいとかどうだかという知らせを想そう起きする。あれと関連したものだろうか。

　一いち応おう、俺おれの携帯電話も確かく認にんするがなにも来ていない。敷島だけみたいだ。

　……そういえば。敷島の携帯電話は、鳴らないのだなと思った。

　家族から、或あるいは友人から。身みの安あん否ぴを気き遣づかう声の一つも、届とどいていない。

「……なんか、変なのが出てきたわ」

　敷島が怪け訝げんな顔つきになる。携帯電話を覗のぞくと、宇う宙ちゆう飛ひ行こう士しみたいなのが走ってきていた。デフォルメされているせいか、ずんぐりむっくりしている。走り方も、手を突つき出して不ぶ格かつ好こうだった。ぺったぺったと走ってきたそいつが、ヘルメットのバイザー部分を画が面めんに近づける。

　鈍にぶい光を放つそこに、文字が浮かび始めた。スキルシステムの説明、というメッセージだ。

　そいつはこちらを見上げるような体たい勢せいのまま、次の文ぶん章しようをバイザーに浮かべる。

　ふざけた宇宙飛行士が説明する内容は、スキルという新あらたなる概がい念ねん。

　この理り不ふ尽じんなゲームに立ち向かう、刃はの研とぎ方だった。

「これ、敷島にしか使えないのか」

　長々としたスキルシステムの説明にすべて目を通した後、敷島に言う。

「そうみたい。藤ふじくんに聖せい戦せん士しの資し格かくがないから？」

「からって聞かれても。ないけどさ」

　こんな事じ態たいに関わる存そん在ざいとして選ばれていること自じ体たい、場ば違ちがいにも程ほどがあるのに。

「逆ぎやくに敷島が聖戦士なのかと聞きたい」

「世の乱みだれは正したけど、一いち応おう」

　敷島が自じ嘲ちようを交まじえて、結果だけを語る。けれどそれは、あながち冗じよう談だんでもない。

　このスキルというもので超ちよう常じよう的てきな能力を用もちいることが可能なら、敷島は本当に現代の聖戦士へ至いたるかもしれない。これから先、どれだけこのゲームが続くかは不ふ明めい瞭りようだ。終わりがないかもしれない。被ひ害がいはどれほど広がっていくのか、誰だれもが不安を帯びているところに奇き跡せきを操あやつる女子高生が一人。知れ渡わたれば神しん格かく化かされないはずがなかった。

　怪かい獣じゆうに同どう級きゆう生せいたちを踏ふみ潰つぶさせました、という情じよう報ほうさえ流されなければ、だけど。

「これがスキルね。うわぁ色々あるぅ、目移りしちゃうぅ」

　そのぶりっ子口く調ちようを棒ぼう読よみで真ま似ねるのはなんなんだ。まったく上う手まくないし。それに色々あるといっても、画面には特に変化がない。小さな宇宙飛行士がぼーっとしているだけだ。敷島の反はん応のうとの差さ異いに戸と惑まどっていると相あい手ても気づいたようで、「見えないの？」と画が面めんを指差す。頷うなずいて、お互たがいに理り解かいした。

　スキルの内容は敷しき島しまにしか見えないらしい。これ、俺おれが使えないというのは本当みたいで、それなら真しん剣けんにお荷に物もつじゃないか。こいつの隣となりにいることすら不安になってくる。

　敷島もこちらは見ないで、独ひとり言ごとのようにスキル選せん択たくの方向性を説明してくる。

「スキルの威い力りよく増ぞう強きようと有ゆう効こう範はん囲い増ぞう加かを四つ選択して、残りの枠わくに基本スキルを選択するのが無ぶ難なんだと思う。これなら二つの能力を範囲と威力を調ちよう節せつしながら使えるし。同時に使用することは無理だけど、使えたところで使い切れるとは思えないもの。五本の指に別々の動どう作さをさせられるほど、器き用ようじゃないから」

　早はや口くちなので追いつくのも大変だが、納なつ得とくのいく方ほう針しんだった。俺も時間をかければそういう考えに辿たどり着けるのかもしれないが、敷島は判断が早い。俺が立ち止まってうだうだと頭を悩なやませているのに対して、敷島は少し前まえ屈かがみで早歩きに進みながら頭を働はたらかせている。

　それぐらいの差を感じた。のっぺりとした俺と、せかせかした敷島。そんな感じだ。

「と、思ったけど……これとこれとこれで……こっちの方がいいかも」

　持じ論ろんをあっさりと放り出して、敷島が別の選択を検けん討とうし始めたようだ。移り気というか、喋しやべりながら頭が回転を続けていて別の方法を見つけてしまうようだ。器用なやつだなぁ。

　でもそうして方針を立てていくところを眺ながめていると、敷島にスキル使用の権利が備わって助かったと安あん堵どしてしまう。俺にはとても使いこなせそうにない。そもそも、選ぶことが苦にが手てなのだ。小学生のとき、ゲームを買おうと小こ遣づかいを少しずつ貯ためることはできたが、欲ほしいものが一いつ緒しよの発売日だったときは知ち恵え熱ねつが出るほど悩んだ。そして熱で呻うめいた結果、どちらも発売日に買うことはできなかった。結局今も、あのゲームで遊んだ記き憶おくはない。

「はい、決定。まぁこれでいいでしょう」

　敷島が気のない調ちよう子しで呟つぶやき、目を瞑つむる。やはり俺と違ちがって、悩みが深くないようだ。

　頭いいというか、はっきりしているやつを羨うらやましく感じるのは一度や二度じゃない。

「どんなやつを選んだんだ？」

「内ない緒しよ。後のお楽しみ」

　はぐらかされる。前回はともかく、今回は隠かくすほど酷ひどい選択などないと思いたいのだが。

　敷島は、隠し事が多い。自分を他人に晒さらすのが嫌いやで、秘ひ密みつにしてしまうのかもしれない。

「さて、と」

　携けい帯たい電話をしまってから、敷島が動く。側に横たわっていた玉たま虫むしトカゲの尻尾しつぽを摑つかんで、壁かべに叩たたきつけた。金きん属ぞく的てきな輝かがやきを持つ表ひよう皮ひは存ぞん外がいに脆もろく、抵てい抗こうなく裂れつ傷しようして体液を飛び散らす。壁にべっとりと、そして肉にく片へんと共に跳はね返った液体が敷島に返り血となって飛びかかる。それを意いに介かいさないように、敷島が再さい度ど、トカゲを叩き潰つぶす。

　いきなりの行動だったので、こちらはまばたきも忘れて見入り、同時に、脳のうが痺しびれていた。

　端たん正せいな顔立ちと、落ち着いた雰ふん囲い気き。そこから繰くり出される原げん始し的てきな暴ぼう力りよくに、圧あつ倒とうされて。

　袖そでに付着した汚よごれを除のけるように拭ぬぐった後、敷しき島しまが振り向く。

　その整った顔にも、トカゲの体液が降りかかって頰ほおを濡ぬらしていた。

「次のゲームが始まったら活動を再さい開かいするかもしれないから。潰つぶすの、手て伝つだって」

　二に匹ひき目めの尻尾しつぽを摑つかみ上げながら促うながしてくる。俺おれは戸と惑まどいを含ふくみながらも従したがい、玉たま虫むしトカゲを摑む。頭に囓かじりついて体液を吸うような奇き怪かいな生き物とはいえ、一いつ旦たん落ち着いてしまうと殺すことにためらいが生じる。尻尾しつぽの下でトカゲが揺ゆれている間にも、敷島は淡たん々たんと処しよ理りを続けている。三さん匹びき目めを粉ふん砕さいした後、敷島が振り向いた。俺の手て元もとのトカゲを一いち瞥べつするその目に、感情の色はない。手て際ぎわの悪さに言い訳わけするより早く、敷島が俺の手からトカゲを奪うばい取った。

　腰こしを捻ひねって、全力で振り回して壁かべに叩たたきつける。頭部から壁に激げき突とつしたそれが破は裂れつするように中なか身みを飛ひ散さんさせて、その破は片へんが俺の額ひたいにまで届く。反動を受けて床ゆかに尻しり餅もちをついた敷島はすぐに起き上がって、俺との距きよ離りを詰つめてきた。まるでトカゲの処理の続きとして、迫せまる。

　自分より小こ柄がらな女の子に詰め寄られて、気け圧おされるように身を引く。壁に背中が当たって逃げ場を失い、咄とつ嗟さに取り出したハンカチで顔の汚れを拭ふき取る。単たんに手を出して突つき飛ばすわけにはいかないので、これも言い訳に等しい。「ありがとう」と敷島の唇くちびるだけが動く。

　そして、俺の首に手を添そえてきた。

　指先と爪つめが軽く肌はだを引っ搔かいて、ゾッと、下か半はん身しんが強こわばる。

　敷島に四し肢しを支配されるように、硬こう直ちよくしてしまう。

「藤ふじくん。あなたは、私のたった一人の味み方かたなの」

　凍こおりついた表ひよう情じようと裏うら腹はらに、普ふ段だん通どおりに動く唇が抑よく揚ようのない声を紡つむぐ。

　その味方の首を今にも絞しめようとしているこの手は、なんだ。

　少なくともこの状じよう況きようにおいて俺の『味方』をしていない敷島に、喉のどが萎い縮しゆくする。

「私を裏うら切ぎらないで。逃げないで。離はなれたら、死ぬから」

　忠ちゆう告こくではなく恫どう喝かつに行き着いたことで締しめくくり、俺の目を覗のぞき込む。

　先さき程ほども見せた仄ほの暗くらい瞳ひとみに、俺が映る。吞のみ込まれる。震ふるえているのが瞳の表面か、俺の方なのか判はん別べつがつかない。なにが死ぬというのか。主しゆ語ごのない警けい告こくと、絡からみつくような指に正しよう気きを吸い上げられていくようだった。残るのは敷島に対する恐きよう怖ふと、屈くつすることだけ。

　死ぬから、俺が？　全ぜん人じん類るいが？　それとも、敷島が？

　それはこのゲームに殺されるのか。

　それとも敷島に始し末まつされるのか、分からなかった。







　71:59:59







　第二のゲームの始まりと共ともに、敷しき島しまが首から手を離はなす。救われるような形で解放と、同時に困こん難なんが訪おとずれる。腰こしが抜けてその場にへたり込みそうになるが、崩くずれそうな膝ひざを叩たたいて鼓こ舞ぶし、なんとか中ちゆう腰ごしを維い持じする。敷島は引っ込めた手を下ろして、グラウンドの方へと向いた。

　その目は横たわる怪かい獣じゆうに向けられている。俺おれも自然、隣となりに立って様よう子すを見守った。

　時間の進行と共に怪獣が再ふたたび動き出すのではと心配がよぎるが、そういう兆ちよう候こうは見られない。しかし敷島はなにか確かく信しんでもあるように怪獣を見下ろしたまま、動こうとしない。

　そのまま続く無む言ごんに耐たえられず、返事を期き待たいしないでぼやく。

「こっちになんのメリットもないのに。とんでもないことに参加させられているよな」

　怪獣を見ていると改あらためてそう思ってしまう。こんなのと戦たたかわされて、殺されて。

　勝っても得るものはなく、摩ま耗もうするばかり。

「あるじゃない、メリット」

「えっ？」

　俺の呟つぶやきを拾い上げるように反はん応のうした敷島の声が、透すき通る氷のように貫つらぬく。

　伸ばした腕うでの先には携けい帯たい電話があり、その指は操そう作さをし続けながら。

「好すき勝かつ手てに魔ま法ほうが使えるなんて。最高に、楽しいじゃない」

　振り向いた敷島が歯を見せて、牙きばでも剝むくように雄お々おしく笑う。

　口もとは冗じよう談だんめいていた、しかし。その目の輝かがやきは、偽いつわりを排はいしている。

「冗談だけどね」

　すぐに笑え顔がおを引っ込めた敷島が真ま顔がおで言う。逆じゃないのか、その表情の作り方は。

　じっとりと、視し線せんによって汗あせが浮かび上がり、背中が濡ぬれるようだった。

「あらあら、あれはなにかしらー」

　窓まどに向いた敷島が、どうでもよさそうに注ちゆう目もくを促うながしてくる。

　指し示した先には、見み慣なれてしまった怪獣。ゲーム開始後も起き上がる様子はない。ただし敷島の言うとおり、一つだけ変化があった。それは、閉とじていた大おお口ぐちが開かれようとしていることだ。

　怪獣の巨きよ大だいな口が開く。周しゆう囲いの大人が仰ぎよう天てんして、腰でも抜けたような尻しりを突つき出した姿し勢せいで慌あわてて逃げようとする。それに失敗して転び、尻しり餅もちをつく大人が恐きよう怖ふする中で、牙の隙すき間まから一つの影がちらつく。大たい樹じゆの木こ陰かげから、人ひと型がたの影が独どく立りつして日の下へおもむくように。

　口を内側から開けて、出てきたやつがいた。

　そいつが怪獣の牙を支えるように持ち上げて、ぬるりと、地上へと降り立つ。

　長ちよう身しん瘦そう軀くのそれは、首から上に異い形ぎようを携たずさえて佇たたずんでいた。

　異形から這はい出るもの。煤すすけた橙だいだい色いろの布ぬのを身みに纏まとい、黄昏たそがれに影を費ついやす。濡れたような茶色い毛け並なみと、尖とがった口もと。露ろ出しゆつする前歯と赤き双そう眸ぼう。その手て元もとには、鈍にぶき朱しゆ色いろの輝き。

　布ぬのの隙すき間まから覗のぞける顔と耳は、齧げつ歯し類るいそのものだった。はみ出た細い尻尾しつぽが怪かい獣じゆうの唾だ液えきを振り落とすように揺ゆれる。ぴち、ぴちとグラウンドの土に跳はねた粘ねん液えきが、すぐにかき消えていく。

　二に足そく歩ほ行こうの、人と変わらない大きさの、ネズミ。

　ラットマン。いや、ねずみ男？

　あれが、今回の俺おれたちの敵てきなのか。

「藤ふじくん、急いで」

　惚ほうけている俺の手を引っ張りながら、敷しき島しまが駆かけ出す。俺が窓まどにつけていた手もそうなのだが、敷島の手もやや過か剰じようなほどに水みず気けをまとっているのが、そのとき妙みように気になった。

　階段を目指すところから察するに、あのねずみ男のもとへ向かうつもりだろうか。大きさこそないがあれが敵であるのなら、迂う闊かつに近づいていいものか。なにをしでかすか分かったものじゃない。嚙かまれたら未知の細さい菌きんに感かん染せんしそうだし、害がい獣じゆうとしてのイメージからも抜け出せそうにない相あい手てだった。

　そういったものを無む視しして走ることのできる敷島は、言い方は悪いが常じよう識しきを逸いつしているとしか思えない。怪獣退たい治じの際に『吹ふっ切れて』しまったのだろうか。緊きん張ちようからか少し走るだけで息いきが上がり、喉のどが詰つまるようだ。それにくわえて真夏日のように汗あせが噴ふき出す。今日はこんなにじめじめと暑い日だっただろうか。まるで梅つ雨ゆだ。雨雲が迫せまっているのかもしれない。

　階かい段だんを駆け下りて、下げ駄た箱ばこまで来たところで敷島が止まる。上うわ履ばきを脱ぬいで、靴くつはちゃんと履はき替えるらしい。周まわりの人の目があるからだろうか。俺も倣ならって履き替える。それから敷島は外に出てから携けい帯たい電話を構かまえて、忙せわしなく指を動かして操そう作さする。

　その直後、敷島が白しろ目めを剝むいた。

「うぃぇっ」

　不ふ意い打うちの表情に奇き妙みような声をあげてしまう。こっちまで目を剝いて、白目が強きよう調ちようされそうだった。しかもそのまま後ろへ倒たおれ込みそうになったので、慌あわてながら背中に腕うでを回して支える。重い。いや敷島を限定しているわけではなく、意い識しきのない人間の身体からだは予想しているよりずっと硬こう直ちよくして、遠えん慮りよのない重みをぶつけてくる。敷島の携帯電話が地面に落下したが、拾っている余よ裕ゆうはない。

　張り詰めた重みがふと、糸を切ったように解かれて敷島の目が戻る。踵かかとを地面に滑すべらせそうになりながらも、敷島が焦あせったように腕を振り回して起き上がる。溺おぼれそうな子供が暴あばれるような動きだった。膝ひざに手を置いた敷島の肩が緩ゆるく上下する。

「おいおい大だい丈じよう夫ぶか。白目剝いていたけど」

　心しん身しんのどちらに負ふ担たんがかかっているかは敢あえて問とわなかった。

「そうなの？」

　一いつ瞬しゆん、意い識しきが飛んでいたことにも気づいていない……当たり前か。意識ねーんだって。

「そうね、そうだったみたい」

　額ひたいを押さえながら、敷しき島しまが独ひとり言ごとのようにぼやいて納なつ得とくする。

「もっと近づいて、『埋うめないと』意味ないみたい」

「……なんのこと？」

「あとこれはバグかも。利用はできそうだけど、難むずかしいかな」

　こちらの質しつ問もんを無む視しして、次の独り言に移ってしまう。頭の回転が違ちがうのだから少しは説明してくれよと言いたくもなるが、俺おれに歩ほ調ちようを合わせて敷島の能のう力りよくが減げん退たいするのは、賢かしこいと言えないか。大事なことは……なんだろう？　この場を切り抜けることか？　あのネズミを殺すことか？　それとも、それとも……俺はなんのために、このゲームを続けないといけないんだ？

「藤ふじくん」

　敷島がこっちを向く。その顔は雨にでも打たれたように汗あせまみれだ。

「もう一回白しろ目めを剝むくから、支えてくれない？」

　普ふ通つうに生きていてはまず聞くことのない宣せん言げんだ。人差し指を立てる敷島の要よう求きゆうに、「おう」と頷うなずいてはみたもののなんだそりゃあ、と疑ぎ問もんも大量にあった。「ありがとう」と敷島が俺に寄りかかってくる。いきなり胸むなもとにひっつかれた形となり、別の意味で慌あわててしまう。

　寄りかかる敷島の頭をどうしたものかと、目と共ともに手が宙ちゆうをさまよう。

「えぇっと、最初から座すわるなり、寝ね転ころぶなりしていればいいんじゃないか？」

　敷島の目だけが動いて、俺を見上げる。

「そうね。藤くんってちょー賢い」

「褒ほめてないだろ」

　それに対する返事をごまかすように、座り込んだ敷島が携けい帯たい電話を弄いじる。そしてまたも白目を剝いた。宣言通りに意い識しきを飛ばすこいつがなんだか怖こわい。先さき程ほどもそうだったが、携帯電話を弄った直後に意識が飛ぶということは、あのスキルアプリというものが関係しているみたいだ。

　意識をぶっ飛ばすスキルというものがあるのかは知らないが、もし飛ばしているなら一体、どこへ行っているんだ？　思わず頭上を仰あおぎ見る。敷島の魂たましいが笑え顔がおで手を振っていたりはしない。遠くで太陽が沈しずみ始めて、それを追うように曇くもり空が伸びて、今にも一ひと雨あめ来そうになっていた。この蒸し暑さもそのせいだろうか。雨がざんざか降ってしまえば、グラウンドに未いまだ散らばる俺たちの罪つみは、少しばかりでも洗い流れてくれるだろうか。……まぁ、そりゃあ、無む理りだな。死体の片かた付づけが困こん難なんになるだけだ。敷島を見る。まだ意識が戻っていないらしく、白目である。口の端はしから泡あわまで噴ふいている。さすがにこれは思し春しゆん期きの少女として頂いただけないだろうと、拭ぬぐっておいた。

「……遅おそい」

　前回よりずっと長く、敷島の意識が帰ってこない。時間にすればまだ数すう秒びようかも知れないが、それでも顔色まで悪くなってきたので不安に駆かられて、頰ほおを軽く叩たたく。途と端たん、敷島の身体からだが派は手でに身み震ぶるいして目玉がひっくり返った。そして長く沈んだ後に水面へ急きゆう浮ふ上じようでも果はたしたように、身体からだを丸めながら何度も噎むせる。背中をさすると、敷しき島しまは「平気」と起き上がる。

「あぁ、きつかった……白しろ目め剝むいてた？」

「泡あわも噴ふいていた」

「濡ぬれ手で粟あわね」

　意味が分からん。あわと聞いて、適てき当とうに思いついたことわざを口にしただけのようだ。

　しかも他にはなんの説明もしない。俺おれには、頼たよる気がないのだろうか。

　正しいけれど少し寂さびしい。

「よっこいしょ」と、自分の膝ひざを押しながら敷島が立つ。スカートを払はらったあと、右を向く。

　細めた目の先にあるのは正門へ繫つながる、二つの校こう舎しやに挟はさまれた道だ。

「敷島？」

「藤ふじくんはそっちの出入り口あたりで待たい機きしていてくれない？　あのデカネズミには私が接せつ触しよくしてみるから」

　敷島は睨にらんでいる方向を指し示す。正せい門もん付ふ近きんの駐ちゆう車しや場じようには教きよう頭とうのベンツがご健けん勝しようのようでなによりだが、出入り口を見み張はっていろとはどういうことだ？　どんな算さん段だんがあるのだろう。

「ムダになるかもしれないけど、よろしくね」

　俺の肩を叩たたいて、どこか焦あせるように敷島がグラウンドの中ちゆう央おうへと駆かけていく。

　それを追いかけるか一いつ瞬しゆん迷まよい、いや、言うとおりにしておこうと進む方向を変える。

　分からないが、敷島が意い識しきを飛ばしたことと関係あるのかもしれない。

　そして恐おそらくムダにはならないだろうという予感があった。敷島の行動には意味がある。

　その意味が結果として、災さい難なんとならない保ほ証しようはないのだけど。

　敷島と一いつ旦たん別れて、指示通りの場所で待機する。角度を変えたため、距きよ離りはあるもののグラウンドの様よう子すを覗のぞくことができた。グラウンドは……なんだ？　靄もやでもかかっているように白いものが混じっている。あれは、湯ゆ気げ……水すい蒸じよう気き、なのか？　その白く霞かすむ場所の中で赤い双そう眸ぼうが動く。ねずみ男はまだグラウンドに健けん在ざいだった。まるで周りの状じよう況きようを把は握あくするように、頭を落ち着きなく振っている。その手元には寂せき寞ばくを感じさせる、暗い赤色が寄り添っている。

　カンテラだ。塗と装そうの赤色は中から発せられるものと異ことなり、鮮せん明めいな朱しゆ色いろに近い。

　そのカンテラを呼よび鈴りんのように激はげしく揺ゆらしている。そして揺れるカンテラの灯あかりから、赤色の粒りゆう子しが舞まい散ちっていることに気づく。毒どく々どくしくも激しく輝かがやく、光の群むれが濁った水蒸気に乗って舞う。

　その静かな幻げん想そうと共ともに、齧げつ歯し類るいの前歯が蠢うごめく。僅わずかな動きであっても、大人たちをびくつかせるには十じゆう分ぶんだった。報ほう道どう陣じんのカメラに捉とらえられているので、怪かい獣じゆうと違ちがって生きたまま全国にその姿をさらしている。もっともその記き憶おくが、いつまで保たもたれるか分かったものじゃないが。

　あぁ。もう、死にたくない。

「………………………………………」

　人ひと型がたの巨きよ大だいネズミか。
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　もし怪かい獣じゆうによる犠ぎ牲せいがなかったなら、山やま崎ざきあたりは喜よろこんで観察していたことだろう。

　大人達の横を堂々と通って、敷しき島しまがねずみ男に接近する。動きに気き負おいがなく自然であったためか、誰だれもそれを止めようとしなかった。呆あつ気けと、未み知ちの生物への警けい戒かいの板いた挟ばさみにあって身動き取れなくなっているようだ。反はん応のうを見せたのは敷島の方へ首を伸ばした、ネズミだけ。

　ねずみ男は敷島という異い変へんを認みとめてか、その双そう眼がんを一いつ層そう、濡ぬれるように赤々しく染そめる。

　歯を鳴らすように顔が微かすかに上下して、丸まった背中が動き出す。ねずみ男が背中を向けた先には敷島。そのままグラウンドの外へと走り出していく。つまり、逃げ出したのだ。巨きよ大だい怪獣を迂う回かいするように回り込んで敷島と距きよ離りを取りつつ、そしてこちらへ向けて駆かけてくる。

　来るのかよ、と中ちゆう途と半はん端ぱに身み構がまえながら頭が真まっ白しろに陥おちいる。カンテラと共ともに尻尾しつぽを振りたくりながら疾しつ走そうするネズミは、怪獣への脅きよう威いともまた異ことなる不ぶ気き味みさを醸かもし出す。着ぐるみにしては生なま々なましすぎるそいつは俺おれのことも避さけるつもりのようで、勢いきおいは衰おとろえないがコースを変えてくる。どうする。道を阻はばむか、それとも見み逃のがすか。敷島が何かしらの確かく信しんを持って俺をここに配はい置ちして、それがこうして実じつ際さいに効こう果かを上げた以上は俺もそれに応こたえなければならない。そういう気き概がいはあるが、しかし、相あい手ては異い形ぎようだ。なにをするかも、なにを持っているかも未み知ち数すうのそいつに飛びかかることが、俺にできるのだろうか。そもそも俺は普ふ通つうの野の良らネズミだって手を伸ばして触さわることができるかというと、答えはノーなのに。

　悩なやんで目を回していると、突とつ如じよ、痛いたみの粒つぶが肌はだに張りついた。正面から真まっ直すぐ飛んできたそれを顔面や、交差した腕うでで受けると断だん続ぞく的てきな痛いたみに襲しゆう撃げきされる。ばりばりと、堅かたい雨が横から飛んでくるようなそれは受けた感じが砂すな嵐あらしに近い。いやでも、そんな強風は発生していないぞ。混こん乱らんする中、その間に、ねずみ男が通りすぎてしまう。ねずみ男も背はい後ごを気にするように振り返っていたが、やがて前を向いて逃とう亡ぼうに集中したようだ。なにもできなかったのならせめて追いかけようと、足を一歩前に出したところで横をすり抜ける影があった。走り抜ける敷しき島しまの後ろ姿を認めて、今度こそ追いすがるように走り出す。横に並んでから敷島に短く謝しや罪ざいした。

「悪い。足止めもできなかった」

「いいのよ、無理だとは思っていたから。私だって触さわるの嫌いやだもの」

　手を払はらいながら、敷島が言う。その手に張りついて落ちる気け配はいがないのはなんの変へん哲てつもないグラウンドの砂すなだった。

　……今のは敷島が、なにかしたのか？

　ねずみ男は真まっ直すぐ正せい門もんを目指している。遠くの体育館から悲ひ鳴めいを束たばねたような声が聞こえてくるが、状じよう況きようを分かっているのだろうか。ねずみ男は足こそ速いが、極きわまっているわけでもない。走る度たびに頭が水をもぐるような、湿しつ気けによる不ふ快かい感かんさえ我が慢まんできれば、見み失うしなわない程てい度どの追つい跡せきは十じゆう分ぶんに可か能のうだった。だがねずみ男の方に目的があって走り続けているのかもまだ分からない。先行きが見えないまま走るのは不安がつきまとうものだった。引き返せない場所まで連れて行かれるような、そんな漠ばく然ぜんとした心配が心に陰かげを生む。明らかに異い質しつな高こう温おん多た湿しつに加くわえてねずみ男の走る軌き跡せきに、あのカンテラの光が残ざん留りゆうしていることもあって、余よ計けいに。

　この光、触ふれても害がいはないのだろうか。そして温度の変化に関係あるのだろうか。

「教きよう頭とうのベンツは？」

　車の前を通りすぎる際にダメ元もとで尋たずねてみる。

「残念ね。鍵かぎがあればあのネズミを轢ひいてやるのに」

　敷島が冷れい笑しようを浮かべる。お前の運うん転てんだと真っ直ぐ逃げる相あい手ても轢けるか怪あやしいぞ、という意見は黙だまっておいた。それから、気になることについてもう一つ質しつ問もんしてみる。

「あのネズミが逃げるって、どうして分かった？」

「勘かん、では納なつ得とくしそうにないわね」

　早くも息いきが上がり始めた敷島が、前まえ屈かがみになりつつある。体力の増ぞう加か、なんていうスキルは駆く使ししていないみたいだ。敷島が根っからの化ばけ物ものに進化していなくて、少しホッとする。

　意いを決けつして敷島の手を握にぎり、先せん導どうする。途と中ちゆうで、敷島からも強く握り返してきた。

　ぬるりと、指の間でお互いの汗が交差する。

「藤ふじくんはどう思っているの？　分かったことへの謎なぞ」

「……お前、予よ知ちのような能のう力りよくを持っているな」

　一番単たん純じゆんな答えをぶつけてみた。敷島が超ちよう賢かしこい、というのも捨てがたいが。

「未み来らいを少し覗のぞき見ただけよ」

　澄すました顔で敷しき島しまが答える。正せい解かいのようだ。そんなことまでできるのか、スキルは。

「『[image: れーてんご]秒びよう先さきに意い識しきを飛ばし』て、『離り脱だつした意識に目を宿し』て、『別べつ離りした意識の情じよう報ほうをくまなく回収』しただけ。でもこのままだと[image: れーてんご]秒先の未み来らいしか覗のぞき見ることができないから、残り二つの枠わくでスキルの威い力りよくを増ぞう強きようしてみたの。そうしたら、意識を飛ばす時間が長くなって泡あわ噴ふいちゃった」

『てへっ』とばかりに舌しただけを出す。ただし無む表ひよう情じようだ。全まつたく持って笑えない。

　校門から飛び出したねずみ男は道路も走り抜けて、畑へ向かっていく。当然、そのまま追う。だがあのネズミは逃げてどうする気だ？　どこかへ誘さそい込んでいるようには到とう底てい思えない。畑になにがあるというのだ。大量の仲なか間まが待まち伏ぶせ、というわけでもないようだし。

　一体、こいつはなにを狙ねらっている？　どんな脅きよう威いを孕はらんでいるんだ？

　その声なき問といかけに応じるように、畑を斜ななめに横切るように走っていたねずみ男が、急に立ち止まる。畑の周しゆう辺へんになにかあるわけでもない。中ちゆう央おうですらない中ちゆう途と半はん端ぱな位置で、グリーンピースに囲まれたねずみ男が、緩かん慢まんな動きで天を仰あおぐ。

　その視し線せんを釣つられるように追っていくと、先にあるものは雨あま雲ぐも。コの字を描えがくような雲が、黄昏たそがれ時どきの緋ひ色いろの光を覆おおい隠かくし、後ご光こうと共ともに君くん臨りんしている。そして光と雲の隙すき間まから、降り注そそいでくるものがあった。ぺちゃりと、目の前で真まっ赤かなものが弾はじける。

　雨？

　雨が、赤い。

　ねずみ男の撒まき散ちらす粒りゆう子しが上空へ消え去さり、そして降り出した夕立に取り憑ついて、赤色の雨を生み出していた。鼻や前まえ髪がみに降り注ぐそれに思わず身み震ぶるいしながら、手をかざす。すぐにも大雨となったそれが町と俺たちをずぶ濡ぬれに浸ひたす。良いイメージは、まったくない。

　その練ねり込まれたような赤色が鼻の先で弾けて、寒さむ気けを催もよおし始めた。

　赤い雨が降る地ち域いきは地ち球きゆう上じようにもあったはず。けどこれは、自然のもたらしたものじゃない。

　あのねずみ男が意い図として引き起こしたものだ。雨を降らしたかはともかく、着色はやつの担たん当とうで間ま違ちがいない。敷島も一いつ旦たん、ねずみ男を追いかけるのを中断して雨を手のひらで受け止める。

「……紅こう水すい陣じん？　いえ、溶とかしはしないのね」

　指の間で雨あま粒つぶを擦こすりながら、敷島が呟つぶやく。上を向いたその顔に雨が容よう赦しやなく降りかかり。

「……え？」

　流れ落ちるはずの赤色が、その顔に留とどまる。

　雨を受けた敷島の顔に、暗あん紅こう色しよくの発はつ疹しんが浮かびだしている。更さらに指先は赤く腫はれ上がり、敷島もそれに気づいたのか目を見開く。当然、俺おれも逃のがれられない。目の前がぼやけたと感じた直後、膝ひざと肘ひじが燃えた。関かん節せつの隙間に燃えたぎる刃はでも差し込まれたように、高熱と、それが行き着いたことによる激げき痛つうに苛さいなまれる。とても立っていられない。脇わき腹ばらを抱いだくように地面を転がり、脇を搔かきむしる。爪つめを立てて身みを堅かたくしても、関節痛つうは一向に収まりを知らない。

　動どう悸きが加速して見開いた目は閉じることを忘れる。食いしばって剝むきだした歯と顎あごの痛いたみなどごまかしにもならない。痛みが鍋なべで火にかけられているようだった。熱くて痛い。その熱がまったく引く兆きざしを見せないのが、なによりもどかしい。気が狂くるいそうになる。

　ねずみ男は俺おれたちに襲おそいかかる症しよう状じようを満足げに確かく認にんしたあと、慌あわてたように走って離はなれていく。尻尾しつぽと共ともに揺ゆれるカンテラの光は雨あま露つゆに濡ぬれることで霧きりのように広がっていく。

　とても追うことはできなかった。それどころじゃない、と舌したを突つき出して悶もだえる。

　苦しくて、辛つらくて、もどかしくて。身体からだを投げ捨てたいほど狂くるおしい。

　雨に打たれたグリーンピースが、急速に萎しおれていく。

　俺の隣となりで片かた膝ひざを突いた敷島は、息いきも絶たえ絶だえになりながら携けい帯たい電話を弄いじっていた。腫はれ上がった指を緩かん慢まんに動かしながら携帯電話を操そう作さしている最さい中ちゆうに、力尽つきるように倒たおれ込む。それでも歯を食いしばった敷島が前まえ髪がみを搔かき上げながら身体を起こし、携帯電話の操作を続ける。

　なんだ、なんだ、なんだと疑ぎ問もんの声がエコーする。声まで焦しよう点てんを失ったように二に重じゆう、三重となって頭ず蓋がい骨こつに響ひびく。そして脳のうと頭の間に留まって重い。とにかくなにもかも鬱うつ陶とうしい。

　そして敷しき島しまは、腕うでを伸ばしたまま顎を地面に突き刺さすように倒れた。大だい地ちに口づけしたまま、もごもごと敷島の顔が動く。

「降こう水すい確かく率りつはゼロだったのに。天てん気き予よ報ほうってアテにならない」

　くぐもった声で敷島がぼやく。まだ舌したは動くみたいだった。

　こっちの限界の方が早く来る。そんな嫌いやな確かく信しんを余よ所そに、引き続き、敷島が呟つぶやく。

「ネズミ退たい治じなんて業ぎよう者しやの人に頼たのめばいいのに」

　まったくだと、同意する舌も伸ばせそうにない。

『今回』はここまでか、と目を瞑つむりかけた、そのときだった。

　同じく倒れるばかりだったはずの人影が、真まっ直すぐに伸びて。その影が顔にかかったことで、降りかかっていた瞼まぶたも開くことになる。敷島が、何事もないように立ち上がっていた。

　濡れて下りていた前髪の向こうで、その目が月のような輪りん郭かくを形作る。

「その業者が私たちなんだけどね」

　膝ひざを伸ばしきった敷島は、平へい然ぜんと独ひとり言ごとを続けていた。雨に打たれ続けながらも、髪以外は寝ねる気け配はいもない。見ると敷島に降り注そそいだ雨は跳はねることなく、水面へ吞のまれるように『吸きゆう収しゆう』されている。よもや制せい服ふくが特別製ということはない。敷島そのものが『異い質しつ』なのだ。

　振り向いた敷島が、目を疑っている俺を力強く引き起こす。いくら敷島でも女の子だ。いやなに言っているのか混こん乱らんして伝つたわりづらいが、つまり同どう級きゆう生せいの女子はこんなにたやすく俺を引っ張り起こせるものかと、そこもまた不ふ思し議ぎだった。俺は脱だつ力りよくして雨も吸い込んで、普ふ段だんよりずっと重いはずなのに。

　そのどちらの摩ま訶か不ふ思し議ぎな現げん象しようも、『スキル』がなし得えているのだろうか。

　俺を背せ負おった敷島が、側そばに建っている、恐おそらくは農業用の倉庫へ躊躇ためらわずに入り込む。埃ほこりと土の匂においにまみれた屋根の下で俺を下ろす。俺は堅かたい木製の床ゆかの上に横たわり、赤い雨が自分の身体からだを伝って地面に滴したたるのを見る。ブドウジュースか、ワインみたいな色合いのそれが俺を蝕むしばんでいる。声も出せないほど、身動きができないほどに。

　関かん節せつはますます、堪たえがたい痛いたみを放つようになる。けれど雨に当たり続けるという不ふ愉ゆ快かいさが薄うすれたからか、ほんの少しだけ気分が和やわらぐ。曲げるのが辛つらいので伸びきった腕うでの先を窮きゆう屈くつに見ると、指先が真っ赤に腫はれ上がっていた。虫にでも嚙かまれた跡あとのように見える。

　腰こしも同どう様ように痛むので、寝ね返がえりも気軽に打てない。意い識しきのやり場のなさにくじけて涙なみだがにじんできそうだった。

　敷しき島しまの方は小屋の入り口に立ち、外の天てん候こうを窺うかがっている。症しよう状じようが消えているわけではない。顔にはホクロのような形を取る赤い発はつ疹しんがびっしりとあり、腫れた指や足はそのままだ。でも、敷島は平へい然ぜんとしている。

　むしろ落ち着きがない。今もジッとしていられないとばかりに足あし踏ぶみを繰くり返している。その敷島が振り向いて、「大だい丈じよう夫ぶ？」と調ちよう子しを尋たずねてくる。なにひとつ大丈夫ではない。

　声を出すのも嫌いやになるほどだった。赤い水すい滴てきを髪かみから垂たらす敷島が「なわけないか」と返事もなしに納なつ得とくしてくれる。それはいいのだが、お前、なんで平気なのと目で問といかける。敷島が察してくれて、手のひらをこちらに見せつけてくる。

「『手のひらに包める大きさの物体から動どう力りよく源げんのエネルギーを分解』して、『エネルギーを相そう応おうの活力という形式に変へん換かん』して『作り出した架か空くうのエネルギーを体内に取り込ませて』いるの。症状が治おさまるわけではないけど、動くのに十じゆう分ぶんすぎる活力を雨から得ているわ。むしろ動かないと頭がどうにかなりそうなの」

　ぐるんぐるんと、肩を回しながら説明してくる。言こと葉ば通どおり、症状の浮かんでいない部分の血けつ色しよくは既すでに回かい復ふくしきっていた。むしろゲームが始まる前よりずっと良りよう好こうにも見える。

「猛もう毒どくのステータス異い常じようは治ち療りようできないけど、ドレインで強引に回復している感じ」

　あぁ、そっちの方が分かりやすい。つまりごり押ししているわけだ。

「このスキルの組み合わせは強力すぎるから、恐らくだけど修しゆう正せいされてしまうでしょうね」

　ゲームのテストプレイヤーじみた発言だった。多た分ぶんに自じ虐ぎやくを含ふくんでいるが。

　しかしそうだろうなとは思う。俺を引きずって運べるということは、本来より過か剰じような身しん体たい能のう力りよくを発はつ揮きしていることにもなる。そこまで便利な能力は与えられないだろうなと、意い地じの悪いゲームと向き合っていれば漠ばく然ぜんと感じるものだ。バランス未み調ちよう整せいの急ごしらえな『スキルシステム』にはこうした穴あながいくつもあるのだろう。それを見分けられる敷島は偉えらい。

　もし俺が選んだのなら絶対に見み過すごしていたはずだ。

「それにスキルを機き能のうさせていないとすぐにでも倒たおれてしまうから、常じよう時じ発動させているとなると残るスキル枠わくは二つ。大おお幅はばに制限されてしまう、これは厄やつ介かいね。あぁ困こまった」

　言葉には悲ひ壮そう感かんが微み塵じんもない。そんなものに浸ひたる間もなく考えているという、険けわしい表情だった。あくまでも視し線せんは雨を捉とらえている。……そりゃあ、そうだ。このまま雨が降り通しになるとしたら、どうやってここから出ればいいんだ。敷しき島しま一人なら外に出ても動けるだろうが、俺おれはこれ以上雨に打たれて症しよう状じようが悪化すれば発はつ狂きよう死しする自信がある。このまま俺をここに放置して、敷島にネズミ退たい治じのすべてを委ゆだねるか？　けれど関かん節せつ炎えんを抱えたままここに独ひとりぼっちにされて何時間も経けい過かしたら、それだけで気が狂くるいそうだ。……みんなは大だい丈じよう夫ぶなのか？

　この雨がどこまで変化しているか定さだかじゃないが、学校は目と鼻の先だ。取しゆ材ざいに来た連中や警けい官かんはともかく、山やま崎ざきや友人たちが大人しく体育館の中に留とどまっているといいのだが。山崎は、怪かい獣じゆうによる犠ぎ牲せいがなかったら赤い雨の下へ喜よろこんで飛び出していっただろうから……考えるのを止める。あの犠牲を正当化してしまいそうな要よう素そを自然に探さがしていて、嫌いやになった。

　あとは無ぶ事じを祈いのるなら親父と母さんも。特に母さんは暢のん気きなところがあるから、心配だ。

　関節痛つうにもほんの少しだけ慣なれて、他人に意い識しきを割さくことができるようになる。と、敷島が小屋の扉とびらを閉とじてしまう。灯あかりなど用意されていないので、小屋の中は当然、外より早く夜に包まれる。閉じきったあと、真まっ暗くら闇やみの中で声だけが聞こえてきた。

「テレビの人たちが車で出てきたから。見つかると困こまるでしょう、色々と」

　なるほど、それは確かに。あのねずみ男を追いかけるところも目もく撃げきされているからな。

　ただでさえ怪獣の件けんでも色々と突つかれそうなのに、テレビ放ほう映えいはよろしくない。世よ論ろんを味み方かたにつけることができればアリだが、できるだろうか。……敷島ならやってのけそうな気もする。

　戸を閉じたことで、室内の湿しつ度どを顕けん著ちよに感じる。火ほ照てりきった身体からだに、蒸むした空気が辛つらい。五月の陽よう気きに加くわえて雨に晒さらされた衣い服ふくの張りつきが、不ふ快かい感かんをかき集めるようにぶつけてくる。高こう温おん多た湿しつの環かん境きようを未いまだに母さんは嫌きらっているけど、今は同感だった。俺は氷こおりになりたい。

　枠わく組ぐみの歪ゆがんだ古い小屋であるから、隙すき間まから微かすかに光が差し込む。目が慣なれてくれば薄うすぼんやりと敷島の輪りん郭かくが見えてきて、靴くつを脱ぬいでいる最さい中ちゆうだと知った。更さらにソックスまで脱いでしまう。裸足はだしになった敷島が足の指を閉じて、開いてとやっている。俺に足の裏うらを向けて。

「あのネズミにもう少し接近できれば、片かたがつくのだけど」

　右手の指をわきわきと蠢うごめかせながら、敷島がぼやく。首の骨ほねでも『こきゃっ』とやってしまいそうだ。それとも残りのスキルでねずみ男を仕留めるつもりか。今までにこいつは六つのスキルを明かした。それらはいわば『防ぼう御ぎよ』に属するものであったと思う。となれば、残る四つは『攻こう撃げき』に転ずるためのスキルという線が強そうだ。砂すなか風が関係しているのだろうか。

「う、ぇ、う、うぅぅ」

　なんとか口を動かしてみた。意味のある言こと葉ばを紡つむぐことはできなかったが、声は出た。

　首を絞しめられた豚ぶたか牛うしみたいな鳴き声だったが。

「あ、声出せるようになった？」

　どうにか、と返事しようとしたがまだ真まっ当とうな答えは返せず、また半はん死し人にんの呻うめきをあげるに留とどめる。それでも引きちぎるほど強く食い込んでいた指を、脇わき腹ばらから少しずつ緩ゆるめる。人間の適てき応おう力りよくに感かん謝しやする。苦く痛つうも苦く境きようも、乗り越こえられない壁かべではない。ただしそれは砂すなの壁で、のぼろうとしても次々に崩くずれて、容よう易いにのぼることはできないけれど。

　雨が屋根を打つ音を聞きながら、静しずかな苦痛の時間を過すごす。あのネズミ、今が攻せめ入る好こう機きだというのにまったく戻ってくる様よう子すがない。雨に上うわ乗のせするしか攻こう撃げき方法がないのかもしれない。雨で足止めして、逃げ続けてタイムアップを狙ねらってくる敵てき、ということだろうか。

　これからどうする、と敷しき島しまの意見を目で窺うかがう。しかしいくら敷島でも視し線せんからなんでも見抜くことはできないようで、「どうしたの？」と聞き返してくる。やむなく、舌したを動かす。

　首に力を込めようにも四し肢しの関かん節せつや腰こしにまったく力を入れられないので、発音に自信がない。頭だけを独どく立りつして動かすことの難むずかしさよ。ろくろ首ならもう少し楽らくに首を伸ばせるだろうに。

「うぉ、うぉれから」

「う、うぉれ……これから？」

　耳に手を当てて、敷島が判はん読どくしてくれる。そうそう、と顎あごを小さく振って肯こう定ていする。

「これからどうしようってこと？」

　そうそう。

「そんなことを私に聞かれても。あのネズミを見つけて始し末まつするしかないのだけど、どう追いかけよう。闇やみ雲くもに走り回っても……いえ、むしろ雨が赤いから分かる……？」

　敷島がまた一人で考え込んでしまう。どうするどうする、と俺おれのように悩なやんでばかりではなく頼たのもしいのは大変心強いのだが、こうなるとこちらはとことん役立たずだ。敷島に申もうし訳わけないのでこのゲームから降ろしてくれないだろうか。……あぁいや、でも。怪かい獣じゆうに踏ふみ殺されてそのままもあり得るしなにより、先に逃げ出したら、敷島に殺されそうだ。

　摑つかまれた首を思い出して息いき苦ぐるしくなっていると、急に、音が鳴る。

　誰だれかが床ゆかを踏み抜くような、そんな調ちよう子しの音が頭の上から聞こえてきた。

　背せ中なかまで痛いたんできているというのに、その背せ筋すじをピンと伸ばしてしまった。

　小屋が軋きしむ音だ。外を窺うかがったあと、敷島が入り口の戸を少し開いて光を取り込む。音の出で所どころを探さぐるために見上げると、屋根の板が海え老びぞりに歪わい曲きよくしていた。そして生じた隙すき間まから雨あま粒つぶが流れ始めてくる。俺のすぐ側で、溜ため込まれていた雨がぼたたたと激しく音を立てた。

「この雨、人体以外にも影えい響きようが……あるみたいね」

　中ちゆう腰ごしの敷島が半はん笑わらいを浮かべる。他の屋根も崩くずれ始めるのを見て取り、敷島が動く。俺の側に寄って、身体からだの下に手を差し込む。そして「そりゃっ」と転がしてきた。小屋の端はし、ささくれ立った木き箱ばこに額ひたいをぶつけながらも雨水から距きよ離りを取ることができた。もう少し丁てい寧ねいに扱あつかってほしいということは、これっぽっちも思っていない。ちょっと噓うそだ。

　しかしこうなると雨あま宿やどりも長々と許ゆるしてはくれないようだ。雨に打たれたグリーンピースが萎しおれていくのを思い返す。敷島が背せ伸のびをして折おれかけた屋根を押すが、雨の漏もれる向きが変わるぐらいで塞ふさぐことはできないようだった。地面を濡ぬらす雨溜だまりが徐じよ々じよに、侵しん食しよくするように広がっている。いつかそれは俺おれを満たし、溺おぼれさせてしまう。そんな想そう像ぞうが頭をよぎる。

　その想像は、現げん実じつのものと、ならなかった。

「……お？」

　赤い雨が止んだ。それどころか普ふ通つうの雨もからりと上がって、雲の向こうに黄昏たそがれの残ざん照しようが見え始めてくる。通り雨だったのだろうか。雨自体をあのねずみ男が呼んだとは限らない。むしろ雨降りを待まって逃げ続けていた、というのもあり得る。雨が降っているときにしか強くないというのなら、来きたる季き節せつを間ま違ちがえたといえる。梅つ雨ゆ入いりしてから来らい訪ほうするべきだった。

　などと相あい手てに同情している余よ裕ゆうはない。今の内に、もう少し安全な場所へ移い動どうしないと。

　……できるのか、こんな身体からだで。敷しき島しまに担かついで運んでもらうしかないのか。

「雨が止むと私もまずいのよね」

　その敷島が危き機き感かんを表おもてに出すことなく困こまる。口が曲がっているので一いち応おう、本気のようだ。

「燃ねん料りよう切ぎれになっちゃう」

　空を指差しながら俺に言う。……あ、そうか。雨を活かつ力りよくに変へん換かんしていたらしいから、元もとがなくなってしまえば敷島も俺と同じ状じよう態たいになってしまう。今はまだ余あまりで動いているようだが、それもすぐに尽つきると判断しての意見だろう。敷島が小屋の外に裸足はだしのまま出る。

　俺と違ちがい、制せい服ふくが既すでに乾かわきつつあった。吸きゆう収しゆうしていっている結果か。……人間乾かん燥そう機きだな。

「吸収の対象は土か石でもいいんだけど、吸すい続けていたら動けなくなるし……まぁだめならリセットね。今度は雨が降る前に仕し留とめればいいんだから。でも、ネズミの行動パターンを把は握あくするまでは極きよく力りよく死なないようにしないといけない。面めん倒どうね」

　気き楽らくに言ってくれる。でもこの苦く痛つうから解放されるなら、死ぬことも良りよう案あんに思えてくる。

　……けど、しかし。

　前回のゲームでは、確たしかに生き返った。だが今回もそうなる保ほ証しようがどこにある？　死にすぎたことで感かん覚かくが麻ま痺ひしつつあるが、死ぬっていうのは本来、続きのないものだ。終わってしまうものだ。いくら生き返る、やり直せる可か能のう性せいが非常に高い、ほぼ確かく実じつだとしても自分から死ぬことを選ぶ気にはなれない。そういう油ゆ断だんを引っかける罠わなが、どこかにあるかもしれない。

　敷島がふらりと前へ出る。おいおい、俺を置き去ざりにするつもりかと血の気けが引きそうになる。けれど敷島は途と中ちゆうで立ち止まった。畑の中ちゆう央おうに立って、両りよう腕うでを左右に広げる。その手の先には携けい帯たい電話があった。

　翼つばさでも展てん開かいするように胸むねを反そって、腕うでは少し後ろで。その姿し勢せいのまま、首だけが振り返る。

「分かる？　藤ふじくん」

　濡れていたはずの長ちよう髪はつが乾ききったのか、雨上がりの風に爽さわやかになびく。

　ぱたぱたと、黒い旗はたのように。

「純じゆん粋すいな子供がいつしか善ぜん悪あくの共きよう存ぞんする複ふく雑ざつな心を持つように。この世界の大たい気きには毒どく素そが蔓まん延えんしていて、私はそれを人よりちょっと多く吸ってしまったんじゃないかと、そう思うの」

　感情を省はぶいたまま、そんなことを言い出す。敷しき島しまは自じ称しよう『悪い子』だから、その由ゆ来らいを説明しているのだろう。それはまるで、これからもどんどん悪くやっていきますよと宣せん言げんするための、開き直りのように感じられた。……あと、言いたいけど。『ちょっと』か？

　天気の休まりもつかの間、またすぐに雨が降り出す。結果として敷島の心配は杞き憂ゆうとなる。俺おれの安あん堵ども同時に砕くだかれたのだが。だが地面に降り注そそぐ雨は無む色しよく透とう明めいで、今のところ、赤くはない。あのカンテラが近くにないからだろうか。

　手を下ろして棒ぼう立だちとなった敷島は、そのまま雨に打たれている。燃ねん料りよう補ほ給きゆうだろうか。

　雨あま雲ぐもを見上げて、乾かわいた髪かみを再ふたたび濡ぬらして。

「ふぅん、なぁるほど」

　にぃーっと、敷島が凶きよう暴ぼうな笑えみを浮かべる。唇くちびるの端はしを釣つり上げて、チェシャ猫ねこのように。

　目の下は白はく銀ぎんの化け粧しようを施ほどこしたように、ぎらぎらと、輝かがやく。

「急がないと」と敷島が携けい帯たい電話をしまってから走って小屋に戻ってきた。そして入り口の脇わきに詰つまれた肥ひ料りようの袋を破やぶり出す。中なか身みを地面にばらまいたあと、「なんだもっといいのあるじゃない」と破いた袋を放り捨てる。それから隅すみっこに畳たたんであったブルーシートを引っ張り出して地面に広げる。なにをするのかと眺ながめていたら、次に担かついだのは俺だった。お姫ひめ様さま抱だっこされてしまう。

　俺をブルーシートの端に置いて、「そりゃそりゃ」とシートごと転がしてくる。転がる最中、敷島がなにをしたいのか落ち着きないまま理解した。シートでぐるぐる巻きにされて、更さらに顔面は破いた肥料の袋でくるんでくる。アサリのような匂においのする袋で口もとまで覆おおわれて、大変に息苦しい。湿しつ度ども酷ひどいところに露ろ出しゆつが失われて、地じ獄ごくを感じた。

　そのまま隙すき間まなく処しよ理りされてしまう。もごもごとしていると、ズボッと、目の部分にだけ外から穴あなを空けてくれた。それはいいが、もう少しで人差し指が目玉を貫つらぬくところだったのは、色々とどうなんだろう。思い切りが良いというのは、怖いものだ。

　こうして、俺の雨よけ対たい策さくが出で来き上あがった。こっちは一いつ切さいの身動きが取れなくなったが、確かにこれなら多少は雨を防げるかもしれない。敷島が肩に担いでくれる。傍はたから見れば誘ゆう拐かいか、死し体たい遺い棄きにしか見えないだろう。しかもついでとばかりに、シートと俺のわずかな隙間に脱ぬいだ靴くつとソックスをねじ込んでくる。そして敷島は小屋の入り口から学校の校こう舎しやを睨にらむ。じろじろと値ね踏ぶみするように観察したあと、こちらに振り向く。

「藤ふじくんの家って学校から近いの？　あと、木もく製せい？」

　口も塞ふさがっているし、舌したも動かないしでろくに返事もできない。答えとしてはそこまで近くないし、木製ではない。首を横に振って返事とすると、敷島が渋しぶい顔になる。

「……それなら。仕し方かたないけど、私の家にしておくか」

　まったく乗り気ではないように呟つぶやいてから、敷島が小屋を出る。逃げ込む先の選せん択たくだったのだろうか。敷島が、俺を担いでいるにもかかわらず走り出す。打たれる雨を流れとして取り込むように吸すい取っていくのを間ま近ぢかで眺ながめて、改あらためて、敷しき島しまを『特別』と感じる。

　その特別さを持たない俺おれはなぜ、こいつと共ともに選ばれてしまったんだろう。

　理由の有う無むにかかわらず、嫌いやになりそうだった。







　敷島の家は病院の裏うら手ての通りにあった。向かいにはユウゲンガイシャとだけ書かれたサイクルショップがあり、住じゆう宅たく街がいからは少し離はなれている。敷島の家自体は商売を営いとなんでいるわけではないようで、取り立てて特とく徴ちようのない一いつ軒けん家やだった。隣となりは共同の駐ちゆう車しや場じようだ。赤い雨はこの地域にも降り注そそいだらしく、庭の水たまりに赤色が混じっている。雨を受けた土は荒あらされたようにえぐれていた。

　学校からは普ふ通つうに歩いても十分かかるか、否いなか程てい度どで近いと言える。

　移い動どうの途と中ちゆうから、再ふたたび赤い雨が降り始めていた。しかしそれも五分かそこらで止み、雨もまたあがるという不安定にも程ほどがある天気の移ろいだった。その変化を受けて「なるほどねー」と敷島がなにかしらの確かく信しんを抱いていたのが印いん象しよう深い。俺の目にはブルーシートにくるまれて肥ひ料りようの袋をかぶった男を運ぶ女子高生が血のような雨の中を駆かけているという異い様ような状じよう況きようを、異い常じようとして見つめている人の視し線せんや状じよう態たいばかりが気になった。傘かさを差していない下校中の小学生たちや夕ゆう刊かん配達中だった中年男性がバイクを脇わきに停とめてうつむき、苦しんでいて。それらをことごとく無む視しして、時にまたいで突つき進む敷島にはある種の爽そう快かいさすらみなぎっていた。

　俺たちは医者ではないし、そもそも医者の治なおせる病気の類たぐいかも分かっちゃいないのだが、倒たおれている人たちを救えない→だから放っておく。並なみの人間ではこうも潔いさぎよく割り切れない。

　周まわりを気にかけないと、人間はこんなに真まっ直すぐ、早く走れるのだと思い知らされた。

　門を開けて敷しき地ち内ないに入る。ガレージに車はない。それを一いち瞥べつしたあと、敷島が溜ため息いきをつきながら玄げん関かんの扉とびらの前に立つ。そして手ではなく足をあげて扉を乱らん暴ぼうに蹴けり出したので仰ぎよう天てんした。強きよう烈れつすぎるノックだ。何度も、何度も蹴り飛ばす。五、六回ほど繰くり返して敷島が足を下ろすと、家の奥から階段を降りてくる音が薄うすく聞こえてくる。そうして鍵かぎを開ける音と共ともに出てきたのは、上下スウェットの冴さえない男だった。

　まだ見た目に若いので父親ではなく、話にあった敷島の兄だろう。頑がん固こそうな黒々とした無ぶ精しようヒゲと、伸ばしっぱなしと思おぼしき髪かみの目立つ男だ。ただ、手入れはされていないであろう黒髪は敷島同どう様ようにサラサラだ。遺い伝でんなのかもしれない。眠たそうに目を擦こすっている。

「あぁやっぱり弓ゆみ子こか……おかえ……り……」

　担かついでいる俺の存そん在ざいに気づいて、寝ねぼけてもいられなくなったらしい。目がぎょろつく。

　そんな兄に対して「ただいま」と短く挨あい拶さつしただけで事じ情じよう説せつ明めいの一いつ切さいを省はぶき、敷島が家に上がる。そのまま廊ろう下かを進んで、階段を上り出す。背はい後ごから敷島兄の頼たよりない視線を感じるけど、完全に無視だった。階段を上がりきったところで目だけを動かして下を見ると、敷島兄が階段下にしゃがんでいた。目があうと慌あわてて立ち上がって顔を弄いじるようにしてごまかす。敷しき島しまのスカートの中を覗のぞいていたらしい。……なんとなく、敷島の無む視しする理由が分かった。敷島は一いつ切さい振り向かずに二階の廊ろう下かを進んで、奥の部へ屋やの前に立つ。

「ちょっと下ろすから」

　そう前置きして、俺おれを床ゆかに置いた。雑ざつに放られる感じで、身体からだの側面が痛いたむ。

　手を自由にした敷島は制せい服ふくの上着から鍵かぎを取り出す。その鍵で部屋の扉とびらを開ける。部屋まで鍵をつけているやつも珍めずらしい。施せ錠じようはあの兄への対たい策さくだろうか。

　俺を引きずるようにしながら、部屋の中へと運ぶ。ブルーシートに巻かれて、と極きわめて特とく殊しゆな状じよう況きようではあるが敷島の部屋に入るとなると、つい目が動いて観察に走る。床は木もく製せいだがオレンジ色のマットが中ちゆう央おうに敷しかれている。壁かべや家具は基本、白ばかりだ。二段になって手前の棚たながスライドできる形式の棚の表には学校の教科書と小しよう説せつの類たぐいがいい加か減げんに敷しき詰つめられている。小説の背せ表びよう紙しには『オーラバトラー戦せん記き』とあった。渋しぶい趣しゆ味みだ。

　テーブルは小さく、しかもその上をファンシーかつ緩ゆるいクマのぬいぐるみが占せん拠きよしている。他に机つくえも見当たらないが、勉強するときはどうしているのか。ベッドから寝ね転ころんで視し聴ちようできる位置、壁かべ際ぎわにテレビが配置されている。テレビを置く棚たなの中には映えい画がに混じってリーンの翼つばさのＤＶＤが全ぜん巻かん揃そろっていた。こんな女子高生、なかなかいないと思う。

　意外にも女子と感じる意い匠しようが散さん見けんされる。その中でとりわけ異い質しつなのは、棚の上に観かん光こう土産みやげみたいなものと一いつ緒しよに一つだけプラモデルが飾かざってあることだ。しかも操そう縦じゆうしたら死にそうなやつだった。そういえばジアース号こと自転車を学校に置きっぱなしだ。次回、ねずみ男を追いかけるときは自転車の二人乗りを検けん討とうしてもいいかもしれない。

　敷島はまずエアコンを起き動どうさせる。室内も水すい滴てきにまみれるように、酷ひどい湿しつ気けが充満していた。

　そのあとに、床に再び置いた（今度は丁てい寧ねいだった）俺から肥ひ料りようの袋を引っ剝ぱがす。ようやく外の空気を吸うことができるようになった。冷たくはなく喉のどに張りつくようだが、それでも燃えるような関かん節せつが少しは落ち着いてくれないものだろうか。続いて敷島がブルーシートを引っ張り、剝がしてくる。蓑みの虫むしかミイラに等しかった俺が単なる病人へと戻る。全部外はずしたあとはシートと肥料の袋をまとめて部屋の隅すみに放り捨てて、敷島がベッドにあがる。膝ひざで立ちながら、窓まどの外の雨あめ模も様ようを確かめる。

　いくら体力を回かい復ふくしているといっても、よくあれだけ動けるものだ。こっちは関節痛つうが少し控ひかえるようになったものの、頭ず痛つうと吐はき気けが台たい頭とうしてきた。とはいえ腰こしの痛みがわずかにでも収まったことで、身体からだを起こすことも苦く痛つうを伴ともなうが可か能のうとなる。起きて四つん這ばいになり、壁かべ際ぎわに移い動どうした。壁に寄りかかり、足を伸ばして大きく息いきを吐はく。

「少しは楽らくになった？」

　動いたのを見てか、敷島が声をかけてくる。返事をする前に、隣となりの部屋の扉が開かい閉へいする音を聞いた。

「なった、というか……慣なれた」

　ゆっくりと、意い識しきを集つどわせる必ひつ要ようがあるものの、声を出すことができた。力を込めると蛇へびというほど太くはなく、ミミズの群むれが胃いの底で暴あばれているような不ふ快かい感かんはあるが。

　服が肌はだに隙すき間まなく張りついているのも不快の源みなもとの一つだ。脱ぬぎ捨すててしまいたい。

「死んだら、藤ふじくんの記き憶おくもリセットされるといいのに」

「……なに、言ってんの」

　顔を上げる。敷しき島しまが、苦にが々にがしく眉まゆ根ねを寄せて毒どくづく。

「アレを知られたことが嫌いやなの」

　アレとは兄のことだろう。まぁ知られたくない気持ちも分かる。しかし家族をアレとためらいなく称しようするのは実に敷島だった。俺おれも不ふ要ようになれば『アレ』に堕だするのだろうか。

「外に縛しばり付けて殺してやろうかな」

「お前な……」

「冗じよう談だんよ」

　噓うそをつけ。敷島一人だったら、事じ故こに見せかけて始し末まつに及およんでいただろう。そんな気がする。

　そうではない、と信じたいのだが敷島のまとうものはその楽らつ観かんを許さない。

　怪かい獣じゆうの一いつ件けん以い来らい、ぷっつんしているのではないかとなにかある度たびにハラハラさせられる。

　敷島が窓まどを開けて、身みを乗り出す。エアコンの冷れい房ぼうがようやく効きき出したのに。屋根からこぼれ落ちる雨水を身体からだで受けて、髪かみを濡ぬらし続ける。また赤い雨が降ってきて症しよう状じようが悪化しかねないのに、なんというか、順じゆん応のう早いな。

　しかし頭に大雨を受け続けて平へい然ぜんとしているという絵え面づらはシュールだ。

「あの雨が家の屋根を破は壊かいするのにどれくらいかかるのか分からないけど、こっちから動かなくちゃいけないのは確たしかね。でもどうしよう？　藤くん、なにか考えて」

「え……おれぇ？」

　身体痛いたいと吐はきそうと頭痛いで手て一いつ杯ぱいの俺のどこに期き待たいするというのか。敷島も本気ではないだろうけど、さりとて他に考えることもない。少し無理をして、ゲームと向き合ってみる。

　俺たちがこれからしなければいけないこと。

　ねずみ男を探さがして、敷島曰いわく『こきゃっ』としなければいけないわけだがすっかり見失ってしまった。手がかりも特になし。人混みに隠かくれようがない風ふう貌ぼうではあるが、短期に人の目から逃のがれるのは難むずかしい話でもない。町には異い形ぎようの入り込む隙間が多くあるものだ。

　身みを潜しずめながらの赤い雨攻こう撃げき。怪獣のように力押しではなく、搦からめ手を使う敵てきか。即そく死しはしなくとも追い詰つめられていく感じだ。幸さいわいというか、あの雨に打たれたことによる症状はより酷ひどくなる兆ちよう候こうはない。でもここまで辛つらいと追いかける気力はまったく湧わいてこない。

　そして悪化しないとはいっても、放置しておけば死に至いたることも十じゆう分ぶんあり得た。

　こういう状じよう況きようをスキルで打開しろと言うのだろうけど、敵が分からないのに選べというあたりが理り不ふ尽じんともいえる。もっとも分かったら簡かん単たんに対たい処しよできてしまうわけで、それはこのゲームの主しゆ旨し、そして求めるものに反するのだろう。根こん拠きよはないがゲーム全体の作りからそれを察する。そしてそこから考えるに、敷しき島しまの『吸きゆう収しゆう』は想定以上の効こう果かを発はつ揮きしてしまっている。基本は『死んで覚える』だろうから。本来、俺たちが求められているのはこの高こう温おん多た湿しつの中、赤い雨にまみれて朽くちていくことだったのだ。そしてそこから対たい策さくを練ねって、悪あがきして、ちょろちょろとネズミのように逃げ惑まどって……となっていくはずだったんじゃないだろうか。

　そうした、作られた常じよう道どうを敷島が打ち砕くだいてしまったのだ。

　万ばん事じ塞さい翁おうが馬とは言うが、果たしてその選せん択たくは俺おれたちに良い流れを呼び込むのだろうか。

　……などと色々考えてはみるのだが、この苦く痛つう、この被ひ害がい。死んでリセットをかけて一からやり直すのが、身も蓋ふたもないが一番手っ取り早いという気にさせられる。

　でもできれば死にたくはない。たとえ次があるとしても、死んだ俺がいることには変わりない。そう怖おじ気づいてしまうのは、怪かい獣じゆうに踏ふまれて大勢死ぬところを見てしまったからだろうか。あいつらに次はないのだ。そしてそれは、俺にだって当てはまることもあり得る。

　今回も、俺たちが次を約やく束そくされたプレイヤーであるという保証はどこにある？

　不思議な力を手にはしたが、それは敷島だ。俺にはなんの力もないのだ。他の連中と大差ないじゃないか。

　だから一度死なないと、安心して死ねない。矛む盾じゆんしているが、それが正直な心しん境きようだ。

　となれば、死なずになんとかねずみ男を見つけるしかないのだが。

「お前、未み来らいが見える……よな。どれくらい、先まで？」

　使い道があるのではと期き待たいして敷島に尋たずねる。敷島は外を向いたまま答えた。

「最大限に引き伸ばしても十秒びようか、二十秒ぐらい先。しかも十秒先の風ふう景けいしか見えないの。一秒から九秒の間を知ることはできないわ」

「ふぅん……」

　ネズミ探しには使えそうもないな。

「更さらに言うと未み来らい視しの欠点は、発動中は身体からだを動かせないこと、みたい。幽ゆう体たい離り脱だつしているようなものだから当然かも。秒数が経けい過かしたという意い識しきもないし、死にそうになるほど苦しいし色々と最さい悪あくね。まぁ未来予よ知ちでないものを強引に繫つなげて利用しているんだから、当たり前か」

　白しろ目めを剝むいて泡あわ噴ふいて、ビジュアル的にも優やさしくないしな。十秒先を読むというのは、ネズミを発見した『後』にしか働はたらけそうもない。難なん問もんなのは見つける前なのだが。

　敷島が身体を引っ込めて、ベッドから下りる。髪かみがべったべたのままで部へ屋やを動くので、水すい滴てきが絨じゆう毯たんやそこらに飛び散る。本人はそれを気にする素そ振ぶりも見せないで、テレビのリモコンを取った。電でん源げんを入れる。

「赤い雨の速そく報ほう、やってないかと思って」

　チャンネルを変えながら敷島が言う。ニュース番組をいくつか巡めぐって、学校へ取しゆ材ざいに来て一番目立っていたテレビ局の番組に固こ定ていする。学校のグラウンドと怪かい獣じゆう、それに赤い水たまりが映うつし出されていた。マスクまでつけて厳げん重じゆうに身みを覆おおったリポーターが、雨がどうの、ネズミがどうのと説せつ明めいしている。どれも知っていることばかりだった。

「まさか全世界に降らしているわけではないでしょうし。赤い雨の降る地ち域いきに、あのネズミがいる。ここも含ふくめて学校周しゆう辺へんに降っているなら、まだ近くに潜ひそんでいるということね。そこまでは誰だれでも思いつくけど、問題はその後よね。テレビ局が追って捕つかまえてくれないかな」

　敷しき島しまがさして期待もしていないように呟つぶやく。人じん海かい戦せん術じゆつでねずみ男を探さがすというのは悪くないアイデアに思える。事情を説明してうまく働はたらきかけてくれれば、だけど。それにもし信用されてねずみ男を首しゆ尾び良よく退たい治じできたとしても、その後が問題だ。恐おそらく俺おれたちの行動は大おお幅はばに制限される。他の人間との違ちがいでも見つけようと検けん査さを繰くり返し、世間は大おお騒さわぎになって……などと想そう像ぞうはするがでも一いち応おう、提てい案あんしてみた。なにも言わないのでは本当に役に立たないし。

「みんなで、ネズミを探せないかな」

「この雨の中で動き回りたい人をそんなに募つのれる？」

　道ばたで苦しんでいる人たちを思い返して、「無む理りか」と提案を引き下げた。

「あ、そうだ。藤ふじくん、充じゆう電でんのコードを取ってくれない？　棚たなの上にあるの」

　敷島が、俺の側にある棚を指す。病人を使ってくれるなよ、と愚ぐ痴ちりたくもなるが考えてみれば敷島も同じ症しよう状じようであるのは変わりなかった。元気はつらつだが、無理をしている部分は確かく実じつにあるはずだ。

「そろそろ電話の電でん池ちが切れそうなの。出発までに少しでも充じゆう電でんしておきたいから」

「分かった」

　ゆっくりと横に動いて、棚たなに近づく。手を伸ばして、畳たたんで片づけてあるコードの端はしに指を引っかけて落とす。腕うでを伸ばす際さい、肘ひじがまた熱くなって身体からだが震ふるえた。呼こ吸きゆうが乱みだれる。間を取って、冷ひや汗あせが引くのを待まつ。たったこれだけでも身体に負ふ担たんがかかるとは。これはとてもじゃないが、ネズミを探さがしに町へ繰くり出すことはできそうもない。

　取ったコードをゆっくり、山なりに敷島へ放ろうとする。だけど投げようとしたそれが途と中ちゆうで指に引っかかり失しつ速そくする。へたれたコードが床ゆかに落ちたのを見て、敷島が立つ。

「ごめんなさい。最初から私が動けばよかったわ」

　横おう着ちやくはだめね、と軽く笑う。それが嫌いやみに感じられる程てい度どに、心は弱っていて。

　思わず溜たまる暗いものを、言こと葉ばにして吐はき出す。

「全部、そうだろ」

「え？」

　コードの金かな具ぐを差し込みながら、敷島が振り返る。俺おれは言った。

「なぁ。俺、必ひつ要ようか？」

「もちろん」

　即そく答とうだった。充じゆう電でんの用意を終えてから、敷島がこちらを見て微ほほ笑えむ。
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「藤ふじくんがいなかったら、私はこんなゲームに参加していないもの」

「そりゃ、どうだろうな……」

　よく分からない言い分だった。俺がいるからゲームに巻き込まれた、とでも取れる言い方だけどこっちだって勝かつ手てに巻き込まれた立場なのだ。敷島の言いたいことは、俺が一いつ緒しよだからがんばれるという耳みみ触ざわりのよいものだろう。今はそういうことにしておくか、とそちらを受け入れる。敷島の話し相あい手てを務つとめるというのも、それはそれで意味があると思えたからだ。

　敷しき島しまの携けい帯たい電話が充電中を示し、橙だいだい色いろに発光している。電池が少ないということは、仮かりに俺おれたちが死んで再さい開かいしたときもその残量は一緒だということだ。……大だい丈じよう夫ぶなのか。

　電話……そうだ、俺も電話は持ってきていた。ネズミ探しに役に立たなくても、両親の安あん否ぴぐらいはこれで確かく認にんできる。服のどこに入れておいただろう、と考えるが頭ず痛つうのせいで答えを見つけられない。

　テレビは場面を切り替えて、町内の様よう子すを映していた。まだ病院に運ばれず、道路に突つっ伏ぷしている人も容よう赦しやなく映し、遠えん慮りよなく体たい調ちようや気分について質しつ問もんしている。そんなことより助けろよと言いたくもなる構こう図ずだが、俺たちも無む視ししてきたのでなにか言える立場ではなかった。

　リポーターは厚あつ着ぎの上に傘かさまで差している。背はい景けいの雨は、今は普ふ通つうの色だった。

「うわーひどい。助けてあげればいいのに」

　敷しき島しまが死ぬほどいい加か減げんな調ちよう子しでコメントする。しかし、目だけは真しん剣けんだった。

「敵てきの立場で考えよ……ねぇ。てき、敵……ネズミ。ネズミの考え……○○○○ー？」

　小こ声ごえでかなり危ないことを口走った。そんな敷島に対しての冷ひや汗あせが浮かぶ。

「ネズミの赤い……雨で攻こう撃げき。死ぬ？　いえ……この雨で死ぬのを待まつのは、ちょっと気長すぎるっていうものよ。長ちよう期き戦せん覚かく悟ご？　なぜ？　それは気に入らない、多た分ぶんないわ。保証もないものね……立場が逆ぎやくなら、でも……雨で弱らせて、その後に始し末まつする……うん。今のところはそっちの方が自然。でも始末には接近しないと。するためには居い場ば所しよを……」

　リモコンをリズムよく叩たたきながら、敷島が目を瞑つむる。頰ほお杖づえをついて憂うれうように、独ひとり言ごとを続ける。深しん窓そうの令れい嬢じようとまではいかないが、優ゆう等とう生せいの端たん麗れいな顔つきには相応ふさわしい仕し草ぐさだ。

　頭の中で渦うず巻まいているであろうこと以外は。

「案あん外がい、今は向こうも私たちを探さがしているかも。だけどそれならば逆に、相手もこちらを見つける手立てはないはず。……いえ。まぁそういうことができる力を『選んで』いるならその前ぜん提ていは崩くずれるけれど。無む為い無む策さくに逃げないかな、となると算さん段だんアリ？　うん、そうね」

　目を開いた敷島がリモコンを放り捨てて立ち上がる。開け放していた窓まどから外を眺ながめて、赤い雨の色を確かく認にんするような仕し草ぐさを見せた後に閉じて、鍵かぎをかけてカーテンまで閉じきる。それから俺を正面に捉とらえた。

「藤ふじくんに頼たのみ事ごとがあるのだけど」

「……なに？」

　返事の前に内容を問とう。けれど結けつ局きよく断れないんだろうなぁという思いはあった。

「留る守す番ばんをお願いしたいの。私は出るから、あなたはここにいて」

「ここ？」

　敷島がずかずかと近寄ってきて屈かがみ、俺の顎あごに指を添そえてくる。

「いい？　なにがあってもこの部へ屋やから出ないで。というかね、誰だれも入れないで」

　目つきが教きよう師しに肘ひじ打うちするときと同じ鋭するどさを帯びていた。

　この状じよう況きようで誰を入れてはいけないか、すぐに理り解かいする。

　しかし敷島兄は家の外の危き機きとかそういうものにまったく無む頓とん着ちやくなのか？

「……野や暮ぼなことを、聞くけど。トイレに、行きたくなったら？」

「がんばってね」

　根こん性じよう論ろんかよ。

「そこまで時間かからないと思うから、安心して」

　俺おれの肩を軽く叩たたいて、敷島が充じゆう電でん中ちゆうの携けい帯たい電話からコードを引っこ抜く。恐おそらくは電でん池ち残ざん量りようを確かく認にんした後、ブルーシートと一いつ緒しよに部屋の隅すみに転がっている自分の靴くつを摘つまみ上げた。

　ソックスは履はかないつもりなのか、相あい変かわらず放っておかれたままだ。

「……なにか、アテとかあるのか？」

　独ひとり言ごとの流れからねずみ男の退たい治じに町へ出るのだろうとは分かるが、敷しき島しまは闇やみ雲くもに動き回るような性せい格かくではない。靴くつを玄げん関かんではなくこの場で履はいてから、敷島が酷こく薄はくに唇くちびるを歪ゆがめる。

「アテ、というほど根こん拠きよはないけど……そうそう。藤ふじくんと番号を交こう換かんしておこうかな」

　急に明るい口く調ちようで、敷島がそんなことを提てい案あんしてくる。声こわ色いろが山やま崎ざきの真ま似ねなんじゃないのかというほど場ば違ちがいに甲かん高だかくて、ちょっと怖こわかった。

「なんでまた、急に？」

「友達の番号を知っていて不ふ都つ合ごうあるの？」

「……なんだか、裏うらがありそうで怖いな」

　笑えみを浮かべながらも本ほん音ねを吐と露ろして、電話を探さがす。電話は右のポケットにあった。

　確かに離はなればなれとなるのなら、連絡手段の一つも大だい事じにした方がいい。俺おれがなんらかの危機を迎えたときに敷島に助けて貰もらえるかもしれないからな。逆ぎやくはまずない。

　敷島が俺の電話を取って、二台の携けい帯たい電話を同時に操そう作さする。俺の電話から敷島の電話にかけたらしく、着ちやく信しん音おんが鳴り出す。ここで名前を出せないマスコットキャラのマーチだった。

「はい終わり。藤くんとしては山崎さんの番号の方が欲ほしいでしょうけど」

　携帯電話を返しながら冗じよう談だんを飛ばしてくる。山崎との電話か……こんな状じよう況きようじゃなけりゃあ、色々と楽しい想そう像ぞうができるのに。なんだか人生がバッドエンドに一いつ直ちよく線せんな感がある。

　まぁでも同どう級きゆう生せいの女子と番号交換したことは素晴らしいことだよ。前向きにいこう。

　しかしこれも時間が巻き戻れば登とう録ろくをなかったことにされるのか。し直すのが面めん倒どうだな。

　こういうことを繰くり返していたら、敷島の電話番号は永えい遠えんに記き録ろくされない気もした。

　携帯電話を弄いじった後、敷島が顔を上げる。

「じゃあ、あとはテレビでも見て休んでいて。くれぐれも、誰だれも入れないように」

　携帯電話と部へ屋やの鍵かぎだけを持って、最後に念ねん押おししてから敷島が部屋を出る。敷島の部屋に一人残されて、ペットかなにかの心しん境きようでその頼たのもしき後ろ姿を見送る。一体、どこをどう探して始し末まつしてくるつもりなんだろう。ネズミ探たん知ち機きのスキルはいくらなんでもないはずだ。

「……女子の部屋に一人も、落ち着かないな」

　そういう状況でないとしてもやはり、少しは意い識しきしてしまう。俺が洋服タンスを開けないとも限らないのに置いておくのは、信しん頼らいされているのだろうか。それどころじゃないとしても、どんなときであってもそういう方面への興きよう味みを失うしなわないのが男子であることを、あいつは分かっているのだろうか。……もっとも現げん状じよう、家や捜さがしなんてできる体力、気力はないが。

　全ぜん身しんを締しめ付けるような悪お寒かんと頭ず痛つうに耐たえながら、窓まど際ぎわに寄る。少しでも新しん鮮せんな風を取り込んで、蔓まん延えんする気持ち悪さを払ふつ拭しよくしたかった。ゆっくり、屍しかばねのように。腕うでをだらしなく振り、その勢いで少しずつ前へ進む。相あい手てはネズミだけに、雨を媒ばい介かいにして悪あく質しつな菌きんでも感かん染せんさせたのではないだろうか。もしそうならやっぱり、病院に行くべきかもしれない。

　数十秒かけて窓際まで移い動どうする。ベッドの側面と壁かべの両方に身を寄せて、カーテンをほんの少しだけ開けて窓まどの外を覗のぞいてみると、何度目かの赤い雨が空からまだ舞まい降りている。経けい験けんからこの雨が長続きはしないと分かっているのだから、止んでから出かければいいと思うのだが。敷しき島しまはむしろ赤い雨が降っているのを確かく認にんしたうえで外に出たようだった。

　家の門の付近を見下ろして、敷島が出てこないかと眺ながめていたが既すでに離はなれたのか姿を見せなかった。少し顔を上げると、中ちゆう央おう病院の白い壁かべと、赤い煉れん瓦が風ふうの屋根が目に入る。あそこに行けば楽らくになれるだろうか。……今は患かん者じやで大だい混こん雑ざつだろうから、ムダだな。

　脱だつ力りよくして壁に寄り添そい、目を瞑つむる。テレビの音が賑にぎやかすぎて、自じ身しんの吐と息いきがまったく感じられないのが怖こわい。俺おれは、本当はもう死んでいるんじゃないだろうか。今、目を瞑っていると考えているけど本当は開けても真まっ暗くらで、もうどこにも行けないんじゃないかと、暗くら闇やみに浸ひたる指先から心にまでそれを吸すい上げてしまう。目を見開く勇気が、なかなか出てこない。

　闇やみが水となり、湖みずうみを作り、そこに沈んでいるようだった。関かん節せつの帯おびる過か剰じような熱と、頰ほおをくすぐるエアコンの冷気が身体からだの位置を告つげてくる。敷島を一人で行かせて、俺はここで死に損そこないのように休きゆう憩けいしていていいのだろうか。行ったところで足あし手でまといなのは自覚しているけど、それでも後ろめたい。

「そんなに、時間かからない……って……まいったな」

　実はさっきから結けつ構こう我が慢まんしていた。しかし敷島に介かい護ごしてもらう流れではなかったし。空気を読んで黙だまってはいたが、本当に早く終わるのだろうか。それは敷島が返り討うちに遭あって死ぬという可か能のう性せいも含ふくまれているのかもしれない。……いやでも、あいつが単たん独どくで動いているとどうにも、大だい体たいのことをなんとかしてしまいそうな気がする。超ちよう然ぜんとしたものがあるからだろう。

　ここまで来ると確かく信しんするが、敷島にはこのゲームを生き抜く才さい能のうがある。

　そして、俺にはそれがない。それなのに選ばれてしまったのが不ふ幸こうの始まりだった。

　せめてその不幸に、『お互たがいの』とくっつかないことを祈る。

　ノックの音が聞こえる。敷島が自分の部屋に入るときにそんな手間をかけるはずもなく。

　ということは、と扉とびらに目をやる。勇気ではなくこの人のお陰かげで目を開くことになるとは。

「おーい、いるんだろ？　開けてくれよー」

　敷島兄あには俺と敷島、どちらに向けて発言しているつもりなんだ。俺だとしたら馴なれ馴れしいし、敷島だったらあんな態たい度どを取られて図ず太ぶとい人だと感心する。敷島の言いつけを守るために無む視ししていても、敷島兄が引き下がる様よう子すはない。ノックの音は強まるばかりだった。

　しかもそれに際さい限げんがない。どんどん来る。とんとんがどんどんになり、どんどんが扉とびらの軋きしむような音に変わった段だん階かいで傍ぼう観かんしていられなくなる。なんなんだ、この人。

　そしてトドメとばかりに、殴なぐりかかるような大きな衝しよう撃げきと音が一発。額ひたいでも叩たたきつけたような印いん象しようを、音の生まれた高さから感じ取る。それを機きに、反はん応のうが引っ込む。ようやく諦あきらめてくれたのかな。しかし敷島兄は、率そつ直ちよくに言って頭おかしいんじゃないだろうか。……敷島家ではこれが普ふ通つうなのかね、と妹のドアの蹴けり方を思い返す。なんて野や蛮ばんな方々だ。

　その粗そ野やな妹さんの方からメールが届とどいたので、びくりと肩かたが怯おびえてしまう。まるで遠くから心しん境きようを覗のぞかれたのではないか、と疑いたくなるようなタイミングだったからだ。いやまぁ、遠えん近きん関係なく心を読み取るなんて不ふ可か能のうなのだがそれでも敷しき島しまなら、と恐れるところがあった。

　なにしろ、敷島が選んだスキルの全ぜん容ようを把は握あくできていないのだから。

『ねて』

　確かく認にんすると、敷島から送られてきたのはそれだけだった。前置きもなく、わずか二文字。

「……ねて？　ねて、寝ねて……寝る？」

　なんだこの指示は。送そう信しんミスでもないのか、続きが送られてくる気け配はいがない。寝てとはどういうことだ。病びよう人にんだから気を遣つかってくれた？　いやいや、敷島はそういうやつじゃない。悪いやつでもないが、と思いたいが、慈じ悲ひ深ぶかさを見せびらかすような女でもなかった。

　関かん節せつ痛つうの影えい響きようで気け怠だるい中に謎なぞかけのような指示と来て、頭まで締しめ付けられるようだった。そこに加くわえてノック再さい開かい。リズミカルに扉とびらを殴なぐってくる。もう扉の向こうへのお願いどころか、破は壊かい行こう為いに近づきつつあった。この三さん重じゆう苦くに、多少は沈ちん静せいしつつあったストレスが再さい燃ねんする。

　痛いたいし、うるさいし、考えることができなくて。

　頭がどうにかなるどころか、むしろそれを望むほどだった。現状をすべて破は棄きするほどに意い識しきを失いたい。特に扉を叩たたく音が一番こちらに干かん渉しようしてくる。なんなんだこの兄は。敷島の嫌きらう理由が分かってきた。精せい神しん的てきな問題で外出のできない人なんじゃないだろうかと思う。

　尚なおも扉を叩き続けて、扉の蝶ちようつがいが外はずれるのではと危き惧ぐする。手が辛つらくなったのか、別の物で殴っているような鈍にぶい音に切り替わっている。これはさすがに開けた方がいいのではないか。なにより俺がこの騒そう音おんに耐たえられそうにない。点つけっぱなしのテレビに映るニュースキャスターにうるさいと怒ど鳴なり散らしそうになるほどだった。

　開けるなと言われたことを思い出し、葛かつ藤とうして、それでもやむなく開けることにした。このままではどちらにしても扉が壊こわれて同じ結果となる。それなら被ひ害がいを少しでも減らした方がいいだろうという言い訳わけを作り上げて、のそのそと扉の前まで膝ひざで移い動どうする。

　済すまんと敷島に謝あやまりながらその一方で、あいつならこれを予想できたはずなのに、もう少し対たい策さくはできなかったものだろうかと疑ぎ問もんが浮かぶ。部へ屋やに鍵かぎをかけるぐらいだからそういうものを怠おこたらないやつに思えるが、と疑問に答えを出せないまま扉の鍵を外す。

「開けましたよー、と……」

　小こ声ごえで呟つぶやいた瞬しゆん間かん、殴っていた勢いがそのまま扉を押すように開かれて。

　腰こしを抜かして、尻しり餅もちをつく。

　身体からだを支えるべき腕うでも、肘ひじを中心にがくがくと折おれそうだった。

「ひ、あ」

　喉のどが狭せばまり言こと葉ばを失う。廊ろう下かに立っていたのは敷島兄あにではなく、ネズミだった。

　毛深い身体から発せられる悪あく臭しゆうと、細い尻尾しつぽが奥で揺ゆれる様さまに嫌けん悪お感かんを刺し激げきされる。

　器き用ようにもその右手……前足？　には包ほう丁ちようを握にぎりしめている。その包丁は既すでに血ち塗まみれで肉にく片へんと黄色い液体まで一いつ緒しよにこびりつき、廊ろう下かには血だまりと共ともに敷しき島しま兄あにが倒たおれ込んでいる。敷島兄はまだ意い識しきがあるらしく、刺さされた脇わき腹ばらを押さえながらずる、ずるとうごめいていた。その廊下の奥は窓まどが開け放されて、雨が中まで入り込んでいる。こいつは、そこから？

　なんで、ここに。雨にしっとりと濡ぬれた毛け並なみを震ふるわせる度たび、赤い水すい滴てきがこちらへ飛ぶ。ネズミの微かすかに開いた口の奥で、粘ねばついた唾だ液えきが糸を引く。そのネズミがボロ布ぬのを纏まとい直しながら俺おれとの距きよ離りを詰つめてきた。まったく逃げることも叶かなわず、僅わずか一歩でネズミの影が俺を覆おおう。

　そしてネズミが包丁を振り上げて、ためらいなくそれを俺の頭とう部ぶめがけて突つき下ろす。

　咄とつ嗟さに頭をかばう右みぎ腕うでに、包丁の刃はが躊ちゆう躇ちよなく突き刺さる。それは俺が想そう像ぞうしていたよりずっと容易たやすく服を、肌はだを貫つらぬいてしまう。イメージでは服の上で滑すべって表面を削けずる程てい度どだったはずの包丁がぴったりと吸い付き、腕の中に存そん在ざいするという事実に頭が沸わき立つ。

「あ、ぁあああぁぁあ」

　要よう領りようを得えない悲ひ鳴めいのようなものがこぼれる。傷きずから血が溢あふれるように、思わず喉から息いきが漏もれてしまうようだった。真まっ赤かな塊かたまりが傷の奥で繭まゆのようなものを作り、激しく脈みやく動どうするように痛いたむ。その繭の側から引き抜かれた刃が再ふたたび振り下ろされる。血の繭がぐにゃりと姿を歪ゆがめて、大きく脈みやく打うつ。その異い物ぶつ感かんに吐はき気けを催もよおしている間も次々と刃の雨が俺を貫いていく。

　その度たびに、痛みを堪こらえて握ろうとする指がぴんと、痙けい攣れんしたように伸びきった。

　なんなんだ、これは。首の裏うら側がわにまで突き刺さるような痛みがそこら中を駆かけ巡めぐる。涙なみだどころか鼻水まで決けつ壊かいしたように垂たれ流れて、頭の中で大きなものが爆ばく発はつしている。

　何度も何度も刺されて、時々位置がずれて腕に突き刺さらなかった包丁が俺の顔を削る。瞼まぶたの上を刃の先せん端たんが走り抜けて、斜ななめに切り傷を刻きざみ込む。強く閉じているはずなのに瞼の裏が明るくなり、そのあとはすぐ赤色で埋うまった。乾かわいた目玉に粘つく液体が染しみる。

　殺される。怪かい獣じゆうに踏ふみ潰つぶされてわけも分からないまま死ぬよりずっと恐ろしい、時間をかけた死が降り注そそぐ。自分がこのあとに生き返ることができるのも忘れそうになるほど、命を削り取られることに恐きよう怖ふする。これが、本当に殺されるということなのか。

　死ぬ。その二文字をかたどるように脳のうが歪いびつに変形する。両りよう腕うでが穴あなだらけとなって構かまえていることもできなくなり、頭部が晒さらされる。ネズミの構えた包丁が電でん灯とうの間で薄うす暗ぐらく染そまる。

　切っ先から垂たれた血液が落下して、ぴちゃりと鼻を打つ。

　その弾はじける音が、携けい帯たい電話のメールの着ちやく信しん音おんに似ていた。

　それが原げん因いんだろうか。

『ねて』

　死ぬという文字が変化した先には、あのメール。テレパシーでも送られてくるように敷島の声で再さい生せいされる。その声に導みちびかれたように、或あるいはあまりの激げき痛つうに自然と、床ゆかに伏ふせる。腕からの流りゆう血けつが赤い雨のように滴したたる中、寝ねたぞ、敷島、と目を見開いて心中で救いを強く叫さけぶ。

　敷しき島しま兄あにと同じ姿し勢せいに床ゆかを転がるが、事じ態たいはこれみよがしに好こう転てんなどしない。振り下ろされた包ほう丁ちようが、本来は頭とう部ぶに当たるはずだったが寝ね転ころがったことで背中を刺さす結果に変わっただけだ。致ち命めい傷しようは避さけたが耐たえがたい苦しみがまた一つ追つい加かされる。背中があるだけで辛つらくなるなんて経けい験けんはこれが初めてだった。腕うでは動かないが指だけが床に強くしがみつく。

　敷島。敷島、と。何度もその名前を口にしようとする。しかしその度たびに傷きずが擦こすれ合い、真っ赤な衝しよう動どうと塊かたまりが俺おれの声を阻そ害がいする。苦く痛つうに濡ぬれるべく流れた涙なみだが次し第だいに悲ひ願がんへの冷たいものへと変わりゆき、純じゆん粋すいな生せい存ぞんへの執しゆう着ちやくに舌したが動く。背中に突つき刺さった包丁が引き抜かれて顎あごが上がり、視し界かいが微かすかに広がる。にじむその天てん井じようへと向けて、最後の力を吐はき出した。

「しぎ、じま」

　涙なみだ声ごえで、彼女の名前を呼ぶ。

　祈いのりと共ともに、振り上げられた包丁。

　それと同時に、すとぉん、と。

　音が細い糸と針はりのように、ネズミの頭部を貫つらぬいた。

　俺の涙までもせき止めてしまうように、一いつ閃せんする。

　ばごむと、独特の爆ばく発はつ音おんめいたそれが後付けのように届とどく。衝しよう撃げきで足もとの浮き上がったネズミが床を滑すべり、机つくえの脚あしに背中をぶつける。もんどり打つネズミの後こう頭とう部ぶに突き刺さっているのは、靴くつだった。爪つま先さきを内へと丸め込んでぎゅうぎゅうに固めて、無む理り矢や理りに球きゆう状じようにした靴が、ネズミに深々とめり込んでいた。靴の奥からじんわりと、ネズミの血がしみ出してくる。

　ネズミが後頭部を押さえながらどたどたと暴あばれ回る。両足で床を踊おどるように踏ふみ続ける姿はおとぎ話のように滑こつ稽けいだ。しかも飛んでくるのはそれに留とどまらない。もう一つ靴が飛んできて、今度は部へ屋やの壁かべにめり込んだ。その靴はお揃そろいで、俺が担かついで運ばれているときに見下ろしていた足が履はいていたものだった。正しよう体たい不ふ明めいのそれが一いつ気きに、希望の種たねと変化していく。

　廊ろう下かにすがるように目をやる。しかしそこには敷島兄しかいない。だがこの部屋と繫つながるどこかに敷島がいるのは間ま違ちがいなかった。ネズミが苦しんでいるこのときしか、逃げ出す機き会かいはない。両腕がもう感かん覚かくを失っているので、起き上がるだけでも一ひと苦く労ろうする。歯を食いしばって泡あわを噴ふきながら、熱を帯おびた膝ひざで床を蹴ける。その反動で前のめりになりながら立ち上がり、無む我が夢む中ちゆうで前へと足を出す。

　血だらけで力の入らない両りよう腕うでを無む抵てい抗こうに振っていると、そのまま取れてしまいそうだ。

　廊下に出ると、窓まどガラスと壁かべに二つの大おお穴あなが空あいている。半はん壊かいした廊下の先、なんてことない住じゆう居きよ間かんの道には傘かさも差さない女が一人、こちらを睨にらむようにして直立している。その女は裸足はだしだった。濡れた上着を邪じや魔まそうに脱ぬぎ捨すてた敷島が、俺を見上げている。

　理り屈くつは分からないが、敷島があの場所からなにかしてくれたことは明めい白はくだった。髪かみと服が濡れて身体からだに張りつき、スカートは足のラインを際きわ立だたせ、上着の部分は下着を透すけさせていた。

　こちらと目があった瞬しゆん間かん、敷島が走り出す。それも普ふ段だんよりずっと迅じん速そくだ。雨あま粒つぶにでも紛まぎれるように勢いきおいのある敷しき島しまがなにをするかと見ていると、この家の裏うらにあるトタン屋根に手をかけて、そのまま身体からだを引き上げてこちらを目指してくる。雨を吸い込んでどれだけ超ちよう人じんと化しているのか、と目を疑う。雨あま粒つぶの飛び散る音と共ともに、強ごう引いんに敷島がやってくる。

　その姿はちょっと頼たのもしすぎた。

　俺おれはその到とう着ちやくをこの場で待まちたいが、振り向くとネズミが靴くつを頭にくっつけたまま起き上がっていた。人間くさい動きでよろめくものの、包ほう丁ちようを手放してはいない。ここで俺が死んでしまっては敷島のがんばりも水すい泡ほうに帰きする。俺もなにかしなければいけない、だが、なにを？

　両りよう腕うでは上がらない、立っているのも本当は限げん界かいを超こえている。そんな俺にできることは、当たり前だが逃げることだけだった。敷島兄を飛び越こえて、穴あなだらけで脆もろくなった壁かべに肩を押し込むようにぶつかる。尖とがった部分で過か多たに擦すり傷きずを作りながらも、傷なんて増えても今いま更さらだとヤケクソ気ぎ味みに前向きになって壁を通り抜けた。そうして敷島が上ってきている屋根へと落下する。一メートル弱じやくの距きよ離りを落下したあげくに受け身も取れないまま全身をぶち当てて、身体がバラバラになりそうだった。傷きず口ぐちに赤い雨が染しみこんで、どうなってしまうのだろうと激げき痛つうの渦うずの中で更さらなる被ひ害がいに怯おびえる。雨に晒さらされた髪かみが顔に張りつき、視し界かいに金色が混じった。

　そんな俺とすれ違ちがう際さい、敷島が笑いながら声をかけてきた。

「扉とびらを開けるなと言ったのに。藤ふじくんもなかなかにヤンキーね」

　開けなかったところで破は壊かいされていた。そう反論しかけたが、そちらの方がネズミとの接せつ触しよくまでに時間を稼かせげたかもしれない。そうすれば俺が刺さされることなく、敷島がなんとかしてくれたのかもしれなかった。そういう意味では軽けい率そつだったといえる。が、結果論だ。

「靴は一つがネズミに、もう一つは壁に……どうやら、未来は変えがたいもののようね」

　二階の状じよう況きようを見上げて、ネズミに聞こえない程てい度どの小声で敷島が言う。変えがたいとは、敷島が見た十秒後の未み来らいへの感想だろうか。つまり敷島は十秒後を感かん知ちすることでネズミが扉の前へ来る瞬間を知っていたのだ。そして自分の投げた靴が頭とう部ぶに突き刺さること、下手をすれば俺が包丁で滅めつ多た刺ざしにされることも予知できていたことになる。じゃあ教えてくれよと言いたくなるが、敷島はそうした未来を変えられないと言った。まるで俺からの不満に対する牽けん制せいのように、だ。

　そうしなければネズミに靴が当たらなくて、動きを止められなかった……いやでも他に、いくらでも方法はあったのでは……扉とびらをノックしている間に走ってくるとか……でもそういう未来ではなかったとしたら……未来って全部決まっている……ややこしい。こんな傷だらけで今にも死にそうなときに考えられることではなかった。

「敵てきを観察するには近くにいる必ひつ要ようがある。当然、も、当然の考えってこと」

　相あい手てにとってもね、と敷島が唇くちびるを釣つり上げて形ぎよう相そうを禍まが々まがしいものへと変へん貌ぼうさせる。白しろ目めの方が際きわ立だつような、前まえ屈かがみの目つきでネズミを睨にらむ。ネズミは廊ろう下かの端はしからこちらを見下ろしている。どうするかと迷まようように。その隙すきを逃のがさないように、敷島は迷わず廊下へと駆かけ上がる。

　髪かみを振り乱みだし、屋根を駆かけて。廊ろう下かの壁かべの穴あなに手をかけて身体からだを押し上げ、そのまま残る壁を砕くだくように体たい当あたりで上りきる。壁の破は片へんが舞まい散ちる中、敷しき島しまが床ゆかに屈かがんだ姿勢でネズミと対たい峙じした。その後ろ姿しか見ることはできないが、異い形ぎようである巨きよ大だいネズミの方が気け圧おされているのは廊下に漂ただよう雰ふん囲い気きから察することができた。

　敷島は廊下に散らばるガラス片へんを拾い上げてから膝ひざを伸ばす。俺はそれを少しでも正確に眺ながめようと、ゆっくり立ち上がることを試こころみる。屋根の付け根まで這はって移動して、壁にすり寄りながら身体を押し上げていく。腕うでは何度動かそうとしても、なんの反はん応のうもなかった。そのくせ、痛いたみだけは一いつ向こうに引かないで訴うつたえ続けているのがタチ悪い。

　俺の身体が持ち上がる度たび、血だるまのナメクジが這ったように壁が血ち塗まみれになっている。見ているだけで意い識しきが遠のきそうだが、ここで寝ていることはできない。

　いくら敷島でも刃は物ものを持った相手に立ち向かって、無ぶ事じで済すむのか。見えていない間に決着がついてしまってはと焦あせり、急ぐのだが重おも苦くるしい手足がそれを邪じや魔まする。足に力を入れて身体を支えてもらっているはずなのだが、そんな実感はまるで湧わかない。貪どん欲よくに精せい気きを吸すい取られて、頭の中がすかすかになっていくようだった。

　そうして俺なりにこの苦く境きようと闘たたかっていると、頭の上で悲ひ鳴めいが聞こえ出して背せ筋すじに寒さむ気けが走る。敷島が、と戦せん慄りつしたがその悲鳴を冷静に判断すると女のものではなかった。ならば、と気ばかり焦って時間こそかかったがようやく立ち上がり、若じやつ干かん腰こしが引けながらも赤い雨のもとへと飛び出していく。ここまでずぶ濡ぬれならもう今いま更さら、と怖おじ気けづく心を震ふるわせながら。

　そうして二階の状じよう況きようを確かめる。廊下では敷島が右みぎ腕うでから流りゆう血けつして、そしてネズミが頭を抱かかえるように悶もだえていた。どんな構こう図ずだ、と目をこらすとネズミの造形に違い和わ感かんを覚える。なにかが欠けている。髪に邪じや魔まされながらも注ちゆう意い深ぶかく観察すると、右の耳がちぎれていた。左右非ひ対たい称しようとなっているのが違和感の原げん因いんか。ちぎれた耳は敷島兄の側に落ちていた。

　敷島の手から握にぎりしめていたガラス片が失われているので、それで切り飛ばしたのかもしれない。しかしどうやって、と驚きよう愕がくしていると敷島がネズミの前足を摑つかむ。前足を逆ぎやく向むきにへし折おるように強く押して、握りつぶし、包丁を奪うばい取る。更さらに足を引っかけて大おお外そと刈がりの要よう領りようでネズミを床にたたきつけた。すごいのはそのついでに包丁を振るってネズミの前足を切りつけて、赤いカンテラを弾はじき飛ばしたことだ。ネズミが苦く悶もんの鳴き声をあげるのも気に留めず包ほう丁ちようを思い切り横に払はらい、ネズミの片かた目めを潰つぶしたあとに敷島が馬乗りになって宣せん言げんする。

「あなた、チュートリアルより弱いじゃない。拍子抜けね」

　逆さか手てに構かまえた刃はを、ネズミの頭とう部ぶに突つき刺さそうと振り上げて。

　その白はく刃じんが動く寸すん前ぜん、俺は声を振り絞しぼる。

「ちょっと、待まった」

　か細い声で聞き届けてくれるか不安だったが、敷島の動きが止まる。

　そもそも、待ったという言こと葉ばに反応してくれるともあまり考えていなかった。

「なに？」

　ネズミから目を離はなさないまま、敷しき島しまが俺おれに問とう。

「いや……このままこいつを殺していいのか、と思って」

　この状じよう況きようでゲームをクリアしてセーブすれば、敷島兄あには恐おそらく死ぬし、俺の腕うでと背中もこのまま。なにより町中に赤い雨の被ひ害がいが残ることになる。この雨、今は意い識しきを保たもてる程てい度どの症しよう状じように留とどまっているが、ここから感かん染せんと侵しん攻こうが拡かく大だいしていく可か能のう性せいもあった。

　そもそも完全に未み知ちの病気であるのなら、こちらで治ち療りようできるかも分からないのだ。

　そうした俺の葛かつ藤とうは敷島にもすぐ伝つたわったらしい。ネズミの四し肢しに包ほう丁ちようを突つき入れて動きを封ふうじながらもこちらを向いて、濡ぬれた髪かみを貼はりつけたまま意い地じ悪わるそうな表情で笑う。

「死んでやり直せというの？」

「そこまで、極きよく端たんには割わり切れないけど」

　だけど現げん状じように不ふ服ふくがあるならそれしかなかった。敵てきを追い詰つめておいて、そんな選せん択たくはバカらしいと敷島ならそうはね除のけるだろう。実際、敷島は包丁を動かす手を止めない。ネズミの行動を完全に封じるつもりだ。耳だけでなく、残る左目も潰つぶしてしまう。ネズミも当然暴あばれるし、その鋭するどい歯を見せつけて状況を打開しようとするのだが、敷島は意いに介かいさない。突き刺した部位から血が溢あふれて、暴れた際さいにそれが降りかかろうとも敷島は動じなかった。

　そして気づくのだが、敷島は自分の兄に対して一いつ切さい、気を払はらう様よう子すがない。見向きすらしていない。まだ俺の方に気を配くばっているぐらいだった。肉にく親しんに対する情じようが一切見えてこない。

　無む関かん心しんを貫つらぬいているのは逆に、多た少しようの意識を持っているからかもしれないが。

　それにしても、と思わず眉まゆをひそめてしまう。

「犠ぎ牲せいはともかくとして、藤ふじくんの言いたいことも分かるけど」

　俺の腕の惨さん状じようを一いち瞥べつして、敷島が一いつ考こうするように目を細める。このままだとゲームクリア後、俺が出しゆつ血けつ多た量りようや原因不明の病気で死ぬ可能性は十じゆう分ぶんにあった。そういう部分も含ふくめて、この世界を『セーブ』してしまっていいのか、してしまうのかと敷島にお伺うかがいを立てているのだ。

　俺にその決けつ定てい権けんはない。この場所で身体からだを張って戦たたかっているのは敷島だから。

「じゃあ、藤くんが死んでくれるの？」

　酷ひどいことを聞いてくれる。今にも死に絶たえそうな俺だが、さすがに気軽にそんなことを選べるほど心まで瀕ひん死しではない。敷島も、「私、悪い子だし」と笑っている。

「私は、『みんな』のために死ぬなんて嫌いやよ。それに、こんな風ふうに敵を追い詰めることができるのはこれが最初で最後かもしれない。いえ、攻こう略りやく法ほうを確かく立りつできていたのだとしても被害が出ることに藤くんは反対なんでしょう？　つまりこの方法は使えなくなるわ、それなら次の方法を探さがさないといけなくなるのだけど、こんなに上じよう手ずにできる自信があるの？」

　敷島が矢や継つぎ早ばやに反論してくる。被害についてが第一にある俺と、ゲームクリアを基本とする敷島では優ゆう先せんするものがまったく異ことなるらしい。その敷島が、にこりと微ほほ笑えむ。

「大だい丈じよう夫ぶよ。藤ふじくんだけは必かならず助けてあげるから」

　鮮せん血けつに染そまった女が凶きよう器きを構かまえながら微ほほ笑えみかけてくる様さまは、なにかの冗じよう談だんみたいに恐おそろしかった。藤くんだけはの続きが前向きなものであるとは到とう底てい、思いがたい。そして悟さとる。

　俺おれはこの女に生かされているのだと、その笑え顔かおで理り解かいする。

「でね、残念なことに」

　敷しき島しまが右手首をひっくり返す。

「もう少しお話したいけど、時間切れなのよ」

　寂さびしげに笑った敷島が、包ほう丁ちようを逆さか手てに構え直す。

　彼女の言う時間切れとは恐らく、エネルギー切れ。敷島は雨に当たり続けていないと体たい調ちようを維い持じできない状じよう態たいにある。いくらネズミが目や足を潰つぶされていても、俺と敷島のどちらもが身動きを取れなくなったら、ということだろう。なにより、敷島は待まつのが嫌きらいなようだった。

　構えていた包丁がネズミの頭とう部ぶを刺さし貫つらぬく。この世界の後あと始し末まつなんか、すべて放り出して。

　敷島が勝利者となった瞬しゆん間かんを、俺は確かに目もく撃げきした。

　した、はずだった。







　CREDIT 2







　まばたきすら挟はさんでいないと言い切れる。しかし、目の前に広がる景け色しきは別べつ世せ界かいだった。

　腕うでは治なおり、身体からだを蝕むしばむものは浄じよう化かされて。濡ぬれていたはずの肩が乾かわいて、制せい服ふくの上着が引っかかるように固かたい。窓まどの外には赤色の混じらない曇くもり空とグラウンド、そして、怪かい獣じゆう。

　裸足はだしのはずの敷島も靴くつとソックスを履はいて、目の前に立っている。

　学校の廊ろう下かに巻き戻っていた。これは、まさか。

　見み慣なれた巻き戻りと展てん開かいに、目を白黒とさせながらも口を開く。

「お前、返かえり討うちにあったのか？」

　あそこまで言ったやつがみんなのために自じ殺さつなんてしてくれないだろう。

　同じく動どう揺ようを露あらわにしていた敷島が、ゆるゆると首を振る。

「違ちがうわ、死んでいない。私があのネズミを殺したの。それは間ま違ちがいないわ」

　今はもう手て元もとにない包ほう丁ちようを振りかざすように、敷島の握にぎりしめた右手が動く。それは俺おれも見た。巨きよ大だいネズミは絶ぜつ命めいしたはずなのだ。そして俺が誤あやまって死んだわけでもない。

　ではこれは、一体どういうことなんだ。

　もしかして、ゲームのクリア条じよう件けんを間違えたとでもいうのか？

「こりゃあ、なんだ。どういうことだ」

「私に聞かれても、困こまるわ」

　敷しき島しますら理り解かいが及およんでいないようだ。そうなると俺も自分なりに考えないといけないが、はて、なにかコンティニュー画が面めんもおかしかった気がする。俺たちが死んでいないのだから、そこに行き着かなかったのか？　代わりに見えたのは、クレジット？
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「コンティニューの有う無むも出なかったから……となると……」

　敷島が唇くちびるを押さえながら何事かを呟つぶやく。敷島も表現の違いには気づいているようだ。それを踏ふまえて、目を回すように思し考こうを巡めぐらせているらしい。邪じや魔ましないよう、口は挟まない。

　その間にも前回をなぞるように上じよう昇しようしていく温度により、冷や汗あせと不ふ快かいな汗が入り交じって肌はだを伝う。これは、雨の予よ兆ちようなのか。とすればもう一度、あの赤い雨が降ることになるのか。

　代わりに横たわる怪獣の監かん視しを請うけ負おう。あの怪獣で間違いなく、またマスコミの連中も周しゆう辺へんに見える。端はしに覗のぞける体育館の様よう子すを確かめてみても、時間が戻っているのは確かく定ていだ。

　雨による被ひ害がいまでリセットされたことに、思わず安あん堵どする。

　怪獣やネズミの騒動による被害を見る度たび、まるで全部、自分のせいだと責せき任にんを感じてしまいそうになるからだ。もっと上う手まくやれば、死なないで済んだ人たちもいるのではないか、と。

「こっちに落ち度がないのなら、相あい手ての事じ情じようでこうなった、と考えるのが妥だ当とうね」

　唇から手を離はなした敷島が言う。相手の事情。怪獣から続いて人間離ばなれした格かつ好こうだからあまり想そう像ぞうつかないが、相手も相そう応おうの過か程ていを経へてここにいるのだろうか。そもそもあのネズミや怪獣が、ゲームに『用意』されたものなのか、『参加』しているものなのかも判はん然ぜんとしていない。

　それは俺おれたちも同どう様ようなのだけど。

「多た分ぶん、相あい手てがコンティニューしたのよ」

「コンティニュー？」

　敷しき島しまの言い分に目を丸くする。敷島は小さく頷うなずいてから、携けい帯たい電話を弄いじる。

「今回は私たちが、『怪かい獣じゆう』の立場なのかもしれないわ」

　その呟つぶやきに、えぇー、と眉み間けんに皺しわが寄る。絶対的になにかがあるわけでもない俺たちが、怪獣の立場、つまり『攻せめる』側に立ったというのか。確たしかにあのねずみ男は圧あつ倒とう的てきな体たい格かく差さや身しん体たい能のう力りよくを保持しているわけじゃないから、２対１だったらお前達有ゆう利りね、みたいな判断を下されてしまったのかもしれない。そんなの大おお間ま違ちがいだ、俺はただの足あし手でまといだぞ。

　敷島の急きゆう所しよが表おもてに出て騒さわいでいるだけにすぎない。

　しかしそうなると俺たちは、どうなんだ。怪獣は一度負けたらそのまま終わりだったぞ。敷島の予想が正しいのなら、俺たちも一度死んでしまえばそれっきりなのか。いやそれはとても普ふ通つうの話なのだが、前回を引きずっている身みとしては、そういう保ほ険けんがないことに不安を覚えてしまう。そしてゾッとする。死んでやり直しを選んだら、次がなかったかもしれないのだ。

「あら、雨が赤いわね」

　空そら模も様ようを見上げた敷島が世せ間けん話ばなしのようにそれを受け止める。そんな穏おだやかな語かたり口の似に合あう景け色しきではない。敷島の言うとおり、鼠ねずみ色いろの雨あま雲ぐもから降り注そそぐ雨が途と中ちゆうから赤色へと染そまって地面に注がれる。グラウンドにいるマスコミその他大人連中も騒さわぎ始めていた。

　避ひ難なんした方がいいぞと叫さけぶか少し迷まよう。カメラで赤い雨と曇くもり空を撮さつ影えいしている場合じゃないだろう。だけど俺の声で人が動いてくれるとは到とう底てい考えられない。俺にそんな力はない。

　なによりそんな目立つ振ふる舞まいを、敷島が許すとは思えなかった。

　見ると怪獣の分ぶ厚あつい皮かわをすり抜けるようにして、内側から赤い粒りゆう子しが舞まい上がっている。腹ふく部ぶの付近だ。あそこにねずみ男が潜ひそんでいるのだろうか。しかしあの粒子、一体なんなんだ。

「雨に付ふ加か価か値ちを与えるスキル。雨に、そうね……自じ身しんの保ほ有ゆうする菌きんでも混まぜ込むスキル。感かん染せん源げんとして利用するための粒子の出で所どころとして、カンテラに特とく殊しゆな力を与えるスキルも必ひつ須すかな」

　敷島が雨に打たれる窓まどを指でなぞり、文字を描えがくようにしながら楽しそうに話す。

　聞いていて、スキルという単たん語ごを使っているのが気にかかった。単たんなるお遊びか、それとも。

「なんか、妙みような表現だな。それだとまるで、」

「うんそう。相手も『スキル』を使っている、と私は考えているの」

　敷島があっさりと肯こう定ていする。横顔に窓ガラスを一枚挟はさんで、赤い雨がぺちゃぺちゃと跳はねる。

　相手もスキルを？　ねずみ男が携帯電話を使う？　いや、そこは大事じゃない。

「どうしてだ？」

　疑ぎ問もんがいくつも重なって、それらすべてを整せい頓とんせずにぶつけてしまう。

　そんな漠ばく然ぜんとした質しつ問もんだが、敷しき島しまは案あん外がい律りち儀ぎに答えてくれた。

「さぁ……相あい手ても同じルールでゲームに参加するんじゃない？　他の星ほしにいる、知ち能のう溢あふれるネズミが相手とか。遠くの星でも、平行世界の地ち球きゆうでも、別べつ次じ元げんの星の観かん測そく者しやでも好すきに解かい釈しやくすればいいと思う。どうせ、相手の素す性じようなんかに説明ないわよ」

　敷島が思いついた順とばかりに可か能のう性せいを展開したあと、手のひらを上にしてお手上げの姿し勢せいを取る。確かに説明なんかないだろう。そんな情じよう報ほう、ゲーム攻こう略りやくに必ひつ要ようないだろうからだ。

　敷島の携けい帯たい電話にダウンロードされたアプリだって、スキル以外のことは説明してくれない。

　アクションゲームの主しゆ人じん公こうは飛んだり跳はねたりしている最さい中ちゆう、なにか不ふ思し議ぎに思ったりはしないものだ。そうした姿し勢せいを俺おれたちにも取れと、世界が強きよう要ようしているように感じられた。

「怪かい獣じゆうほど圧あつ倒とう的てきじゃないから、敵てきもコンティニューするのかもしれない。格かく闘とうゲームみたいに二本先せん取しゆというのも考えられるし。でもそんな事情はどうでもいいのよ。私たちがやることは、あの巨きよ大だいネズミをまた始し末まつする。何度か試ためしてそれでも変化がないなら別の手を考える。そういう順番でいきましょう」

　俺に同意を求めているような、隙すき間まを感じさせない話し方だった。

「……じゃあ、それで」

　敷島が提てい案あんした行動指し針しんに異い論ろんはなかった。他になにか思いつくこともない。

　それよりも問題は、そのネズミについてだった。

「出てこないな」

　ずっと怪獣の口もとに注ちゆう目もくしているのだが、ネズミが現れない。赤い雨は丁ちよう度ど止んだところだ。持じ続ぞくできないのは敷島の推すい測そく通どおり、スキルの限げん界かいがあるからかもしれない。

　とはいえその赤い雨が一度降れば、グラウンドで倒たおれる大人たちのように惨さん事じが生まれる。

　見下ろしていると、胸むねが痛いたむ。こうなると分かっているなら、なんとかできるんじゃないかとなにもしないでいる自分に嫌けん悪おが湧わく。けれど結局、俺にはなにもできないし、動かない。

「ふぅん、籠ろう城じようするつもりかな？　相手は命が有ゆう限げんであれどやり直しできると知っていたから、大だい胆たんに攻せめ込んできたのかしら。それで敵を把は握あくして、今度は別の作戦を取ったと」

　敷島が早はや口くちで推すい理りする。籠城というと、怪獣の体内に籠こもって雨を降らせ続ける算さん段だんというわけか。赤い雨の効こう果かを考えれば、それがもっとも有ゆう効こうな使い道に思う。つまりこちらにとっては厄やつ介かいということだ。……そしてそんな選せん択たくができるというのは、あのねずみ男も『前回』の記き憶おくを引き継ついでいるわけか。怪獣とはまったく異ことなる立ち位置を持つ敵らしい。

「………………………………………」

　赤い雨の有ゆう効こう範はん囲い外がいまで逃げてしまえばどうだろう。学校を中心にして近きん辺ぺんが死の町と成り果てるが、俺たちの安全は保ほ証しようされる。ねずみ男が気づいて怪獣の外に出てくれば、それに対たい処しよしていけばいい。……いや、でも。学校の生徒、みんな死ぬんじゃないか。

　当然、友人や山やま崎ざきも含ふくめて。そして俺や敷島の両親も安全とは言えない。

　長ちよう期き戦せんは、ダメだな。

「怪かい獣じゆうに火でもつければ出てくるかも」

「賛さん成せいしかねるねぇ」

　未知の生物を燃やすのはちょっと無む思し慮りよだろう。どんな細さい菌きんを溜ため込んでいるか分かったものじゃないのだ。そういう意味では、あの怪獣の口へ潜もぐり込んでネズミ捜そう索さくに向かうのも躊躇ためらわれる。もっと最さい悪あくな想そう像ぞうとしては口に入った途と端たん怪獣が動き出して、そのまま胃いの中へ落とされてどろりさようならまであり得える。あの怪獣がどんな状じよう態たいなのかはまるで分からないのだ。

「じゃあやっぱり、私たちも怪獣の体内に入るしかないのかしら」

「んー……」

「赤い雨、降らせ続けるわけにいかないんでしょう？　藤ふじくんとしては」

　私はどっちでもいいけど、と敷しき島しまがその口ぶりで表していた。

「家族に被ひ害がいが及およぶかもしれないからな」

「そうねそれは大変ね」

　隠かくす気すらなく棒ぼう読よみだった。

「敷島は？　お兄さんはさておき、両親とか」

「そういうのもあるわね」

　よく分からない言い回しでごまかしてくる。どんな事情があるにせよ、好このましくないようだ。ひょっとしたら敷島には、自分以外に守りたいものなんてないのかもしれない。それはなんというか、このゲームを攻こう略りやくしていくうえでの才さい能のうと呼んでいいような気もした。

　俺おれや周まわりの人間、そして敷島自身がそれを望むかは別として。

「藤くんは偉えらいと思うわ。周りを気にかけることができて」

「嫌いやみか？」

「純じゆん粋すいに褒ほめているの」

　敷島が俺を誘さそうように、手を差し伸べてくる。

「エイサップ・藤くん。今からでも聖せい戦せん士しを志こころざすのは遅おそくないと思う」

「違ちがう人が混まじっているぞ」

　そりゃあそんな名前なら目指せるだろうが、俺はアリッサだ。……好すきになれない名前だ。

「敷島は、自分の名前って好きか？」

「好き嫌きらいで考えたことないわ」

　それは羨うらやましい。名前が自然で、引っかかりなく血ち肉にくを流れているわけだ。

　ストレス過か多たなこの世界では、一つでもその要よう因いんが少ないというだけで有利になる。

「でも、アレに名前で呼ばれるのは嫌ね」

「アレ……お兄さんか」

「アレも生き返ったんでしょうね。本当にしぶといんだから」

　心から残念そうだった。記き憶おくを共きよう有ゆうする者、俺おれがいなかったら目標のついでに殺してしまいそうなほどの嫌けん悪お感かんだ。実際、前回のねずみ男を殺さつ害がいする方法は敷しき島しま兄あにが被ひ害がいに遭あうことを視し野やに入れたような回りくどさがあった。……あれって冷れい静せいに考えると、俺を餌えさにして巨きよ大だいネズミを釣つったわけだよな。抗こう議ぎしたくなったが、今いま更さらなので気づかないフリに留とどめた。

「なにか手を打たないと、校こう舎しやもいずれ崩ほう壊かいしそうだな」

　この赤い雨は生物にほど劇げき的てきな効こう果かはなくとも、無む機き物ぶつも徐じよ々じよに侵しん食しよくしている。もし雨あま脚あしが強まるような事じ態たいに陥おちいれば、静せい観かんも許せない状じよう況きようになりかねない。藻もか赤あか潮しおにでも襲おそわれたように校舎が赤く模も様よう付づけされてきていることに危き機き感かんを抱いだく。そうした中で雨音が静かに廊ろう下かを行き来して、俺たちも窓まど際ぎわに立っているだけなのが不ふ思し議ぎだ。

　前回、刃は物もので差し合って血ち塗まみれになっていたのを忘れそうになる。

「……そういえば」

　今回は、あの玉たま虫むしトカゲがやってこないな。

　もしかして、この雨で参まいっているのだろうか。無む差さ別べつに降る雨がトカゲだけ避よけるなんてないだろうし、十じゆう分ぶんあり得た。あいつらが味み方かた同どう士しと認にん識しきしているかも分からんし、今は校舎の外で虫の息いきかもしれない。絡からんでこないのはややこしくならないので助かるが、被害がトカゲだけでなく人間にも及およんでいる以上、こうして手をこまねいているわけにもいかない。

　この雨の原げん因いんを理解して、動いた先に解かい決けつがあるかもしれないのは俺たちだけだ。

「お腹なかの部分にいるのなら、外から攻こう撃げきしてみるのもアリね。そのまま始し末まつしてもいいし、外に追いやってもいいし。とにかく、動いてみないと」

　赤い粒りゆう子しの立ち上る腹ふく部ぶに目をつけて、敷島が顎あごに手をやる。槍やりで腹はらをつんつんするつもりだろうか。どうにも怪かい獣じゆうの皮ひ膚ふは剛ごう健けんに思えて、貫つらぬくイメージが湧わかないが。そもそも槍なんてどこから調ちよう達たつしてきたものか。うちの陸りく上じよう部ぶは槍投げと無む縁えんだし。

「じゃあちょっと行ってみるから。藤ふじくんはここで待まっていて」

　こっちが不ふ毛もうなことで悩なやんでいる間に、敷島が動き出す。前回と同じく、ここで待っていろと指示される。ペットと飼かい主ぬしの関係みたいで、でもそっちの方がまだ結むすびつきとか関係性が上じよう等とうな気もした。今の俺は敷島の足あし手でまといでしかないのだから。

「もし建物が倒とう壊かいしそうになったら、ちゃんと逃げてね。下げ駄た箱ばこまで出てきたら私が迎えに行くから」

「……あいよ」

　なんだか、保ほ育いく園えんに迎えに来る母親と子供みたいだった。

　敷島一人でなにをするつもりだろう。赤い雨の中でも動けるのが敷島だけだからここでおすわりを命じられるのは分かるが、それでも釈しやく然ぜんとしない。俺、ここにいていいのだろうか。

　敷島が見えなくなったあとも足を短く上下させて、床ゆかを踏ふみながら「んー」と唸うなる。不満が細かい霧きりのように口から漏もれている。前回とは異ことなり、今の俺はまだ健けん康こう体たいであることがその原げん因いんだろう。くすぶっているものがある。だが焚たきつけられて不用意に出ていくのは、なぁ。

　なにしろ、今回は死んでやり直せるか未み知ち数すうだ。クレジット表ひよう記きはアーケードゲームを思い起こさせるが、こちらもコインを投入しているかは把は握あくできていない。となれば無む力りよくな俺おれを動かさない敷しき島しまの判はん断だんは正しい。……分かる、分かるのだが。

　敷島には説明していない不ふ可か思し議ぎな力がある。靴くつをねずみ男の頭に突つき刺さした、あの力だ。壁かべを貫かん通つうするほどのエネルギーを靴に与えるのは並なみ大たい抵ていのことじゃない。あれでどうにかなってしまうのだろうか。そうしたら……俺がここにいることは正せい解かいになってしまう。

　下げ駄た箱ばこから出てきた敷島がグラウンドに姿を現す。傘かさも差さずに単たん身しん、赤い雨の下を悠ゆう々ゆうと歩く様さまはまるで、その雨を司つかさどる主ぬしのようだった。濡ぬれた黒くろ髪かみがそれを一いつ層そう、助じよ長ちようする。

　グラウンドに倒たおれ込む大人たち、そして残っている死体をまるっきり無む視しして、敷島が怪かい獣じゆうの背中側に回る。背中に大量に備そなわった突とつ起き物ぶつの一つに、敷島が手をかける。根ね元もとから抱かかえ込むように角つのを抱だき、怪獣の背中に足を置き、そして全ぜん身しんを躍やく動どうさせるように身を捻ひねってへし折おった。傍はたから見ると化ばけ物もののごとき腕わん力りよくを発はつ揮きしたようだが、恐おそらくだが転てん倒とうの際の衝しよう撃げきで既すでに折れかかっていたやつを選んだのだろう。それにしても凄すさまじい絵だが。折った音まで幻げん聴ちようながら再さい現げんされた。

　もぎ取った角を両腕で抱えるように持ち運び、よろめきながらも腹はらの前へと回り込む。あれを突き刺すつもりみたいだ。けど、あんな姿勢でしか持ち運べないものを、脇わきに抱えて突とつ進しんするなんて不ふ可か能のうだ。謎なぞパワーで吹ふっ飛ばせるのだろうか。そこまで強力で万ばん能のうなスキルを、この意い地じ悪わるなゲームが用意してくれるとは思いがたかった。

　懸け念ねんどおり、敷島の動きがそこで止まる。地面に置いた角を見下ろして、ぐるぐると周しゆう辺へんを巡めぐる。スキルもあの角に直接働はたらきかけることは無理のようだ。大きいからかな、なんとなく。

　角の表面を撫なでたあと、敷島が握にぎり拳こぶしを叩たたきつける。しかしさすがに角はヒビ一つ入らず、逆に敷島が飛び跳はねる結果となった。手の甲こうの腫はれ上がった右手を振りながら、痛いたみをごまかすように何度も跳ちよう躍やくする。いくら敷島でも、力ちから業わざの限界みたいだった。

「………………………………………」

　敷島の手が、赤い。

　眺ながめていて、歯がゆくなる。ここで見ているだけでいいのかと。

　無む能のうが一いつ生しよう懸けん命めい動いても、一部の有ゆう能のうな人間の足を引っ張るだけかもしれない。しかしそれは、高たか望のぞみをするからだ。分ぶん相そう応おうの働きを示そうとしないからだ。食しよく物もつ連れん鎖さが本当に小さな生き物から始まっているように、俺も、小さな存そん在ざいに身みを堕だしてもなにか価か値ちを持つべきだった。

　俺は敷島の望むような救きゆう世せい主しゆになれない。

　だからこそ凡ぼん人じんとして、せいいっぱい行動しなければいけない。

　今がそのときだった。左右を見み渡わたし、右側、教室のある方に走る。手洗い場の前を通って、正面の教室に飛び込む。教室内には当然だが誰だれもいない。教科書や筆ひつ記き用よう具ぐは机つくえに放り出されて、曇くもり空の薄うす暗ぐらさも相あいまって空間が時と色を失っているようだった。

　この教室に色んなものを残していったやつらの何人が、怪かい獣じゆうに踏ふみ潰つぶされてここに帰ってくることが叶かなわなくなったのだろう。俺おれはその責せき任にんの一いつ端たんを担になう立場でありながら、誰だれが何人死んだかも把は握あくできていない。敷しき島しまも同じだろう。でも、俺たちは尚なおも動かないといけない。

　今日は朝から晴せい天てんが続いていたが、雨あま合がつ羽ぱを教室に常じよう備びしているやつはいないだろうか。傘かさでは手が塞ふさがってしまう。雨合羽を何重にも着込んで、赤い雨が降っていないときを見み計はからって飛び出せば数分は耐たえられる……と予想する。この湿しつ度どの中では想像もしたくない厚着ではあるが、他に対たい処しよしようがない。そのために同どう級きゆう生せいのロッカーや鞄かばんを漁あさるという行こう為いに手を染そめているが、傍はたから見れば火か事じ場ば泥どろ棒ぼうのそしりを受けてもおかしくなかった。

　一いち応おう、男子の荷物から調べている。そこで集まらなかったら女子の鞄にも手をつけるつもりだった。やましい気持ちなど微み塵じんもない。今は早く敷島のもとへ向かいたかった。

「……フージー？」

　呼び方だけで誰がいるのか理り解かいして、大おお慌あわてで立ち上がりながら振り返る。

　当然、山やま崎ざきだった。足音もなかったし気け配はいも希き薄はくで、接近にまったく気がつかなかった。山崎は教室の入り口に寄りかかるように立って、不安げな顔でこちらを窺うかがっている。

　俺は持っていた鞄を放り捨てて、目を泳およがせる。なんで山崎が、ここに。

「どうしたの、えぇと、こんなところに」

　教室にいる女子にこんなところというのもおかしな話だが、気が動どう転てんして声も裏うら返がえっていたのでどう聞いても不ふ信しん感かんは拭ぬぐえなかっただろう。だけどそれよりも気になったのは、山崎が濡ぬれていたことだった。雨に打たれてそうなって、と考えたところで振り返り、窓まどの外の赤い雨を確かく認にんしたあと、山崎に駆かけ寄る。近づくと、山崎の身体からだがふらりとよろめいた。

「なんと、おばかさんな」

　髪かみや肩かたの雨を払はらいながら、山崎の顔色を窺うかがう。俺と同じように、露ろ出しゆつした顔や手の甲こうが赤く腫はれている。その雨あま水みずに直ちよく接せつ触ふれてしまった自分の手のひらを一いち瞥べつするが、すぐにまた山崎の水みず気けを払うために動く。足あし腰こしに力が入らないのか、倒たおれ込みそうになる山崎の肩を支えてゆっくりと屈かがんだ。山崎の気け怠だるげな瞳ひとみが俺に向く。普ふ段だんの快かい活かつさや精せい気きが見る影もなくしぼんでいる。目にかかる前まえ髪がみを除のけると、山崎がぼそぼそと濡れた唇くちびるを動かした。

「フージー、なにしてるの？」

「なにって……雨合羽を探さがしていた。外に出るために」

　山崎がそういうことを聞いているのではないと分かりながら、とぼける。

「怪獣が来たとき、フージー……なんか色々、分かってなかった？」

　適てき切せつな言こと葉ばが思いつかず、困こん惑わく混まじりという態たい度どでの質しつ問もんだったが山崎の表現は的てき確かくだった。色々分かっているのだ。色々どうにもなっていないが。

「……山崎は、なんでここに？」

「フージーが体育館にいなかったから」

　怪獣退たい治じの際にここへ山崎を連れてきたことも含ふくめて、探しに来たんだろう。結果として山崎を雨に晒さらしてしまうことになって、悪い方にばかりいくものだと不ふ運うんを嘆なげく。己おのれの運うん勢せいではなく、全体が淀よどんだ水底へと沈んでいくような悪い流れを感じていた。その流れを作っているのは……俺おれか敷しき島しま、そのどちらかであるように思う。

　嫌いやな想像に応えるように、水すい滴てきに濡れた手の甲とひらが赤く腫れ上がってきた。

　前回、嫌というほど味わったそれに胸むねが伸しん縮しゆくする。
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「質しつ問もん、ごまかしまくってない？」

　山やま崎ざきがむぅ、と唇くちびるを尖とがらせる。子供みたいな表情をやっと見られて、こんなときでも少し安心してしまう。でもどう答えたものか。いや、このあともどうごまかしたものか。

「詳くわしいことを話しても……その、信用されないというか」

　ムダというか。時間が巻き戻ればなかったことになってしまうから。それになにより、俺と敷島がなにをしでかしたのか、知られてしまうから。だから、お茶を濁にごすしかなかった。

　山崎の腫はれ上がった手を取る。腫れた部分を刺し激げきしないよう気を遣つかいつつ手を握にぎる。

　両手で挟はさみ込むようにその手を支ささえながら、山崎に言った。

「俺が必かならずなんとかする」

　敷島の威いを借りて、大だい胆たんにもそんなことを約やく束そくする。信じるかな、こんなのとこちらが半はん信しん半はん疑ぎになるが、山やま崎ざきは「ほんと？」と頭ごなしに否ひ定ていせずに聞いてくる。

「本当、にする」

　語ご尾びが怪あやしくなったが頷うなずくと、山崎が力なく笑った。閉じた目が、また開くのかと不安になるような脱だつ力りよくした笑い方だった。

「すげーな、フージー」

「あーいやまぁ、うん。あっは、っは、うん」

　山崎の手をもう一度握にぎってから、教室の床ゆかに寝ねかせた。その前でやるのは気が引けたものの、荷に物もつ漁あさりを再開する。「おいおいきみぃ」と山崎が苦く言げんを呈ていしているが、「いやぁははは」と笑って流すほかなかった。その結果、雨あま合がつ羽ぱを三つほど発見することができた。

　サブバッグの底に押し込んでいたのが二つ、もう一つはロッカーに袋ごとねじ込まれていた。自転車の通学点検の際さいに必ひつ要ようなので、そのために置いてあったのだろう。三つの雨合羽を拝はい借しやくしてから、横向きに寝ね転ころんでいる山崎に釘くぎを刺さす。言っておかないと動きそうだからな。

「絶対に外に出るなよ。この雨をなんとかして、戻ってくるから」

　最後は噓うそだった。いや多た分ぶん、噓になるだろうという予感があった。その後ろめたさもあり、山崎の反応を見ないまま雨合羽を着込む。発見できた三つの合羽を強引に重ね着して、上じよう半はん身しんが窮きゆう屈くつで仕し方かたない。「がしょーんがしょーん」と古いロボットの稼か働どう音おんを口ずさみながら、胸むねを叩たたき、己おのれを鼓こ舞ぶして廊ろう下かと階段を駆かける。早くも蒸むし暑さで、全身が濡ぬれそぼっていた。

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替えて、長なが靴ぐつはいくら探さがしてもないよなと諦あきらめながら外に出る。出た途と端たん、「おぉう」と足もとを見て思わず横に飛ぶ。玉たま虫むしトカゲたちが地面に横たわっていた。どうやら下駄箱から校こう舎しやへ侵しん入にゆうしようとして、雨にやられたらしい。爬は虫ちゆう類るいの見た目ながら虫の息いきである。だがそれでも役割に忠ちゆう実じつなのか、緩かん慢まんながらこちらに迫せまってくる。敷しき島しまなら確実に息の根を止めるのだろうなと比ひ較かくしつつ、なにもしないでその場を去さった。

　雨合羽が赤い雨を受け止める度たびにゾッとしながらも、水たまりと死体を避よけるようにしてグラウンドを走る。悪あく臭しゆうが雨と混じって、生なま臭ぐささを大きく増している。それを嗅かいで吐はきそうになりながらも、この世界に幽ゆう霊れいはいないと確信する。あれば利用されて死んでいったこの連中が集つどい、敷島の首でも絞しめていることだろう。その敷島に事態の収しゆう拾しゆうを託たくした俺も同様に。

　よくこんなところに留まって報ほう道どうしていたものだ、と転がるテレビ局の連中を見下ろしながら怪獣の腹はらの前へ到とう着ちやくする。

　なぜか敷島まで地面にぶっ倒たおれていた。なんだどうした、と慌あわてて駆け寄る。俯うつぶせになっている敷島を抱だき起こしてひっくり返すと、白しろ目めを剝むいて泡あわを噴ふいていた。これはもしかして、と見守っていると敷島の身体からだが跳はねる。見えないなにかが飛びかかったように。

　ややあって、敷島の目玉が光を取り戻した。ぶるぶると濡れた犬いぬのように身体を震ふるわせて、髪かみの水みず気けを弾はじく。それから俺が目の前にいることを受け入れるように、柔やわらかく微ほほ笑えむ。

「実はこれ、考え事をするときの癖くせなの」

「教室で白しろ目めを剝むく敷しき島しまさんは話題になっていないんだけどな」

「学校で真しん剣けんに考えるようなことなんてないじゃない」

　噓うそか冗じよう談だんにすぎない発言が発ほつ端たんなのに、妙みように続いてしまう。それを区切るために、なによりこの赤い雨の下で活動できる時間も考こう慮りよして、口早に本題を告つげる。

「二人で持てばなんとかならないか？　と思って」

　ここに来た理由を説明すると、敷島が手を伸ばして俺おれの頰ほおに、雨あま合がつ羽ぱ越ごしに触ふれてきた。

「見えていたわ、藤ふじくんが来ること。十秒後にワクワクしていた」

「それはいいが、口もとの泡あわを拭ふこう」

　拭ぬぐう。それから手を引いて、一いつ緒しよに立ち上がる。敷島は制せい服ふくの土汚れを気にするように、服の襟えり元もとを引っ張って確かめている。その側には怪かい獣じゆうの角つのが転がっていて、雨に濡ぬれたそれが黒光りしていた。正面から触れればその鋭えい利りさに、肌はだが切れてしまいそうだ。

「聖せい戦せん士しじゃなくても、できることは手て伝つだいたいからな」

　決意を照てれくさくない程てい度どに気取って表明すると、敷島が肩かたを揺ゆらす。

「まるで本物みたいね」

「本物って？」

「別に。せっかく来てくれたのだから、しっかり手伝ってもらうわ」

　一いつ緒しよに持って、と怪獣の角を顎あごで指す。やはりこれで腹はらを刺さすつもりか。

　黒ヒゲ危き機き一いつ髪ぱつを思い起こしながら、黒光りの角を抱かかえる。やはりというか、重い。

　前まえ屈かがみになると合かつ羽ぱの上に溜たまっていた雨あま粒つぶも流れ落ちて、ぱらぱらと角に降り注そそいでどきりとする。どうしても覆おおいきれないで顔を伝う水すい滴てきの一つずつに、熱をもたらされるようだ。

「ところで敷島。お前、どうやって靴くつをすごい勢いで投げたんだ？」

　角を二人で抱えながら、気になったことを尋たずねる。まさかプロ野や球きゆう選せん手しゆになるスキルなどあるまい。敷島のスキルの全ぜん容ようは把は握あくできていない。

　どんな隠かくし球だまを潜ひそませているか、分かったものじゃなかった。

「投げていないわ。衝しよう撃げき波はよ」

「衝撃？」

　敷島が手のひらを突つき出して構かまえる。衝撃波どころか、気き功こう波はでも出そうなポーズだった。

「十センチ以下の物体、という条じよう件けんつきで押し飛ばせる衝撃波を強化して使っていたの」

「十センチ……なるほど」

　靴を原げん型けい留とどめないほど丸めていたのはそのためか。そしてこの角を動かせない理由も理解する。俺が後方を、敷島が前ぜん衛えいを担たん当とうして角を脇わき構がまえにする。先せん端たんの狙ねらいを定めて、突とつ進しん。

　衝しよう突とつの音は角の先端から首の後ろまで、一いつ気きに、重苦しく突き抜けてきた。

　腹にぶち当たった感かん触しよくは思いの外ほかの固さで、こちらが後こう退たいすることになる。反動で指が角の外側を滑すべることで、派は手でに切れる。ぷちゅぷちゅと血が泡を噴ふくように生まれるのが分かった。

　二人で尻しり餅もちをついて、角つのを落とす。指の切れた部分にぬかるんだ土が染しみて強い刺し激げきを感じる。それに加くわえて尻しりの痛いたみを堪こらえながら前を見てみると、怪かい獣じゆうの腹ふく部ぶに微かすかな穴あなが空いて、血がじわじわ滲にじんでいる。まったくのムダではなかったみたいだ。とはいえ赤い粒りゆう子しの出で所どころまではまだ届とどいていない。もう一度、いや届くまで続けるしかない。

　グラウンドで倒たおれ込む連中からすれば、俺おれたちがなにをやっているのかと目を疑うたがっているだろう。実際どうなんだろうねこれは、と周しゆう囲いを一いち望ぼうすると、玉たま虫むしトカゲたちがよろめきながらもこちらへ向かってきていることに気づく。脅きよう威いになる速さではない、しかしその根こん性じように感心してしまいそうになる。

「偉えらいわねぇ」と一いち瞥べつした敷しき島しまも心なく褒ほめる。そして敷島はさっさと立ち上がった。

　俺も立ち上がろうとしたところで、膝ひざに異い様ような負ふ担たんがかかる。手をついた右みぎ腕うでの肘ひじも燃えたぎるように熱く、そして痛み出す。その症しよう状じようには嫌いやというほど覚えがあった。

　何重もの雨あま合がつ羽ぱでも、完全な対たい策さくには至いたらないようだ。全ぜん身しんが腫はれぼったく感じ出す。異い変へんに気づいてか、振り返った敷島が「大だい丈じよう夫ぶ？」と調ちよう子しを確かく認にんしてくる。差し伸べてきた手を借りて、奥おく歯ばを食いしばることでなんとか膝を伸ばすことができた。

「そのやる気……どんな心しん境きようの変化があったの？」

　ガッツが足たりないと言いたいところを無む理りにでも動いている俺を見て、敷島が興きよう味み深ぶかそうに尋たずねてくる。敷島のためにがんばりたいというのも噓うそくさく受け取られそうなので、別のことを理由にあげる。

「……山やま崎ざきと約やく束そくしたからな」

　校こう舎しやを見上げる。教室の中で、山崎は大人しくしているだろうか。

「あぁ、そういう。……ふぅん」

　途と端たん、敷島がつまらなそうな顔をする。予想と外はずれていなかったからかもしれない。

「単たん純じゆんでいいわね、男の子って」

「本当にね」

　否ひ定ていしないまま、第二の突とつ撃げきを開始する。角を持ち上げて、赤い粒子の舞まい散ちる地点めがけて突つき刺さす。恐らくその衝しよう撃げきは腹はらの中へも伝つたわっているはずだ。そう思わなければ、手のひらを血だらけにして尻を痛める甲か斐いもない。敷島が自じ身しんの両手のひらを見つめたまま、動かない。

「手、大丈夫か？」

「痛いだけよ」

　それは大丈夫と言いがたいぞ。敷島はそれでも気き丈じように立ち上がる。なにかに反はん抗こうするように。

　どうしてそこまで気力が萎なえないのか、その出所が未いまだに摑つかめない。同どう級きゆう生せいたちを怪獣に踏ふませた段階から、もう後戻りできないという念ねんを持っている故ゆえだろうか。前に進むしかないと決めたのなら、敷島は一いつ切さい、迷まよわないような気がした。

　酷ひどくなっていく症状に吐はき気けを催もよおしながらも、敷島の手を借りて立つ。お互たがいの血が混じり合って、そのぬめりに鳥とり肌はだが立った。敷しき島しまも思うところがあるのか、手を数回、握にぎっては開く。

　三度目の正直といきたいところだ。角つのを構かまえて、その表面に俺おれと敷島の血ちが塗ぬりたくられて。

　文字通り、血けつ路ろを開いて。

　関かん節せつの頼たよりなさに便びん乗じようするように、前へと身体からだを押し出そうとしたときだった。

　視し界かいの端はしで動き出すものがあり、そちらに目が行く。そうして、茶色い人ひと型がたの異い形ぎようが走る姿を目もく撃げきする。ねずみ男が怪かい獣じゆうの口から飛び出て、走り出していた。

　駆かけるその背中と腹はらを交こう互ごに見て、時間稼かせぎにカンテラを腹の中に置いて逃げたのだと理り解かいする。ねずみ男の手から離はなれてもその機き能のうを維い持じしているというのか。一ひと目め見た途と端たん、敷島が角を放り出して走る。

　ねずみ男ではなく、青あお息いき吐と息いきの玉たま虫むしトカゲの元もとへ。なんでだ？

　普ふ段だんの俊しゆん敏びんさも発はつ揮きすることは叶かなわず、トカゲが敷島にあっさりと捕ほ獲かくされる。

「借りるわ」

　敷島が前置きして、玉虫トカゲの尻尾しつぽをひきちぎる。借りるもくそもない無む慈じ悲ひな行動に血ち飛沫しぶきがアーチを描えがく。そのちぎった尻尾の先せん端たんをねずみ男に向けて、手のひらを構かまえる。ちなみに本体の方は派は手でに投げ捨てた。そして、尻尾をねずみ男めがけてぶっ飛ばした。

　信じがたい速度で発はつ射しやされる玉虫色の尻尾だが、ねずみ男の右側を通つう過かして校こう舎しやの壁かべにべちりと当たる。外はずれたことに舌した打うちした敷島が次のトカゲを摑つかみ、尻尾をちぎる。それだけではない、首も、足もすべてバラバラに、力任まかせにひきちぎってしまう。残っている胴どう体たいすら、鰯いわしの身を手でむしるように整形して『十センチ以下』に仕立て上げてしまう。そのすべてを宙ちゆうに放り投げるようにして、手をかざす。トカゲのバラバラ死体をどう使うか、答えは簡かん単たんだ。

　散さん弾だんである。各パーツが一いつ斉せいに、敷島の手のひらから射しや出しゆつされる。俺はそうした発想や思い切りの良さ、ためらわない行動力に圧あつ倒とうされるばかりだった。ぐらりと、膝ひざが折おれそうになる。

　散弾の内、トカゲの尻尾が突つき刺ささった勢いで足が派手に浮き上がり、ねずみ男が転てん倒とうする。

「藤ふじくん、走れる？　できるなら、行って」

「、おぅよ！」

　ねずみ男の隙すきを見み逃のがさないよう、敷島が俺を動かす。満まん足ぞくに走れるか分からなくても、ここは頷うなずいて、前へ出るしかなかった。そうでなければなんのために、ここへ来たのか。

　泥どろに足を固められたように、膝から下が鈍どん重じゆうだ。一歩ずつが遅おそく、遠い。水中をもがくよりも身体からだが抵てい抗こうを感じていた。雨あま粒つぶを搔かき分けるように腕うでを振って、ねずみ男のもとへ急ぐ。

　そうして起き上がった直後のねずみ男に飛びかかろうとする。が、ねずみ男の短い前足に、振り向きざま殴なぐり抜かれた。しかも顎あごを。こちらの勢いも手伝って深々と入り、目の前がぐらぐらと揺ゆれる。しかも追つい撃げきとして、邪じや魔まとばかりに蹴けり飛ばされる。脇わきを二度蹴られて悶もん絶ぜつしそうになるほど胴体が痛いためつけられる。手早く俺を退けて、ねずみ男が再ふたたび逃げ出そうとする。

　させるかよ。

　その肩かたから背中に纏まとったボロ布ぬのの端はしを摑つかんで、行かせるものかと食らいつく。

　俺おれは、お前を倒たおしに来たわけじゃない。

　敷しき島しまがなにかするまでの足止めに来たんだ。俺を行かせたその意味は、それしかない。

　期き待たいに応こたえようとしがみつく俺へ、ねずみ男が鬱うつ陶とうしそうに屈かがむ。そして鋭するどく露ろ出しゆつした前歯を首くび筋すじに突つき立ててきた。深く突き刺ささった硬こう質しつな歯の感かん触しよくに、耐たえきれず絶ぜつ叫きようする。

　首筋の脈みやくとは別に、中で動くものがある。やつの歯が自じ在ざい闊かつ達たつにうごめいて俺を蹂じゆう躙りんしているのだ。本来は首を通じて上がってくるはずだった血液や空気が、すべて新しん規きの穴あなに持っていかれている。あべ、おべ、とわななく舌したが要よう領りようを得えない悲鳴をあげる。

　そのまま首をかみ切られれば、死ぬ、と目の前が真っ暗に陥おちいりそうになる。

　だがそれよりも僅わずかに早く、今度は人間の声と、独どく特とくの影がかかる。

「ありがとう。もう十じゆう分ぶんよ」

　角つのを抱かかえて運んできた敷島が俺を横に押し飛ばし、その角を全力でねずみ男に振り下ろす。

　結局、敷島がいないと締まらないらしい。

　ねずみ男の赤い双そう眸ぼうが、明めい確かくに、恐きよう怖ふに歪ゆがむ。

　そして歪んだその瞳ひとみが見開くのに、時間はかからなかった。

　角の先せん端たんで腹はらを真まっ直すぐ貫つらぬかれたねずみ男の四し肢しが、ぴぃんと伸びきった。

　標ひよう本ほんに採さい集しゆうされた、昆こん虫ちゆうのように。
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「などという激げき闘とうを経へてもやっぱり、戻されるのであった」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに、与えられた結果を朗ろう読どくする。敷島が髪かみを弄いじりながら言う。

「でもクレジットは減ったわ」

「あぁ、そうだな」

「クレジットを０にすればお終い……だといいのだけど」

「断言してくれよ。お前が曖あい昧まいだと不安になる」

　再ふたたび廊ろう下かに戻された俺たちの手のひらは美しい。

　その無む傷きずの手のひらが、前回がなかったことになったのを証しよう明めいしている。

　当然、山やま崎ざきとのやり取りもだ。……まぁ健けん康こうになったし、問題なし。

　あの約束を今回も覚えているなんて、美しいことはあり得ないだろう。

「そうね。０にしたら終わりよ」

　勿もち論ろん、敷島も根こん拠きよがあるわけではない。しかし不ふ思し議ぎと説せつ得とく力りよくがある。今まで遭そう遇ぐうした前ぜん例れいがないので確かく信しんはないが、こういう存そん在ざい感かんをカリスマと称しようするのかもしれない。

「籠ろう城じようも不ふ可か能のうとくれば、次はどう出るかしら」

　怪かい獣じゆうを窓まどから見下ろす敷しき島しまが、その腹はらに注ちゆう目もくしながら呟つぶやく。ついでに携けい帯たい電話を取りだして、なにかを確かめるように弄いじっては画が面めんを睨にらむ。そういえば、敷島の電話番号の登とう録ろくもなかったことになったのだ。番号やアドレスも正直覚えていない。

「敷島ならどうする？」

　クレジットがなくなり、退たい路ろがないとすれば。

「そうねぇ。怪獣の口から出てきたところを待まち伏ぶせされるし、始まる場所が最さい悪あくなわけで……引っ込んでいても外からせっつかれるし、残された手は……」

　ねずみ男になりきるように、敷島が本格的に考え込む。そこまで真しん剣けんに聞いたわけじゃないのだが。ねずみ男を二度撃げき退たいできたこともあって、どこか気の緩ゆるみのようなものがあった。

　やがて、考え抜いた敷島が泡あわを噴ふく。それを見た瞬しゆん間かん、背中側に回り込んで支えようと自然に身体からだが動いていた。もたれかかってくる敷島を支えながら、慎しん重ちように膝ひざを曲げて座すわり込む。

　人の通らない廊ろう下かに座り込むというのは、なんとなく不安を煽あおるものだった。普通の行いではないからだろう。これで外が快晴で、俺は死んだことなんかまだ一度もなくて、と来れば女子の背中に触ふれていることも相まってある種の解放感に辿たどり着くことができたかもしれない。

　しかし今の俺に、そんなものはどこにもなかった。廊下の奥の薄うす暗ぐらさは俺の心しん境きようをそのまま表すようだし、頭の上を通っていく重い雲は心に溜たまる靄もやそのものだった。

　この空が晴れるには、明日を迎えるしかないように思える。

　もし今回で最後だというなら、赤い雨の被ひ害がいを俺自身、そして周辺も極きよく力りよく抑おさえながらのクリアを目指したい。それが困こん難なんであり、なにより敷島頼だのみであるのは格かつ好こうつかないが。

　覚えのある不ふ愉ゆ快かいな温度と湿しつ気けがあたりを包み出す。雨が降る前ぜん兆ちようを感じ取った鼻先が濡れていく。まずいと思いつつも今は敷島の意識の帰き還かんを待まつほかない。急げ急げと肩を叩たたくと、まるでそれに応じたように身体がびくりと跳はねて、敷島の頭が動いた。

　寝起きのようなゆったりした動作で口もとを拭ぬぐった敷島が、俺に寄りかかったまま振り向く。

　その肩に手を載のせたまま、「どうだった」と尋たずねる。

　お前はなにを見てきた？

　目もとの疲ひ労ろうを隠かくさない敷島が、俺の問といに答える。

「旅はみちづれ、かな」

　みちづれ、という部分に不ふ穏おんなものを感じながら発言の真しん意いを問う。

「なんだ、その謎なぞの作戦名」

「リミッター解かい除じよ、ってところ……」

　話している最中だったが、敷島の顎あごと目が上がる。空に向けて、目が動く。

　また、赤い雨か。やはり被害を完かん璧ぺきになくすことはできなかったと思ったところに、それが来る。

　確かにそこには雨があった。だけどそれは、俺おれの知らない雨だった。

　雨の勢いがまるで違ちがう。

　滝たきのようというやつであり、バケツをひっくり返したというやつであり、雨が隙すき間まのない壁かべを形成していた。そして、そのすべてが深しん紅くに染そまる。あっという間に、空と雨の区別がつかなくなった。

　その雨を受けて、建物と自然が大おお仰ぎような悲鳴をあげようとしている。空気までも、歪ゆがむ。

「あぁやっぱり、そう来るのね」

　敷しき島しまがそうぼやいてから、俺が尋たずねる前に事じ態たいを説明してくれる。

「雨の量をスキルで強化したのよ。被ひ害がいがより迅じん速そくに広がるように。下へ手たをすれば自じ滅めつするけど、それより早く私たちが雨に打たれて死ぬことを期き待たいしたのよ……多た分ぶんね」

　冷れい静せいに敷島が話している間も、窓まどが隙間なく真まっ赤かに染まる。打ちつける雨の勢いでガラスが今にも割れそうだ。あっという間に埋うめ尽つくした雨あま粒つぶで、外の景け色しきまで見えなくなる。

　敷島が俺の手を取り、窓まど際ぎわから引かせる。景色が赤く染まる一方で、こちらは青ざめてしまう。こんな勢いで雨が降り注そそいだなら、建物も無ぶ事じで済すむはずがなく、なにより今回で終わりだというなら、もう、やり直しが利きかない。この雨の先に訪おとずれる結果が残ってしまう。

　それは想そう像ぞうするだけで見晴らしのよいものだった。きっと、なにもかも消え去さってしまう。

「外の建物より怪かい獣じゆうのお腹なかの方が長持ちすると踏ふんだのね。こいつは、困こまったわ」

　敷島の眉まゆ根ねが寄る。

　早くなんとかしなければ。赤い亀き裂れつの入り始めたように思える渡り廊ろう下かを見て、敷島が俺の手を引いて走り出す。イメージが先行して幻げん視しした部分もあるだろうけど、こんな速さで、建物が倒とう壊かいする予よ兆ちようを見るなんて。洪こう水ずいにでも巻き込まれたような、激しい水の音がそこかしこから聞こえてくる。今にも壁が崩くずれて雨が入り込んできそうだった。

　敷島はどこへ逃げるつもりなのか。この雨では外に出ることなんて叶わない。敷島でも体力が維い持じできたところで身体からだそのものが持たないだろうし、俺など論ろん外がいだ。階段を降りた先の廊下では校こう舎しやのつなぎ目ともいうべき、階段と壁の隙間から煙けむりのようなものがあがっている。

　その廊下を全力で疾しつ走そうして敷島が向かった先は、突つき当たりにある扉とびらを開けた先にある地下への階段だった。真っ暗に等しい階段を下って、地下のボイラー室の扉を叩たたく。

　叩いたところで鍵かぎが開くわけではない。敷島は上うわ履ばきを脱ぬいで、Ｖの字を描えがくように折おり、先せん端たんを中へと押し込んで強引に球きゆう状じようにする。見ていてなにをするのかはすぐに察した。

　十センチ以下の玉となった上履きを扉のドアノブに、衝しよう撃げき波はで叩きつける。衝しよう突とつした先でドアノブがへし折れて、だらりと垂たれ下がる。ぶつかった上履きもちぎれてしまったが。

　そのままドアノブを完全に取り去ってから、敷島がもう一つの上履きを丸めて、扉に生まれた穴あなへと叩き込む。ドアノブが外はずれて生まれた穴は更さらに広がり、その鍵としての機き能のうを失う。

　手を突つっ込んで扉とびらが開くようになったのを敷しき島しまが確かく認にんした後、関係者以外立ち入り禁きん止しのお達しを無む視しして、強引に中へと入った。手を引かれる俺おれも当然、一いつ緒しよだ。

　ボイラー室に設置された機械は季き節せつ柄がらか駆く動どうしていない。中は外の湿しつ気けが強く入り込み、その薄うす暗ぐらさと嚙かみ合わないほどの自じ己こ主しゆ張ちようを示す空気に満ちている。本来は舞まい上がるであろう埃ほこりも、床ゆかにべっとりとくっついて汚れた雪のようになっている。

　地下まで逃げると騒そう音おんに等しい雨音も薄うすれてくる。けれど遠くで鈍にぶく響ひびくのは、建物の倒とう壊かいする音ではないだろうか。予よ兆ちようだとしても、そういう音に聞こえてくる。

　敷島は走り疲つかれたように、壁かべに寄りかかって座すわり込む。

　雨の被ひ害がいを逃のがれるためにこのまま、地下に籠こもる気か。いやでも、しかし。

「上が崩ほう壊かいしたら閉じ込められるんじゃないか」

「雨に打たれて壊え死しするよりは確かく率りつが低いと思うわ」

　両足のソックスを脱ぬいだ敷島が冷れい淡たんに答える。その手に光るのは、ちぎれたドアノブだ。

　敷島がそう判断したのなら、生せい存ぞんするという目的の上では正解なのかもしれない。でもこのままここでねずみ男の自じ滅めつを待まつということは、地上の被害を受け入れる、ということだ。

　建物が壊こわれる勢いきおいの赤い雨が降っているとしたら、体育館のみんなは、山やま崎ざきは。

　あのネズミが自滅するほどの雨なんか考えもなしに降らすのか？　と疑う一方で相手がネズミであることにも困こん惑わくする。いくら巨きよ大だいで人型でも、ネズミになにを期待しているんだ。

「雨を降らせるのはずっと続けることはできないと考えていたけど、どうなのかしら。スキルで延えん長ちようできるのなら、やはり迂う闊かつに外へ出ることはできないわね。人じん事じは尽つくしていないけれど、天てん命めいを待つことにしましょう」

　そんな、と敷島の判断に目と耳を疑う。

　自分たちさえ助かれば、それでいいのか。敷島がよくても、俺はそうもいかない。

　震ふるえる指で外を指し、その存そん在ざいを訴うつたえる。

「外に、山崎や、みんなが」

「そうねいるわね。教きよう師したちがすぐに家へ帰していれば、……助かったのかも知れないわね」

　なにもかも過か去こ形けいに押し込めて片づけてしまうようなその言い分に、胃いの底が燃える。

　よくも淡たん々たんとしていられる。身みを焼くような怒いかりに突つき動かされて、地下室の入り口へ詰つめ寄る。壊れた扉に手をかけて押し開こうとするのを、敷島に呼び止められる。

「待ちなさい。出ていってどうするの？」

「出ていって……出ていって、助けたい」

　山崎となんとかすると約やく束そくしたのは、違ちがう俺かもしれない。だけどその想いは引き継ついでここにいるのだと信じたい。このままじゃあ、山崎たちを見殺しにするのと同じだ。

　前回、怪獣に踏ふみ潰つぶされる連中を見殺しにして。また、同じことを繰くり返すつもりか。

　そうした思いを込めて訴え、敷島と睨にらみ合う。敷島は溜ため息いきをついて、額ひたいを搔かくばかりで説せつ得とくすら口にしようとしない。俺おれの無む謀ぼうさに呆あきれて言こと葉ばを失っているようだ。それならそれでいい。

　一人で行くだけだとボイラー室から出た。階段を駆かけ上がり、一階に戻る。どうすればいいかなんて具ぐ体たい的てきな策さくを、敷しき島しまのように思いつくことはできない。それでもここで山やま崎ざきたちを見殺しにしてしまえば、俺はそれを一生悔くやむ。俺は、俺は、俺は。

「幸せに、なりたいんだ」

　様さま々ざまな決意の矛ほこからそれを選び取り、腰こしに構かまえて突つき進む。

　しかし勢いだけで来た足も、下げ駄た箱ばこの前で外の惨さん状じようを目まの当たりにしたことで怯ひるむ。

　滝たきに飛び込めば、普ふ通つう、死ぬ。

　目の前にはそれが延えん々えんと広がっているようなものだ。迂う闊かつに出ても意味がない。

　どうしたらいい。俺にできる範はん囲いでの悪あがきとはなんだ。

「やれやれよ、ほんと」

　前回をなぞるように背中から声をかけられる。といっても、相あい手ては異ことなるが。

　後を追ってきたのか、腰に手を当てた敷島がいた。柔やわらかい苦く笑しようを浮かべている。

「敷島、あぁっと……すまない」

　表情や雰ふん囲い気きから、追ってきた理由を察する。

「藤ふじくんも存ぞん外がい、熱ねつ血けつ漢かんね」

　それに付き合おうと追ってきてくれる敷島も、大たい概がいお人ひと好よしだ。

　肩をすくめてお互たがいの弱さを受け入れたあと、敷島がさっきと同じように嘆なげく。

　しかし今回はどこかおどけて、道どう化けのように大げさだった。

「あぁ困こまったわ」

　俺は下駄箱より外を睨にらみながら、その意見に同意しようとする。

「まったくだ、この雨の下をどう進めば、」

「藤くんは必ひつ要ようだけど、藤くんの意思はきっと邪じや魔まになるもの」

「は？」

　なんの話をしているんだ、と敷島に振り向く。

　見えたのは、振りかぶった腕うでと取れたドアノブだった。

「そういうわけで、ごめんなさい」

　放り投げたドアノブが回転する。それを目で追って、その投げ方に悪お寒かんがした。

　玉たま虫むしトカゲの部位を放るのと、同じ軌き道どうを描えがいたからだ。

　咄とつ嗟さに身体からだが引いたものの、既すでに遅おそく。吹っ飛んだドアノブが、俺の胴どう体たいに飛びつく。衝しよう撃げき波はを直接受けきってしまったような重じゆう圧あつが俺をなぎ払はらい、下駄箱のロッカーに叩たたきつけてくる。

　身体に埋うまりきったドアノブのせいで呼こ吸きゆうが断ち切られて、目の前が真まっ暗くらになる。痛いたみは遅おくれてきたものの、溜ため込んだそれらが一いつ斉せいに爆ばく発はつするように俺に襲おそいかかる。

　敷島が、なにを、俺に。

「時間がもったいないの。藤ふじくんの意見は尊そん重ちようできないから」

　そう言って傷きずの治ち療りようもせずに、俺おれを抱かかえ込むように持ち上げる。そのまま地下室へと引き返す敷しき島しまに異い議ぎを唱となえようと、反はん抗こうしようとしても身体からだがまるで動かない。それは抱え込んでいる敷島の腕うでが、俺の患かん部ぶを締しめ付けて呼こ吸きゆうも満まん足ぞくにさせてくれないのが大部分を占しめていた。

　敷島が追いかけてきた理由を、都つ合ごう良よく解かい釈しやくしてしまった結果がこれだった。

　俺は敷島の味み方かただが。敷島は、俺に味方しないのだ。

　地下のボイラー室へと戻り、俺は床ゆかへと投げ出される。そして「どっこいしょ」と、背中の上に敷島が腰こしを下ろしてきた。それは俺が勝かつ手てをしないようにというより、俺と敷島の関係は『こういうものだ』と明らかにするための意味合いが強いように思えた。

「忘れないで、藤くん。あなたが死んだら私も終わりなの。だから私はあなたを自分のことのように、それこそ命がけで守る。でも、他の命は私の生き死にと関係ないの」

「じき、じまぁ……」

　食いしばった口もとから、やっとの声を振り絞しぼる。そんな俺を冷めた目で見下ろし、敷島の鼻が鳴る。取り出した携けい帯たい電話を気け怠だるそうに、退たい屈くつな時間をごまかすように弄いじりながら敷島が言う。

「これはどうしようもないわ。藤くんが責せき任にんを感じなくてもいいことよ」

　そんなの、なんの慰なぐさめにもならない。だれが責任を持とうと結果は変わらない。

　山やま崎ざきが、死ぬ。他にも大勢が、死んでしまう。床を這はいつくばる俺は、地じ獄ごくに瀕ひんしているようだ。腹はらの下は熱く燃えていくような焦しよう燥そうと憤いきどおりに彩いろどられ、瞼まぶたの端はしは激しく痙けい攣れんする。

　その滾たぎるものに身みを費ついやし、一いつ歩ぽでも、わずかでも前へと這う。

　雨が届かないこの場所でも目の前が真っ赤に染そまる。刺ささるはずのない床に突つき立てた爪つめが歪ゆがみ、なにかに食らいつくように強い手て応ごたえを返してくる。伸ばした腕に引きずられて、身体が僅わずかに前へ出た。できるやれる、と歯を食いしばって更さらに前進しようと悪あがきする。

　しかし、その希望の芽めをたやすく摘つむものがいた。

　もがく俺に乗ったままの敷島が、伸ばした手を踏み潰つぶしてくる。なんてことはなく、床に転がっていたものを足で引き寄せる程てい度どに容よう易いに。それだけで、俺の反はん抗こうは終わる。

　見ようと、進もうとしていた狭せまい道さえも閉じきってしまう。

　そうしてから、敷島が冷ややかに俺に問といかける。

「出ていって、なにをどうするの？　具ぐ体たい的てきな解かい決けつ策さくを説明してみなさい、できるなら」

　そんなものは、ない。ないのだ、ないけど動かなければいけない。死にたくないより死なせたくないが第一に働はたらいているから、理り屈くつを越こえて身体が動けと命じている。

　だがそうした憤りに似た思いを、敷島が受け入れるはずがなかった。

「あなたの命は私の命。自由じゃないのよ、あなたって」

　敷島が俺の後ろ首を摑つかみ、頭を強引に引き寄せてくる。急に海え老びぞりとなって背中と腹ふく部ぶの両方に大きな負ふ担たんがかかり、呼こ吸きゆうがより乱みだれる。食いしばって血が流れ始めていた唇くちびるの脇わきを敷しき島しまの指が撫なでると、ぞわりと鳥とり肌はだが立った。付着した血に目を細めながら、敷島が言う。

「藤ふじくん、分ぶん相そう応おうという言こと葉ばを知っている？」

　俺おれの頭に敷島の手が乗る。哀あわれむように頭を撫なでた後、その言葉が突つき刺ささる。

「わきまえなさい。あなたは、『選ばれなかった』の」

　ハッとして、目が覚めて、夜を呼び込む怜れい悧りな声だった。

　分相応を、わきまえろと言った。

　それは俺自身の考えていたこととも一いつ致ちする。だからこそ、一いつ気きに視し界かいが暗黒を帯びる。

　自分になにができるのか。そんなことを悩めるのは、力あるものだけで。

　俺は、なにもできないのだ。悩む余よ地ちなんか、本当はどこにもない。怪かい獣じゆうに迫せまられたときも敷島がなんとかして。ここまでねずみ男を退たい治じしてきたのも敷島で。なにもかも、敷島が行ってきたことで生き延のびてきたにすぎない。

　俺にはこの事態を、なんともできないのだ。それでも、行かなくちゃ。

　俺は、知っている。状じよう況きようを、これからどうなるかを。知ったからにはそこに意味があり、なにかを変えられるはずだと、思いたいじゃないか。そうでなかったら、知識が俺を不幸に陥おちいれることになる。知ったからこその苦しみをただ、味わっただけになってしまう。

　敷島が俺の首根っこを離はなし、地べたに這はいつくばらせる。顎あごを打った衝しよう撃げきが目の前の暗くら闇やみを赤く染そめて、輪りん郭かくを生む。この赤い景色が、俺の目の中で永えい遠えんに消えないように思えた。

　赤い。炎ほのおのような力強さを感じない、べったりとしたそれは血の色に似ている。見ていると熱ではなく寒さむ気けを強く覚える。その粘ねばついた赤色の向こうにあるはずの扉とびらが、遠い。

　敷島の足が俺の手から退く。行けるものなら、あがけるのならやってみろと。

　喉のどと床の間に大きな空気の塊かたまりめいたものを感じる。生まれた隙すき間まは、ぎゅうぎゅう詰づめの意思で動いていたはずの身体を悪い意味で浮ふ遊ゆうさせてしまう。身体を動かそうとするときに実感が伴ともなわず、意思さえも軽けい薄はくになったようだった。なにくそ、と伸びている腕を持ち上げる。

　恐怖から、敷島から逃げるように。

　勢いよく、歪ゆがんだ爪つめを床に突き立てようとしたら。

　その鋭するどい痛みに、びくりと肩が跳はねる。痛みを拒きよ絶ぜつするように飛び上がった指を見て、俺の最後に残っていた意地がぺきりと折おれ曲がる。無む我が夢む中ちゆうという魔ま法ほうが解けて、反はん抗こうの意思はその痛みに完全に萎なえきる。腕を伸ばすことも、戻すこともできないまま。

　魔法の通じなくなった現実が、指先を震ふるわせる。

　俺の分相応は、ここで敷島の椅い子すになることだった。







　俺はなにを間ま違ちがえた？　どこかにもっと、正解はあったのか？

　たった一人で赤い雨を切り抜けることもできない俺おれに、そんな上等なものがあったというのだろうか。耳と目を心がふさいでしまったように真っ暗で、静かで。内面すら閑かん散さんとした空間に放り出されたような孤こ独どくを味わいながら、自じ問もんが続く。俺の知る世界が崩くずれゆく中で、暗くら闇やみに籠こもって、逃げている。その方が誰だれの都つ合ごうに基もとづいても、丸く収まってしまう。

　俺は凡ぼん人じんだ、できないことがこの手に載のりきらないほど、掬すくいきれないほどあると。分かっていたのに、この激しい後こう悔かいはなんだろう。胸むねを搔かきむしるような苛いら立だちと絶ぜつ望ぼうは、どこから流れ込んでくるのか。どんな涼りよう風ふうが吹こうとも剝はがれない泥どろが心にこびりつくようだった。

　俺はいったい、なにを間ま違ちがえたのか。そして敷しき島しま以外のなにが正しかったのか。

　答えを見つけるために、赤い雨の向こうを覗のぞく勇気が俺にはなかった。

　その臆おく病びようさに応じた答えが、地上に生まれようとしていた。

「雨が、止んだみたいね。そろそろ一度、外を見てみようかしら」

　敷島の声を聞くのも、何十時間ぶりのように感じられる。目に張られた膜まくがぱちりと割れたように、光が徐じよ々じよに広がっていく。暗あん黒こくの向こうにあったのは、何事もなかったように敷島だった。俺の背中から離はなれた敷島が扉とびらを押す前に振り向いて、俺に尋たずねる。

「来ないの？」

「……行く」

　返事をするのも億おつ劫くうだったが、敷島の目に射い抜ぬかれると、自然と声が出た。

　恐きよう怖ふが俺の手足を丸太か人形の手足のように、感かん覚かくを愚ぐ鈍どんにしていく。

　敷島への怒いかりはなかった。それさえも雨にかき消されたように。

　外に出て階段を上がっていくと、流れ込んできた少量の雨水が上うわ履ばきの裏うらを濡ぬらす。ここまで雨が来ていることに絶望し、階段を上る度たびに諦あきらめがその負ふの感情を吸すって膨ふくれあがっていく。

　それは一階に出て足首まで浸つかるほどの水が、天てん井じようのない廊ろう下かに溜たまっていたのを知って。

　その侵しん食しよくの具ぐ合あいに、まだ見ぬすべてを悟さとったところで飽ほう和わを迎えた。







　Saveが完かん了りようしました。







　誰かの許ゆるしを得えることもなく、勝かつ手てに、世界が記き録ろくされる。

　保ほ存ぞんされたその世界にどれほどの価か値ちがあるのか、誰かが訴うつたえることもないまま。

「……酷ひどいものね。グラウンドの死体もすべて溶けてしまったみたい」

　ちゃぷり、ちゃぷりと赤い雨に侵しん略りやくされた道を歩きながら敷島がぼやく。その後ろに続きながら、俺は敷島の背中に薄うす暗ぐらいものを見出していた。

　一つ、疑念がある。確かく証しようはないし、敷島が尻尾しつぽを出したわけではないけれど。

　雨に付ふ加か価か値ちを持たせたのはねずみ男かもしれないが、雨を降らせていたのは敷しき島しまではないのか、という疑問だ。敷島が選んだ能のう力りよくの、エネルギー変へん換かんというやつ。あれは能力の効こう率りつや移い動どうの有う無むから考えても、雨降りに使用することを前ぜん提ていに選んでいるように思う。

　それならば、エネルギーの補ほ給きゆう方法として雨あま乞ごい用のスキルぐらいは用意しそうなものだ。

　確かに、ねずみ男も雨を降らせる力はあったかもしれない。だけど同時に敷島も同じスキルを選せん択たくしていたのではないだろうか。最後の大雨は敷島が、ねずみ男の行動にあわせて自身のスキルも発動した結果、なのかもしれない。ネズミは自じ滅めつという形を選んだのではなく、敷島によって殺された、ということなんじゃないだろうか。

　どれもこれも想像でしかなく、強い根こん拠きよはない。

　けれどもしその推すい測そくが正しいのなら。

　なぜ、そんな方法をとったのか。

　どうして、被ひ害がいを拡かく大だいさせることを選んだのか。

　疲つかれ切り、身体からだにもダメージが残る中でその答えを見つけ出そうとすると、痛いたい。

　頭が痛くなる。考えるなと、ばかりに。

　その針はりに縫ぬい付けられて操そう作さされるような脳のう裏りには、山やま崎ざきの顔が浮かぶ。

　同時に大だい怪かい獣じゆうの姿も、幻げん視しした。

　失しつ意いと共ともに学校のグラウンドへ出る。

　そこに学校は、なかった。

　なにもかもが崩くずれ去さり、溶とけて、流体の一部と成り果てていた。

　グラウンドに存そん在ざいしたはずの怪獣さえも溶けて原げん型けいが失われて、校こう舎しやも、体育館も大地の一部へと押し潰つぶされていた。その中にいた人たちも、当然、どうなったかなんて。

　足が止まる。じわじわと赤い水に吞のまれていくように、うつむいて、動けない。

　視し界かいに残ざん留りゆうする赤と、新たに侵しん食しよくする紅あか。どちらも、同じ色合いだった。

　俺が立ち止まっている間も敷島は進んでいく。振り向かず、歩いていく。

　その先になにもなかったとしても、構うものかとばかりに。

　怪獣と、死体。すべてが洗い流されて、様々な目もく撃げき者しやが消える。

　道はただ開けて、寂さびしいばかりだった。そこにはなんの道しるべもない。

　俺たちはどこに行けばいい？

　どこに行こうとしているんだ？

「……くひっ」

　失うものを失った俺は、これからもっと強くなれるだろう。

　これはそのための笑い声だった、きっと。きっと、きっと、きっと。

　そうだ、俺は弱かった。弱いから、なにもできなかった。

　だから。

　どこか、遠い自分が軽々しく交かわしてしまった山やま崎ざきとの約やく束そくを、守れなかった。

　でも気に病やむことなんか、ない。

　だって、そんなものはなかった。

　弱かった自分も。

　救えなかった自分も。

　分ぶん不ふ相そう応おうの、愛情も。

　時が巻き戻れば。全部、なかったことになるのだから。







　Ver1.1.4に更こう新しんされました。更新内容は以下の通りになります。

　スキルを追つい加か。

　スキルの効こう力りよくを調ちよう整せい。

　エネミーの種類を追加。

　赤い雨が重なった際さい、背はい景けいが正せい常じように表ひよう示じされないことのあるバグを修しゆう正せい。

　特定のスキルを使用した際、人じん体たいの構こう造ぞうを無む視ししてしまうバグを修正。

　スキルをアプリで変へん更こうした直後、自動的に使用してしまうバグを修正。

『パーツ交こう換かん』を仮かり実じつ装そう。








→Next『Stage3　お前より強いやつ』
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　あとがき




　タイトル元もとのゲームであるミッキーのマジカルアドベンチャーはクソゲーではありません。むしろかなり面おも白しろいアクションゲームです。魔ま法ほう使いのコスプレはともかく、ファイアーマンとクライマーってマジカルか？　などという些さ細さいな疑ぎ問もんはさておき、小学生のときによく遊んだものでした。あまりクリアできた記き憶おくないですが。難なん易い度ど高いんですよ、これ。







　というわけで二巻でした。入いる間ま人ひと間まです。あとがき書くことないです、割わりと本気で。

　最近はスーファミでちょこちょこ遊んでいます。本体は日に焼けて黄ばんでいますが、発売日に買ってもらったものがまだまだ現げん役えきで動いてくれています。パワプロ３のサクセスモードを友達の家でやったことがパワプロにはまるきっかけとなったのですが、今遊び直すといやー、さっぱり打てない。ミートカーソルが四角い時代なのですが、昔むかしはよくあんなに打てたなぁと感心する。内容も、試合に出たいからとコーチに相そう談だんして媚こびているとチームメイトの評ひよう価かが下がり、そのまま練習して怪け我がすればいい気味だと笑って助けてくれない二に軍ぐんの同どう僚りようたちなんて今ではとても描びよう写しやできないだろう。まだバッターしか育成できなかったが、野や球きゆうにまったく興きよう味みのなかった人間を引き込むには十じゆう分ぶんすぎる魅み力りよくのある作品だった。







　そんなこんなで10月です、今年も大半が終わりました。このあとがきを書いている頃ころはまだ猛もう暑しよが続いていますが、10月には涼すずしくなっているのでしょうか。両親の二の腕うでをぺしぺし叩たたいていたらどちらからも『あっち行け』と言われるようになってしまいましたが私は元気です。本書もお買い上げ頂いただき、本当にありがとうございました。

　次じ巻かんがもしあれば、そのときはまたよろしくお願いします。








入間人間
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入いる間ま人ひと間ま

「ジャジャジャジャーン。どうだいるクま、オレたちって影だけなら、何とかランドに住んでる○ッキーと同じだろう」「そうかなーどっちかっていうとシャドーラットマンじゃーねーの」
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植うえ田だ 亮りょう

イラスト描いたりゲームの原画とか背景描いたり色塗ったり……、いろいろとマイペース気味でやってます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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「入間人間先生」係

「植田 亮先生」係











本書は書き下ろしです。
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